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　暗闇くらやみが支配する通路に、等間隔の光が灯っている。

　足場をかろうじて照らすほどの光は壁に沿って奥へと続いていた。時折、光の点滅が生じる陰気な道には涼し気な冷気が漂っている。

　そんな通路を、列をなして進む一団がいた。

　弱々しい燐光りんこうの前を何度も横切っていくたくましい肩、鞘さや入りのナイフを巻き付けた太い二の腕。がちゃがちゃと鎧よろいが留め具の音を鳴らし、装靴グリープや長靴ブーツの音がそれに絡からみ合う。

　冒険者である。

　兜かぶとを目深に被かぶったドワーフを先頭に、十名を超えようかという規模だ。銘々が行灯カンテラ型の魔石灯を掲げ、辺りを注意深く探っている。

　彼等が進んでいるのはダンジョン、ではない。

　隧道状ずいどうじょうの通路を構築するのは人の手によって作られた石材。寿命がつきかけている魔石灯が壁にかけられており、道の中央ではザーと音を立てて水が流れている。

　地下に設けられた水路、下水道であった。

「獲物は早い者勝ちだ。恨みっこなしだぜ？」

「ああ。私が仕留めるのを指をくわえて見てな」

　一団が身に付ける鎧や防具には、異なる【ファミリア】のエンブレムが刻まれていた。派閥混合のパーティである。急造であることを示すように協調性など彼方に放り投げており、勝気な女戦士アマゾネスの物言いに、ぺっ、と獣人の男が悪態交じりに唾を吐く。

　素行の悪さを窺うかがわせるいかにもと言った荒くれ者達は、全員が熟練の冒険者達であった。

「なぁモルド」「本当に大丈夫なのか？」

「あぁん？　ギルドの連中が草の根わけて探してる地上で、ちっとも情報が上がらねぇんだ。なら、もう地下水路ここしかねえだろう」

　一団の中には、モルド・ラトローの姿もあった。

　額や頰ほおに傷跡を残す強面こわもてにいかつい体付き。見るからに横柄な悪漢で、事実つい二ヶ月半ほど前も成長目めまぐるしい『とある新人ルーキー』に冒険者の洗礼を与えてやろうとしたほどだ。

　常に行動をともにする二人の仲間ヒューマンから尋ねられたモルドは、懐ふところから巻物を取り出す。

「他ほかの連中に先を越される前に、このモンスターどもを仕留める。賞金は俺おれ達のもんだぜ」

　描かれているのは、武装したモンスター。

　情報をもとに描写された凶悪な蜥蜴人リザードマンや石竜ガーゴイルの絵姿である。

　──【イケロス・ファミリア】が起こした騒動によってモンスターが地上に出現したのが三日前。冒険者の追撃を振り切って逃走したモンスター達はオラリオ中に散らばり、今も都市のどこかにひそんでいる。

　事態を重く受け止めたギルド本部はモンスターの早期討伐を各【ファミリア】に命じるとともに、怪物達の首に懸賞金をかけた。その高額な報酬に、今や冒険者達は迷宮探索を放り出し、地上に残っているとされるモンスターを血眼になって探していた。

「いや、俺達が言いたいのはそういうことじゃなくてよ」「この武装したモンスター、すげえ強えんだろ？　【ロキ・ファミリア】が取り逃がしたって……」

「何も問題ねえよ。連中、【剣姫けんき】達の手で散々痛め付けられたらしいからな。今頃いまごろ、まともに動けねえほど弱り切ってるだろうぜ。証拠に、暴れるしか能がねえ化物どもが大人しいもんじゃねえか」

「楽勝よ、楽勝」とあくどく笑うモルドに、連れの男達は不安そうな顔を見合わせた。

「そういえば……聞いたか、【リトル・ルーキー】の話？」

「ああ。街のもんに白い目で見られてるらしいな。やっちまったよなぁ」

　と、モルド達とは別の所属、他の上級冒険者達が思い出したように笑い出した。

「竜女ヴィーヴル相手に欲が出ちまったんだろう、馬鹿ばかだよなぁ」

「世界最速兎レコードホルダーだと何だと散々ちやほやされて調子に乗ってたんだ。いい気味だぜ」

　まるで酒の肴さかなのようにとある冒険者が見下され、笑い種ぐさにされる。嘲弄が込められた彼等の話題に、他の者達もせせら笑った。

「……おい、てめえ等。自分のことを棚に上げて、なに言ってやがる」

　そんな彼等に口を挟んだのは、悪人面を一層険けわしく歪ゆがめたモルドだった。

「今の俺達だって似たようなもんだろうが！　同業者リトル・ルーキー一人捕まえて、貶けなしてんじゃねえ!!」

「お、おい、モルド？」

「何だよっ、急に」

　仲間のヒューマン達が慌あわてて止めるものの、モルドは唾を飛ばして食ってかかった。

　パーティを組む顔見知りの冒険者達は、彼の怒りの形相にうろたえる。

「あのガキは竜女ヴィーヴルを仕留めるために他の冒険者やつらにも攻撃したんだぜ？　やり過ぎだろっ」

「そ、それは……あれだっ、借金だ！　【ファミリア】にあるとんでもねえ借金のせいだ！」

　嘲弄だけではない、悪感情も込められた少年への非難にも、声を詰まらせながら言い返す。モルドは勢いよくパーティに背を向け、止めていた歩みを再開させた。

　なんだよアイツ、どうしちまったんだ、と声が聞こえてくる中、モルドは舌打ちをする。

「──止まれ」

　パーティの空気が険悪になっていたその時、先頭を歩いていたドワーフが制止をかける。

　緊張を帯びた声に上級冒険者達は一斉に反応した。

　ドワーフの男が睨にらむ先、前方。

　薄闇の奥で、雄黄ゆうおうの眼光が浮かび上がっていた。

　赤緋せきひの鱗うろこに包まれた太い尻尾しっぽをうねらせ、そのモンスターは姿を現す。

「あれは……『リザードマン』！」

「でやがったな！」

　すぐさま臨戦態勢に移る冒険者達に、鎧に身を包んだモンスター、蜥蜴人リザードマンは突っ込んだ。

『オオオオオオオオオオ!!』

　そして、突撃を食い止めようと盾を構える屈強なドワーフが──正面から吹っ飛ばされた。

「は……？」

　背後の者を巻き込んで倒れるドワーフに、冒険者達、そしてモルドから呆ほうけた声が落ちる。

　そんな彼等に委細構かまわず、蜥蜴人リザードマンは暴れ回った。

『シャアアアアッ!!』

「う、うおおおおおおおおおおお!?」

　振るわれる長直剣ロングソードと曲刀シミター、連接棍棒フレイルのごとく薙ながれる尻尾。

　凄すさまじい戦闘能力を誇る蜥蜴人リザードマンに反撃さえままならず、蹂躙じゅうりんされるパーティはたちまち悲鳴を連鎖させる。尾で殴り飛ばされた獣人の冒険者が足場を踏み外し、流れる水路に転落した。

　ばしゃあんっ!!　と激しい水みず飛沫しぶきが飛び散った直後、冒険者達はとうとう脇目も振らず逃げ出した。

「弱ってるんじゃなかったのかよおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　情けない絶叫を上げながら、モルド達は全速力で潰走かいそうするのであった。




「……ん、んん」

　遠方から木霊こだましてくる野太い叫び声に、尖とがった歪いびつな耳がぴくりと震える。

　青白く染まった瞼まぶたを微動させ、竜の少女はゆっくりと目を開けた。

「ここ、は……？」

「起きましたカ、ウィーネ」

　ぼんやりと映る暗い石の天井てんじょうに呟つぶやきをこぼすと、すぐ横から優しげな声がかけられる。

　ゆっくりと目を向けると、そこには安堵あんどの表情を浮かべる美しい歌人鳥セイレーンがいた。

「レイ？　……っ!?」

　同胞、歌人鳥セイレーンの『異端児ゼノス』の名を口にする竜の少女は、次にはばっと起き上がった。

「ベルはっ、ベルは!?」

「落ち着いてくださイ、ウィーネ。ベルさんハ無事です」

　取り乱しながら一人の少年の安否を問うと、歌人鳥セイレーンのレイは少女の華奢きゃしゃな体に翼の両腕を回しながら、ゆっくりと言って聞かせる。


「ほんとう？　ベル、よかった…………あれ？　でもわたし、ベルのそばで……」



「フェルズが、貴方ヲ蘇よみがえらせてくれましタ」

　無意識のうちに額の紅石へ手を当てるウィーネは、レイの言葉に「？」と首を傾かしげる。

「モウシバラク、眠ネムッテイタ方ガ良カッタカモシレンガナ」

「グロス……？」

　そこで、側にいた石竜ガーゴイルのグロスがぽつりと声を落とした。

　ウィーネが不思議そうな顔をしていると、間もなく「帰ったぜ」と言ってリドが現れる。

「リド！」

「おおっ、起きたのかウィーネ！　良かったな！」

「うんっ。リドは今、どこにいってたの？」

「……冒険者達を追っ払ってきたんだ」

　リドはそれだけを言うと、出迎えに来た黒衣の魔術師メイジ、フェルズと話し始める。

「大丈夫か、リド？」

「ああ。フェルズの全癒魔法まほうのおかげで体は完璧かんぺきに治ってる。十分動けるぜ。ただ、冒険者達が近くまでやって来た。ここももう離れた方がいい」

「そうか……」と重く返事をするフェルズ達の会話を聞き、ウィーネは戸惑った。

　辺りを見回す。今いる場所はダンジョンでもなければ、狩猟者ハンター達に連れていかれた牢屋──『人造迷宮クノッソス』でもない。流れる下水の音が聞こえる、忘れ去られた地下水路の倉庫である。

　場にいる同胞の数は、半人半蛇ラミアや大型級トロールなど、リド達を含めても十匹ほど。ウィーネの目から見ても少ない。壊れかけの魔石灯の光に横顔を照らされながら、彼女は恐る恐る尋ねた。

「ここ、は……？　みんなは？」

「……説明しよう。よく聞いてくれ、ウィーネ」

　琥珀こはく色の瞳ひとみを不安に揺らすウィーネに、フェルズが丁寧かつ簡潔に説明する。

　今いる場所は地上であり、ウィーネ達『異端児ゼノス』は都市中の人間から追われ、命を狙ねらわれる立場であること。ひいては見つからないように都市オラリオの中を移動していること。

　冒険者達から逃げる過程で、一部の『異端児ゼノス』とはぐれてしまったこと。

「アステリオスとも、合流できず仕舞いだ」

「彼ガいれバ、まだ何とかなったかもしれないのですガ……」

　聞き慣れない名にウィーネがリドとレイの視線を追うと、彼女はソレを見て動きを止めた。

　地面に置かれているのは、漆黒の剛腕。切断された片腕かたうで。

　ウィーネの胴体ほどあるのではないかと思えるほど隆々とした筋肉で覆われている。今は氷漬けにされており、腐敗が食い止められていた。

　リド達が命からがら切り抜けた戦闘の激しさ、何より『彼』と呼ばれる存在のほどを物語る物体に、竜の少女は息を呑のんだ。

「君達が生き延びるにはダンジョンに戻るしかない。だが『バベル』と『人造迷宮クノッソス』、この二つの出入り口は全すべて押さえられている。現状、帰る術すべがない」

　孤立無援、四面しめん楚歌そか。状況は考えられる上で最悪である。

　被っているフードの奥からそのように告げる魔術師メイジは、一度黙だまった後、言葉を続けた。

「もし、希望があるとすれば、それは……」

　フェルズの囁ささやきが溶けるように消えていく。

　静まり返る同胞達の中で、ウィーネはゆっくりと、闇に閉ざされている頭上を見上げた。

「ベル……」
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　生まれながらにして餓うえていた。




　そこに足をついた時、彼が最初に行ったことは、鏖殺おうさつだった。

　そこには彼の同族が無数にいた。同族は彼に襲いかからんとする存在であり、そして彼は餓えた存在であった。同族は彼に容赦しなかった。彼もそんなものは露ほども考えなかった。素手で撲殺し、足で圧殺し、肉体で粉砕した。彼は無限に続く迷路の中で、無限の闘争に身を置いた。

　自我がいつ芽生えたのか定かではない。産まれ落ちたその時のような気もするし、もっとずっと前、『夢』の中から『自分』はたゆたっていたような気もする。ただ、自己を認識するほどの鮮烈な光景があったことだけははっきりと覚えていた。

　今もなお、それに餓え続けていることも。

　彼は餓え続けた。闘い続けた。

　皮が裂かれ、骨が砕け、肉が溶かされ腐り落ちても、彼は同族を殺し回った。

　転機が訪れたのは、とうとう膝ひざを屈し、力つきたその時だった。

　目の前に現れたのは同族ではなく、『同胞』。

　彼等は同族から彼を守り死地から救い出した。更に自分達の家に運び、体を癒いやしてくれた。

　餓え以外の何かを芽生えさせる程度には、同胞はいい存在だった。

　同時に彼等は博識であり、彼の餓えの正体を教えてくれた。

『強烈な憧憬』。

　同胞の戦士は言った。それはお前の『願い』なのだと。

　憧あこがれ？　よくわからなかった。ただ、それが己おのれの『願望』であることは理解した。

　片時も見ない日はない『夢』の中には、音もなく、臭いもなく、ただ光があった。身を震わせるほどの意志が、空っぽの体に満たされていく歓喜が、己の存在を肯定する『何か』が。

　彼は同胞から他にも様々なものを教わった。知恵を、強さを、そして武器を。やがて彼は同胞達と別れ、再び自分が産まれ落ちた場所へ、深い深い黒鉛の迷宮へと身を投じた。

　──これではない、これではない。

　餓えの正体を知った彼はもう満足できなくなっていた。強さを磨き、同族を鏖殺しても、いつまで経たっても『夢』に巡り合えない。いつからか苛立いらだちを感じるようにすらなっていた。焦あせりともいうのかもしれない。餓えは募る一方だ。

　彼は『夢』を求め続け、迷い続けている。




「ひ──ひぃいいいいいいいい!?」

　悲鳴を上げ、狩人かりゅうどの一人が逃げ出した。

　地面には同じ狩人がいくつも転がっていた。手足をあらぬ角度に曲げ、血だまりを作っている。隠れていた彼を巧妙に見つけ出した者達だった。故に壊した。返り討ちにした。

　──これでもない、これでもない。

　狩人達は彼が追い求める『何か』に似ていた。しかし全く違う。

　あれは、あの『夢』は、決してこんな風に背中を見せはしなかった。

　たった一歩で背を向ける狩人に追いつき、唸うなる剛腕で首を摑つかみ、壁に叩たたきつける。

　寂さびれた廃墟に夥おびただしい亀裂が生まれた。狩人が紅い液体をぶちまけ、目玉が裏返る。手の平の中に小枝のように収まった首から、あっけなくビキリと罅ひび割れる音が鳴る。同胞との約束を思い出し、彼はそれから手を放した。

　最後の狩人が床に倒れ込んだ後、彼は隠れていた廃墟を出る。

　そこは深い迷宮ではなく、空に近い場所。

　厚い雲に覆われる夜天に何の感慨も抱けぬまま、たった一つの武器を持ち、全身から血潮を流しながら、確固とした足取りで迷い続ける。

　求め続ける。




　夢を──再会を。

















『放たれた脅威。モンスター都市に散る』

『迷宮の宿場街リヴィラ全滅。地上に進出したモンスターと何か因果関係か？』

『【イケロス・ファミリア】の暗躍　～ダンジョン第二の出入り口？～』

　卓に広げられた、いくつもの情報紙。

　共通語コイネーで書き綴つづられた見出しの数々に、ヘスティアとリリは口を引き結んだ。

「すっかり大事おおごとになってるな……」

「ええ。都市中にこれと同じ情報が伝わっていて、住民は不安の最中さなかにいます」

　都市に動乱をもたらした【イケロス・ファミリア】と『異端児ゼノス』の事件から、四日目の朝。

　本拠ホーム『竈火かまどの館』の居室リビングで、ヘスティア達はテーブルを見下ろしていた。

　リリが街でかき集めてきた情報紙──一部の【ファミリア】や商人が販売している数枚重ねの巻物──には、モンスター地上出現の事件を巡って無数の情報と憶測が飛び交っている。一見すればただの都市伝説を語る噂話ゴシップの記事も、事情を知るヘスティア達にとっては笑い物にはできない。

「それに……」

　重い口調でヘスティアが視線を移すのは、とある情報紙の紙面である。

　記事自体は小さく、隅に位置しているが、そこにはこう書かれていた。

『戦争遊戯ウォーゲーム覇者、【リトル・ルーキー】の暴挙と暴走。失望と失墜』と。

　これと似た記事は他ほかの情報紙にも載っている。中には少年の似顔絵付きのものもあった。

　身長の低いリリと二人で台に立つヘスティアは、眉まゆをひそめながら黙りこくってしまう。

「ヘスティア様、リリ様。帰りました」

「閉まっている店が多くて時間がかかってしまいました……申し訳ありません」

　居室リビングに入室してきたのはメイド服姿の春姫ハルヒメと、命ミコトである。

　食料の買い出しに行っていた二人は、野菜や干し肉の詰まった紙袋を置いた。

「お帰り、二人とも。街では何もなかったかい？」

「……直接は、何も。ですが、皆様の私わたくし達を見る目が以前とは、その……」

「白眼視する方はいました。やはり、ベル殿の行為が尾を引いているようです……自分達は同じ【ファミリア】ですから。この数日、次第に風当たりが強まっているのも、感じます」

　言葉を濁にごす春姫ハルヒメの代わりに、命ミコトが眉を下げながら、けれどはっきりと言う。

　そっか、と吐息をつくヘスティアはリリに目を向けた。

「ヴェルフ君は、今日もかい？」

「ええ、あれからずっと工房にこもりっきりです。まったく……。ドアの前に食事を置いておけばいつの間にか消えているので、しっかり生きているんでしょうが」

　騒動の後からめっきり顔を出さない鍛冶師スミスの青年に、リリは愚痴ぐち交じりに答える。

　ヘスティアは館の裏庭、『工房』が建つ方角を見やった。

　と、そこへ。

「あ……ベル様」

　ベルが、居室リビングのドアを開けて現れた。

　ヘスティア達のもとまでやって来る少年に、別段変かわったところはない。

　今まで目にしたことがないほど、思い詰めた表情を浮かべている以外には。

「……」

　リリ、命ミコト、春姫ハルヒメ、仲間の少女達を前にベルは何かを言いかけて、目線を逸そらした。

　喉のどの奥に言葉を押し込んだ少年は、ヘスティアを見る。

「あの、神様……街に行かせてください」

　リリ達から驚きを集めながら、ベルは外出の許可を願い出た。

「……外に出て、どうするんだい？」

　ヘスティアは、ベルに本拠ホームの外へ出ないよう主神として厳命していた。

　ほとぼりが冷めるまで、とは言わなかったが、少なくとも事件直後は大人しくしているようにと。ひとえに少年の身を思ってのことである。それほどまでに今のベルの立場は危うい。

「情報収集ならボクやサポーター君達に任せておけばいい。君が行く必要はないだろう？」

「それは……」

「また、傷付くかもしれないよ？」

　夕暮れの『ダイダロス通り』。戦場の傷跡が刻まれた迷宮街で、一般人や冒険者から向けられた敵意と失意の眼差まなざしを思い出したのか、ベルの体が強張る。

　呼吸を震わせていたベルは、それでもヘスティアを見返し、答えた。

「何もせずに、時間が過ぎていくのが……今は一番、怖いんです」

　もう、じっとしていることはできない。

　そう視線で訴えてくる少年に、ヘスティアは束つかの間ま瞑目めいもくし、頷うなずいた。

「わかった。いいだろう」

「神様……」

「ただし──ボクと一緒に行くのが条件だ！」

　一瞬安堵あんどしたのも束の間、ベルの瞳ひとみが見張られる。リリ達も同様だった。

「ちょ、ヘスティア様っ？」

「サポーター君達は引き続き情報収集と留守番を頼むぜ！　今日はボクがベル君の用心棒ボディガードさ！」

　グッと親指を上げるヘスティアに、身を乗り出しかけていたリリは口を尖とがらせて「全くもうっ」と不承不承に言うことを聞いた。

　ふざけてはいるが、神意しんいは伝わったのだろう。

　女神であるヘスティアの方が、今のベルを守るには適任だと。

「お昼には帰れるよう努力するよ！　じゃあ、行こうぜ、ベル君」

「神様、でも……」

　リリ達へ告げた後、少年の側まで歩み寄り、その顔を見上げる。

　女神の瞳に見つめられていたベルは、やがて頷いた。

「わかりました……」
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　本拠ホームを後にして、出発する。

　約束通り神様と二人で、僕は街へと出た。

　本拠ホームに『謹慎』──少なくとも僕はそう思っている──を命じられていたこの四日間、情報を集めていたリリ達のおかげで都市の状況がどう推移しているのかわかっているつもりだ。

　モンスターが地上に進出してしまった事態を受け、八つある都市門は完全に封鎖。討伐を急ぐ管理機関ギルドによって『異端児ゼノス』達には賞金がかけられ、多くの勢力、多くの冒険者が彼等の行方ゆくえを追っている。

　僕も、ウィーネやリドさん達の行方を知りたかった。

　耳に飛び込んでくる情報を聞いて、『異端児ゼノス』達が追い立てられていると思うと、居ても立ってもいられなかったのだ。

「……」

　オラリオの空は、曇天どんてん。

　事件後から降っていた雨は止やみはしたけれど、まるで今の都市の心境を表すように厚い雲が立ち込めている。

　街路は静かだった。モンスターを恐れているせいか、出歩く人は少なく、いたとしてもどこか足早に去っていく。ダンジョンへ行く途中、いつも見かけていた幼い子供達の姿なんてどこにも見当たらない。本当に、ここはオラリオなのか。

「ジャガ丸くんのバイトも、休みになっちゃったんだ……」

　知らないオラリオの姿に狼狽ろうばいしていると、神様が寂さびしそうに呟つぶやいた。

　扉と鎧戸よろいどを締め切っている複数の商店を視界の端に認めながら、西のメインストリートへ。大通りに出ると流石さすがに人通りは増えるものの、普段は見かけることのないギルド職員、そして護衛の冒険者の姿が目立った。モンスター捜索、あるいは警備のため巡回しているのだろう。

　やはり活気は失われていて……代わりに、ぴりぴりとした空気が漂っていた。

「……おい」

「あれ、見ろよ」

　そして、険しい眼差しが向けられるようになる。

　他ならない、僕に。

「【リトル・ルーキー】……聞いたわ、【ロキ・ファミリア】の邪魔をしたって」

「あいつのせいでモンスターを取り逃がしちまったんじゃねえか」

「所詮、冒険者だったというわけか」

「おいおい、オレ達をあんなヤツと一緒にするなよ。時と場所くらいは弁わきまえるぜ」

　耳朶じだに絡からみ付く様々な声。

　能力ステイタスによって底上げされた聴覚でなくとも、周囲のざわめきははっきりと聞き取れた。一般人も、商人も、同業者も、多くの人が通りを進む僕の横顔を蔑んだ目で見つめてくる。

　顔が冷たくなっていくのが……血の気が引いていくのがわかった。

　あの夕焼けの迷宮街で味わったものと同じ、人々の非難に囲まれる。

「稼ぎのためだなんて……本当は、モンスターを庇かばったんじゃないの？」

「『怪物趣味』、か」

　醜悪な竜女ヴィーヴルを守る真似まねをした僕に、下界最大級の蔑称──『怪物趣味』という声もちらほらと上がる。その唾棄の言葉ははっきりと僕の胸を穿うがった。

　覚悟していたことだ、受け入れなければ、と必死に耐える一方で、感じるものがあった。

　まるで、非難の矛先ほこさきが全すべて僕に向けられているような。

【イケロス・ファミリア】は壊滅し、主神であるあの男神イケロス様も都市を追放されたと聞く。不安と恐怖に包まれる都市の中で、今の僕はひょっとしたら捌はけ口……糾弾を集めるのに格好の存在となっているのかもしれない。

『人類の敵』。

　現実味を帯びてくるその言葉に、指先が凍こおりつく。

　息が震えるのを必死に堪こらえていると──神様が、その身を翻ひるがえした。

「君達、言いたいことがあるならはっきり言いたまえ！」

　そして、ビシッ!!　と人々に向けて指を指し示す。

　僕も、他の人達も、女神様の突然の振る舞いに仰天してしまった。

「ベル君はボクが溜ため込んでいる借金のために無茶をしてしまったんだ！　そうさ、言わばあれはベル君のボクへの深い愛がなした結果！　責めるなら罪深いこのボクを忘れるな!!」

　驚く面々に、『借金』を強調してのたまう神様。あと、微妙に『愛』のところも……。

　豊かな胸に片手を押し当て自信満々に言う神様に、辺りにいる人達は顔を寄せ合う。

「ロリ神……」「ロリ神だ」

「二億ヴァリスの借金って本当だったのね……」

「天災だ、天災」「ロリ神の祟り……」

「主神もアレだから眷族も……」


「ぬあ～～～～～～～～～～～っ!!　何だとぉー!?」



　聞こえてくるひそひそ話に、両手を振り上げてお冠かんむりになる神様。

　神様を慌あわてて止めにかかる僕は、気付いた。あれほど悪意に満ちていた空気が有耶無耶うやむやなものになっている。

　神様に、守られてしまった。噓うそをつかせてしまった。

　遅まきながら神様が言っていた『用心棒ボディガード』の意味を悟る。女神様が緩衝材となることで下界の住人は表立った糾弾がやりにくくなっているのだ。

　代わりに、今や眷族を庇ったヘスティア様が人々から反感を買っている。

　僕は項垂うなだれた。


「神様、ごめんなさい…………僕のせいで」



　……僕のせいで神様にも迷惑をかけて、という言葉は、途中で遮さえぎられた。

　振り返った神様がじっと見上げてきて、うろたえる僕に笑いかけてきたのだ。

「ベル君、手を繫つなごうぜ」

　そう言って、神様は僕の手を取った。

　引っ張られながらまた二人で歩み出す。

「か、神様、あのっ……」

「不謹慎だけど、ボクはちょっとだけ嬉うれしいんだ。最近のベル君は手がかからなくなっていたからね。神の面目躍如というやつさ！」
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　わざとふざけた口調が僕の肩を叩たたいてくる。

　握られている手。いつもなら恥ずかしい、なんて思うんだろうけど……今はただただ、情けなかった。迷惑をかけて守られてしまっている自分に、途方もない不甲斐ふがいなさを覚えた。

　同時に、嬉しさも感じてしまっている。

　優しさに甘えてはいけないというのに……その手の温もりを、ぎゅっと。

　僕は、ほんの小さく握り返してしまった。

　人々の非難の視線はそのまま。

　けれどさっきより、体は寒くなくなっていた。

「……神様、少しいいですか？」

「ん、何だい？」

　神様に断りを入れて、メインストリート沿いのとある建物に立ち寄る。

　西の大通りの中でも一際ひときわ大きい石造りの酒場、『豊穣ほうじょうの女主人』。

「ベル君がよくお世話になってるっていう酒場か。そういえば、ボクは初めて来るなぁ」

「あれ、そうでしたっけ？」

『豊穣の女主人』はこんな時でもしっかり店を開いていた。

　入り口の前まで行くと、店内から僕達に気付いたのか、一人の店員が現れる。

「リューさん……」

「……」

　美しい妙齢のエルフは僕の顔を見つめてくる。

　助けてもらった18階層の討伐任務ミッション。会ってお礼を言うのが目的だった筈はずなのに、本人を前にした途端、何も言えなくなってしまう。

　街の人達と同じようにリューさんも……という恐怖が込み上げてきたのだ。

　僕が喉を動かせずにいると、リューさんは軽く息をつき、入り口前の階段を下りてくる。

「クラネルさん。街の噂うわさを聞いて、私が貴方を軽蔑けいべつすることはありません」

「！」

「私は、私の見てきたものを信じている」

　リューさんは気遣うように、少しだけ笑みを見せてくれる。

　清廉せいれんなエルフの言葉に、体から力が抜けていく。それと一緒に瞳が涙ぐみそうになった。

「神ヘスティアもお久しぶりです」と会釈するリューさんに「やぁエルフ君」と神様も嬉しそうに手を上げる。

「えっとっ……リューさん。18階層で助けてくれて、ありがとうございました」

「いえ、気になさらないでください」

　目もとを素早く拭ぬぐってお礼を言った僕は、リューさんの体を一瞥いちべつした。

「あの、大丈夫ですか？　討伐隊に、すごい被害が出たって聞いて……」

　討伐任務ミッションに赴いた【ガネーシャ・ファミリア】の討伐隊が壊滅の危機に遭った、という話を僕はリリ伝いに耳にしていた。あの『異端児ゼノス』達との戦闘に参加していたリューさんの身を案じると、「見ての通り無事です。体も回復しました」と彼女は答える。

　そこで一度言葉を切ったリューさんは、しかし、と前置きをして言った。

「『怪物』がいました」

　当時の戦慄せんりつを振り返るかのように、空色の瞳を細める。

「あの『怪物』……黒い猛牛ミノタウロス一匹に、【ガネーシャ・ファミリア】も、私達もやられた」

　リューさんのその言葉に、僕は息を止める。

　黒い猛牛ミノタウロス……隠れ里でリドさんが触れていた新入りの『異端児ゼノス』？　僕はまだ会っていないけど……。

　話を聞いていた神様が何か思い出すように口を引き結ぶ。リリや命ミコトさんも確か言っていた。

　あの【ロキ・ファミリア】も手こずった最強の『異端児ゼノス』──『怪物』であったと。

「あの黒い猛牛ミノタウロスが地上に現れたことは聞いています。そして、貴方も。18階層にいた貴方達が何故なぜ『ダイダロス通り』に現れたのか……色々聞きたいのですが」

「……！」

「今はそれどころではないでしょう。次の機会にさせてもらいます」

　事件の経緯や武装したモンスター、それに関わっていた僕について、知りたいことは沢山たくさんあるのだろう。けれど周囲の状況と僕の顔色を見て、リューさんは言及しないでくれた。僕もあの人造迷宮クノッソスの鍵オーブに関して聞きたくはあったけど……今は質問するのを避けた。

「そういえば、シルさんは……？」

「シルはここのところ休みを取っています。何でも、やることがあると」

　そうですか、と言って僕はリューさんの背後に目を向ける。

　店内には「少年、話を聞かせるニャー！」「噂は本当ニャー!?」と野次馬根性を全開にして頻しきりに聞きたがっている猫人キャットピープルのクロエさんとアーニャさんがいた。「余計なことするな馬鹿ばか猫二匹」とヒューマンのルノアさんが押さえ付けている。

「……それじゃあ、リューさん。本当にありがとうございました」

　今もこちらを見ている周囲の目を気にし、その場を去ろうとする。この酒場にまで騒動を持ち込むわけにはいかない。

　そんな僕の背中に、リューさんは最後に声を投げかけた。

「クラネルさん、心を強く持ってください。貴方の行為は私も理解しかねますが……貴方が決断した結果だというのなら、挫くじけてはいけない」

　はっとして振り向いた。

【アストレア・ファミリア】のもとで正義をつくし、要注意人物一覧ブラックリストにまで名を連ねた彼女の言葉が、今の僕に同調するかのように胸に響く。

　視線を交わした僕は、お辞儀じぎをして、神様と一緒に今度こそ『豊穣の女主人』を後にした。

「……ベル君、これからどうする？　どこか行く当てはあるのかい？」

　しばらく通りを歩いたところで神様が尋ねてくる。正直、目当てはない。ウィーネ達がいる場所はもとより、どこに情報が転がっているかなんて皆目かいもく見当もつかなかった。

　普段なら、困っている時はギルドへ行くところだけど……。

　──信じないよ……！

　──信じるわけっ、ないでしょう……！

　涙を流す、エイナさんの顔が頭の中を過よぎった。

「っ……」

　あの人とはあれから会っていない。合わせる顔がない。

　情けない僕はあの人のもとに行く勇気が出せないまま、ギルド本部の選択肢を消した。

「神様……」

　重苦しい気持ちから目を背けていた僕は、顔を上げる。

「『ダイダロス通り』に、行かせてください……」

　顔を驚きに染めた神様は、僕の瞳と視線を絡めた後、頷いてくれた。




　西のメインストリートから東のメインストリートに行く途中、経由した中央広場セントラルパークは冒険者によって包囲されていた。正確には、『バベル』が。

　ダンジョンの出入り口である『大穴』にモンスターを通すまいと、【ガネーシャ・ファミリア】や別の派閥の冒険者達がギルド職員と連携し合っていた。いくらリドさん達でもこの厳重な警備を強行突破することはできないだろう。少なからず犠牲が出ることは間違いない。

　街を出歩いている人の中には、冒険者の他に神様の姿も多かった。団員を同伴させているか、あるいは一人きりで。オラリオの住人とは打って変わって今の状況を心底楽たのしんでいるのか、僕達とはまた違った意味で騒動の種を探しているようだった。ニヤニヤと笑う神様達は僕を見てちょっかいをかけたそうにしていたけど、「がるるるっ！」と唸うなるヘスティア様のおかげで何とかことなきを得た。

　そして、ようやく辿たどり着いた『ダイダロス通り』。

「ここにも、冒険者が沢山……」

　以前、怪物祭モンスターフィリアの際に神様と一緒に通った入り口をくぐると、混沌こんとんを極める住宅街のそこかしこに同業者が見受けられた。双剣を腰に佩はいた獣人、弓と矢筒を携行するエルフ、大鎚おおづちを担ぐドワーフ。ダンジョン内と何ら遜色そんしょくのない武装を纏まとう姿は、通りで見かけた冒険者達よりずっと物々しい。まるでいつモンスターが出てきても対処できるかのような装備だ。通りかかる街の住人を捕まえて、聞き込みを行っている人もいる。

　……みんな、網を張ってる？　『異端児ゼノス』を追って？

「事情はわかっていなくても、迷宮街ここがきな臭くさいって、みんな気付いているみたいだね……」

　僕の疑問に答えるように、神様も難しい顔で考えを口にする。

　それは、ダンジョンとこの迷宮街の関係性に薄々感付いているということだろうか？

　唾を呑のみ込むとともに焦あせる思いだった。地上に残っている『異端児ゼノス』が助かるには、ダンジョンに戻るしかない。けれど『バベル』に続いて『人造迷宮クノッソス』が存在する『ダイダロス通り』までこうも警戒されては、ウィーネ達がダンジョンに帰還するのは絶望的だ。

　冒険者の多くは莫大な懸賞金が目的なんだろうけど……すれ違う同業者を一瞥する僕は無意識のうちに、息苦しさを覚える喉に片手を添えていた。

「あの、神様は懸賞金のこと、どう思いますか？　ギルドが、ウラノス様が、その……」

「う～ん、ウラノスにも立場があるからなぁ。事態収拾のための方策を何か打ち出しておかないと、示しがつかないんだと思うよ？」

　ギルドの主神たるウラノス様はウィーネ達を見限ってしまったのだろうか、という僕の不安と懸念を、神様は腕を組みながら否定した。

「逆に賞金を用意することで、冒険者の団結を防ごうとしているんじゃないかな？」

　こぞって競わせることで【ファミリア】同士の協力を妨げ、それぞれが入手した情報も伝達させないようにする。確かに『異端児ゼノス』にとって一番怖いのは、派閥間で情報を共有し、完璧かんぺきな包囲網を構築されてしまうことだ。

　一方で多額の賞金を掲げることで、外面的にギルドも手段を選んでいられないのだという格好がつく。ギルド内部でもウラノス様に不信感を持ちにくくなるだろう。

　小声で説明する神様の話を聞いて、なるほど、と僕は思った。

「……」

　当てもない情報を探し、迷宮ダンジョンのように何層にも分かれ、左右上下に錯綜さくそうする『ダイダロス通り』をさまよう。

　その中で、道の陰から、建物の窓から、沢山の暗い視線が僕を射抜いてきた。

　ここに来るまで散々睨にらまれ、誹謗ひぼう中傷の声も聞こえてきたけど……ここはもっと強い。

　悪意が。敵意が。

　直接被害に遭った迷宮街の住人は、モンスター討伐の場に故意に混乱をもたらした冒険者ぼくを、憎んでいるようですらあった。流石に、石を投げられるなんてことはないけれど……。

　──一度は、ここで暴れていたモンスターをやっつけてくれたのに。

　──【リトル・ルーキー】も、ただの冒険者だったのね。

　様々な失望の声が聞こえてくる。多くの怨嗟えんさが今にも生まれようとしている。

　胸を押さえる僕を心配し、神様がまた手を握ろうとした──その時だった。

「！」

　今、もっとも会いたくない人物に、出会ってしまったのは。

「アイズ、さん……」

　複数の下位団員とともに角から現れたのは、金髪金眼の女剣士。

　憧憬しょうけいの存在──アイズさんは、ばったり出くわす形となった僕に一瞬目めを見張ったものの、すぐにこちらの顔を正視してきた。

【ロキ・ファミリア】も『ダイダロス通り』を調べている？　いや、今はそれより──。

　蘇よみがえるのは先日の記憶。

　竜娘ウィーネを庇った僕を見下ろしていた金の双眸そうぼう。対峙たいじしたナイフと剣つるぎ。

　どんな目を向けられるのか。何を言われるのだろうか。

　驚いている神様の隣で、僕は射竦すくめられたかのように動けなくなっていた。

「……ヴァレン何某なにがし君！　ボクとベル君は今、デート中なんだ。通してくれないか？」

　不信感や敵意を他の団員があらわにする中、神様は僕を背で庇い、道を譲るよう訴える。

　ちらりとヘスティア様のことを見やったアイズさんは、もう一度僕ぼくの方を見た。

「……」

　こちらの不安とは裏腹に、感情の乏しいその表情は変わらなかった。その眼差しも。

　僕にとって長く感じられた沈黙の後、アイズさんの唇がゆっくりと開く。

「あれぇー、アイズたん達、突っ立って何やっとるん？」

　そこで暢気のんきな声が響いた。

　アイズさん達の主神、ロキ様だ。

　別の道からひょいと顔をのぞかせたロキ様は、立ち止まっているアイズさん達と正対するヘスティア様、そして僕を見て、その糸目を軽く開いた。

「……ふぅ～ん。ドチビんとこか」

　次には、唇を吊り上げる。

　玩具おもちゃを見つけた子供のように笑みを作るロキ様は、アイズさん達に指示を出した。

「アイズたん、フィンに用があるんやろ？　早く行った方がええで？」

「……うん」

　一瞬、迷う素振りを見せたものの、アイズさんは大人しくロキ様の言う通りにした。

　団員達と立ち去る間際まぎわ、また僕の方を見やってこの場を離れていく。

「……何の用だよ、ロキ」

　黒ずんだ煉瓦れんがに囲まれる通りの一角で、神様は人払いした女神様に警戒を解かない。

　対して、正面から歩み寄ってきたロキ様は──するっ、と身構えていた神様をすり抜けた。

「少年。君きみ、面白おもしろいことやらかしたな～」

「あっ!?」と言うヘスティア様を無視し、ロキ様は驚く僕にぐっと顔を近付けてくる。

「どんな理由があるか知らんがなぁ、怪物モンスターを庇えば今みたいになるってわかっとったやろ？」

「！」

「持て囃はやしてくれた子等こらにあんな白い目で見られるようになって……なぁ、今どんな気持ちや？」

　硬直する僕の肩に、まるで蛇へびのようにするりと細い腕を回し、顔を覗のぞき込んでくる。

　悪意は、ないのだろう。きっと単純な興味だ。それ以上も以下もない。

　ニヤニヤと笑いながら耳もとで囁ささやいてくるロキ様に、僕は足もとの地面を見ることしかできなかった。

「は、離れろぉロキ！　何がしたいんだ君は！」

「うひひっ、イジリに来たに決まっとるや～ん」

　憤慨して引き剝はがそうとする神様の手を躱かわし、ロキ様は二、三歩後退する。

　真まっ赤かになって怒るヘスティア様にもどこ吹く風で、ケケケッと舌を出した。

「色んな意味で君、神かみ連中の間で注目の的になっとるで。また白兎うさぎがやった！　ってな。話題に困らんなぁ、少年？　ま、うちのアイズたんには負けるけどな！」

「っ……」

「でもうちも、今頃いまごろになって君のこと、興味が出てきたわ。最初は『ドチビの子の癖くせに生意気な～』、くらいしか思っとらんかったけど」

　うっすら開いた朱色の瞳を、ロキ様は依然として僕ぼくに向けてくる。

　ロキ様の僕に対する印象は、『愉快な子供』。きっとその一言につきるのだと思う。

　落ち着かないこの感情は戸惑いだ。僕達の尺度では計れない超越存在デウスデア──神様達と下界の住人の温度差を、あらためて目まの当あたりにした気分だった。

「君に興味を持たれたら破滅しかないじゃないか！　ただでさえ他の神々れんちゅうにも迷惑しているんだ、ベル君に関わるなー！」

「なんちゅう言いぐさや。女神の癖にホンマ器量が狭いやっちゃ」

　ふーっふーっと肩で息をする神様を、「神様、大丈夫ですからっ」と慌てて宥なだめていると。

　視界の隅に、ある光景が引っかかった。

（あれは──）

　一本の路地の先を横切っていった、見覚えのある小さな人影。

　意識を引っ張られた僕は、人影が消えた路地の先と神様達の間で視線を往復させてしまう。

　そんな僕の様子に気付いた神様は、察したように声をかけてくる。

「気になることがあるなら行っておいで、ベル君。ここで待っててあげるよ」

「で、でも……」

「大丈夫さ、喧嘩けんかなんかしないよ……それに、ロキとは話しておきたいことがあるんだ」

　先程までとは打って変わって、神様は真剣な表情で「んー？」と首を傾かしげるロキ様のことを見上げる。僕は一瞬だけ迷った後、神様の気遣いに甘えさせてもらった。

「すいません、ちょっと行ってきます」

　神様達に頭を下げて走り出す。

　人影を見失ってしまわないよう、路地を駆け足で進んだ。

（この道、間違いない）

　他でもないこの『ダイダロス通り』であった出来事を振り返りながら、人影を──年端もない子供達の後を追いかける。

　やがて僕が辿り着いたのは、大きな教会が建つ広場だった。

「あっ……お兄、ちゃん」

　水の出ない壊れた噴水、いくつも割れている教会の窓。

　迷宮街の奥にある寂れた『孤児院』の前で、僕は子供達と再会する。

「ライ、フィナ、ルゥ……」

　追いかけてきた僕に気が付いた三人の子供の名前を、僕は呟いていた。

　顔がすり傷だらけの、茶髪のヒューマンの男の子。

　乳酪クリーム色の長い髪を真っすぐ伸ばした、犬人シアンスロープの女の子。

　三人の中で一番年下の、中性的な半妖精ハーフエルフの子供。

　約一か月前、シルさんを追った先で出会った孤児院の子供達は、現れた僕を見て驚いていた。孤児院の買い出しを手伝っていたのか、その両腕には食料が抱えられている。

「お、お兄ちゃん……」

「……っ」

　犬人シアンスロープのフィナは僕のことを呼んだ後、その尻尾しっぽを縮め後ずさりした。

　半妖精ハーフエルフのルゥは普段のぼーっとした表情を崩し、不安げに視線を左右に振っている。

　怯おびえられている……いや、これは。

　何も言えず立ちつくしていると、ヒューマンのライが二人を庇うように身を乗り出した。

「……何しに来たんだよっ」

　尖った目つきとその言葉には、以前にはなかった敵意があった。

　僕の息は止まり、今度こそ指一本動うごかせなくなってしまう。

　──ライ達もこの『ダイダロス通り』の住人だ。僕の行為を、犯した所業を知っているのだろう。もしかしたら目にしていたのかもしれない、怪物モンスターを庇い、冒険者を撃った僕の姿を。

「何であんなことしたんだよっ」

　街の人達と同じ非難と嫌悪、そして失意をもって。

「街がめちゃくちゃになったのにっ……冒険者って、モンスターを倒すんじゃなかったのかよ！」

　ライは吐き捨てた。

「裏切者！」

　胸が音を立てて、罅ひび割れる。

　一番、身みに応こたえた。

　今日受うけた非難の中で、ライのその言葉が。目を伏せるフィナとルゥの悲しみの表情が。

　子供達の思い出を汚し、冒険者に憧あこがれていた少年の眼差しを裏切っていた僕は、喉を詰まらせ、心を穿つ激痛に屈しそうになる。

　本物の喪失感が、全身という全身を犯した。

「行くぞっ」

　ライが背を向けて孤児院へ入っていく。こちらを一瞥したフィナとルゥは無言のまま、その後を追った。

　ばたんっと固く閉ざされた教会の扉は、一歩も動けない僕に拒絶の意を叩きつけてくるかのようだった。足を踏み入れるな、二度と来るな、と。

　途方もないやるせなさと身を切るような悲痛に溺れる。脱力感を超えた虚脱感に体の隅々を支配され、僕は糸の切れた人形のように、腰から崩れ落ちた。

　こんなにもへこたれるのは、初めてかもしれない。

　厚い雲に覆われた空が、みじめな僕の姿を見下ろしてきた。

「……ベルさん？」

　その時、がちゃっ、と。

　二度と開く筈のなかった扉が開き、誰だれかが歩み寄って来る。

　僕がゆっくりと顔を上げたそこには──シルさんが立っていた。




「『ダイダロス通り』から避難できないか、マリアさん達と相談していたんです」

　僅わずかな植栽や花が植えられている、孤児院前から離れた小さな庭園。

　煉瓦のベンチに腰かけながら、シルさんの話を聞く。

「迷宮街ここであんなことがあったから……もしまたモンスターが現れたら、危険なので」

　リューさんから休みをもらっていると聞いたけれど、どうやらシルさんは孤児院の院長マリア・マーテルさんと今後の身の振り方について話し合っていたらしい。聞くと、他にも存在する迷宮街の孤児院をマリアさんと一緒に巡って、避難を呼びかけていたとのことだ。

　ここ数日、都市の中でも特に『ダイダロス通り』は冒険者の出入りが激しく、不穏な空気が漂っているという。この場所がまた戦場になるのではと懸念するのは当然の成り行きだろう。

　理由はともあれ、僕が原因を担っているという事実が、心を重くする。

「何があったんですか……って聞くのは、野暮やぼですね」

「……」

「ライくん達、無理をしていました。黙ってたり、強がっていたけど……どうしたらいいのか、自分達でもわからないんだと思います」

　以前目めにした白いワンピース姿のシルさんは、喋しゃべろうとしない僕にずっと語りかけてきた。

　前を向いたまま微笑を浮かべ、何も詮索してこない。僕が犯した行為は知っている筈なのに……。

　普段と様子が何も変わらないこの人に、思わず尋ねてしまった。

「本当に、何も聞かないんですね……」

「聞いてほしいなら、聞きますけど？」

　にこっと笑うシルさんに、「あ、いや……」と僕は締まらない声を出す。

「なにか、迷っているんですか？」

　迷っている、か。

　迷っているのだろうか、僕は？

　いや……やることは決まっているんだ。

　決断した。『異端児ゼノス』を、ウィーネを助けると。

　もうあの時、天秤てんびんは傾けたのだ。今も危機に置かれているリドさん達に、僕は力を貸すだろう。たとえこの先、沢山のものを敵に回したとしても。

　ライ達のように、大切な人達から敵意を向けられることになったとしても。

　だからこれは迷いではなく……絶対の孤独に対する、恐怖だ。

「随分お悩みのようですけど……一人で抱え込まない方がいいですよ？」

「っ……」

「ベルさんには、【ファミリア】の方々がいるじゃないですか」

　シルさんの言葉に肩が揺れる。

　僕はいい。怖いけど、震えそうになるけれど、僕は自分で決断した。僕に石を投げられるのは構わない、受け入れなければならない。

　でもみんなは……【ファミリア】の仲間は違う。

　本拠ホームを出る前、ドアの前で聞いていた。居室リビングで交わしていた神様と命ミコトさん達の会話を。

　僕のせいで、あの人達にも失意の眼差しを向けられている。

　胸が張り裂けそうになった。

　あの決断を後悔はしない。後悔してはいけない。そう思っているにもかかわらず、自責の念で押し潰つぶされそうになる。

　リューさんの時も、アイズさんの時もそうだった。僕は……。

「……聞くのが、怖いんです」

　耐えられなくなった僕は、そう口にしていた。

「一人で勝手な真似をして、みんなに迷惑をかけて……みんなが、ヴェルフ達が僕のことをどう思っているのか、聞くのが怖い……」

　口からこぼれ落ちていく情けない告白に、自分を消し去りたくなった。

　極まる自己嫌悪にうつむいてしまうと──シルさんの両手が僕の頭を包む。

「へっ？」

「失礼しますね」

　そのまま頭を引かれて──脱力感に支配されていた体はちっとも逆らえず──こてんっ、と僕は真横に倒れた。

　つまり、真隣に座っていたシルさんの脚の上に自分の頭を──。


「え、なっ、ちょっ──!?」



「以前、膝枕まくらをして頂いたお返しです」

　色々な葛藤も忘れて、慌てふためき飛び起きようとする僕を、頭に置かれた手がとどめる。

　頰ほおが埋まる柔らかい腿ももの感触に、たちまち真っ赤になった。

「お返しって、あの時だってシルさんが無理矢理……!?」

「うふふっ、そうでしたか？　じゃあ今も無理矢理されてください」

　おかしそうな声を落とすシルさんは、僕の髪を梳すかすように撫なで始めた。

「──怯えないで、迷わないで。失ったものもあるかもしれませんが、失われないものがちゃんと貴方の側には残っています」

　一転して諭すような優しげな声音に、僕は動きを止めていた。

　引き寄せられるように視線を上に向けると、シルさんの微笑がそこにあった。

　それは眠る孤児院の子供達に向けられていたものと同じ、慈愛に満ちた眼差しで。
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　顔ごと体の向きを変え、ベンチの上に仰向あおむけになる。

　片膝を立てながら、僕はその眼差しと視線を絡めた。

　見つめてくるシルさんは、やがて、片手をそっと僕の目の上に置く。

「私は……走り続けている貴方が好きだから」

「えっ？」

　囁くような、とても小さな呟きが、吐息と一緒に漏もれる。

　視界を隠していた手がどけられると、シルさんは頰を染めながら、明るく笑いかけてきた。

「……いつものベルさんの方が素敵、ってことですよ！」

　満面の笑みが、くよくよしないで、と励ましてきてくれる。

　目を見張っていた僕は、シルさんの脚から体を起こし、振り向く。

　変わらずにあるこの人の笑顔に、張り詰めていた何かが緩んでいくのがわかった。

「……何だか、最近シルさんに励ましてもらってばかりなような気がします」

「ふふっ、今度は抱きしめてあげましょうか？」

「い、いいですよ!?」

　最後にからかってくるシルさんに赤くなって、力が抜けたように苦笑する。

　灰色の雲に覆われる空はそのまま、けれど僕の心は少し、晴れたような気がした。
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「だから、早くこの『ダイダロス通り』から撤収しろと言っているのだ！　これで何度目の勧告だと思っている！　私自みずから出張らせおって！」

　汗と唾を飛ばしながら喚わめき散らすギルド長ロイマン・マルディールに、【ロキ・ファミリア】団長フィン・ディムナは涼しい顔で返答した。

「僕達が退しりぞいたとして、どこの【ファミリア】を守りにつかせるつもりだい？」

「【ガネーシャ・ファミリア】に決まっている！　これは神ウラノスの神意しんいなのだぞ！」

「ガネーシャのところは今、討伐任務ミッションの被害で主力が機能していないと聞いているけど？」

「それでも信用ならんお前達よりマシだ！　あの日も待機命令を破って勝手に行動しおって……！」

　フィンとロイマンが話している場所は『ダイダロス通り』の中でも外れ、四日前モンスターとの戦闘で廃墟然となった大通りである。周囲には修繕と復興に従事するギルド職員と、警備を行う【ロキ・ファミリア】の団員が入り交じっていた。

　竜女モンスターが建物を破壊してできた壁面跡付近、肥え太ったエルフのギルド長は腹の贅肉ぜいにくを揺らし、小人族パルゥムの派閥団長に食ってかかっていた。

「腹の探り合いは止よそう、ロイマン」

　フィンは理知に富んだ碧眼へきがんで、ロイマンを下から見上げる。

「君達ギルドが気にしているのはこの下にあるダンジョンの出入り口……そうだろう？」

「……！」

「僕達も多少の情報は神イケロスから聞いている。ギルドに引き渡す前にね。──『人造迷宮クノッソス』の存在も、だ」

　都市を追放され既にいない【イケロス・ファミリア】の主神を捕えたのは、他でもない【ロキ・ファミリア】である。こちらの問答にニヤニヤとした笑みで応じた男神について触れるフィンは、声をひそめて『人造迷宮クノッソス』という単語を口にした。

「『人造迷宮クノッソス』の情報を独占、漏洩ろうえい防止したいのは理解できるけどね、状況を見た方がいい。他の【ファミリア】も感付いているよ。迷宮街ここがダンジョンに通じているんじゃないか、と」

　ぐっ、と声を詰まらせるロイマンに、フィンは発言を続ける。

「ロイマン、この際打算ださんは抜きにして考えてくれ。【ガネーシャ・ファミリア】でさえ敗れた怪物の群れを、この都市で誰が押さえられる？」

「……お前達も取り逃がしただろうがっ。あれさえなければ今頃は……！」

「それに関しては弁明のしようもないな。ただ、次は仕留められる。敵の力は把握した」

　肩を竦めた後、フィンは雰囲気を変えて切り出した。

「神イケロスから聞き出した『人造迷宮クノッソス』の『鍵かぎ』……見つけたなら、君に渡そう」

「！」

「代わりに、僕達のここでの活動を許してほしい。今も怯えている住民のために、モンスターの早期討伐を急ぎたいのは僕達も一緒だ」

　フィンの提案を探るような目つきで聞いていたロイマンは口を開く。

「件くだんの迷宮の調査も、進めているのか？」

「ああ。ガレスとティオナに超硬金属アダマンタイトの壁を何とか掘らせて侵入した。だけど辿り着けた広間の先も最硬金属オリハルコンの扉が立ち塞ふさがっていてね、流石にこちらは破壊できない。超硬金属アダマンタイトの構造物を壊すには労力と時間がかかるし……『人造迷宮クノッソス』に何がひそんでいるかわからない以上、無用な破壊はすべきではないと判断した。地上に厄介事を運ぶのはご免だからね」

「……『人造迷宮クノッソス』にまつわる全ての情報。判明している分の構造や最硬金属オリハルコン製の扉の位置、それらを逐一ちくいち報告すると、約束できるか？」

「ああ、わかった」

　フィンの説明を聞いた上で取り引きを持ちかけるロイマンは、ややあって、頷いた。

「よし、条件を呑んでやる。神ウラノスには私から言い含めておこう。……ただし！　出し抜こうなどとは考えないことだ！　変な真似をすれば私は即そくお前達から手を切るからな!!」

　最後に釘くぎを刺すロイマンに、フィンは「約束するよ」と笑いかける。

　ふんっと鼻を鳴らすギルド長は、お供の護衛を連れてフィンの前から去っていった。

　間もなく彼と入れ替わるように、団員達に指示を出していたハイエルフの副団長──リヴェリアがやって来る。

「やれやれ……あの男も相変わらずだな」

「ははっ。僕はロイマンを信頼はしていないけど、信用はしているよ。損得ずくで交渉できる分、わかりやすい」

　醜く肥え太った同胞に嘆息していたリヴェリアは、話の内容を聞いた後、フィンに尋ねた。

「よかったのか？　『人造迷宮クノッソス』の情報はともかく、『鍵』まで譲る約束をしてしまって」

「『鍵』は複数あると神イケロスから聞いている。一つでも僕達のもとに残ればいい」

　今後のことを見据えるかのように、フィンは己おのれの考えを告げた。

「打算があるとはいえ、ギルドは協力相手として数えていいということか？」

「少なくとも、ロイマンは、かな。強制任務ミッション発令の時といい、きな臭さは依然とある。今回の件に関してギルドを全面的に信頼するには、材料がまだ少ない」

　ギルドも一枚岩ではない、とフィンは右手の親指を舐なめながら言う。

「そういえばリヴェリア、【フレイヤ・ファミリア】の様子は？」

「相変わらず都市の門衛を引き受けているようだ。非常事態故ゆえ、という言い分はもっともだが……珍しく静観の構えのようだな。今のところ、介入する気はないらしい」

【ロキ・ファミリア】とともにオラリオの双頭と比喩される最大派閥について話し合っていると、彼等のもとへ金髪金眼の少女がやって来た。

「あぁ、見回りご苦労、アイズ」

「うん……」

「何か変わったことはあったかい？」

「……あの子が、ベルが、『ダイダロス通り』に来た」

　その報告を聞き、フィンの碧眼が細まる。

「動いたか」

「フィン……やはりベル・クラネルを疑っているのか？」

　アイズの様子を横目で窺うかがっていたリヴェリアが、少女の代わりに問う。

「事件の重要参考人だとは確信している。あの日、対峙した冒険者は、僕が知るベル・クラネルではなかった」

　フィンはそう言って、少年と相対した大通りを見渡す。

「神イケロスは『怪物趣味』の者達に売り払うために怪物モンスターを捕獲し、密輸していたと言っていた。だが、本当にそれだけか？　武装したモンスター、高度な知能、黒い猛牛ミノタウロスをはじめ変異した『亜種』……あのモンスター達には、特別な『何か』があるんじゃないか？」

　ギルドに連行する直前、噓は言っておらず、だが核心にも触れていない男神イケロスのニヤニヤとした笑みをフィンは回想する。

　彼の目の前でアイズもまた何かを思い出すかのように、ぴくっ、と肩を揺らした。

「もしあの武装したモンスターに『何か』あるのだとしたら……ベル・クラネルがその『何か』を知っている上で奇行に走ったのだとしたら、あの日の出来事も一応の説明がつく。そしてそれは、僕達と対立せざるをえなかった『何か』だ」

　そこまで語ったフィンは、口を噤つぐむアイズの様子に気付き、苦笑した。

「アイズ、僕は何も頭ごなしにベル・クラネルを敵と見定めているわけじゃない。これでも僕は彼を買っているんだ。個人としても、冒険者としても」

「……」

「けれど、今回の件は話が別だ。彼は味方なのか、あるいは敵になりうるのか……それだけははっきりさせておきたい」

　派閥首領の顔となって話すフィンは、迷宮街の高層物が林立する方角を見やった。

「リヴェリア、この場は任せた。ちょっと一人で行ってくるよ」

「なに？」

「目立ちたくないし、警戒もさせたくない。アイズ、ベル・クラネルは一人で『ダイダロス通り』に来たのかい？」

「……主神かみ様と、一緒に」

「ンー、わかった。見かけた場所を教えてくれ」

　リヴェリアとアイズのまさかという視線を浴びながら、小人族パルゥムの冒険者は言った。

「ベル・クラネルに会ってくるよ」

















　シルさんと別れ、僕は一人神様と別れた場所に向かって歩いていた。

　ここでもすれ違う人々から好意的ではない感情を浴びる。シルさんに元気をもらったとはいえ、やはり慣れるものじゃない。

　軽く目線を下げ、足を急がせる。

「ベル・クラネル」

　そこで、僕を呼ぶ声があった。

　蔑まれることはあっても呼び止められることはなかった僕は、驚いて足を止める。

　振り返った先にいたのは──。

「──!!　フィン、さん……？」

　黄金こがね色の髪の小人族パルゥム。

　防具と長槍ながやりを装備した【ロキ・ファミリア】の団長が、僕のことを見据えていた。

「装備は護身用のナイフだけ、か……。この状況で、随分と軽装だね」

　笑みとともに細まる相手の碧眼へきがんに、どきっとする。

　今の僕は防具を何も身に着けていない。僕は『異端児ゼノス』が危険な存在ではないと知っているからだ。でも、他ほかの冒険者は違う。周囲からすれば不用心と言わざるをえない僕の格好は、フィンさんの目にどう映っているのだろうか。

　余裕がなかったとはいえ、迂闊うかつだった。自分の失態にたじろいでいると、フィンさんは何てことのないように話しかけてくる。

「今は一人かい？　ちょうどいい、二人で話がしたいんだ」

　その申し出に、僕も、様子を窺うかがっていた周りの亜人デミ・ヒューマン達も一様に驚いた。

　瞬く間に奇異の目に晒さらされる。フィンさん自身にも責めるような視線が集まるにもかかわらず、小人族パルゥムの第一級冒険者は僕に笑みを向けていた。

　しかし、一見いっけん友好的な笑みに身構えてしまいそうになるのは……間違っているだろうか。

「どうかな？」

「……わかり、ました」

　拒否の選択肢は、その碧眼の前ではないように感じられた。

　思った以上に硬い声音を出しながら、僕はフィンさんの申し出を受ける。

　人気ひとけのない場所を求め、小さな背中に付いていき、樽たるや木箱が乱雑に置かれた倉庫然とした袋小路ふくろこうじに辿たどり着く。

「……」

　前にもこんなことがあった。あの時は、確か小人族パルゥムの求婚について相談された時だ。

　けれど今は、以前とはまるで状況が違う。

　一度は敵対する真似まねをした相手に接触する、この人の目的は──。

　そんな僕の心の動きを読んでいたかのように、フィンさんは振り向くとともに切り出した。

「あの日の君の行動に関しては、僕は目を瞑つむろうと思っている。今は事態の解決が最優先だ。建設的な話し合いがしたい」

　驚く僕の顔を見上げながら、フィンさんは会談を持ちかけてくる。

「話し合い、ですか……？」

「ああ。君はあの武装したモンスターについて、僕達の知らない『何か』を知っているんじゃないのかい？　もっと言えば、今回の事件の全容に関して、全すべて」

　そして、一気に踏み込んできた。

　槍の穂先を心臓にぴたりと突き付けられたかのような、そんな錯覚を受ける。

【勇者ブレイバー】フィン・ディムナ。戦闘能力はもとより、有名なのはダンジョン『深層』の異常事態イレギュラーにもあっさりと対応してのける指揮能力──頭の『切れ』。

　一体、どこまで感付いているのか。何を知っていて、何の情報を欲しているのか。

　敵なのか、味方になりうるのか。

　暴れる鼓動に思考を妨げられながら、動じてしまう僕はフィンさんをまじまじと見た。

「あの時、僕達が対立してしまったのは些細ささいなすれ違いだったと思っている。情報が共有できていたなら、何かが変わっていた筈はずだ」

　フィンさんの言い分を聞いて、僕は右手で胸の辺りをさすった。

　確かに、もっと賢い方法があったかもしれない。【ロキ・ファミリア】と対峙たいじした時、こちらの事情を全て話していれば、あるいは結末は違っていたかもしれない。

　けれど、ウィーネを助けると決めた瞬間、僕の体は勝手に動いていた。

　直感、としか言いようがない。

　フィンさんは、この人はきっと……あの時、何を言われようと暴走するウィーネを屠った。

　無慈悲に、いかなる訴えも聞き入れず。

　長槍を投擲とうてきし、屋根の上からこちらを見下ろしていたあの碧眼を見て、僕の本能は交渉という選択カードを放棄したのだ。

　団長としての『器うつわ』の違い。リリ以上の現実主義者リアリスト。この人は私情を挟まずいかなる物事にも平等に接し、その上で取捨選択ができる。中正に、残酷に、冷酷に秤はかりを傾けられる。

　この人は何の躊躇ちゅうちょもなく、大事のために切り捨てられる人だ。

「それに、あの時とは状況が違う」

　だけど、今は？

　フィンさんの言う通り、以前とはもう状況が異なっている。

　暴走している竜女ウィーネはいない。一般人に危害を加えうる要因は現状ない。僕達が対立する理由も本来ならない。【ロキ・ファミリア】全体と言わずとも、フィンさんだけでも『異端児ゼノス』の存在に理解を示してくれれば……。

　終始フィンさんに会話の主導権を握られていることを自覚しつつも、彼の人柄を信頼している僕は、『異端児ゼノス』について打ち明けるか悩んだ。

「ベル・クラネル。何か知っているなら、教えてほしい」

「僕、は……」

　もし協力を仰げる可能性があるのなら……話しても、大丈夫なんじゃないだろうか？

　閉じていた僕の唇が開きかけた、その時。

「やぁベル君！　奇遇だね！」

「「！」」

　陽気な男神様の声が、袋小路に響き渡った。

「ヘルメス様……？」

「ああそうだ、オレだ、ヘルメスだ。こんなところに突っ立って、もしかして迷ったのかい？　それとも、ベル君も『ダイダロス通り』で情報収集かな？」

　羽根付きの旅行帽を被かぶったヘルメス様が後方から現れる。気軽に歩み寄ってきて、僕の陰に隠れていたフィンさんに、さもたった今いま気付いたように反応した。

「おっと、【勇者ブレイバー】。お取込み中だったかな？」

「……いや、もう済んだよ、神ヘルメス」

　笑いかけてくるヘルメス様の顔を、フィンさんは探るような目つきで窺っていた。

　間もなく吐息をつき、まるで諦あきらめたかのようにその場から歩み出す。

　真横を通り抜けるフィンさんに僕がうろたえていると、彼は去り際、こちらに振り向いた。

「ベル・クラネル、『鍵かぎ』は持っているかい？」

「……？」

　最初、言われたことの意味がわからなかった。

　けれど一拍の時を置き、はっと肩を揺らす。

『鍵かぎ』……人造迷宮クノッソスの『鍵オーブ』？

　今は手もとにはない、『Ｄ』の記号が刻まれた眼球の魔道具マジックアイテムを思い浮かべ、僕が緊張の面差しを浮かべると、フィンさんは笑みを落とす。

「いや、知らないならいいんだ。忘れてくれ」

　そう言って、今度こそフィンさんは袋小路から去っていった。

　入り組んだ道の奥に消える小さな背中を呆然ぼうぜんと見送った後、隣にいるヘルメス様を見る。

「ヘルメス様、どうしてここに……」

「ベル君」

　こちらの疑問を遮さえぎって、ヘルメス様は僕の肩に手を置き、顔を近付けてきた。

「『異端児ゼノス』の情報を、【ロキ・ファミリア】に話さない方がいい」

「！」

　ヘルメス様の口から出た『異端児ゼノス』という単語、更に忠告の内容を合わせ、二重に驚く。

　言葉を返せない僕に構わず、ヘルメス様はひそめた声で続ける。

「いや、話しても無駄というところかな？　たとえ理知があると知っても、【ロキ・ファミリア】は最終的に殲滅以外の選択肢を取らないだろう」


「っ……！」



「協力の申し出を受けても、利用されるだけだと思うぜ？」

　そして、ヘルメス様は確固たる口調で告げた。

「この一点に関しては、【勇者ブレイバー】が統べる【ロキ・ファミリア】とはわかり合えない。賭かけてもいい」

　神様の口から断言され、息を呑のんだ。

　真剣な顔付きで言うべきことを言い終えたヘルメス様は、ぱっと僕から離れ、摑つかみどころのない優男の笑みを纏まとい直す。

「オレも『異端児ゼノス』の一件には一枚嚙かんでいてね。ウラノスから依頼を受けているんだ」

「……！　ウラノス様から？」

「ああ。今は『異端児ゼノス』の行方ゆくえを追っている」

　種明かしとばかりに事情を語るヘルメス様に、僕はさっきから驚きっ放しだった。

「現状、【万能者アスフィ】達でも『異端児ゼノス』の足跡は辿れていない。地下水路でちらほら目撃した者がいるらしいんだけどね。流石さすが『賢者』の成れの果てと言ったところかな？」

『賢者』の成れの果て──フェルズさんのことまで知っているヘルメス様に、もう疑う要素はなかった。僕はこの神ひとが情報共有者であることを認める。

「一体、いつから……？」

「結構前から、かな。『異端児ゼノス』の存在についてはベル君達より早く知っていたと思うよ。今日まで裏でこそこそしていたのさ、オレ達は」

「じゃ、じゃあ……その、喋しゃべるモンスターのことを知って、【ファミリア】の人達は……？」

「動揺するやつ等はやはりいた。けど、今は依頼しごとだと思ってみんな割り切っているよ。中立を標榜している以上、依頼主様の言うことは絶対だ。何より、主神のオレがこんなだからね」

　へらへら笑うヘルメス様を前に、疲れた目で果てしなく長嘆するアスフィさんを想像してしまい、僕は引きつった笑みを浮かべてしまった。

「オレ達は独自に動いているけれど、ベル君達の味方だと思ってくれていい」

　笑みを浮かべたまま、ヘルメス様は片目を瞑ってくる。

　味方、と言われて、この時の僕は酷ひどく安堵あんどしてしまった。

　それだけ追い詰められていた、ということなんだろうけど……。

「おーい、ベル君！」

　と、ちょうどその時、僕達のもとにヘスティア様の声が届いてきた。

「こんなところにいた！　帰ってこないから探しにきてしまったよ。何もなかったかい？」

「あ……ごめんなさい、神様。僕は大丈夫です」

「良かった、もう心配になっちゃって……で、何でヘルメスがここにいるんだい？」

「はっはっはっ！　悪いなヘスティア、ベル君をちょっと借りて話をしていたんだ！」

　前までやって来て胸を撫なで下ろしていた神様は、訝いぶかしげにヘルメス様を見上げる。

　ヘルメス様は笑って冗談めかしていたかと思うと、僕達に背を向けた。

「さて、用心棒ボディガードの役はもう返すぜ。──ヘスティア、ベル君を守ってやってくれ」

　そう言い残して、ヘルメス様は僕達と別れた。

「……ヘルメスと何を話していたんだい、ベル君？」

「実は……」

　僕が説明すると、神様は顎あごに手を添えた。

「ウラノスからはヘルメス達が依頼を受け持ってる、とだけは聞いていたけど……」

「あ、そうだったんですか？」

「うん。『異端児ゼノス』君達を助けるために動き回ってるってことなんだろうけど……」

　言葉を切り、神様はへルメス様が去った方向を見た。

　自分とまともに会話もしようとしなかった男神様を訝るような、そんな表情で。

　僕も神様と同じ方向を見つめる。

　その場にたたずんでいると、やがて、頭上から一粒の水滴が肩に落ちてきた。

　瞬く間に、都市の空を覆う一面の雲が雨の音を奏でる。

　様々な水の粒が、それぞれの場所に、形を変えて降り始めた。
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「ちッ、また降ってきやがった……」

　鼻を鳴らしていた狼人ウェアウルフのベートは、ぱらぱらと音を立てる雨粒に舌打ちした。

「あの騒動の後も雨さえ降ってこなければ、獣人の鼻で今頃いまごろモンスターの居所を摑めたかも知れんのぅ」

「化物どもの臭いが全部流ながされてやがる……くそったれめ」

「肝心なところで本当に役に立たないわよね、狼人ウェアウルフって」

「何もすることがねえ突っ立ってるだけのアマゾネスよりマシだ」

「「あァ？」」

　迷宮街に駐留している【ロキ・ファミリア】の陣地。降ってくる雨に団員達が足を止める中、派閥幹部は一堂に会していた。

　苛いらつきを隠さず睨にらみ合うアマゾネスのティオネとベートに、溜息ためいきをつくドワーフのガレス。その隣では、ティオネの妹であるティオナが大の字になって石畳に転がり、雨を浴びていた。

「なんじゃティオナ、もうへばったのか？」

「へばってはないけどさー、超硬金属アダマンタイトの壁を叩たたき過ぎて、手がいた～い。それにせっかく掘ったのにすぐ埋めろって言うし、フィン人使い荒いよ～」

「状況が状況じゃ、我慢しろ」

　赤くなっている手をばたばたと振りながらティオナが愚痴ぐちを口にしていると、当のフィンが陣地に帰ってきた。

「どうだった、フィン？　ベル・クラネルとは接触できたのか？」

「ああ。会えたには会えたけど、途中で邪魔されてしまった」

　待機していたリヴェリアに返事をしながら、屋根の下──複数設もうけられている天幕の一つに移動する。

「彼の口からは何も聞けなかった……でも何かを隠していることは、確定かな。『人造迷宮クノッソス』の存在もやはり知っていた。ただし、『鍵』は持っていないようだったけれど」

　問答が不発に終わったとはいえ、ベルの様子をつぶさに観察していたフィンは確信のこもった声音で言う。

　まだまだ未熟な【ヘスティア・ファミリア】の団長とは異なり、小人族パルゥムの団長は短いやり取りの中で様々な情報を掠かすめ取っていた。

「間違いなく、彼は事件の中核にいる」

　フィンははっきりと告げた。

「……」

　首領のその言葉に、金髪金眼の剣士、アイズは押し黙る。

「では……」

「ああ」

　派閥幹部の視線を集めながら、フィンはリヴェリアに頷うなずきを返した。

「予定通り、ベル・クラネルの動向を見張ってくれ」




「『異端児ゼノス』に、『人造迷宮クノッソス』、ねぇ……」

　窓の外、雨が街並みを包んでいる。間断なく降りしきる雨を横目に見ていたアマゾネスのアイシャは、視線を部屋の中に戻した。

「それを巡る騒動が、四日前に起きた事件の核心だったと？」

「ええ、その通りです」

　エルフのリューの言葉に、水色アクアブルーの髪を揺らす美女ヒューマン、アスフィが頷く。

　場所は酒場『豊穣ほうじょうの女主人』の離れ。リューに宛てがわれている個室である。室内にいるのは彼女を含め三人のみ。アイシャを連れて話があると訪ねてきたアスフィを、客入りもなく手持無沙汰だったリューが、女将ミアに断りを入れてこの部屋に通したのだ。

　アスフィが二人に語り出したのは、都市に動乱を招いた18階層の事件、その顚末てんまつであった。

「ていうか、あんた、その目の下の隈くま……大丈夫なのかい？」

「……大丈夫です。自分勝手な主神に散々こき使われただけですから。フフ、こうしている今もですけどね。ええ大丈夫ですアイシャ、貴方あなたもすぐに慣れます」

　眼鏡めがねの下にできあがっている盛大な隈に突っ込みが入ると、アスフィは美女台無しの虚無的ニヒルな笑みを浮かべた。その疲れ切った様子に、アイシャは汗を流し距離を取ろうとする。

　二人のやり取りを傍はたから眺めていたリューは、話を進めるため問いを投げた。

「何故なぜその情報を今、私達に？」

「主神ヘルメス様がまた無茶を押し付けて……コホン、とにかく今も続く事態の沈静化を図りたいのですが、手が足りない。協力してほしいのです」

「どうして強制任務ミッションの時に全て話さなかったんだい？」

「前者……『異端児ゼノス』に関しては、余計な情報になると判断したまでです。あの時点では依頼主達も、怒り狂っていたモンスター達を御し切れてもいなければ、事態の把握もできていなかった。衝突が避けられない以上、判断が鈍って死なれても困る」

　真剣な表情で尋ね返すリューと、いけ好かないと不満を滲にじませながら問い詰めるアイシャに、アスフィは淡々と答えた。

「後者は……事件後に我々も実態を摑みました」

　ダンジョン第二の出入り口、迷執に取りつかれた一族ダイダロスが作り上げた執念の産物。

『人造迷宮クノッソス』について触れるアスフィに、リューもアイシャも口を噤つぐむ。

「……『異端児ゼノス』、だったかい？　喋ろうが知能があろうが、はっきり言って化物どもを助けようっていう考えが私には理解できないんだけどね」

　モンスターが喋り、理知を備えると聞いて、リュー達は少なからず衝撃を受けていたが、アイシャは飾らずにありのままの本音を語った。

　人類が持つ『怪物』への潜在的な忌避感を。

「情けをかけていい存在じゃないだろ、怪物あいつ等は……特に、あの黒い猛牛ミノタウロスなんかはね」

　そして、忌々いまいましそうに吐き捨てる。

　今は完治しているものの、骨が粉々になった左腕、更に折れた肋骨ろっこつを撫でる女傑は鋭く目を細めた。漆黒の怪物に完敗した彼女の瞳ひとみには恐怖はなく、宿るのは怒りと屈辱であった。

「……『異端児ゼノス』の救済は、情報元の依頼主の要望です。ヘルメス様の【ファミリア】に加わった以上、貴方も疑問を挟まず粛々と従ってください」

「私は物分かりが悪くてねぇ、気に食わなかったら唾を吐いて暴れ出すかもしれないよ。ちなみに、あんたが言う依頼主は誰だれなんだい？」

「ギルドの一部、とだけ教えておきましょう」

　反抗的なアイシャに、頭痛に耐えるアスフィは片方の瞼まぶたを閉じて告げた。

「言っておきますが、ベル・クラネルも貴方の言う化物に情けをかけようとしていますよ」

「……あ～っ、そういうことかいっ」

　ベルの名前を聞き、アイシャは悟ったように己おのれの長い黒髪をかきむしった。彼が強制任務ミッションに駆り出された理由や『ダイダロス通り』での行動について、全て合点がいったのだ。

　少年に未いまだ借りを返せていないと考えているアマゾネスの女傑は、溜息交じりに「わかった、言うことを聞いてやるよ」と従うことを約束した。

「リオン、貴方には交換条件です」

「……」

　黙って思考を働かせていたリューに、アスフィは近寄る。

「私達に協力するなら、闇派閥イヴィルスの残党について情報を提供します」

「！」

「生き残っていた『悪』の残り滓かすは『人造迷宮クノッソス』に潜伏していたようです。今回の件が片付き次第、あの迷宮を探索し、貴方の欲する情報を収集してきましょう」

「……できるのですか？」

「いずれヘルメス様から調査するよう指示される筈です。やってみせます」

　アスフィの交渉内容を吟味し、リューは静かに頷く。

　銀の眼鏡を指で押し上げる【万能者ペルセウス】の言葉を信じたのだ。

　アスフィはリューとアイシャの顔を見つめ、言い渡した。

「詳しい指示は追って出します。今は待機していてください」




「──そう、俺おれがガネーシャだ!!」

　謎なぞの雄々しい姿勢ポーズを決めながら、象の仮面を被った男神はのたまった。

「知っているよ、ガネーシャ」

【ガネーシャ・ファミリア】本拠ホーム、『アイアム・ガネーシャ』のとある一室。

　寝台の上で上半身を起こす藍色の髪の麗人、シャクティ・ヴァルマは慣れ切ったように主神の奇行に対応する。姿勢ポーズとともに差し出された果物籠くだものかごを受け取り、脇棚サイドボードの上に置いた。

「体の調子はどうだシャクティ！　この俺が見舞いに来たぞ！」

「もうとっくに完治している。ガネーシャ、貴方もわかっているだろう」

　シャクティは一連の事件後からこの部屋で時を過ごしている。18階層の強制任務ミッションで深手を負ってしまい、傷を癒いやすためというのが主な理由だ。

　表向きは。

「私はもう動ける。何故こんな場所に何日も押し込んでいるのか、理由を教えてくれ」

「最近働はたらき詰めだったからな！　俺の【ファミリア】が超過酷ブラックだと誤解されないように、この際とことん超療養りょうようをしてもらおうと──」

「ガネーシャ」

　主神の奇矯ききょうな言動を、シャクティは遮った。

　派閥団長である彼女の静かな一声に、ガネーシャはふざけた態度を引っ込める。

「……整理する時間が必要だと感じた。特に、俺の口から『異端児ゼノス』のことを聞かされていたお前には」

　シャクティは、『異端児ゼノス』のことを知らされていた数少ない眷族の一人だった。

　強制任務ミッションにおいて密書ギルドから調教テイムを命じられた際も、主神の神意しんいを加味した上で従ったのだ。

　ガネーシャは置いてある椅子いすに腰かけ、シャクティと目線を合わせる。

「すまなかった」

　両手を膝ひざの上に置き、頭を深く下げた。

「無茶を押し付け、お前には負担をかけた」

「謝らないでくれ、ガネーシャ。至らなかったのは私達だ。モンスターの暴走を押し止とどめることができなかった」

　主神の謝罪に、シャクティは頭かぶりを振る。

　顔を上げたガネーシャは、象面の奥から彼女の顔を見つめた。

「何を感じた？　『異端児ゼノス』と対峙して」

「……強い怒り、そして『共感』」

　見つめ返すシャクティは、己の胸の内を打ち明ける。

「モンスターを捕え、売り捌さばいていたという【イケロス・ファミリア】の話を聞いた後、はっきりと理解した。調教テイムを試みる中で感じた、あの得体の知れない『共感』の正体を」

「……」

「人類わたしたちと同じように……あの怪物モンスター達も同胞のために怒れるのだな」

　それはあるいは、熟練の調教師テイマーでもある彼女だからこそ拾えた怪物モンスターの感情であり、『共感』だったのかもしれない。

　シャクティは眼差まなざしを遠ざけながら、雨が降っている窓の外を見た。

「ガネーシャ、整理が必要だと言う貴方の判断は正しい。私は今もうろたえている。あのような怪物モンスターがいることを。そして、団員イルタ達があのような存在を知り、迷ってしまうことを……一瞬の逡巡しゅんじゅんが仲間の命を奪ってしまうことを……恐れている」

　主神ガネーシャも賛同した『異端児ゼノス』との融和を認めつつも、恐ろしいとシャクティは言った。

　彼女は正しく迷っていた。

『異端児ゼノス』を見捨てるべきか、救うべきか。

　選択を迫られた時、当然シャクティは前者を選ぶだろう。彼女は、愚者ではないからだ。

　窓にうっすらと反射する、目を伏せる眷族の表情を見て、黙っていたガネーシャは口を開いた。

「【群衆と怪物の主ネオ・ガネーシャ】への道のりは、険しい」

「……一体何なんの話をしているんだ」

　突拍子もなく訳のわからないことを言い出され、真面目まじめな話をしていたシャクティは醒さめた顔で振り向いた。

　そんな彼女を他所よそに、ガネーシャは重々しい口調で告げる。

「俺はまだ、【群衆の主ガネーシャ】だ」

　シャクティは目を見張った。

「ウラノス達には悪いが、今ばかりは子供達の安全が最・優・先」

「ガネーシャ……」

「『異端児ゼノス』の捜索に我々は関与しない。代わりに、彼等と冒険者の間で衝突が勃発ぼっぱつしようものなら、一般市民を守る。我々は、子供達の笑顔を守る」

　椅子から立ち上がったガネーシャは、行けるか、とシャクティを見下ろしてくる。

　彼女は力強く頷きを返し、自らもまた寝台ベッドから立ち上がった。

「警備の人数を増やし、都市中に行き渡らせる。俺も出よう!!　超愉快な姿を見せて、市民の不安を払拭するのだ！」

「いや貴方はいい。イルタ達もまだ本拠ホームに待機しているのだな？」

「ああ、放っておいたら鼻息荒くして『異端児ゼノス』を追うと思ったからな！　団長シャクティも休んでいるのだからお前等も休めと言いつけた！　約束を破った場合、本拠ホームを更に魔改造するともな！」

「だから大人しくしていたのか……」

　部屋を出て、珍妙な巨象の本拠ホーム内を移動していく。第一級冒険者の義妹イルタも含め、派閥の主力が揃そろっていることを確認しながらシャクティとガネーシャは今後の方針を話し合った。

　廊下を歩いていくガネーシャはふと顔を上げ、窓の外の止まない雨を眺めた。

「気になるのは、他の神々が今の事態をどう受け止めているか、だな」




「『異端児ゼノス』の存在に、他の神々は気付いていると思うか？」

　窓の外の雨を背にしながら、ミアハはヘファイストスとタケミカヅチに問うた。

　北西のメインストリートに建つ【ヘファイストス・ファミリア】武具店。眷族達に情報収集を委ゆだね、ミアハとタケミカヅチはヘファイストスのいる三階執務室に訪れていた。

「はっきりとした解かい……理知があるモンスターまでには辿り着いていないと思うわ。でも、普通のモンスターじゃないことにも感付いてる……」

「というより、『何かあるに違いない』と期待しているってところか……」

　神友ヘスティアから紹介された竜娘ウィーネのことはもとより、一連の事件について大まかな経緯を聞かされている三柱の神は、大なり小なり眉間みけんに皺しわを寄せて難しい声を出していた。

「もし、『異端児ゼノス』の存在を知った場合は？」

「今いるオラリオの面子から考えると……」

「軍神アレスみたいな頭の固い神は少ないけど、炉の神ヘスティアみたいな穏健派も少ない。完璧かんぺきな排斥二割、保護が一割、後は引っかき回すのが七割、といった感じかしら」

　ミアハの問題提起に、タケミカヅチとヘファイストスは渋面を継続した。

「『娯楽』目的に何をしでかすかわからん。高確率で収拾がつかなくなる。『異端児ゼノス』の情報はできる限り伏せていた方がいいだろう……」

「うむ……余計な混乱を招くだけ、か」

　自分達のような、とまでは言わないが、オラリオには神格者じんかくしゃに該当する神物じんぶつが決定的に少ない。げんなりするタケミカヅチと嘆息するミアハの側で、ヘファイストスも「ったく」とぼやきながら己の眼帯を指で撫でた。

「今はベルのことも気がかりだ。あれだけ派手に行動してしまったのだ……神々の方はあの子が何かを知っていると目星をつけているであろう」

「でしょうね……」

「やばいな……」

　少年ベルを案ずるミアハに、ヘファイストスとタケミカヅチは深刻な表情となる。

　と、そこで紅髪紅眼の女神は自身の前髪をかき上げ、纏う空気を変えた。

「はっきり言うわ。『異端児ゼノス』を救済すべきか、私は決めかねてる」

「おいおい？」

「でも、そうでしょう？　神友ヘスティアの性格からしてあの孤児ヴィーヴルを放っておけないのは理解できる。だけど『異端児ゼノス』の存在は地上ではただの『毒』よ。現に今、混乱しか招いていないじゃない」

「それは……」

「タケミカヅチ、貴方だって『異端児ゼノス』のことを眷族こども達に話せていないんでしょう？」

　驚きの声を上げるタケミカヅチだったが、ヘファイストスの指摘に口を引き結んでしまう。

『怪物』を受け入れようなどという動きは軋轢あつれきを生む火種となる。子供達の間であれば尚更。タケミカヅチもそれがわかっているからこそ桜花オウカや千草チグサ達に打ち明けられない。

　むしろ竜娘ウィーネや『異端児ゼノス』の存在を寛容したヘスティアの眷族達が異端であり、だからこそ窮地に立たされかけていると。

「本当に、『異端児ゼノス』が救済するべき存在なのかもわからない」

　神々でさえ予見していなかった『未知』、ダンジョンの『異常事態イレギュラー』たる怪物達に対し、ヘファイストスは己の考えを偽らず告げた。

「……ふむ。では一つ、ここで結論を出すとしよう」

　瞑目めいもくして聞いていたミアハが両手を浅く広げ、ヘファイストス達と顔を見交わす。

　腰まで伸びた群青色の長髪を揺らす男神は、雨の音の中に声を溶かした。

「我々の選択は──」




「──【ロキ・ファミリア】に任じた、ということか？」

　老神ろうじんの厳いかめしい声音が祭壇に響く。

　その声を受け、御前で跪ひざまずいている肥え太った体が子豚のように縮こまった。

「そ、その通りでございます！　現在の『ダイダロス通り』を守るには彼奴等きゃつらが適任だと勝手ながら判断いたしました！」

　ギルド本部の真下に築き上げられた地下神殿には雨の音も届かない。四炬よんきょの松明たいまつに照らされる『祈禱きとうの間ま』で、床に敷き詰められた石板の上に汗を落とすギルド長ロイマンの様子を、ウラノスは身じろぎ一つせず見下ろしていた。

「『人造迷宮クノッソス』に関しましては、存在の漏洩ろうえい防止ともども情報の提供を口約させました！　【勇者ブレイバー】は契約を守ります！　我々の管理下にあるのも同然かと！」

「──何を隠している、ロイマン？」

「っ」

　あっさりと隠し事を見抜くギルドの真の主に、エルフの肩が揺れる。

「『鍵かぎ』か？」

「……い、言い忘れておりました。『人造迷宮クノッソス』の『鍵』を発見した暁には、ギルドに引き渡すよう命じております……」

　冷や汗をかくロイマンに、ウラノスは変わらぬ声音で告げた。

「『人造迷宮クノッソス』に関する情報共有を徹底させろ。『鍵』の入手後は、折を見て調査隊を編成する。ダイダロスの遺産を管理するのは個人でも派閥でもなく、我々ギルドだ」

「は、ははぁ！」

「【ロキ・ファミリア】の件に関しては不問とする」

　下がれ、という言葉にロイマンは震えながら従った。

　フラフラとした足取りの彼と入れ替わる格好で──すれ違い様その肩をぽんぽんと叩きながら──地上に繫つながる階段から橙黄色とうこうしょくの髪の男神が下りてくる。

「ロイマンも抜け目がないなぁ」

「人一倍の欲はある。だが有能だ、都市の発展を目指す思いに偽りはない」

　笑みを漏もらしながら『祈禱きとうの間ま』に足を踏み入れるヘルメスに、ウラノスは淡々と答えた。

「しかし、やはり【ロキ・ファミリア】は『ダイダロス通り』に居座ったか。まぁフレイヤ様が中央塔バベルに陣取っている以上、【勇者ブレイバー】達からすれば残る退路で『異端児ゼノス』を待ち構えるのは当然の成り行きでもある」

「ああ……こうなってしまった以上、ガネーシャも住民の命を最優先に動くだろう」

　ここからの配置変えは不可能だと、ウラノスも言外に認めた。

　彼にも立場がある手前、【ロキ・ファミリア】の撤収を過度に命じるのは不信を集めることになる。都市の平和の象徴として君臨し続けなければならないウラノスにとってそれは避けねばならないことだ。

　更に言うと、地上に進出したモンスターを仕留めるというのなら、適任者は【ロキ・ファミリア】を置いて他にはいない。

「さて、騒動の鎮圧を引き受けた身として、取りあえず現状の報告でもさせてもらうよ」

　祭壇中央の神座に座すギルド主神の前まで赴き、ヘルメスは被っていた旅行帽を脱ぐ。

「『異端児ゼノス』達は都市の地下水路を移動中。目撃情報が増えているけれど……懸賞金のおかげで、冒険者の足並みが揃っていないことがせめてもの幸いかな？」

「フェルズ達とはぐれている、『異端児ゼノス』の所在は？」

「そっちは摑めていない。はぐれている数もね。もしかしたら、一部はもう冒険者やタチの悪い神に捕まっているかもしれない」

　賞金首モンスターを捕まえたと誰も名乗り出ていない以上、判断ができないとヘルメスは返答した。

「ま、黒い猛牛ミノタウロスを見つけて返り討ちに遭ったっていう冒険者は何人かいるんだけど……回復した今も、悪夢でも見たかのように震えっ放しで、碌ろくに話が聞けないらしい」

　溜息をつきつつ、ヘルメスは二本の指を上げた。

「『異端児ゼノス』の行動は限られている」

　現状において、『異端児ゼノス』の目的は二つ。

　一つははぐれた同胞と合流すること。もう一つは、ダンジョンの出入り口に辿り着くこと。

　後者は最重要事項だ。『異端児ゼノス』達が生き延びるためには何としてでもダンジョンに戻らなくてはならない。

　彼等が取れる進路もまた、二つ。

　都市中央、ダンジョンへの『大穴』を要する『バベル』。

　そして都市南西、『ダイダロス通り』に存在する『人造迷宮クノッソス』だ。

「中央広場セントラルパークを目指せば冒険者達との戦闘は必至だ……付け加えれば【フレイヤ・ファミリア】もどう動くかわからない。フェルズが選択させないだろう」

「オレも色々交渉してみたんだけどね、流石に言うことを聞いてくれそうになかったよ」

『バベル』に君臨する銀髪の女王について、ヘルメスは苦笑交じりに嘆息した。

「となると、やはり『異端児ゼノス』達が目指すべきは、地形を利用できる『ダイダロス通り』ってことになるけど……」

「『人造迷宮クノッソス』を経由するには、【ロキ・ファミリア】が立ちはだかる」

　地下迷宮ダンジョンにも劣らない複雑怪奇な迷宮街を利用すれば、あるいは冒険者達の目に捕まらずに済むかもしれない。だがそれをやり過ごしたところで、最大の難関が待っている。

「わかってはいたけど、こりゃきつい」と飄々ひょうひょうとしながら笑うヘルメスに、ウラノスは報告を促した。

「『人造迷宮クノッソス』についてはどうなっている？」

「迷宮の宿場街リヴィラの冒険者の証言で、18階層に攻め入ったモンスターは地上に出現したモンスターと結び付いた。多くの【ファミリア】がダンジョン第二の出入り口の存在に気付いている」

「『ダイダロス通り』に冒険者が集まっている、か」

「その通り。自主的に出入り口を探している者もいるようだけど、まぁ何せ奇才ダイダロスが手掛けた領域だ、今のところ【ロキ・ファミリア】以外は『人造迷宮クノッソス』の入り口に辿り着けていない」

　そこまで話を聞いたウラノスは、ヘルメスに問いかける。

「ヘルメス、お前の【ファミリア】は……」

「もう調べ上げた」

「！」

　ヘルメスは根拠を示すように、一冊の本を取り出した。




「『ダイダロスの手記』さ」




　常に泰然としていたウラノスの瞳が、初めて見張られる。

「【ロキ・ファミリア】に捕まってもらう前にね、イケロスから譲ってもらったのさ。これには『人造迷宮クノッソス』の設計図が載っている。当然、出入り口の場所も」

「……」

「『設計図』が間違っていないか、オレの眷族こにも調査させた。漆黒兜ハデス・ヘッドと匂におい袋の複合コンボ……【ロキ・ファミリア】の目をかいくぐって調べるのは生きた心地がしなかったって、アスフィに愚痴られた上に殴られてしまったよ」

　姿をくらましていた男神イケロスを探し出したのは他ならぬヘルメスだ。追い詰めた上で複数の要求を受け入れさせ、この『ダイダロスの手記』も頂戴したのだと彼は言う。

　事件後から今日までの四日間、眷族に『人造迷宮クノッソス』周辺を【ロキ・ファミリア】に気付かれないよう調査させていた──陰でこそこそしていた──ことまで打ち明けるヘルメスは、老神ろうじんの眼前まで歩み寄る。

　そして、その手記を差し出した。

「渡しておこう。必要だろ？」

「……」

　橙黄色とうこうしょくの双眸そうぼうを細めるヘルメスに、ウラノスは押し黙り、固く瞼を閉じる。

　松明の炎が勢いよく弾はじけた。火の粉を纏いながら、老神ろうじんは全てを受け入れるように古書を受け取り、懐ふところにしまった。

　一笑するヘルメスは、後方へと下がる。

「ヘルメス……お前はどう動くつもりだ」

「さて、ね。前にも言ったが、オレの関心はベル君だ」

　二日前、この場所で、ヘルメスはウラノスに言った。

　ベルを失墜させ、退場させるわけにはいかない、少年に全てを賭けた、と。

　人々の失望は、『人類の敵』という悪評レッテルは、少年が王道を駆け抜けていく上で邪魔であると、ヘルメスは自分の神意しんいをはっきりと告げたのだ。

　そのために今、ヘルメスは暗躍している。

「アスフィ達には色々命じてはいるし、あとはあの子の動き次第ではあるけど……」

　きっとじっとしていられないんだろうなぁ、と。

　男神は大局を見透かしているかのように、薄く笑った。

「逆に聞こう、ウラノス。『異端児ゼノス』は……彼等を率いる『賢者』の成れの果ては、今後どう動くと思う？」

「……」

　何世紀もの時間をともに過ごしてきた己の右腕について問われ、神座が沈黙する。

　やがてウラノスは、間を置いて口を開いた。

「フェルズが次に取るだろう行動は……」




「リド、血をもらえるか？」

　薄暗い地下でなお聞こえてくる雨の音を聞きながら、黒衣の魔術師メイジは言った。

「血？」

「ああ。私も健全な肉体を持っていれば、こんな頼み事はしなくて済むのだが……」

「まぁ、骨だしな」

「言わないでくれ」と揺れる黒衣を尻目しりめに、リドは尖とがった爪つめで己の腕を引っかいた。

　裂かれた傷口から滴る赤い血を、フェルズは懐から取り出した羽根ペンですくい上げる。

　染しみ込んだ羽毛部分が赤く染まり、ペン先にも赤い染料が滲み出るようになった。

「それも魔道具マジックアイテムなのか？」

「ああ。私の発明ではないがね」

　興味深そうに観察してくるリドを脇に、フェルズは血をインクの代替にできる魔道具マジックアイテムで羊皮紙に文字を綴つづり始めた。

「はぐれているのは、だれなの？」

「アルル、ヘルガ、レット、フィア、そしてアステリオス……。フィアハ私達ト共ニいましたガ、無理ガたたってしまい空から落ちてしまっテ……レットは彼女ノ後ヲ追いました」

　リド達から離れた場所で、床に座り込むウィーネと歌人鳥セイレーンのレイは会話をしていた。

　下水道奥の横穴である。壊れかけの壁の先は忘れ去られた井戸と繫がっているのか、空間の一角には千切れた縄と釣瓶つるべ、壊れた桶おけが散乱していた。上方に続く穴から雨がしとしとと降っている。

　都市をさまよう『異端児ゼノス』が周辺で体を休めている中、レイの口から一角兎アルミラージ、黒犬ヘルハウンド、赤帽子レットキャップに半人半鳥ハーピィ、そして猛牛ミノタウロスの名が挙げられる。

「フィアたちがどこにいるのかも、わからない、んだよね？」

「アア。コノ下水道ヲ散々サンザン歩キ回ッタガ、残リ香モナイ……地上ニ隠レテイルノカモシレン」

　同胞達を心配する竜の少女に、今度は石竜ガーゴイルのグロスが答える。

　そこで、くぅ、とウィーネの腹部から可愛かわいらしい音が鳴った。

「おなか、すいちゃった……」

「こノ数日、ほとんど何モ食べていませんからネ……」

　怪物モンスターも腹が減る。間違っても人食いなどしない『異端児ゼノス』達はこの状況下で碌な食事にありつけていなかった。追い払った冒険者が落としていったローブを羽織っているウィーネは、青白い肌のほっそりとした腹部をさする。

「フェルズ。コノママ逃ゲ回ッテイテモ埒ラチガアカナイ。何カ手ヲ……オイ、何ヲシテイル？」

　合流できる兆しのない同胞や失われていく活力を危惧きぐするグロスが振り向くと、黒衣の魔術師メイジは筆を止めずに答えた。

「手紙をしたためている」

　それだけ答えたフェルズが手紙を書き終えると──見計らったかのように、井戸の穴から高速で侵入してくる影があった。

　咄嗟とっさに身構えるリド達を、フェルズは片腕を横に開いて制す。

「やっと見つけてもらえた」

　伸ばされた魔術師メイジの腕にとまるのは、片目が義眼の一羽の梟ふくろうであった。

　フェルズの使い魔である。

「あの戦闘で『眼晶オクルス』さえ壊れなければ、もっと早く呼び寄せられたのだが……」

『人造迷宮クノッソス』内で起こった【イケロス・ファミリア】との激しい交戦を悔やむフェルズは、使い魔の足に先程書いた手紙を巻き付ける。

「フェルズ、もしかして、その手紙は……」

　リドの言葉に、ああ、と頷きながら、フェルズは使い魔を放つ。

　翼を広げた梟は白い羽毛を舞い散らしながら、雨が降る空の先へ飛び立っていった。

「我々の、最後の希望だ」
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　一足遅れてやってきた雨季を彷彿ほうふつさせるほど、途切れない雨がオラリオに降りそそいでいく。けれどこの雨をもってしても、都市に溜たまる閉塞感を洗い流してはくれないだろう。

　灰色の空に覆われる街の景色を、僕は一人、自室の窓辺から眺めていた。

「……」

　神様と一緒に本拠ホームへ帰ってきてからというものの、僕はある感覚に襲われていた。

『視みられている』感覚だ。

　確かに館を出た直後から沢山たくさんの目は感じていた。最初は街の人達のものだと思っていたけれど……他者の視線に対し敏感になってしまった肌が、一抹の可能性を囁ささやいている。

　怒りや蔑みとは無縁で、もっと無機的な今のこれは……監視の『目』？

　見張られている？　僕が？　それとも【ヘスティア・ファミリア】が？

　隠れるようにして立っていた窓辺から半身を乗り出し、館の周囲に視線を走らせる。

　本拠ホームを囲う鉄柵の外で、すっと通りの角に身を隠す人影があった。

「っ……」

　窓辺から離れ、部屋を出る。勘違いならそれでいい。不安定な鼓動を胸に抱えながら、僕は自分が感じたものを話そうと神様達のもとへ向かおうとした。

「……？」

　急ぎ足で廊下を歩いている僕の視界に、ある光景が掠める。

　中庭側に面する窓の外。雨に打たれながら、それでも待ち人が来るのを待っているかのように、庭の中央にその梟はいた。

　立ち止まった僕を見上げてくる梟の眼に──水晶の義眼のきらめきに、はっとする。

　進路を変えて急いで階段を駆け下りる。中庭に出て目の前まで近付くと、梟はふわっと浮いて僕の腕にとまった。

「これは……」

　梟の足には、手紙が巻き付けられていた。




「『異端児ゼノス』の密書……」

　壁にかけられた時計が夕刻を示している、館の居室リビング。

　フェルズさんの使い魔がもたらした一通の手紙を受け、【ヘスティア・ファミリア】は全員が集まっていた。

「めちゃくちゃ暗号が難解ですが……間違いありません、愚者フェルズ様からの助けを求める手紙です」

　書庫から引っ張り出してきた辞書を片手に持つリリの言葉通り、手紙にはあらゆる亜人デミ・ヒューマンの言語がばらばらに記されており、一見支離滅裂しりめつれつな文章が羅列されていた。

　その文章は、『異端』という単語が含まれた小人族パルゥムの言語と、『愚者』という単語が含まれた狐人ルナールの種別言語を並び替え、組み合わせることで読み解ける仕組みとなっていた。つまり『異端児ゼノス』と愚者フェルズさんの正体を知る者だけが解読できる暗号だ。

　神様、リリ、ヴェルフ、命ミコトさん、春姫ハルヒメさんは真剣な表情や緊張した面持ちを浮かべながら、テーブルに広げられた手紙を見下ろしていた。

「【明日の夜、『ダイダロス通り』を目指す】、か……連中も追い込まれているみたいだな」

「で、ですが、今『ダイダロス通り』にいるのは、確か……」

「ええ、春姫ハルヒメ殿。多くの冒険者、そして【ロキ・ファミリア】が陣を張っています」

　籠こもり切りだった工房から出てきたばかりのヴェルフが言うと、春姫ハルヒメさんが胸を手で押さえ、命ミコトさんが彼女の不安を肯定する。

　雨水にも滲まない赤い筆跡は謝罪とともに始まり、フェルズさん達の状況とダンジョンへ帰還するための計画、そして協力の呼びかけで締めくくられていた。どうかまた力を貸してほしい、という懇願の一文を最後に添えて。

　手紙にはウィーネが無事に目覚めたことも書かれていて、僕や春姫ハルヒメさん達は最初こそ安堵していたけれど……今はみんな、口を閉ざしていた。

　じっと、卓の上に置かれた手紙だけを見つめて。

「……まるで、破滅に導く邪神かみさまの誘いざないのようですね」

　リリがぽつりと大仰おおぎょうな例えを呟つぶやく。けれど、それは決して誇張なんかじゃない。

　今、オラリオを取り巻く状況の中で『異端児ゼノス』を助けるということは、都市の全【ファミリア】を敵に回すことと同義と言っていい。

　部屋に訪れる一時いっときの静寂に、僕は心が押し潰つぶされていく錯覚を味わった。

「ここで、はっきり答えを出そう」

　その時、ヘスティア様が静かに切り出す。

「『異端児ゼノス』君達を助けるか、助けないのか」

「……！」

　顔を振り上げる僕を他所に、神様はヴェルフ達に視線を巡らせる。

　みんなが口を開くより早く、僕は神様の横顔に声を放った。

「神様!!　……これは、僕一人で……」

「ベル君、これはもう君だけが抱える問題じゃない。団長の君が動いた時点で、【ファミリア】の問題でもあるんだ。そんな調子の良いことは言わせないぜ」

　団長としての在り方を咎とがめるかのような神様の言葉に、心臓が止まる思いだった。

　動けなくなる僕から視線を切り、神様はリリ達に再度問いかける。

「みんな、選んでくれ。『異端児ゼノス』君達に味方して、日陰者として生きていくか。彼等を見捨てて、今までの日常に戻るのか」

　それは、一度は僕が突き付けられた選択肢だった。ウィーネと【ロキ・ファミリア】の狭間で強要された二者択一。女神様の言葉が、今度はみんなに選択を問う。

　──どの道も選んでほしくない。情けない僕の心からの本音だった。

　迷宮街での記憶と背徳感が混然となって脳裏を乱す中、罪状を言い渡される罪人のように僕が立ちつくしていると──。

「ヘスティア様」

　ヴェルフが、手を上げた。

「もう一つ、選択肢を増やしませんか？」

「なんだい？」

「俺達がすこぶる上手うまく立ち回って、異端児達あいつらをダンジョンに帰す。そして俺達も誹そしりも蔑みも受けない」

　その言葉の意味を最初は理解できず、僕は啞然あぜんとした。

　ヴェルフは笑っていて、神様も全てを見透かしていたかのように微笑ほほえんでいる。

「見てください」

　炎のように赤い髪を揺らしながら、ヴェルフは腰に差した鞘さやから短剣を引き抜く。

「『魔剣』です。あと三振り、工房にあります」

「ずっと工房にこもりっきりで……どうせそんなことだろうと思ってました」

　あらわになる蒼あお色の剣身を見て、リリもまたわかっていたかのように全身で溜息をつく。

「やることはわかっていたからな。時間がないことも。『異端児ゼノス』の連中を助けるのに……ああ、意地を張るのはなしだ。こうでもしなきゃ、都市の冒険者どもを出し抜けない」

　僕はまだ動けずにいた。今度は純粋な驚愕きょうがくによって。

　はっきりと告げられた、『異端児ゼノス』を助けるという、ヴェルフの言葉によって。

「何だ、ベル。その変な顔は？」

「だ、だって……だって!!」

　怪訝けげんな顔をするヴェルフに、僕はとうとう叫んでしまった。

「僕はみんなを放り出して、勝手に一人で走って!!　そのせいで【ファミリア】に迷惑をかけてっ、みんなにも辛つらい思いをさせて!!　みんな……僕を恨んでるって、そうに違いないって……」

　聞けなかったことを、抑圧されていた感情をぶちまけてしまう。

　ごめんなさい。謝っても許されることじゃないけど、ごめんなさい。

　必死に喉のどを震わせようとする僕に、ヴェルフは先回りして言った。

「ベル、前にも言ったぞ。謝るな、ってな」

　その台詞せりふに、記憶が喚起かんきされる。

　──【ファミリア】って、こういうもんだろ？　支え合うんだ。

　──もっと迷惑をかけろ。俺の立つ瀬がない。

　ウィーネを20階層に護送する強制任務ミッションの時、他ならないこの部屋でヴェルフが言ってくれた言葉。思い出すとともに、どうしようもなく胸に迫るものが生まれる。

「まぁ、小言を言わせてもらうなら……今度は俺達を置いていくなよ？」

「ベル殿、貴方は何も間違っていません。どんなに悩んでも、きっと、どうせ、自分達は同じ選択をしたのですから。……あの時、貴方は誰よりも早く走り出してくれただけです」

　にかっと笑うヴェルフの横で、命ミコトさんが青紫の瞳を細める。

　何も言い返すことのできない僕の側に、今度は春姫ハルヒメさんがそっと近付いた。

「ずっと苦しんでいられたのですね。申し訳ありません、ちゃんと伝えなくてはいけなかったのに」

「春姫ハルヒメ、さん……」

「ウィーネ様を助けてくれて、ありがとうございます。春姫ハルヒメは、嬉うれしゅうございます」

　瞳を潤ませながら、桜のように綻ぶ春姫ハルヒメさんの笑顔が、言葉が。

　眠るウィーネを抱きしめながら感謝していたリドさん達の泣き笑いと、重なり合う。

「──まったく、本当にお人好ひとよしばかりです!!　言っておきますが、リリは違いますから！　今でもリリはモンスターを助けるなんて断固反対ですから!!」

　ヴェルフ達とのやり取りや、春姫ハルヒメさんと見つめ合う僕を眺めていたリリが、ほとほと呆あきれ果てたように叫び散らした。

　そっぽを向いていたリリは、おもむろに瞼を開け、僕達のことを見上げる。

「ですが……多数決となってしまっては、仕方ありません」

「リリ……」

「ベル様を見捨てるのも、ベル様が誰かを見捨てるのも……リリは嫌です」

　──日陰者になるなんて、私リリはとっくに慣れています。

　もし沢山の失意の眼差しに囲まれたとしても、何も怖いものなどないのだと、小人族パルゥムの女の子は小さな向日葵ひまわりのように笑ってくれた。

「……」

　多くのものを裏切ってしまったあの日から、今の今まで、まともに見れなかったみんなの顔を見回す。リリを、ヴェルフを、命ミコトさんを、春姫ハルヒメさんを。

　あの人が、シルさんが言ってくれたことは正しかった。

　失ったものはあった。でも、失われないものも確かに残っていた。

　片方の目から、一筋の涙が流れ落ちるのがわかった。

　何度目だろう。みんなに救われるのは。

　何度目だろう。この気持ちを抱くのは。

　この人達と出会えて、家族ファミリアになれて……よかった。

「ごめん……ありがとう」

　熱くなる鼻の先に片腕を押し当てながら、僕は掠れた声で、その言葉を絞り出した。

「……決まりだね。『異端児ゼノス』君達を、ボク達みんなで助ける！」

　僕達を優しく見守っていてくれた神様が、しんみりした空気を吹き飛ばすように明るく宣言する。女神様の神意しんいに笑みを返しながら、みんな揃って頷いた。

「言っておきますが、状況は何ら好転していませんからね。他の冒険者はもとより、【ロキ・ファミリア】を出し抜く……ダンジョンの『深層』を攻略するより無理難題です」

「なら、これをやり遂げれば『深層』も楽に攻略できるってことだな」

「調子に乗らないでください」

　にやっと唇を吊り上げるヴェルフと、半眼で睨むリリ。

　いつも通りの二人のやり取りに、【ヘスティア・ファミリア】らしさが戻ってくる。

「相手にとっては不足はなし……どころか、強大過ぎますが」

「ウィーネ様達のためなら」

　命ミコトさんも、春姫ハルヒメさんも決然とした表情を浮かべる。

　みんなが向く方向はもう一つに固まっていた。

「よしベル、景気付けだ。なんか言え、大声でな」

　振り向いたヴェルフが不敵な笑みを投げかけてくる。

　それに便乗するように神様も俄然がぜんうきうきし始めた。

「いい発想アイデアだ、ヴェルフ君！　どうせならみんな輪になってやろうぜ！」

「えぇ～。リリはそういうの、恥ずかしいんですけど……」

「ふふっ、サポーター君。主神命令だ、逆らっちゃダメだぜ？」

「いつもいつもこういう時だけ……！」

　したり顔になる神様と唸うなるリリの姿が、命ミコトさん達の笑みを誘う。

　僕ももう、泣いたりなんかしなかった。

　顔を拭ぬぐって、輪になったみんなのもとに駆け寄る。

　腕を伸ばしたヘスティア様を皮切りに、みんなが円の中心で手を重ねた。

　僕もそれに倣ならう。

「それじゃあ……うん」

　何を言おうか一瞬迷った僕の腹は、すぐに決まった。

　笑みと一緒に見つめてくる【ファミリア】のみんなに、頷きを返す。

　椅子の背にとまっている一羽の梟に見守られながら、僕は思いと一緒に声を張った。

「ウィーネ達を──助けよう！」

『おおー!!』

　降り続けていた雨はもう、上がっていた。
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「ベル・クラネル達と連携して、『人造迷宮クノッソス』を目指す」

　都市の地下水路、井戸に繫がった崩れかけの横穴。

　集まっている『異端児ゼノス』の面々に向かって、フェルズは言った。

「冒険者達……【ロキ・ファミリア】にも見抜かれているだろうが、あのダイダロスの遺産に侵入するしか我々に道はない。都市外に通ずる地下経路から侵入する方法もあるのだろうが、こちらは恐らく一本道だ。【ロキ・ファミリア】は必ず守りを固めているだろうし、待ち伏せされたら一溜ひとたまりもない」

「連携、ト言ってモ可能なのですカ？　臨機応変ニ対応できるとハ思えないのですが……」

「送った手紙の内容に賛同してくれるなら、いずれベル・クラネル達と連絡を取れるようになる。私と、彼等の決断を今は信じていてほしい」

「ハグレテイルモノ達ハドウスル？」

「こちらから『合図』を送るしかない。冒険者達に気取られることを承知の上で呼びかけ、一斉に『ダイダロス通り』へ進行する」

　自分達の命運を左右する計画に、歌人鳥セイレーンのレイや石竜ガーゴイルのグロス、他の『異端児ゼノス』達が質問を投げかけてくる。フェルズはそれに淀よどみなく答えていった。

　話し合いが進められていく傍かたわら、リドだけは沈痛な面持ちで足もとを見下ろしていた。

　そんな彼の様子に、ウィーネが気付く。

「リド……？　どうしたの？」

「いや、ベルっち達に頼りっ放しで……迷惑をかけっ放しだと思ってよ」

　面目がねえ、と蜥蜴人リザードマンは牙きばの隙間すきまから呟きを落とした。

「リド。気持ちはわかるが、ウラノスが表立って行動できない以上、頼ることのできる相手は限られている。私達は【ヘスティア・ファミリア】に縋すがるしか……」

「わかってる、わかってるさ……でもよ」

「リド」

　フェルズとリドの会話の中で、ウィーネが手を伸ばす。

　蜥蜴人リザードマンの赤緋せきひの鱗うろこをつまむように、その腕に指で触れた。

「春姫ハルヒメがね、おしえてくれたの。地上には、『雪精霊せいれいの恩返し』っていう話があるんだって」

「恩返し……？」

「うん。たすけてくれたひとに、ありがとう、っていろんなモノを返しにいくんだって。だからね、いつかわたしたちも……」

　額に宿る柘榴石ガーネットにも似た紅石を輝かせながら、ウィーネは相好を崩した。

「たすけてくれたベルたちを、いっぱいたすけてあげよう？」

　地上の思い出を語り、笑いかけてくる無垢むくな瞳に、リドは驚きをあらわにする。

　少年達と別れ、泣き続けていただけの少女はもうそこにはいなかった。

「ウィーネ……お前、変わったな」

「？」

　一度は灰となり、死の淵ふちに落ちた少女は、悟ったのだろう。きっと無意識のうちに。

　人間の残酷な悪意を。そして、そんな悪意にも負けない人の美しい優しさを。

　少年の胸の中で、ささやかな『憧憬ゆめ』に抱かれて満たされた。たった一人の、けれど愚かなまでの優しさに救われた。竜の少女は、前世からの『憧憬』を抱くだけであった自分から脱却し、次の願いを見つけたのだ。

　自分を抱き締めてくれた優しさを、自分以外の誰かにも返そうと。

　少女は少年と出会い、変わったのだ。

　不思議そうに小首を傾かしげるウィーネを前に、リドは雄黄ゆうおう色の眼まなこを眩まぶしそうに細めた。

「そうだな……これが終わったら、ベルっち達にいっぱい恩返ししなきゃな！」

「うん！」

　笑い合うリドとウィーネを、レイやグロス、他の『異端児ゼノス』達が穏やかな目で見つめる。

　フェルズも微笑を落とすかのように、己の黒衣を揺らめかせた。

「……話を進めよう。『人造迷宮クノッソス』を目指すに当たってだが」

　フェルズはローブの陰から、『Ｄ』の記号が刻まれた魔道具マジックアイテムを取り出す。

「我々の唯一の優位性は、この『鍵』を所持していることだ」

　精製金属インゴットの内部に埋め込まれた名工ダイダロスの系譜の眼球、『ダイダロス・オーブ』。

　これを用いることで、最硬金属オリハルコン製の扉は開閉する。

「ソレハ、私ガ殺シタアノ大男おとこカラ奪ッタモノカ……」

「アステリオスガ無事であるなラ、もう一つノ『鍵』モ彼ガ持っている筈……」

　今フェルズが持っている『鍵』は【イケロス・ファミリア】の大男グランが所持していたものだ。暴走した竜娘ウィーネに呪槍を投げつけた後、グロスに殺あやめられた男の手もとから頂戴したのである。

　ベルがリューの小鞄ポーチから入手した『鍵』は、巡りに巡って漆黒の猛牛ミノタウロスの手に渡っている。

「冒険者達や【ロキ・ファミリア】は、この『鍵』をまず入手できていないだろう」

「ってことは、つまり……」

「ああ。入り口の位置さえわかれば、私達はどこからでも『人造迷宮クノッソス』内に侵入できる。一度入って『扉』を閉めてしまえば、【ロキ・ファミリア】と言えど追うことはできない」

『人造迷宮クノッソス』に到達さえできれば、フェルズ達の勝ちというわけである。

　暗闇くらやみの中に差す僅わずかな光明に、半身半蛇ラミアや大型級トロールが手を叩き合って興奮する。

「あとは最初に話した通りだ。ベル・クラネル達の助けを借り、『人造迷宮クノッソス』まで赴く」

「助けてもらうっていうことは、ベルっちと落ち合うってことでいいのか？」

「いや──ベル・クラネルには『囮』になってもらう」

　ところが、愚者フェルズがそう言った瞬間、『異端児ゼノス』の中から双眼を吊り上げるものが続出した。

　リドやレイ、グロスでさえ顔をしかめ、ウィーネに至っては涙ぐむ。

「フェルズ。またベルさんヲ利用するつもりですカ……」

「外道ゲドウメ」

「骨め」

「フェルズ、嫌い！」

「待てっ、誹謗ひぼう中傷は止せ！　そして骨は関係ない!!　あとウィーネ、君の涙は実に心苦しいから話を最後まで聞いてくれ!?」

　軽蔑けいべつする歌人鳥セイレーン、罵る石竜ガーゴイルと蜥蜴人リザードマン、何より涙目で睨みつけてくる竜の少女に、生ける骸骨は悲鳴さながら叫んだ。

　少年への好感度が限界突破している『異端児ゼノス』達に、フェルズは真意を明かす。

「一連の騒動のせいでベル・クラネルは目立ち過ぎている。現在も都市中から非難ややっかみを受け、勘ぐられているだろう。だが、今はあえてそれを利用する」

「……陽動ヨウドウカ」

「ああ。私達と別行動を取ることで、冒険者達の注目を彼に集めてもらうというわけだ」

　察したグロスの呟きをフェルズは肯定する。

　神々や一部の勢力は、ベル・クラネルが今回の事件の中心にいると感付いているだろう。少年の動向に彼等の目が向いているその隙すきに、フェルズ達は隠れながら移動し『人造迷宮クノッソス』へ辿り着こうというわけだ。

「じゃあ、ベルとは会えないの？」

「その通りだ。どうか我慢してくれ、ウィーネ」

　リド達が納得する横で、フェルズは悲しむウィーネに言い含める。

　黒衣の魔術師メイジは、『異端児ゼノス』達に計画の中核を告げた。

「【ロキ・ファミリア】の注意を、ベル・クラネルに引き付ける」




「──と、相手は考えているだろう」

　迷宮街の一角、【ロキ・ファミリア】の陣地。

　幹部を含めたほとんどの団員が揃う中、フィンは会議ミーティングを開いていた。

「ベル・クラネルを陽動に使い、武装したモンスター達は『人造迷宮クノッソス』へ侵入しようとする筈だ。そこで僕達は別の場所に網を張っておく。何だったら相手の思惑に引っかかった振りをしてもいい。注意を割くべきは、ベル・クラネルとは真逆の方面だ」

　雨が上がった『ダイダロス通り』には夜の帳とばりが下りていた。複数の魔石灯を設置し野営キャンプさながら集まる冒険者達の横顔が、燐光りんこうによって照らし出されている。

　今後の展開について説明された団員達がざわめいていると、狼人ウェアウルフのベートが仏頂面で口を開いた。

「おいフィン、本当に兎うさぎ野郎は化物どもと繫がっているのか？」

「機嫌が悪そうだな、ベート」

「うるせぇ!!」

「少なくとも、ベル・クラネルは利用される立場にある。彼の意思か、騙かたられているかはともかくね」

　ハイエルフのリヴェリアに怒鳴り返すベートを見やりつつ、フィンは先程から黙っているアイズを気にかけるように、言葉を選んだ。

「何にせよ、今回ベル・クラネルは僕達の味方にはなりえない……そう認識していてくれ」

　そのように告げるフィンに、アイズやティオナ──戦争遊戯ウォーゲムにて少年の特訓に付き合った二人──はやりにくそうな表情を浮かべた。無言を貫く金髪金眼の剣士の隣で、天真爛漫てんしんらんまんなアマゾネスの少女は頭の後ろで両手を組む。

「ん～、よくわかんなかったけど、とにかくアルゴノゥト君に気を取られてたら駄目ってこと？」

「ああ。勿論もちろん放ほうっておくわけにもいかないから、今もクルス達に監視させているように見張りは付けるけどね」

「いっそのこと先に捕まえておけばどうですか、団長？　何かやらかす前に、実力行使で」

「ンー、いくら今ベル・クラネルが悪人扱いされているとはいえ、確たる証拠がないままそんなことをすれば今度は僕達が非難される、かな。ただでさえギルドに目を付けられているし。【ヘスティア・ファミリア】と懇意にしている神ヘファイストスの顰蹙ひんしゅくを買うのも怖い」

　ティオナに答えた後、女戦士アマゾネスらしい暴論を持ち出すティオネを苦笑交じりに諭すフィン。

　ティオネは「ややっこしいですね」と顔を顰しかめた後、めげずに質問を重ねる。

「団長、もう一つ。武装したモンスターの知能が高いことはわかっていますが、そこまでなんですか？　そんな作戦を用意する真似……」

「武装したモンスターの背後には『統率者』がいる。だろう、ガレス？」

「うむ。迷宮街ここで戦っていた時も、建物の上から戦況を俯瞰ふかんしておった。黒いローブを被っておって人か怪物モンスターかは摑めなかったが……まぁ調教師テイマーとでも考えておけばいいじゃろう」

　ドワーフのガレスに補足説明を委ねる形でフィンはティオネの疑問を解消した。

　そこでふと、ティオナが思い出したように質問を重ねる。

「そういえばさ、あたし達は地下水路を探しに行かなくていいの？　他の冒険者がちらほらモンスターを見つけてるんでしょ？」

「戦力が分散することになる。迷宮街ここの守りが手薄になって突破されてしまえば本末転倒だ。恐らくそれが、ここ数日わざと見つかっている相手の狙ねらいでもあるんだろう」

　聡明な小人族パルゥムの首領は正確に敵方の狙い──統率者フェルズの思考を見抜いていた。怪物モンスター達からすればいっそ悪夢的なまでに。

　その上で、彼は胸中の懸念を言葉にする。

「何より留意しておかなくてはならないのは、あの黒い猛牛ミノタウロス……あれの突破力は手負いだとしても油断できない」

　その名を口にした直後、団員達の空気が張り詰める。

　ベートやティオネは眉まゆを吊り上げ、アイズでさえ顔を引き締めた。

「あれ、ティオネがキレてなかったら、早く倒せてたよねー」

「あァ!?」

「『技』は大したことねー。懐に入っちまえばいくらでも戦える。だが……今までブチ殺してきたどのモンスターよりも、能力ちからが図抜けてやがる」

　怒り散らして暴走し、ことごとく連携を阻んでくれた姉にぼやくティオナ、それに切れるティオネ。姉妹喧嘩げんかを脇に放るベートは苛いらつきながら猛牛ミノタウロスの『技と駆け引き』は未熟だと評し、一方で自分達を遥はるかに上回る出鱈目でたらめな潜在能力ポテンシャルを認めた。

　こちらの反撃を歯牙にもかけず、ひたすら攻勢に出るほど圧倒的であったと。

「確かにあの打たれ強さは異常だったな。ティオネ達がいくら叩いても応こたえた素振りを見せなかった。アイズの『風』をまともに受け、ようやくといったところか」

「深層種ブラックライノスの『亜種』だとすると、黒犀アレの皮はもともと硬いからのぅ。強化されたとなれば厄介極まりない。もはや通常のモンスターというより、『階層主』と見なしてことに当たった方がいいじゃろう。対処さえ間違えなければティオナの言う通り、倒せる」

　リヴェリアとガレスが冷静かつ客観的に意見を述べる。フィンも同意した。

「でも……」

　その時、アイズが唇を開いた。

「あのモンスター……もっと、強くなる」

　彼女の言葉に、【ロキ・ファミリア】の幹部は一様に口を閉ざす。

　それは第一級冒険者達が抱いた直感であり、確信であった。

　あの漆黒の怪物は未だ成長の途中である、と。

　他の団員達がごくりと音を鳴らし、唾を呑み込んだ。

「あの黒い猛牛ミノタウロスだけは必ず仕留める。あれでまだ発展途上というのなら危険だ。いずれ脅威になるだろう」

　フィンは団員達に宣言した後、右手の親指の腹を舌で舐なめる。

「18階層から地上……武装したモンスターの経路から言って、敵は間違いなく『鍵』を所持している筈だ。発見した『人造迷宮クノッソス』の入り口は全て死守する」

　小人族パルゥムの首領は顔を上げ、命じた。

「『ダイダロス通り』に各団員を配置し、罠わなを張る」




「──と、今頃【勇者ブレイバー】達は考えているだろう」

　ギルド本部地下、『祈禱きとうの間』。

　四炬よんきょの松明に照らされる地下神殿の中で、ヘルメスは神座に座すウラノスへ語りかける。

「定石じゃあ、まず【勇者ブレイバー】は出し抜けないだろうなぁ。彼は少し頭が切れ過ぎる。年の功ならあの元賢者に軍配があがるんだが……いかんせん、乗り越えてきた修羅場の質が違う」

「言うなればフェルズは文官。武官である【勇者ブレイバー】と戦場において相性が悪いのは道理だ」

　ヘルメスは自前の椅子を祭壇に運び、腰かけながらナイフで木塊を削っていた。器用な手捌きはあっという間に精緻せいちな駒──槍を持った小人と衣を纏う魔術師メイジを削り出し、台座の上にあるチェス盤に置いていく。この盤も本拠ホームの神室しんしつから勝手に運んできたものだ。

　ウラノスと声を交わしながら、ヘルメスは次々に別の駒を作り上げていく。

「人形兵ゴーレムの残骸は我々ギルドが回収したが、あれが怪物モンスターでないことは【勇者ブレイバー】も気付いただろう」

「『異端児ゼノス』に助力する魔術師メイジの存在を考慮した上で、作戦を展開するってわけだ。ましてや、【勇者ブレイバー】には神々オレたちもひやっとするほどの『勘』の良さがある」

　剣を構える剣士フェンサー、長杖づえを持つ妖精フェアリー、湾刀と大刃を掲げた狂戦士バーサーカー……小人の駒のもとに新たな駒が増えていく一方、魔術師メイジの周りにも蜥蜴人リザードマンや石竜ガーゴイルの駒が置かれていく。

「【勇者ブレイバー】の思考を上回る賢者の魔道具マジックアイテムがいくつあるか……活路があるとすれば、そこかな」

　やがてチェス盤の上には、人と怪物の陣営ができあがっていた。

　あたかも天上から子供達の動きを俯瞰するがごとく、ヘルメスとウラノスは正対する二つの勢力を見下ろし、現況を正確に見定めた。

「あとは、何かをやらかすとしたら……フレイヤ様かなぁ？」

　ヘルメスは悩んだ末、慇懃いんぎんに長髪の女神の駒を削り出し、盤の外に置く。

「でも、まぁ──」

　老神ろうじんに見つめられていた男神は、おもむろに橙黄色とうこうしょくの瞳を細めた。

「重要なのは、やはり彼だ」

　神の手が、最後に一つの駒を削り始める。




「色々と話しはしたが、結局のところ、全てはあの少年にかかっている」

　夜の闇も届かない地下水路の片隅で、賢者の成れの果ては漆黒のローブを揺らす。




「もし異常事態イレギュラーを引き起こすとしたら、それは彼だろう。決して油断するなよ、見逃すな。あの冒険者はこれまでのように僕達の予想を飛び越えてくるぞ」

　束つかの間まの静寂に包まれる迷宮街で、小人族パルゥムの勇者は己の碧眼を細める。




「みんなが君を見ているぜ。さぁ、愉快に、滑稽に、期待通りに踊ろうじゃないか。オレは君を応援するよ」

　松明の火の粉が散る古いにしえの祭壇で、神は完成した兎の駒を盤上の中心に置く。




　──そう、鍵を握るのは。

　異なる場所、同じ時間。

　愚者と勇者、そして神は、声を一つにして告げた。

「「「ベル・クラネル」」」

















　千々に切れた雲の奥で、朧おぼろな月がうっすらと輝いている。

　雨上がりの夜には依然として雲が立ち込めていた。まるで深海の底に浸ったような暗闇くらやみが都市を包み込んでいる。普段は宝石箱を引っくり返したかのごとく輝く街並みは点灯する魔石灯の数を減らしており、人々の賑にぎやかな喧騒けんそうも聞こえてこない。

　そんなオラリオを、銀髪の女神は白亜の巨塔より眺めていた。

「フレイヤ様。お尋ねしてもよろしいでしょうか？」

「なに、オッタル？」

　都市中央、摩天楼施設バベル最上階。継ぎ目のない巨大な硝子の前に立つフレイヤは、背後より投げかけられる従者オッタルの声に応じる。

「神ヘルメスから提供された情報について、どうお考えですか？」

「例の『異端児ゼノス』のこと？　そうね、18階層から帰ってきたアルフリッグ達の話とも整合性が取れているし、信用していいんじゃないかしら」

　遡さかのぼること二日前、ここを訪ねたヘルメスにフレイヤは今回の事件にまつわる全すべての情報を提供された。『異端児ゼノス』や『人造迷宮クノッソス』、そして怪物達を救わんと懊悩おうのうするベルのことも。

　一驚はしたものの、それだけであった。

　美の女神の関心は変わらず少年ただ一人。彼と比べれば『異端児ゼノス』の命運やウラノスの思惑など正直どうでもいいと思っている。全てを知った上で彼女は未いまだ沈黙を守っていた。

　他勢力が不気味と口にするほど、こうしてオラリオの最も高い場所から静観し続けている。

「ヘルメスも打算があって、私に全て話したみたいだけど……」

　フレイヤに打診した後。

　ヘルメスは面と向かって、要望を口にした。

「フレイヤ様、オレは今のベル君の現状を憂いている。色々奔走するつもりではあるけど、どうか貴方あなたも手を貸してくれないだろうか？」

　それに対するフレイヤの答えは、

「美神イシュタルとの抗争の際、貴方が私に何をしたのか、もう忘れたの？」

　であった。万人が見惚みほれるほどの美しい微笑ほほえみ付きで。

　顔を引きつらせるヘルメスは端はなから期待していなかったのか、降参するかのように両手を上げ、同時にこうも言った。

　──なら、どうか見守っていてほしい、と。

（ヘルメスに任せていいものかしら？）

　フレイヤは考える。ヘルメスと自分はベルという一点で利害が一致している。一致しているからこそ、あの男神おとこもこちらに打診しにきたのだ。フレイヤが『気に食わない』とする展開には間違っても導かないだろう。であるなら放置しても別段構わない気もする、しかしそもそもあの子で遊んでいいのは自分だけ、それに最近構ってあげられていないのだし、というか恐らくこれはあの男神おとこに対する嫉妬……いやいやいや。

　フレイヤは表情を変えず、くるくると指で髪の毛を巻いた。

「ベル・クラネルは、どうしますか？」

　再度、オッタルが問いかける。

　女神の心中を推し量り、彼女が今も最も気にしている事柄に触れた。

「街の住人から敵意を向けられ、本人も相当弱っている様子。このままでは……」

「あの子なら、立つわ」

　猪人ボアズの従者の言葉を遮さえぎり、フレイヤは言う。欠片かけらも疑っていない声音で。

　ちょうどその時だった。不意に視線を下げれば、遥はるか眼下の街並みには──輝きを取り戻した透明の光が姿を現していた。

　──ほら。

　来た、と。

　待っていたのよ？　と。

　フレイヤは恋い焦こがれていた少女のように微笑をこぼす。

　静観を破る時機がやって来た。銀の瞳ひとみが一度瞼まぶたを閉じる。

　理知のあるモンスター、『異端児ゼノス』、傷付きながら身を投じる少年、今もどこかでくすぶり続けている魂の輝き、そしてあの──。

　思考の泉から上がったフレイヤは、都市を一望し、艶つやのある唇を動かした。

「オッタル、いいかしら」

「はっ」

「動くわ。ただ、今からお願いすることは無駄になるかもしれない……一体どうなるのか、私もこの先を見通せない」

「たとえそうだとしても、貴方の神意しんいを叶かなえましょう」

　ありがとう、と反射する硝子越しに笑みを返し、美の女神は命じる。

「これから言うことを、アレン達にも通達して」
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　ウィーネ達を救うと決意を新たにしたその日の深夜、僕達は静かに行動を開始した。

『君達は都市中から監視されている。ゆめゆめ忘れないでくれ』

　フェルズさんの警告を胸に刻みながら、手紙の指示に従って闇に沈む街を行く。

　リリとともに館を出た僕は北西へ向かった。多くの『視みている』人達がすかさずこちらの後を追ってくる。監視の視線を感じながら、努めて素知らぬ顔で北西のメインストリート、『冒険者通り』へと進む。

　大通りは鎧戸よろいどを閉めた店が軒を連ねていた。路地裏へと赴き、この状況でなおしっかり営業を続けている所謂いわゆるきな臭くさい店に入っては、回復薬ポーションなど道具アイテムを購入していく。さも装備を整えている風を装って、ある店の前で足を止めた。

　人気ひとけのない路地の奥深くから、さらに階段で降りた地下、古びて傷いたんだ扉にかかっている看板の文字は、かろうじて　『魔女の隠れ家』と読むことができる。

　手紙に向かうよう記されていた、目的地。

　店は地下だ。監視の目は届かない。

「……おや、見ない顔だと思ったら、ひひひっ、巷ちまたを賑わせている【リトル・ルーキー】じゃないか。魔導士でも魔術師メイジでもない冒険者が、この店に一体何の用だい？」

　軋きしむ扉を開けると、長台カウンターの奥にいたのは鉤鼻かぎばなの老婆ヒューマンだった。ローブと尖とがった帽子を纏まとい、まさに魔女と呼ぶに相応ふさわしい人物を前に、僕は手紙の内容を思い出す。

『目的地にレノアという店主がいる。彼女に次の合言葉を言うんだ』。

　フェルズさんの指示通り、僕は口を開いた。

「──『アルテナの猫は不老不死の夢を見るか』」

　合言葉の効果はすぐに表れた。

　一癖くせも二癖もありそうな魔女は目を見開き、緊張した面持ちの僕とリリを凝視する。

「……フェルズ様の使いかい？」

　フェルズ、様……？

　店主との関係を知らされていない僕達が何も答えられないでいると、彼女は小さく頭かぶりを振った。

「いや、詮索は止よそう。事実はただあの方の言葉をもってお前達が来た、それだけだ」

「来な」と言って店の奥に引っ込んでいく老婆ろうばを、僕とリリは追った。蛇へびや蠍さそりの瓶詰びんづめが置かれた棚、真まっ赤かな汁をぽこぽこと煮沸させる怪しげな大鍋、天井に吊るされた鎖と鎌。それらを通り過ぎた先にあったのは、巨大な本棚だ。

　皺しわだらけの指が白い本の背表紙にかかると、カチリ、と音が鳴る。一部の棚がせり出したかと思うと横に滑っていき──奥に存在する隠し倉庫があらわになった。

「こ、ここが……」

「手紙には書いてありましたが……これが全部、『魔道具マジックアイテム』……」

　番つがいの双子水晶、一角獣ユニコーンの角が用いられた白銀の杯、宝箱に満ちた色とりどりの宝石、妖精エルフの樹を素材にした葉付きの自鳴琴オルゴール……一度だって目にしたことがない『賢者』謹製の魔道具マジックアイテムの数々が、奥行きのある空間には溢あふれていた。一種の宝物庫、いや童話に出てくる魔法使いの秘密の部屋を彷彿ほうふつさせる隠し倉庫に、僕とリリは見とれてしまう。

　フェルズさんが手紙でまず僕達に依頼したことは、緊急時のために守り人に託してある隠し倉庫を訪れ、自分の魔道具マジックアイテムを確保してほしいということだった。

「永遠を生きるあの方と時間を分かち合えるのは、ひねくれた神々だけ。あの方は去りゆく者達を愛せない。先祖代々守ってきたここを訪れたのは……あの方の信頼ことばをもってやって来たのは、お前達が初めてだ」

　背後にいる店主がゆっくりと呟つぶやいた。まるで高貴な人物に向けるような敬愛、そして哀れみを言葉の端々に滲にじませる老婆は、僕達を残して倉庫から去っていく。

「好きなものを持っていきな……あの方の力になってくれ」

　振り返らない彼女の後ろ姿に、僕とリリは頷うなずき返した。

　時間もない。僕達は倉庫を物色し、沢山たくさんの魔道具マジックアイテムをバックパックに詰め込んでいった。




「命ミコト君、尾行されていないかい？」

「大丈夫です、ヘスティア様。ほとんどの者がベル殿達の後を追ったようです」

　ベルとリリが外に出た後、ヘスティアと命ミコトも時間を置いて館を抜け出していた。

　ベル達に監視の目が集中している隙すきに、彼女達もフェルズの指示通り行動する。本職の『忍者』顔負けの隠密術で少数の追跡者をやり過ごした後、辿たどり着いたのは『四番街路』と記された看板がかけられた薄暗い通り──ヘスティアにとって見覚えのある街路だった。

「確かこの辺りで捕まって……手紙にもこの辺だって書いてあるし……おっ」

　命ミコトが用心深く周囲を警戒する中、ヘスティアは目当てのものを見つけた。

　路地裏付近の壁面。紋様が刻まれた箇所を手紙の指示通り操作し、動かしてみると、音もなく壁が地下へと続く口を開ける。

「じゃあ命ミコト君、行ってくるよ」

「はい、お待ちしています」

　よいしょ、と身を滑り込ますとすぐに石壁は閉じた。奥へと続く石造の通路も、ひんやりとした冷気も、ヘスティアには記憶がある。

「まさか、二回もここを通るなんてなぁ」

　とある魔術師メイジに誘拐も同然で連れ込まれた人工の通路を、携行用の魔石灯とともに一気に進んだ。通路の終点で手順に従い、ヒラケゴマー、とやる気なく唱えれば、壁がずれた先に現れるのは広い祭壇であった。

「……ヘスティアか」

「やぁウラノス。抜道こっちからお邪魔させてもらったよ」

　ギルド本部地下の『祈禱きとうの間ま』。フェルズの指示通り『秘密の通路』を経由したヘスティアは、秘密裏にウラノスに接触した。

「ん？　誰だれかいたのかい？」

「……ヘルメスだ」

　放置されている椅子いすとチェス盤を怪訝けげんそうに見ていたヘスティアだったが、ことを早く済ませようとウラノスのもとに歩み寄る。

「フェルズ君から連絡だ。進めているだろうけど、『ダイダロス通り』の住民の避難を急がせてくれ。近いうちに、仕掛ける、だそうだよ」

「わかった……」

「それと、フェルズ君が前に作った『ダイダロス通り』の地図と……あとは今あるだけの『人造迷宮クノッソス』の情報を提供してほしいだってさ」

　ヘスティアにそう要求され、ウラノスは瞑目めいもくした。

　ゆっくりと目を開け、所持していた古書を取り出す。ヘルメスから渡された『ダイダロスの手記』だ。

「……」

　手が握るそれを見下ろしていた老神ろうじんは、ヘスティアに差し出した。

「持っていけ。『ダイダロスの手記』だ」




「おい……本当にこれでいいのか？」

「わ、わかりませんが……フェルズ様を信じて、待つしかございません……」

　不安を隠さず尋ねてくるヴェルフに、春姫ハルヒメもうろたえながら答えた。

　ベルとリリ、ヘスティアと命ミコトが帰還した本拠ホーム。彼等は今、テーブルの上に置かれた一つの水晶を囲んでいた。館の奥の一室でいつまで経たっても変化が表れない水晶を、固唾かたずを呑のんで見守っていると──不意に淡い光が灯る。

『聞こえるか、ベル・クラネル？』

「フェルズさん！」

　次いで生まれた魔術師メイジの声に、ベルは歓呼の声を上げた。水晶の表面には地下水路と思おぼしき薄暗い空間、それにフェルズと多くの『異端児ゼノス』の姿が映っている。

『まずは感謝させてほしい。神ヘスティアも寛大なご慈悲、痛み入る』

「堅苦しいのは抜きにしよう、愚者フェルズ君。君とこうして声を交わすのは二回目だけど、ボクもすっかりウィーネ君達を放っておけなくなっているんだ。それに、選択したのはベル君達だ」

『ベル、春姫ハルヒメ！』

「ウィーネ様！」

『ベルっち、リリっちも！　本当にすまねぇ、また助けてもらって……』

「乗りかかった船です、もう諦あきらめていますよ」

　魔道具マジックアイテム『眼晶オクルス』。多くの魔道具マジックアイテムを回収したベルとリリは館に戻るなり、手紙で最重要と記されていた双子水晶の片割れを使い魔の梟ふくろうに持たせ、フェルズに届けさせたのだ。

　水晶に映るフェルズにヘスティアが、黒衣の横から顔を出すウィーネとリドに春姫ハルヒメとリリが、それぞれ声をかける。あちら側では『異端児ゼノス』の興奮した声が轟とどろいていた。『静マレ、見ツカルゾ!?』と怒鳴っているのは石竜ガーゴイルのグロスだ。

　水晶越しの感動の再会を手短に済ませ、ベル達は今後のことを話し始める。




「取りうる進路は、六つ」

　光り輝く眼晶オクルスを手にしながら、フェルズは言った。

　水晶に映してもらった『ダイダロスの手記』の『人造迷宮クノッソス』設計図を正確に模写し、石床の上に地図を広げ、『異端児ゼノス』とベル達に計画を説明していく。

「手記によれば、『ダイダロス通り』の中央地帯……地下に存在する『人造迷宮クノッソス』には、北東、北西、西、南西、南東、東の六つの門がある」

　漆黒の手袋グローブの指先が地図上に六つある不壊オリハルコンの門をなぞっていき、ちょうど円を描く。

　周囲では『異端児ゼノス』達が身じろぎせず見下ろしていた。

「我々はこのうちの六つのうち、一つを突破してダンジョンへと向かう」

『突破とは、つまり……』

「ああ」

　水晶から響いてくるリリの声に相槌あいづちを打ちながら、フェルズは答える。

「守りを固める【ロキ・ファミリア】との交戦は避けられないだろう」

　重苦しい沈黙が眼晶オクルスの向こう側を支配する。

　そしてそれはこちらの『異端児ゼノス』も一緒だった。『ダイダロス通り』での戦闘、都市最大派閥の凄すさまじいまでの戦力を否応なく脳裏に想起し、人と怪物が等しく恐れを共有する。

『……やるにしても、まずは進路上の【ロキ・ファミリア】の守りをできるだけ引き剝はがさないといけない、ってわけか』

「その通り」

　戦闘の規模を最小限に抑えるというヴェルフの声を、フェルズは肯定した。




『そこで、ベル・クラネル。君には【ロキ・ファミリア】を引き付けてほしい』

「ぼ、僕ですか？」

　フェルズの声とともに光を放つ眼晶オクルスを、ベルはまじまじと見つめた。

『今の立場だからこそ、この役は君が適任だ。できるだけ多くの注意を集めてもらいたい』

「あの、申し訳ありません、よろしいでしょうか？　それでしたら、ベル様はわざわざ『ダイダロス通り』にいかなくてもよろしいのでは……」

『いや、迷宮街こちらには来てもらう。都市の隅に行っても【ロキ・ファミリア】は最低限の人員しか割かないだろうが、懐ふところとなれば話は別だ。ましてや派手に動き回られでもしたら、決して無視はできないだろう』

　おずおずと言う春姫ハルヒメの意見をフェルズは退ける。

　周りから、更に水晶の奥から向けられる多くの視線に、ベルは手の平を汗で湿らせた。

『頼めるだろうか、ベル・クラネル？』

「……やります。やらせてください」

　ベルは肺から息を吐き出し、頷いた。

　ヘスティア達や『異端児ゼノス』の視線を全て受け止め、手の平を握り締める。

『ベルさん、ごめんなさイ……貴方ニ傷ばかりヲ負わせて……』

「レイさん、大丈夫です。もう決めましたから。『異端児ゼノス』を、レイさん達を助けるって……」

『ベルさん……』

『レイ？　なんで顔があかいの？　どこかいたいの？』

『ウィ、ウィーネ!?』

　歌人鳥セイレーンのレイの切なそうな呟きが聞こえてきたかと思うと、ウィーネの発言を皮切りに水晶の奥が俄然がぜん騒がしくなる。先程とは別種の興奮で盛り上がる同胞達に『ダカラ黙レト言ッテイルダロウ!?』と再びグロスが激怒した。映像が激しく揺れる眼晶オクルスにベルは汗を流す。

　更に何故なぜかヘスティアとリリの二人に尻しりをつねられ、「ぎゃあ!?」と少年は悲鳴を上げた。

『ベル・クラネル、不用意な発言は控えてくれ』

「えっ、今の僕のせい……あ、いや、何でもないです、すいません……」

『話を戻すが……悲観的なことばかりでもない。こちらには『人造迷宮クノッソス』の設計図がある。我々が把握している出入り口を、【ロキ・ファミリア】が知らない可能性は高い』

　微妙にしょげるベルを他所よそに、フェルズは一筋の光明があることを語った。

『人造迷宮クノッソス』の構造を網羅するこの『ダイダロスの手記』が道標アリアドネのごとく、活路を見出してくれるかもしれないと。それを聞いてリリや命ミコト、春姫ハルヒメが顔に希望を宿す。

『しかし名工ダイダロスの手記を入手していたとは……ウラノスが迷宮の出入り口の位置さえ把握していればとは望んでいたが、これのおかげで計画を大幅に補完することができた』

「何でもヘルメスが手に入れてきたらしいぜ？　イケロスから入手したんだってさ」

『なるほど、そういうことか……確かにあの時、神ヘルメスは神イケロスと接触していた』

　手記を持ちながら老神ろうじんに聞いた話を語るヘスティアに、フェルズは納得した声を響かせる。

　それから黒衣の人物は『ベル・クラネル以外の者にもやってほしいことがある』と現状で考えられる方策を一気に語った。

「ベル様もそうですが、リリも十分危険な役じゃないですか……！」

「ま、頑張れよリリスケ。頼りにしてるぞ」


「他人事ひとごとだと思ってぇ……！」



「ヴェルフ殿、自分達も気楽な立場ではありません……気を引き締めなくては」

「ボクと春姫ハルヒメ君は裏方だけど、これはこれで重労働になりそうだなぁ」

「が、頑張らせて頂きますっ」

　頭を抱えるリリ、彼女に笑みを落とすヴェルフ、自らを奮い立たせる命ミコトに、腕を組むヘスティアと胸に手を当てる春姫ハルヒメがそれぞれ言葉を口にする。

『ベルっち、みんな……本当にすまねえ。本当に、ありがとう』

「リドさん……」

『色々伝えたいことがあったんだけどよ……ここを切り抜けた後、ちゃんと会って言わせてくれ』

「──はい！」

　笑っているのか怒っているのか悲しんでいるのか、すっかりわかるようになった怪物モンスターの表情が水晶の真ん中に浮かんでいる。

　雄黄ゆうおうの眼まなこを細める蜥蜴人リザードマンに、ベルは笑みを返した。
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　昼夜問わず、ギルド本部は喧騒に包まれていた。

　廊下を駆けずり回る者が後を絶たず、見目麗しい受付嬢は窓口に現れる市民を何度も宥なだめている。不安を隠せないのか、ロビーの一角を占拠して横になっている者までいる始末だ。職員が対応に追われる一方、情報収集に来る者以外に冒険者の姿は少なく、一般人がロビーに押し寄せるという普段では見られない光景が広がっていた。

　これでもまだ小康状態である。武装したモンスターが地上に出現した際は、18階層の街リヴィラ壊滅の一報を遥かに上回る混乱と騒ぎに包まれた。モンスターの出没情報が冒険者から寄せられる度に火を吹くような忙しさに包まれるものの、日が経った今では職員達が無駄話する機会も生まれている。一部の情報──『人造迷宮クノッソス』の存在──を規制している上層部に対して不満の声が上がり、数々の憶測が途切れない。

　そして、その中には【リトル・ルーキー】への非難や悪感情も含まれていた。

「──やっぱり、おかしいですよ！」

　すれ違い様、少年を糾弾する職員達の話を聞いてしまったミィシャ・フロットは、廊下から己おのれの作業机デスクがある事務室に戻った途端、我慢ならないように叫んでいた。

「悪いのは【イケロス・ファミリア】なのに！　何でエイナの弟君が……ベル君が悪者みたいになっているんですか！」

　一五〇Ｃセルチの小柄な体に似合わない声が、桃色の髪を震わせる。事務室にいた職員や休憩中の受付嬢は全員口を閉ざし、眉まゆを下げた。

「フロット、落ち着け」

「だって、班長！　ベル君の行動は確かにあれだったかもしれないですけどっ、モンスターを捕えていたのは【イケロス・ファミリア】ってみんなわかっているじゃないですか！」

　自制を促されるが、ここ数日の忍耐に限界が訪れてしまったミィシャはそれを拒んだ。

　彼女が正論を言っていることを理解しつつ、獣人の上司は諭すように言って聞かせる。

「戦争遊戯ウォーゲームの件も含め、【リトル・ルーキー】は良くも悪くも注目を集め過ぎていた。今の失望の声は、それだけ市民が彼に好感情を抱いていた証拠であり、期待していた反動でもあるんだろう。冒険者達のやっかみも、便乗する形で爆発してしまったこともある」

　市民の期待の裏返しを語るとともに、大型新人スーパールーキーの弊害が表面化してしまったことにも触れる。短期間のうちに世界最速兎レコード・ホルダーとして名を上げ過ぎてしまった宿命でもあると。

「何より、街に被害が出てしまった」

「っ……」

「フロット、お前も見ただろう、焼け野原となった『ダイダロス通り』の一角を。直接関わっていないとはいえ、ああなってしまえば憎悪も生まれる。ウラノス様が今も住民の避難、通りの復興を直々に命じて下さってはいるが……」

　確かにあの瓦礫がれきと煙が立ち上る光景は、人々に暗い感情を与えてしまうには十分だった。

　ミィシャも正直に言えば、ベルの行動に関しては「ちょっとどうなんだろう？」と思わなくもない。不謹慎、ともすれば血迷った行いだと。

　だが、あの日からずっと塞ふさぎ込んでいる同僚の……親友の姿を見るようになって、ミィシャは何が本当に悪かったのかを考え、その上で少年の弁明に走るようになっていた。

「エイナ……」

　視線を向ける先、ハーフエルフの職員はうつむきながら作業机デスクで仕事を行っていた。

　前髪に隠れた顔は普段の明るさがなりをひそめ、羽根ペンを動かす手は何かに耐えるように震えている。そのエイナの姿に堪たまらなくなってしまったミィシャは、職員達に見守られながら彼女のもとに歩み寄った。

「あの、エイナ、元気を出して……」

「……なぃ」

　悲しげな表情で声をかけたミィシャは、その微かすかな呟きに「えっ？」と目を丸くする。

　ハーフエルフの唇は、今度ははっきりと声を形にした。

「来ない……」

　次の瞬間、エイナは顔を上げた。

　そして、ずっとうつむいていたその顔には、怒りがあった。

「なんで……なんであの子は来ないの!?」

「エ、エイナっ？」

「そりゃあさ、私も手を上げちゃったし、最初のうちはすごい悲しかったよ！　でも、でもさっ、話してくれないにしても顔の一つも出さないってどういうことかな!?　おかしいよ、おかしいよね、おかしくない!?　ベル君の中で私ってどーいう扱いなの!?」

「エ、エイナさぁーん？」

「私、男の人の前で泣くの初めてだったのに！」

　眼鏡めがねの奥の緑玉色エメラルドの瞳を見開き、頰ほおを紅色に染めながら、溜たまっていた不満や鬱憤うっぷんを吐き出していく。それはまるで喧嘩けんかした恋人を責めるかのような口振りであった。

　親友の名を呼ぶミィシャは反射的に一歩身みを引いていた。

　他ほかの職員も、心優しく人付き合いの良いハーフエルフの豹変ひょうへんに啞然あぜんとする。

「もう、頭に来た……！」

　乱暴に羊皮紙へサインし終えたエイナは、勢いよく立ち上がった。

「班長、私わたし都市の巡回に回ります！」

『!?』

　直後、ぎょっ、と。

　事務室にいた全ての者が取り乱した。

「ま、待てチュール!?　お前に行かれたらただでさえ山積している書類の処理が……！」

「そうだよエイナぁ～!?　何かよくわかんないけど落ち着いてー!?」

「職員一人が抜けたくらいで仕事が回らなくなってどうするんですか！　組織として変わっていく必要があるんじゃないですか!?」

「す、すまんっ」

「ごもっとも～!!」

　エイナの迫力に獣人の上司は気圧けおされ、ミィシャは反射的に頭を両手で押さえてしまう。

　仰のけ反ぞる職員達もまた、有能な受付嬢が出ていくのを見送ることしかできなかった。エイナは感情に突き動かされるまま、警備用の装備が入った小鞄ポーチを肩にかける。

　かつ、かつ、と革靴を速く鳴らしながらロビーを突っ切っていく。

　集まっている市民達にここでもぎょっとされ、道を譲られながら、エイナはギルド本部を後にした。

「──こっちから行ってやるんだから！」
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　僅わずかに開いたカーテンの隙間すきまから、夜空を仰ぐ。まだ残っている雲の襞ひだが細かく見えた。

　うっすらと漏もれている月の光に、もう雨は去ったようだと感じる。

「……行こう」

　灯りもつけていない部屋の中で、僕は呟いた。

　既に本拠ホームには僕一人を残して誰もいない。フェルズさんとの打ち合わせ通り、一日かけて準備を終えた神様達は先に『ダイダロス通り』へ向かっている。戸締りはしていくけれど、恐らく留守を狙ねらって他の勢力が侵入するだろう。事件に関する手がかりはないかと。神様やリリ達はそれがわかっていて貴重品をヴェルフの工房や地下室に隠していった。

　いつもなら、ミアハ様達に留守番をお願いするところだけど……僕達のとばっちりを食らうかもしれない。頼るわけにも、巻き込むわけにもいかなかった。

「……」

　椅子から立ち上がり、姿見に映っている自分の体を見る。

　装備はお馴染なじみの兎鎧よろい、小鞄ポーチ、そして闇に同化するような黒い外套マントだった。神様は「似合ってるぜ！」なんて誉めてくれたけど、今の僕には仰々しいかもしれない。武器は《神様のナイフ》に《牛若丸うしわかまる》。そういえば、もう一刀の紅の短刀は狩猟者ハンター達との戦いで弾はじき飛ばされ、『人造迷宮クノッソス』に残したままだ……。

「あとで、取りにいけるかな」

　鎧の手甲にはめられている──普段なら紅玉がはめられている──眼晶オクルスをそっと撫なで、僕は部屋を出る。

　暗闇に包まれた館に見送られながら正門を抜けると、一柱の神物じんぶつが立っていた。

「ヘルメス様……」

「行くのかい、ベル君？」

　まるで待っていたかのように、ヘルメス様は旅行帽の鍔つばを軽く上げ、笑みとともに尋ねてくる。僕は「はい」とだけ言って、頷いた。

「そうか……オレは君を応援しているよ。頑張ってくれ」

「……ありがとうございます」

　少ない言葉を交わし、ヘルメス様の横を通り過ぎる。

　付いてくる監視の目を感じながら、僕は『ダイダロス通り』へと向かった。




「……」

　夜の路地に消えるベルの背中を、ヘルメスは笑みを残したまま見送った。

　踵きびすを返そうとすると、ふとベル達の本拠ホームに近付く人影を見つける。

　主の留守を狙う無粋者ではない。律儀に正門の鉄輪を鳴らし、灯りのついていない館を睨にらみつけるように見上げている。柳眉を吊り上げた横顔も美しい、ハーフエルフだ。

　ギルド職員の制服に身を包んだ彼女は、ヘルメスのもとへ一直線に近付いてきた。

「神ヘルメス。ベル君……ベル・クラネル氏がどこへ行ったか、ご存じではないですか？」

「エ、エイナちゃん？　何だい、随分とご機嫌斜めじゃないか？」

　中立派閥としてギルドの依頼も受け持つヘルメスは見目麗しい受付嬢達の名前と顔を全員覚えていたが、目にしたことのない人気受付嬢エイナの表情に若干怯ひるんだ。

　だがそこで、橙黄色とうこうしょくの双眸そうぼうがすっと細まる。

「エイナちゃんは確か、ベル君のアドバイザーだったかな？」

「はい。それで、ベル・クラネル氏の行き先なのですが」

「ああ、知っているよ。どうやら『ダイダロス通り』に向かったみたいだ」

　ありがとうございます、と言葉少なに礼を告げるエイナを、ヘルメスは呼び止める。

「待ってくれ、エイナちゃん。これをベル君に渡してくれないかい？」

「これは……？」

　ヘルメスが懐から取り出したのは、紫の宝石が取り付けられた腕輪ブレスレットだった。

　さりげなく、かつ嫌がられないよう肌に触れず、エイナの手首にその装身具アクセサリーをはめる。

「ベル君の落とし物なんだ。彼に返そうと思ったんだけど、オレも行き違いになってしまってね。悪いんだけど、エイナちゃんが届けてくれないかい？」

「……わかりました。お引き受けいたします」

　怪訝な表情をしていたエイナだったが、野暮やぼ用があるというヘルメスの頼みを了承する。

　今度こそ立ち去る彼女の後ろ姿に、神は薄い笑みを送り、自らも夜の闇に消えるのだった。
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　本拠ホームのある都市南西から南東、『ダイダロス通り』に到着する。

　複雑怪奇な迷宮街に足を踏み入れた僕は、その途端、周囲にいる冒険者達の視線を一斉に浴びることとなった。

「……！」

　ここが『臭くさい』と睨んでいる同業者達は、同じように僕に懐疑の視線を集めてくる。

　……いや、大丈夫だ。これでいい。怯おびえるな。

　打ち合わせ通り周囲の注目を集めることに成功しながら、僕は通りを適当に歩く。

「おい、【リトル・ルーキー】。何か知ってることがあるなら、教えろよ」

「……僕は、何も知りません」

「主神様がうるせぇんだよぉ～。お前が怪物モンスターどもについて何か知ってるんじゃねえかってな」

　名前も知らない柄の悪い冒険者達に絡からまれる。僕の返事は一貫して同じだった。

『ダイダロス通り』全体がぴりぴりしているのがわかった。『異端児ゼノス』が地上に出現した事件からもう五日、目ぼしい成果を上げられないことに対する疲れと苛立いらだちが充満しているのか。

　あるいは冒険者達も直感しているのかもしれない。

　そろそろ、事態が動くと。

「あの……。住民の避難って、どうなっているんですか？」

「……ギルドに誘導されて、この周辺には人っ子一人いない。今日まで避難し切れていなかった者も、『ダイダロス通り』の北西側に集められているようだ」

　絡んでくる冒険者達と一悶着を起こしつつ、事なきを得た僕がとあるエルフの弓手アーチャーに尋ねてみると、彼は不快の表情をしながらも律儀に答えてくれた。この迷宮街が存在するのは東と南東のメインストリートに挟まれた都市の第三区画……話を聞く限り、東の大通りの方角に住民は避難しているってことか。

　孤児院の子供ライ達の顔を思い浮かべ、胸の疼痛とうつうに苛さいなまれながらも、良かったと思った。

　恐らく戦場になるのは、『ダイダロス通り』内の南から西にかけての範囲だ。

（あとは、【ロキ・ファミリア】……）

　他の冒険者達に気取られないよう、視線を素早く周囲に配る。

　黒ずんだ煉瓦れんがの大通りから道化師のエンブレムを探していると……いた。鎧に徽章きしょうを貼はった男女の亜人デミ・ヒューマンが壁際で耳打ちしている。こちらを一瞥いちべつした【ロキ・ファミリア】の団員達は、すぐに僕の視界から走り去っていった。

「……？」

　こちらをはっきりと認識しつつ離れていく団員達に疑問を覚える。かと言って言及することも追うこともできない。僕は不審に思いつつ、情報を探る風を装って迷宮街の南へ徐々に移動していった。

（あの人達……誰かに報しらせに行った？　誰に？　フィンさん？　それとも──）

　その疑問に対する解答は、直後、頭上からもたらされた。

　ざっ、とやけに耳に響いた長靴ブーツの着地音に、僕は引き寄せられるように顔を振り上げる。

「──なっ」

　そして、目を疑った。

　通りに沿った高い建物の屋根の上、夜の闇を背負っているのは、美しい金髪の輝き。

　風に揺れる髪と同じ色の瞳が、こちらを真まっ直すぐ見下ろしている。

　銀と蒼あおの装備に身を包む都市最強の剣士が、僕の頭上に姿を現した。

（アイズさん……!?）




「……」

　冒険者が往来する通りの中、ただ一人自分の存在に気付き、愕然がくぜんと見上げてくる少年にアイズは視線を落とす。

「フィン。あの子が『ダイダロス通り』にやって来たら……私が見張る」

　──先刻、休憩を挟んだ団員達が配置につき直す前、アイズはフィンにそう申し出ていた。

「ンー……平気なのかい？　アイズ、君は何かとベル・クラネルに肩入れし過ぎている。正直に言うと、君が彼の行動をあえて見逃さないかと懸念しているんだ」

　ベルの監視だけは任せるつもりがなかったと、フィンは打ち明けた。

「はっきり言っておこう、アイズ。今のベル・クラネルは客観的に見てもオラリオにとって不安要素であり、危険因子だ。それを受けて僕達がやることは二つ、最大限に警戒し、場合によってはその行動を阻止する」

「……」

「それが、本当に君にできるかい？」

　虚偽を許さない首領の瞳に、一度目を伏せたアイズは、はっきりと頷いた。

「あの子が変な真似まねをしたら……私が止める。他の人にやらせるんだったら、私が止めたい」

「……」

「モンスターも現れたら……倒すよ」

　義務感にも私情にも似た胸の中の思いを、アイズはありのまま伝えた。

　曇りのない彼女の瞳を見つめていたフィンは、「わかった」と許可したのである。

「信用、されてない……」

　回想から戻ってきたアイズは、後方を振り向いて、呟いた。

　でも、それもしょうがない──と続く呟きを心の中に落とす。

　アイズはどうしても、あの少年には甘くなってしまうから。

（……下位団員オルバ達が教えてくれた通り、今のところ、一人だけ……）

　雑念を振り払い、アイズは眼下の光景に意識を集中させる。

　未だこちらを見上げている少年に対し、アイズは自分の姿を見せ牽制けんせいした上で、監視を始めるのであった。




（アイズさんが一人だけ、僕に……!?）

　不味まずい、やられた、と。

　瞬時にそう思ってしまった。派閥の最強戦力を放ち、僕に下手な行動を取らせないつもりだ。僕達の小細工なんてものを一振りの剣つるぎで斬り捨てるつもりだ。

【ロキ・ファミリア】は、アイズさんに僕の監視を一任した──。

　道の真ん中で立ちつくす僕の視線を追い、周囲の冒険者も【剣姫けんき】の存在に気付き始める中、冷や汗が頰を伝った。

「神様……アイズさんが、僕のところに」

『げっ、本当マジかい？』

　顔を拭ぬぐう振りをして、左腕の手甲──はめられている眼晶オクルスにそっと囁ささやく。

　映像を映さないよう切ってある青水晶は、神様の動揺の声を返してきた。

『考えようによっては、ヴァレン何某なにがし君を君のもとに縫い付けておくことができるってことだけど……いざとなったら、躱かわせそうかい？』

「多分、いえ絶対に無理です……振り切れません」

　僕は周囲の注意を引き付けると同時に、有事の際ははぐれている『異端児ゼノス』を発見する役を担っていた。足を活かした遊撃役である。しかしその目論見もくろみもこうなってしまっては水の泡だ。陽動役である筈はずの僕に付けられたのがアイズさん一人。ということは、僕が動いても、『ダイダロス通り』に展開された【ロキ・ファミリア】の陣形は小揺るぎもしないだろう。これはフィンさんの采配さいはいなのだろうか。

　アイズさん相手じゃあ小細工を弄ろうしてみても引っくり返される。

　混乱に乗じて追跡を振り切るか？

　無理だ、できっこない。フェルズさんの魔道具マジックアイテムを使ったって……。

　咄嗟とっさに外套マントの下にある小鞄ポーチの膨らみに触れてしまいながら、僕は息を止めた。

　と、その時。

「──わっ」

「うわぁ!?」

　背後から両肩を叩たたかれ、素すっ頓狂とんきょうな声を放ってしまう。

　周りにいる冒険者達が一斉にぎょっとした。

　高まっていた鼓動も相まって飛び上がってしまった僕は、慌あわてて背後を振り向いた。

「えっ、ナァーザさん!?」

「やっほ……」

　瞼が半分下りた眠たそうな目と、頭から垂れた獣の耳、それに『銀の義手アガートラム』を隠すための袖そでが左右非対称の上着。相変わらず抑揚の少ない声で、【ミアハ・ファミリア】団長のナァーザさんは、両手を上げていた。

「ど、どうしてここに？」

「んー……ベル達を助けるため、かな」

　知り合いの犬人シアンスロープの女性が口にした言葉に、僕はもう一度驚いてしまった。

「困ってるんでしょ？　水臭いね。私とベルの仲なんだから、頼ってくれればいいのに……」


「いや、でもっ……！　ナァーザさん、僕がやったことを……知らないんですか？」



「事情は知らないけどさ……またどうせ女の子のお尻を追いかけ回して、厄介事に巻き込まれてるんでしょ？」


「ち、ちがっ……！」



　……いや、違わない、のか？

　ウィーネのことを追って、って意味では確かに間違ってないけど……。

　うんうんと頷くナァーザさんにぽむぽむと肩を叩かれながら、僕は汗を流す。

「それに、これはミアハ様のご指示だから……」

「えっ？」

　ナァーザさんは教えてくれた。

　問題を起こしてしまった僕のことを、何も聞かず助けてやってくれと、ミアハ様がそうおっしゃったのだと。

「タケミカヅチ様のところも、来てるんじゃないかな。ヘルメス様がベル達が『ダイダロス通り』に行ったって教えているらしいし……ベル、もう一度言うね。水臭いよ」

　ミアハ様達の選択は──『異端児ゼノス』ではなく、『異端児ゼノス』を助けようとする僕達を助けること。『異端児ゼノス』に手を差し伸べた、僕達を信じると。

　ミアハ様やタケミカヅチ様が出した答えと、こんな時でも信じてくれるナァーザさんの優しさに、僕は一瞬、涙ぐみそうになった。

「……ベルは、泣き虫だね」

「ご、ごめんなさいっ」

　こぼすまいと涙を咄嗟に拭うけれど、年上のこの人に頭を撫でられてしまう。

　他の冒険者達が怪訝そうに窺うかがっている中、僕の頰はすっかり赤くなってしまった。

「で、することある？　ダフネとカサンドラいなくなっちゃって、私だけなんだけど……」

「ええっと……それじゃあ」

　ちら、とアイズさんの視線を気にしながら、僕は外套マントの下に隠れている小鞄ポーチに手をかけた。そっとナァーザさんにあるものを渡しながら、ごにょごにょと耳打ちする。

「うん、わかった……ベル、今度いっぱい回復薬ポーション買ってくれなきゃ、ダメだよ？」

「あははは……はい！」

　にやりと笑うナァーザさんに笑い返す。

　片手を振りながら遠ざかっていくあの人に、僕は元気と勇気をもらった気がした。




（女の人……犬人シアンスロープ）

　アイズは建物の屋上から、ベルとナァーザの接触を確認していた。


（…………撫でられてる）



　恥ずかしがる少年の頭を撫でるナァーザを見て、アイズの右手も勝手に虚空をよしよしと撫でていた。まるで兎ペットを取られた少女のように。

　すぐにはっとしたアイズは、ぶんぶんっと小さく頭かぶりを振った。

（何かを、渡してる？　どっちも見張れないし……ラウル達に伝えた方が、いいかな）

　別れるベルとナァーザを見ながら思案する。

　アイズは監視を継続した。




（ナァーザさんに手を貸してもらえるのは大きいかも……リリに伝えておいた方がいいかな？）

　ナァーザさんと別れ、迷宮街の真南に到着する。ここから更に南下すればすぐに歓楽街だ。

　無論付ついてきているアイズさんを視界の端に捉とらえながら、僕は神様に連絡しようと手甲の眼晶オクルスを口もとに近付けようとする。

「ベル・クラネル！」

　けれど直前、威勢のいい悍婦かんぷの声が耳を叩いてきた。

「うわっ!?　ア、アイシャさん!?」

「何だい、その悲鳴は。まるでモンスターに遭ったみたいに。私をあの巨女ヒキガエルと勘違いしてないかい？」

「ごっ、ごめんなさい!?　って、リューさんも──むぐっ!?」

「どうも、クラネルさん。ですが、どうか私の名前は叫ばないようお願いします」

　踊り子と見紛う衣装のアイシャさんと、フードや覆面で顔を隠すリューさんが僕の前に現れる。リューさんの指で口を塞がれた僕はかろうじて頷きを返しつつ、目を白黒させた。

「ど、どうしてここに？」

「アンドロメダから事情は全て聞きました。その上で、貴方達を助けに」

「言ってなかったけど、私は【ヘルメス・ファミリア】の一員になってね。拒否権なんてないのさ」

　ナァーザさんの時と全く同じ質問をすると、リューさんは淡々と、アイシャさんは肩を竦すくめながら答えた。状況をまだ呑み込み切れないけど……またヘルメス様？

　内容が内容だけに密談するような格好になる僕達。顔を隠しているリューさんはともかく、美麗かつ色香の漂うアイシャさんと顔を寄せる僕に、周りの男性冒険者が『ちッ』と一斉に舌打ちした。お、悪寒がっ……。

「アンドロメダからの依頼はありますが……」

「そっちは私一人で片付けといてやるよ。何かやってほしいことがあるなら、言っておきな」

　腕利ききの第二級冒険者を前に、僕は張り詰めた顔で「じゃあ……」と口を開いた。

「……それはまた、難題ですね」

「あんた、とんでもないこと言うねぇ」

「ご、ごめんなさいっ！　時間を少し稼いでもらうだけでもいいんですけど……無理、ですかね？」

　自分でも正直、酷ひどい要求をしていることに自覚がある。けれど、ここで遠慮してもしょうがないこともよくわかっていた。

　この人達の協力を仰がなければ、どうにもならないと。

「いえ、やりましょう。それが貴方の望むことなら。全力をつくします」

「リューさん……ごめんなさい、ありがとうございます」

　フードの陰から覗のぞく空色の瞳に、再び謝罪を告げると同時に、心より感謝する。

　そんなしんみりした空気に浸る僕の首に──アイシャさんの腕が巻き付いた。

「うぶっ!?」

「本当に、あんたは厄介事に巻き込まれるね。いや、自分から首を突っ込んでいるのか」

　首に片腕を回され、抱き寄せられる。

　密着する柔らかい褐色の肌、そして漂う麝香じゃこうの香り。形を変える豊かな胸に大赤面していると、アイシャさんはふっと耳に吐息をかけるように囁いた。

「──これが終わったら、ちゃんと見返りを頂きたいもんだよ」

「ひっ」

　潤った唇を舐なめる凄まじく艶なまめかしい笑みに、僕が一瞬で青ざめていると──。

「触れるな、と私は言った筈ですが」

　──リューさんが恐ろしい勢いで木刀を抜刀した！

　突き付けられる切っ先を、しかしアイシャさんは予知していたかのようにひょいと躱す。しかも僕を胸の谷間に押し付けたまま。フードの奥でリューさんの瞳が瞋恚しんいの炎に燃え盛る。

　演技、じゃない！　本気で怒ってる!!

「クラネルさんを放せ。でなければ、先に貴方を叩きのめす」

「やってみなよ。こっちも何度も獲物をお預けされて、黙っていられる性分タチじゃないんだ」

　何で一触即発になってるの!?　協力してくれるんじゃなかったんですかぁ!?


　褐色の拘束を必死に逃れようとするけれど、Ｌｖ．４の腕力からは脱出できない。妖精エルフの怒りと女傑アマゾネスの肢体の板挟みに遭ってしまう。その間にも冒険者達の僕を見る目に怨念と呪詛じゅそが加わって……ひぃいいいぃ……！



　──って、今、僕って監視されてるんじゃあ。

　はっとして頭上を振り仰ぐと、そこには。

（う、うわあああああああああああああああああああああああああああああ!?）

　アイズさん、めちゃくちゃこっち見てるー!?




（また、女の人……？　アマゾネスと……誰だろう？）

　アイズは覆面の人物とアマゾネスが少年に接触するのを視認していた。

　あ、指で唇を塞がれた。


（………………抱きしめ、られてる）



　アマゾネスの胸に抱かれるベルを見て、アイズは沈黙した。屋根の縁に立つ足が独りでに膝ひざを屈かがみ、少しでも近い位置で少年を見つめようとする。

　両腕で膝を抱えながら、じー、と。

　アイズは監視という名の視線の雨を降らせた。




（不味い不味い不味い……！　今すぐ駆け寄って釈明に行きたいぃ……!!）

　険悪なリューさんとアイシャさんがようやく去った後、僕は滝のように汗を流していた。

　今にも暴動が起きそうな冒険者達の殺意も不味いけど、ずっとこっちを見下ろしているアイズさんが気になってしょうがない！

　表情は変わってないけど、変わってないけどぉ！

　何だか見咎とがめられているようで動悸どうきが治まらない！

『これも僕を弱らせる策略ですかフィンさぁーん！』と偉大な第一級冒険者に向かって、きっと謂いわれのない畏怖を心の中で叫んだ。

（と、とりあえず、人気ひとけのない場所に行った方が……!?）

　と、そう思っていた矢先。

「いた！　ベル君!!」

　最後の刺客が現れてしまった。

「エ、エイナさぁん!?」

「やっと見つけた！　ずっと探してたんだから！」

　ギルドの制服を着こなしたエイナさんが一直線にこちらまでやって来る。『またかよ』という憎しみが辺りから連鎖する中、僕の発汗は最高潮に達しようとしていた。

「ど、どうしてここに!?」

「キミが『ダイダロス通り』に行ったって聞いたの！　他の冒険者に聞いたらこっちにいるって丁寧に教えてもらったよ！」

　さっきからずっと繰り返している質問をすると、エイナさんは激しい語調で答えた。確かに僕は注意を集めていたから、冒険者達に聞けば居所はすぐにわかるかもしれないけど。

　というか──エイナさん、怒ってる？

　もっとこう、会ったらすごく気まずくなると思っていたのに！

　混乱する僕を他所に、エイナさんは目と鼻の先まで詰め寄ってきた。

「キミがいつまで経っても来ないから、私の方から来たの！」

「ご、ごめんなさい!?　なんかそのっ、えっと、気まずくてっ、エイナさんに合わせる顔がなくて……!?」

「そうだよね、ベル君はそーいう子だよね！　私がびっくりするくらいすごくなっても、弱虫で意気地なしだもんね！　でもさ、一度くらい顔を出したり、連絡くらいはしてくれてもいいんじゃないかな！」

「す、すいませぇん……！」

　今まで一度も見たことのないこの人の剣幕に、僕はたじたじとなってしまう。

　迷惑をかけたり心配をかけているこちらが一方的に悪いので、ひたすら謝ることしかできない。心底ご立腹なエイナさんは、弟を叱りつける姉のように言葉を速射する。

「私って、キミにとって都合のいい女だったんだね！」

「エイナさん、エイナさぁん!?　その言葉誤解ごかいを招きますからァ──!?」

　本日最大級の爆弾に僕は絶叫した。


　一層キツくなっていく冒険者達の眼差まなざし。もともと底をついていた僕の評判が紙屑カミクズ以下と化し、「最低」「女の敵」「くたばれよ兎うさぎ」とか言葉を吐かれる。うわあぁぁぁぁぁぁ……!!



　もうアイズさんの方、怖くて見れない！

「聞きたいこと全部話してくれるまで、放さないから！」

「ちょお!?」

　腕を組まれ、再び女の人の体が密着する。

　真っ赤になって真まっ青さおになる。肘ひじに当たっているエイナさんの胸とか、ギラつく冒険者達の空気とか、後頭部に突き刺さっている憧憬しょうけいの視線とか、色々なものに対して。

　あの日、この人を泣かせてしまった天罰を受けるかのように、僕はよりにもよってこの場所で報いを受けた。




（またまた……女の、人……）

　アイズは、エイナがベルと接触するのをばっちり知覚していた。


（……………………女の人、ばっかり）



　心中も含めてアイズは無言となった。膝を抱え屈んだまま、じ～と少年の白い頭に視線をそそぎ込む。あ、『都合のいい女』とか台詞せりふが聞こえてきた。

　真っ赤になったり真っ青になったり百面相する少年の横顔は忙せわしない。

　さら、と金の長髪を肩からこぼしながら、アイズは小首を傾かしげ、呟いた。

「ベルって……不良なの？」

　直後、少年の泣き叫ぶ声が夜空に打ち上がった。
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「先程から、ベル様の悲鳴が聞こえてくるのですが……」

「う～ん、ボクも注意してあげたいけど、離れているんじゃあしょうがないなぁ」

　眼晶オクルスから発せられる少年の痛哭つうこくに、着物姿の春姫ハルヒメがそわそわし、ヘスティアが胸の前で腕を組む。

　ヘスティアと春姫ハルヒメがいるのは『ダイダロス通り』南西、それも歓楽街と接しようかという外縁部だ。無人の見晴らしのいい塔の屋上に陣取っている。

「あと春姫ハルヒメ君、音を拾っちゃうから水晶の近くで話しちゃダメだぜ？」

「あ、申し訳ありません！」

　ヘスティアの注意に狐人ルナールの少女は口を両手で塞ぎ、目の前にある水晶から飛び退いた。

　屋上の床には複数の眼晶オクルスが並べられていた。更にその近くには絨毯じゅうたんほどの大きさもある地図が広げられている。隅に刻まれている地図名は『名工の遺産ダイダロス・レガシー』。フェルズ曰いわく「何度も出られなくなったが、何とか測量した」という、元賢者がその足骨あしで完成させた迷宮街の地図である。隠し通路や隠し扉は取りこぼしていると本人は言うものの、住民達でさえ把握できていない『ダイダロス通り』の道筋ルートをほぼ網羅している。何百何千と記されている小径や隘路あいろの数は当初ヘスティアに軽い目眩めまいをもたらしたほどで、その情報量は凄まじい。

　特筆すべき点はもう一つある。

　それは地図の上で、複数の名前がまるで生物のように動き回っていることだ。

「えーと、ベル君とサポーター君は予定通り南の方にいて……」

「西にいる命ミコト様やヴェルフ様は、まだ『異端児ゼノス』の皆様と合流していませんね」

　地図の上にぺたんと両膝と手をついて指でなぞるヘスティアと、中腰の姿勢で覗き込む春姫ハルヒメは、移動するそれぞれの名前を追う。

『探索者の粉シーカー・パウダー』。フェルズの魔道具マジックアイテム。

　使い方は大瓶に詰まった白い粉末に血を垂らし、赤く染まったその粉を地図に振りかけること。そうすることで血の提供者が地図内にいれば真名まなが表示され、どこにいるのか把握することができるようになる。ヘスティア達は自分達の血を入れた大瓶を眼晶オクルスと一緒に使い魔の梟に運んでもらい、更に『異端児ゼノス』達の血も含んだ粉を持って帰ってきてもらったのだ。あとは老神ウラノスを訪れた際ヘスティアが頂戴していった『名工の遺産ダイダロス・レガシー』に『探索者の粉シーカー・パウダー』を振りかければ、ベル達や『異端児ゼノス』の所在が一目でわかる『魔法の地図』の完成である。

　欠点は、魔術師フェルズが作った専用紙をもって地図作成マッピングした地図でなければ『探索者の粉シーカー・パウダー』は使用できない点。正しい道順を魔法の紙に覚えさせないといけないのだ。いい加減な地図では駄目だということである。

　巨大な迷宮街の地図には、血の色の共通語コイネーで骸骨フェルズや石竜グロス以外の名が表示されていた。フェルズの遊びなのか、羽根ペンの記号で駒のように移動を続けている。

「ヴェルフ様、命ミコト様、ええと……三つ先の角を曲がってくださいませ」

「進んだ先の左手に下水路が流れてる。『異端児ゼノス』君達が隠れているのはそこだ」

『わかりました』

『ありがとうございます、春姫ハルヒメ殿、ヘスティア様』

　ヴェルフの眼晶オクルスと繫つながる双子水晶を手に取り、『魔法の地図』に従って指示を出す。

『探索者の粉シーカー・パウダー』と眼晶オクルスの力により一瞬で所在把握と連絡が可能なこの屋上は、屋根のない作戦室であり、指揮所だ。複雑怪奇な『ダイダロス通り』を攻略し、地下部の『人造迷宮クノッソス』に侵入する今回の計画において『異端児ゼノス』の命運を握る肝となる。

　零能の女神ヘスティアはここで指揮に徹する裏方役。春姫ハルヒメはその補佐及び、緊急時には『階位昇華レベル・ブースト』をベル達に与えに出撃する支援役サポーターだ。

「これで相手の居場所もわかれば完璧かんぺきなんだけどなぁ～」

「そうでございますね……そうすれば【ロキ・ファミリア】の皆様に鉢合わせせずに済みますし」

　ないものねだりをしつつ、ヘスティアは地図から身をどけ足を崩した。

　遠方、【ロキ・ファミリア】の本陣があるだろう迷宮街中央部を見据える。

（血を寄こせ、なんて要求は流石さすがにできないな……）

　一柱の女神の顔を思い浮かべるヘスティアの意識は、過去の記憶に飛んだ。




「ロキ。武装したモンスターのことで、話がしたい」

　昨日、『ダイダロス通り』でベルと一度別れた直後。

　ヘスティアは真剣な表情を纏い、開口一番そう告げた。

「今から二人きりで、だ」

「……まぁ、ええで。ちょっとだけなら聞いたる」

　ヘスティアの瞳に何か思うところがあったのか、ロキは場所を変えて話に応じた。

　噴水がある楕円形の空間で面と向き合い、ヘスティアは口を切った。

「地上に現れたモンスター達の呼称は、『異端児ゼノス』。理知を持つモンスターだ」

　ヘスティアは全てを説明した。『異端児ゼノス』のことも、自分の眷族と彼等の関係も。

　それは一種の賭かけだった。ロキの性格からいって聞いた話を面白おもしろがり、都市中に吹聴するかもしれない。だが、彼女が事件の真相を知れば、少なからず【ロキ・ファミリア】に影響が生じる。ヘスティアはロキに最低限の神格じんかくがあることを祈り、語った。

「ほぅ……意思疎通が可能な化物バケモノ、な」

　説明し終えると、ロキは大して驚いた素振りも見せず、うっすらと朱色の目を開いた。

「で、んな話をぶっちゃけた自分は、うちに何させたいんや？」

「……『異端児ゼノス』との共存に、協力してほしい。いや、今は見逃してくれるだけで──」

　ヘスティアのそれ以上の言葉を遮って。

　ロキはせせら笑った。

「アホか」

　その一言をもって、ヘスティアの望みを切り捨てたのだ。

「……！」

「ドチビ。うちの派閥の頭あたま、誰か知っとるか？」

「……【勇者ブレイバー】、フィン・ディムナ」

「うちの派閥の名前は？」

「……都市最大派閥、【ロキ・ファミリア】」

「そういうことや。フィンは小人族パルゥムの希望で、オラリオの人気者。んでうちらは面倒やけどオラリオの頂点トップ。怪物モンスターに味方する真似したら周囲がどうなるか……わかっとるやろ？」

　ヘスティアは、何も言い返せなかった。

「うちが強引ごういんに命令でもしたら、可愛かわいい子供達から『流石に悪ふざけが過ぎるー！』『娯楽もいい加減にしろー！』って大ブーイングの嵐あらしや。愛想あいそつかされて仲違なかたがいするかもしれん。利害関係から始まったフィンに至っては──うちを絶対に見限るやろうな」

【勇者ブレイバー】の冷徹さを語る言葉とは裏腹に、その時のロキは心底しんそこ愉快そうであった。

「フィンが欲しとるのは一族を再興させるための名声。自分の評判にケチがつくようなこと、絶対に選ばん。選べん。ましてや怪物モンスターとの融和とか……バレた時の末路は、ドチビの子が今しっかり証明しとるやろ？」

「っ……」

「フィンの野望と、自分らの都合は絶対に交じり合わん」

【勇者ブレイバー】が統率する【ロキ・ファミリア】と、『異端児ゼノス』を守ろうとするヘスティア達は絶対にわかり合えない。奇くしくも男神ヘルメスが少年ベルに告げたようにロキも断言した。

「そもそも、フィンも『異端児ゼノス』とか言う連中の正体にはおおよそ気付いとる」

「！」

「けど、フィンはあえてアイズ達の前でその正体をぼかしとる。何でかわかるか？」

　口ごもってしまうヘスティアに、ロキは続けた。

「足枷あしかせになるからや。可愛い部下に変な迷いを生じさせかねん。何より……その『異端児ゼノス』が明るみになれば、迷宮都市オラリオは間違いなく揺らぐ」

『異端児ゼノス』の救済とは『異端児ゼノス』を周知させることであり、それは人の命が失われる危険性リスクを併発させる。

『異端児ゼノス』を知った全ての冒険者が、『異端児ゼノス』ではない怪物モンスターを前にした時、それまで通り屠ほふることに一切いっさいの躊躇ちゅうちょをしないと言えるだろうか。──否である。刹那の迷いは冒険者の身を危険に晒さらしてしまうだろう。そしてその可能性は、ダンジョンの恩恵によって栄える迷宮都市オラリオにとって致命的なものとなる。フィンはそれがわかっている。

　ヘスティアも理解していた。迷宮街で『異端児ゼノス』と【ロキ・ファミリア】の戦闘が勃発ぼっぱつした時、彼女もフェルズも理知のモンスターの存在を声高に訴えなかった理由は、取り返しのつかない危険性リスクを、下界全土に広まる子供達の混乱を恐れてのことだ。

　フェルズの方は、フィンが訴えの一切を聞き入れないと悟ってもいたのだろう。たとえ無害であることを証明しても、【勇者ブレイバー】は民衆の前で必ず『怪物』の命を絶った。その揺るぎない精神と野望をもって。

「根本的になぁ、無理やろ？　人類こどもたちと怪物モンスターの共存とか」

「それは……」

「神々うちらやったら、まぁ、『未知』や『娯楽』やらと騒ぐ馬鹿ばか連中がぎょうさんおるやろうなぁ。けど子供達は違う。徹底的に憎んどる。そんで、恐れとる」

　水と油どころの話ではないとロキは溜息ためいき交じりに言った。

「子供達が一杯くたばった病やまい、なんて言われとったっけ、あれ……そや、黒死病や。もし異常をきたしたその病やまいが、『ボク達は人間と仲良くなりたいでーす。もう誰も殺しませーん』……そう言ってきたら、人類こどもたちは仲良く握手できるか？」

「……」

「できんなぁ。恐ろしくて不可能や。子供達はたとえ病にその気はなくとも、自分達全員を苦しめてブチ殺せることを知っとる。何の準備も要らず、息を吸うように、あっさりとな」

　地上を蹂躙じゅうりんされた。何万何億の同胞を殺された。現代いまも襲いかかっては犠牲者を出す。

　威嚇いかく的な体軀たいく、血を象徴する爪牙、死を招く炎、獣性を帯びた声。全てが殺戮さつりくの記号だ。下界の住人にとって怪物モンスターは疫病や災害と同義だと、ロキは言外に告げた。

　同時に、ここで言う『異常をきたした病』とは、『異端児ゼノス』のことだ。

　何の媒介ワクチンもなく『異常をきたした病』を受け入れれば、その末路はありふれた自壊に違いない。

「やから、自分のそんな頼み間違っても聞けん。うちはフィン達に全部任す。判断も行動もな」

　唇を嚙んでうつむくヘスティアであったが──ロキの続く言葉に顔を上げた。

「代わりに、今回の件にうちは何も口出ししないでおいたる」

「えっ？」

「今聞いたことは、聞かなかったことにする、そう言っとるんや。自分の【ファミリア】が企たくらんでることも、フィン達には言わん。傍観させてもらうわ」

「……どういうつもりだい？」

「気紛れや。まぁ、あえて言うんなら……うちも『未知』や『娯楽』が大好きな連中の一柱ひとり、ちゅうことやな～」

　ロキはふざけた口調で返答し、踵を返した。

「あ、ロキ！」

「じゃあな、ドチビ。暇潰つぶしにはなったわ」

　手をヒラヒラと振り、朱色の髪の女神はヘスティアの前から去っていった。




（ロキが何を考えているかわからないけど……放っておいても大丈夫そうだな）

　ある意味一番厄介な道化師ロキの介入は心配せずに済む。

　それだけは収穫と言えるだろう。

　回想から立ち返るヘスティアはそう結論付けた。

「あとは、ベル君達次第……」

　雲が薄れてゆく夜空を見上げながら、ヘスティアは呟く。

　彼女の手もとでは、地図と並べて置かれた懐中時計が、カチリ、と音を立てて刻限を伝えた。
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　リドは、蒼然とした空を見上げていた。

　雲がずっと隠していた天上には星の海が広がっている。

「念願の空は拝めたけど……こんなコソコソしながらじゃねえと見れないなんて。やっぱり、オレっち達は日陰者がお似合いなのかもな」

　その歪いびつな鱗うろこに包まれた二本の足がたたずむのは、暗い下水道のほとりだった。

　自嘲を鋭い牙きばの隙間から滲ませながら、蜥蜴人リザードマンの戦士は上空を仰ぎ続ける。

　無窮むきゅうの空にちっぽけな何かを、星よりも儚いたった一粒の願いを、見出そうとするように。

「待たせたな」

「ヴェルフ、命ミコト！」

「お久しぶり、というほど日は経っていませんが……ご無事そうで何よりです、ウィーネ殿」

　ウィーネの喜びの声に振り向くと、ヴェルフと命ミコトが合流するところだった。彼等は怪物リド達の体臭を打ち消す匂袋アイテムを詰め込んだ大袋を持っている。

　他の同胞達とともに、竜の少女と人間達が笑い合う光景を取り巻いた。屈託くったくなく笑うその光景はかけがえのないものだ。『異端児ゼノス』達の希望でもある。

　少女達の笑顔を見る度に、不相応な欲望が首をもたげてしまう。これ以上なにを望むのかという戒めの声に逆らって、手を伸ばそうとしてしまう。

　彼等と歩む未来が欲しいと、そう願ってしまう。

「……リド、時間だ。頼む」

「ああ」

　懐中時計を見下ろしていたフェルズに促され、リドは一匹、下水道から出た。

　巨体に似合わぬ軽かろやかさで建物を上り、屋上へと躍り出る。

　闇に沈む迷宮街を見渡し、顔も知らない人々に謝りながら、覚悟を決めた。

　吸った息で胸郭を膨らませ、一気に解放する。





　オオォォォォォォォォォォォォォォ────…………。






　怪物の遠吠とおぼえが闇夜を震わせた。

　低く長く続く啼なき声は迷宮街の隅々に響き渡り、都市の端にまで届く。

　冒険者達は一斉に顔を振り上げた。住民達は一様に怯えた。誰もが動きを止め、その時が来たことを知った。

　蘇よみがえる怪物の雄叫おたけびが、再びオラリオに動乱の足音をもたらす。





　アアァァァァ────…………。






「応こたえた」

　次いで空に上がったのは、少女のものにも似た甲高かんだかい声音である。

　返ってきた遠吠えにフェルズは弾かれたように振り向く。

「半人半鳥フィアニ、赤帽子レット。一角兎アルル達ノ声ハ聞こえなイ……」

「届イテイナイトイウ事コトハアルマイ。息ヲ潜ヒソメテイルノカ、声モ上ゲラレナイ状況カ……」

　目を眇すがめる歌人鳥セイレーンと石竜ガーゴイルを他所に、遠吠えは繰り返された。

　空に木霊こだまして交わる吠声は、怪物達だけの『声』であり、彼等にしかわからない『呼びかけ』だった。遠吠えに込められた真意に人々と神々は触れられない。

　自分達の居場所、目的地、全てを示し合わす『号令』である。

「行くしかない。彼等を信じて」

　フェルズに率いられ、『異端児ゼノス』の一行は闇に溶けるように下水道のほとりを発った。




「ロイマン様!?」

「なんだっ、なんだっ、何か起こるのか!?」

　青ざめるギルド長は万神殿パンテオンの最上階に出て、手すりから身を乗り出す。

「来る、来る!?　来ちゃう!?」

「祭りだ宴だー！」

「『ダイダロス通り』行きてぇえええええええええええええ！」

　興奮に身を委ねる神々は、身を竦める子供達の横で踊り、跳ね回る。

「団長！」

「……」

　都市の精鋭を統べる勇者は、静かに迷宮街を眺める。

『……』

　漆黒の獣は、空を仰ぎ、星が導く場所に向かって歩み出す。

「さぁ、ゲームスタートだ」

　そして橙黄色とうこうしょくの瞳を細める男神は、闇の中で宣言する。

　開戦の幕が、静かに上がった。

















　作戦の始まりは、リリである。




「モンスターども、何を吠ほえまくってやがる！」

「どこで鳴いてんだ、探せ！」

　モンスターの遠吠とおぼえを受けて騒然となる『ダイダロス通り』の冒険者達の中で、とある小人族パルゥムの青年が路地裏に忍び込んだ。人の目が消えたところで、薄汚れた壁に寄りかかる彼は片手を額に添える。

「【響く十二時のお告げ】」

　灰色の光膜が全身を包み込み、溶けるようにして消えた後、変身魔法【シンダー・エラ】を解除したリリは盛大に嘆いた。

「あぁ、嫌です、怖いです。冒険者達に捕まってしまえば、その場で即そく切り伏せられること間違いなしです。何でリリがこんなことを……」

　ブツブツと独り言を呟つぶやいていたリリは、腹を括くくる。

　きっと栗色の眉まゆを吊り上げ、瞼まぶたを閉じた。

「【貴方あなたの刻印きずは私のもの。私の刻印きずは私のもの】」

　小振りな唇が詠唱を奏で、再び変身魔法を発動させる。

　一瞬を経て形をなすのは、ぶかぶかの青い戦闘着バトルジャケット、首から下げる壊れた懐中時計、そして毛玉のような尻尾しっぽに長い耳。円つぶらな赤い瞳ひとみをくりくりと動かす兎うさぎのモンスター、一角兎アルミラージだ。

【シンダー・エラ】は『自分と体格が酷似した対象』という条件を達成クリアすればモンスターさえ模倣できる。小柄な『異端児ゼノス』の中から最も外見がマシな一角兎アルミラージアルルを選択したリリは、一思いに物陰から飛び出した。

『もうヤケですキュー！』

　もはや人ですらない鳴き声を上げながら駆けるリリを、冒険者達はすぐに発見する。

「でっ、出たぞぉ!?」

「モンスターだっ、路地裏だぁ！」

　怒号を上げ、冒険者達は本通りから路地裏へ殺到した。

　高額の賞金首に彼等は目の色を変えている。血走った瞳で剣や斧おのを掲げ、ぴょんぴょんと飛び跳ねて逃げ惑う獲物を追走した。『なんて金にがめつい！　これだから冒険者は！』とリリは自分のことを棚に上げながら、兎の悲鳴という名の悪態を散々ブチまける。

　とはいえ、冒険者達は凶暴であり俊敏だ。【シンダー・エラ】は姿形は真似まねられても自身リリの能力値アビリティ以上の能力ステイタス及び怪物の潜在能力ポテンシャルまでは複写コピーできない。追手の中には上級冒険者もいる、一介のサポーターに過ぎないリリではすぐに捕えられてしまうだろう。事実、リリは何度も捕まりそうになった。

　故に、その度にリリは死角へと逃げ込み、

「【響く十二時のお告げ】！」

　たちまち変身魔法シンダー・エラを解除した。

　リリ本来の姿に戻り、鬼の形相の冒険者達を素知らぬ顔でやり過ごす。

　変身しては解除、変身しては解除。追い詰めたと思ったらどこかへ消えてしまう一角兎アルミラージに冒険者の苛立いらだちは募っていった。網目のように交差する狭い小径の中で彼等は肩や体をぶつけ、たちまち罵声が飛び交うようになる。

　高まっていく冒険者達の混乱を耳にしながら、リリは何度も『魔法』を行使し、息を切らしながら迷宮街を出鱈目でたらめに逃げ回る。

「うぅ、フェルズ様、恨みますよ～！」

　作戦を立案した愚者に恨み言を飛ばしながら、己おのれの役目に全力で取り組んだ。




「『アルミラージ』が出たぞ！」

「あっちだ、追い込め！」

　冒険者達の激しいかけ声は、リリと同じ迷宮街の南側にいるベルのもとにも届いてきた。

「……！」

　リド達の遠吠えに啞然あぜんとしていたエイナの隙すきをつき、その腕をそっと振りほどく。

「ごめんなさい、エイナさん！」

「あ、ベル君!?」

　彼女が気付いた時は走り出しており、ベルは遠ざかるエイナに顔を振り向けた。

「あとでいっぱい怒られますから！」

「もうっ！」

　飛び出していったベルに、エイナは形だけ憤った。

　正直に言えば自分も追いかけたい。いや少年を引き止めたい。また危地に飛び込んで傷付くのではないかと気が気ではない。だがベルは冒険者で、エイナはギルドの人間だ。私情と勢いで少年のもとまで来てしまったが、彼女も職員として務めを果たさなくてはならない。

「……ヘルメス様から預かってた落とし物、渡しそびれちゃった」

　右手に巻かれた腕輪ブレスレットに視線を落としたエイナは、それまでの怒りを忘れ心配の眼差まなざしを向ける。ベルは彼女の視線を背で受けながら、通りに沿って走っていった。

『ベル君。はぐれた『異端児ゼノス』君のうち、二匹はダイダロス通りの東側にいるらしい』

「東側……僕達のいる南側とは離れてますね。それじゃあ……」

『ああ。予定通り、陽動に専念してくれ』

　外套マントの下に隠す手甲からくぐもったヘスティアの声が漏もれる。リドの呼びかけに応こたえた同胞の情報をフェルズから受け取り、こちらに回してきたのだろう。

　眼晶オクルスに小声を返しながら、ベルはヘスティアの指示に頷うなずいた。

（アイズさんは……やっぱり付いてきてる。他ほかの冒険者が来るのも狙ねらい通りなんだけど）

　家屋の上を並走するアイズを肩越しに一瞥いちべつするベルは、そのまま背後も見やった。

　ベルの後方から追いかけてくる者もいれば、狩猟者ハンターのように付かず離れずの一定間隔を保つ者──視線の気配がある。主神の指示か、一角兎リリに飛び付かずあくまで本命の少年ベルを追ってきた冒険者達だ。姿が見えない者を入れればかなりいる。ベルに付いていけば宝の在処ありかに辿たどり着けると言わんばかりの数だ。

（【ロキ・ファミリア】の目が僕に向かないんじゃあ陽動は失敗だ。一度、アイズさんもこの人達も躱かわすしかない！）

　決断したベルは加速した。

　通りから無数の枝のように分かれる小径の一つに折れ曲がる。

「！」

「行け、見失うなよ！」

　一角兎リリに翻弄ほんろうされている冒険者達を掠かすめる形で、隣接している南東へ。

　冒険者達はしっかり付いてくる。ここに誘い込むまではいい。あとはこの場所に彼等を釘付くぎづけにする『何か』を生む必要がある。欲を言えば、ベルを見失っても南東区にとどまってしまう『何か』を。

（ナァーザさん、リューさん、あとはお願いします！）

　物陰を利用し追跡者達の視線から逃れた途端、ベルは体臭を打ち消す匂におい袋の中身を頭から被かぶる。そして羽織っている黒の外套マントを裏返し、全身をくまなく覆った。

　一瞬後、ベルの姿は跡形もなくかき消える。

「!?」

「【リトル・ルーキー】はどこに行った!?」

　混乱の声を、まだその場にいるベルは聞いた。アイズの驚愕きょうがくも同時に感じ取った。

　フェルズの魔道具マジックアイテム『リバース・ヴェール』。

　能力は万能者アスフィの『ハデス・ヘッド』同様、装備者を『透明状態インビジビリティ』にする。装備した者を強制的に不可視にする漆黒の兜カオス・ヘッドとの差異は、両面仕立リバーシブルになっていて使い分けられることだ。これによりただの外套マントが隠密装備に早変わりする。

　アイズや冒険者達の驚愕を奪ったベルは、『透明状態インビジビリティ』を維持したままその場を離脱した。

「あの野郎、どこに隠れやがった……！」

　見失ったベルを探す冒険者達が、複雑な道や遮蔽物の多さに苛立っていると……ソレに気付いた。

「甘い匂い……？」

　獣人を始め、微かすかに香る芳香に怪訝けげんな顔をする。

　しかし、彼等の疑問を打ち切るように、とある冒険者が叫んだ。

「いたぞ、【リトル・ルーキー】だ！　その家に入った！」

　ヒューマンの冒険者の言葉に、他の者達は目の色を変えてそちらへ向かった。

　手間取らせやがって、と路地裏沿いに建った廃屋バラックの一つに侵入した──が。

「違うぞ、こっちだ！　通りの方だ！」

「あぁ!?」

「モ、モンスターだ！　モンスターが出たぞぉ！」

　飛び交う索敵の声々に冒険者達は当惑した。モンスターの発見の報はまだしも、ベル・クラネルがあちこちに現れているというのはどういうことか。自分達を騙だまして出し抜くつもりかと、全員がそれぞれの仲間の声のみに従って行動するものの、

「おい、どこにもいねえじゃねえか!?　【リトル・ルーキー】もモンスターも！」

「ほ、本当だっ、見たんだ！　あ……う、後ろ！」

　背後を指す獣人の言葉にはっと振り向けば、そこには人っ子一人いなかった。

　顔を赤くしたドワーフの上級冒険者は、同じく上級冒険者である男の頭を殴る。

「へぇ……本当にこれ、幻覚を見せるんだ」

　──聞こえてくる怒号と戸惑いの声に、濡ぬれた布スカーフで鼻を押さえるナァーザは感心した。

　彼女のもう片方の手が持っているのは、二輪のしおれた花だった。青と赤の花弁、よく見るとうっすらとした金の花粉を放っている。これもまたフェルズの幻想花マジックアイテムだ。

　効果は、記憶させた物体の幻影を、花粉を吸いこんだ者に幻視させる。『耐異常アビリティ』には防がれてしまうが、大勢の冒険者がいるこの状況では十分だった。下級冒険者や『耐異常アビリティ』未習得の上級冒険者が目に映ったものをありのまま叫んでくれる。今やリリのいる南区と並んで南東区一帯は混乱の一途を辿っていた。

　幻想花マジックアイテムを片手に持つナァーザはてくてくと夜の道を気ままに歩く。ベルに効果を説明された彼女は、これを持って南部周辺を練り歩くだけでいいと言われていた。

「どこで手に入れたんだろう、これ……興味が湧くね」

　二輪の花に関心を向けるナァーザは、そこで首を傾かしげた。

「でもベル達、本当に何してるんだろう……？」




「消えた？」

　屋根伝いにベルを追跡していたアイズは、金色の瞳に驚きを宿していた。

　一瞬物陰によって姿が遮さえぎられたかと思うと、少年はそのままかき消えてしまったのだ。

　疾走していた足を止め、アイズは高所からじっと辺りを見下ろす。

（──ううん、いる）

　姿を消したベルの気配を正確に捉とらえる。姿や臭いをいくら消そうが、微かな足音や気配を捉える第一級冒険者の知覚領域からは逃れられない。恐らく『透明』になっている、と歴戦の剣士はすぐさま当たりをつけた。

　誤認の目撃情報によって惑乱する冒険者達を眼下に、アイズは高速で迷宮街を駆け抜けるベルを追う。




「【剣姫けんき】」




「！」

　だが、その行く手を阻む者が現れた。

　フード付きのロングケープに、アイズと同じロングブーツ。顔を隠した覆面の冒険者。

　アイズの前に立ちはだかるその人物は、腰に佩はいた木刀を引き抜いた。

「手合わせを、願いたい」

　アイズは瞠目どうもくする。

「今……ここで？」

　都市最大派閥の幹部故ゆえ、闇やみ討ちされた経験は何度もある。素性の知らない者に襲いかかられることにアイズは今更驚かない。剣の腕に自信がある者が【剣姫】に勝負を挑むのもそう珍しいことではなかった。

　彼女が吃驚きっきょうしているのは、この現況という一点だ。

「私もまた日陰者。このような状況でなければ、貴方と剣を交えることもできない」

　静かな声音は噓うそをついているようには聞こえなかった。それになるほど、確かに【剣姫】に似た武闘者の雰囲気がある。共感にも近い感覚をアイズは確かに味わった。

　だが、この時機タイミング、本当に偶然だろうか？

　愛剣の柄つかに手を添えるアイズは、今も距離が離れていく少年の気配に意識を飛ばす。

「すまないが、応じてもらいます」

　無視するか悩んでいたアイズに、覆面の冒険者は鋭い踏み込みで斬りかかった。

　──速い！

　第一級冒険者に相当する速度をもって振るわれた木刀に、アイズは止むなく抜剣した。得物の間から快音が響くと同時に、両者勢いに任せて屋根の上から路地裏へ。

　ベルの追跡を優先しても、この覆面の冒険者も追ってくるだろう。少年をまともに監視することもできないと判断したアイズは、目の前の相手を迎撃する。

（あの光の粒は……）

　ロングケープの内側から漏れる鮮やかな光粒を見ながら、アイズは覆面の冒険者と斬り結んだ。
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「だ、大丈夫でしょうか、あのエルフのお方は……？」

　春姫ハルヒメは心配そうに、先程さきほど覆面の冒険者が発った方角を見つめる。

『魔法の地図』を見下ろしていたヘスティアも、彼女の行動に倣ならった。

「う～ん、エルフ君を信じるしかないなぁ。あの子もめちゃくちゃ強いけど、『ダイダロス通り』で見たヴァレン何某なにがし君もありえないほど強かったし……」

　ヘスティアと春姫ハルヒメがいる迷宮街南西の外縁部に覆面の人物──リューが訪れたのは先刻のことだった。『アイズの足止め』を依頼されたという彼女はベルの指示に従い、『階位昇華レベル・ブースト』を受けに赴いたのである。彼かの【剣姫】の時間を奪うためには、春姫ハルヒメの法外の『妖術』が必要不可欠だったのだ。

　前哨戦というには激し過ぎるＬｖ．５とＬｖ．６の戦闘が、迷宮街南東で繰り広げられている。

『神様！』

「ベル君」

『リューさんのおかげでアイズさんからは離れられたんですけど……【ロキ・ファミリア】を引き付けられていません。これなら僕もウィーネ達のところに行った方が……！』

　自分に注意を引き付けられず、『異端児ゼノス』が捕捉されてしまうことを危惧きぐするベルに、ヘスティアは「ちょっと待ってくれ、ベル君」と伝えた。

「君の居場所がわからないのは【ロキ・ファミリア】にとって怖い状況の筈はずだ。少なくとも心の隅には引っかかる。見えない敵が怖いのは君もよく知っているだろう？」

『それは……』

「魔道具マジックアイテムはまだあるかい？　あるんだったら透明になったまま、他の冒険者を攪乱かくらんしてほしい。【ロキ・ファミリア】に見つからないように。サポーター君もそろそろ動く筈だ」

『……わかりました！』

　踏みとどまるよう説得したヘスティアは吐息をつき、だがすぐに顔をしかめる。

「ベル君にはああ言ったけど……くっそ～、相手の陣形ロキ・ファミリアがちっとも崩れない～」

「リリ様やベル様も頑張っていらっしゃるのですが……」

　地図の上ではリリとベルの表記が盛んに動き回っているが、迷宮街の中央帯を取り巻く【ロキ・ファミリア】の陣形は乱れない。少なくとも、この場所から目視できる魔石灯の輝きは。

『魔法の地図』から顔を上げたヘスティアと春姫ハルヒメは、もどかしそうに迷宮街の中心地を見据えた。




「動いたか」

　開戦を告げる怪物モンスターの遠吠えが響いた後、もたらされる情報にフィンは呟いた。

「一角兎アルミラージが南に出現したそうです！　南東部にもモンスターの目撃情報が多数！」

「ベル・クラネルも南東に！　えっと、あとアイズさんが追跡できていないようで……」

「伝えている通り、ベル・クラネルは陽動だ。アイズに任せて無視しろ。南と南東はまだ動かなくていい。それより西が臭う。エルフィ、北西にいるティオネ達に九十八番街まで移動して網を張るよう伝達しろ」

　アイズを振り切ったという情報に内心驚きつつ、それをおくびにも出さずフィンは素早く指示を出す。泰然とした団長の姿を見て他団員も取り乱すことなく「はい！」と勢いよく駆け出していった。

　場所は『ダイダロス通り』中央地帯。フィンもヘスティア達と同じく、迷宮街が見渡せる高層物の屋上にいた。広く、風も吹きよせる場所は古城を彷彿ほうふつさせる。

【ロキ・ファミリア】は伝達手段に魔石灯の信号器を用いていた。建物の屋上に待機する団員が信号器を点滅させ、現場の情報を逐一ちくいち中央に集めている。

（アイズは恐らく足止めされているな。伏兵か？　敵の戦力は予想外だが……あっちはいい。アイズはすぐに戻るだろう）

　得物である長槍ながやりの柄えを右肩に置きながら、フィンは思案する。

（敵は大所帯の筈。見張りの目や放っている斥候に引っかからないし、罠わなにもかからないのは……『ダイダロス通り』の地理に詳しい者がいるか、魔道具マジックアイテムの類か。あるいはその両方か）

　フィンは敵が一つの本隊に固まっていると推理している。根拠は人造迷宮クノッソスの『鍵かぎ』の数。

　男神イケロスの情報をもとに二つ以上はない、と睨にらんでいた。今フィン達が守っているこの中央帯の地下、『人造迷宮クノッソス』に辿り着けても『扉』を開けられなくては意味がない。

　他派閥の冒険者を含めれば数は勿論もちろん、戦力差は歴然である。落ち合うにしても散開して全方位から攻めかかってくる可能性は低い。少なくとも、同胞を切り捨てる真似ができない者達には選べない手だ。一度矛ほこを交えたフィンは、武装したモンスター達の団結力を見抜いていた。

　位置を割り出される危険性リスクを冒してまで遠吠えをしたのは、先日の戦闘ではぐれた仲間モンスター──漆黒の猛牛ミノタウロス等に合図を送るため、と考えるのが妥当だろう。

（気になるのは、敵の動き……西が臭うとは言ったが）

　フィンは己の右手を見下ろした。

　彼の見つめる親指が疼うずくことはない。

　目前に広がる迷宮街に顔を戻し、フィンは控えている団員に尋ねた。

「黒い猛牛ミノタウロスの情報は？」

「まだ入っていません」

「そうか……陣形は維持だ。少し、様子を見る」

　小人族パルゥムの首領は静かに戦況を見守るのだった。
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「うわぁ……流石さすが団長。本当に戦闘が起こったっす」

　ラウル・ノールドは冴さえない第二級冒険者である。

【ロキ・ファミリア】所属。能力ステイタスはＬｖ．４。にもかかわらず他派閥の者にぱっとしない印象を持たれているのは、彼の性格にあった。

　フィンをはじめとした先達の陰で、彼等の取りこぼしをこそこそともらって【経験値エクセリア】を稼いできたというのが彼の自己評価である。それは自信のなさに繫つながっており、結果として他者の『冴えない』という評価の低さにも派生していくのだ。黒い髪に黒い瞳、中肉中背、顔立ちも別段整ととのっていなければ不器量でもないという平凡を突き詰めた容姿も作用しているのだろう。神々から授さずかった二つ名も【ハイ・ノービス】。

　早い話、彼は偉大な派閥幹部に圧倒されてばかりで、萎縮しているのだ。

　今も戦況を正しく読む首領フィンの手腕に畏怖を抱くヒューマンの青年は、喧騒けんそうが発生する南東と南の方角を見て呟いた。

「──ラウル！」

「えっ……だ、団長!?」

　己の名を呼ぶ声に、振り返ったラウルは仰天した。

　そこにいたのはまさに彼が驚嘆していた人物、小人族パルゥムの首領フィンであったからだ。

　ラウルがいるのは迷宮街西区、中央帯から離れた防衛線上である。そこに本陣にいる筈のフィンが姿を現したことで、周囲にいた団員達も騒然となった。

「ど、どうしてここにいるんすか!?　指揮の方は……」

「モンスターの本隊が南東に現れた！　黒い猛牛ミノタウロスもだ！　現地にいるアイズと合流して、これを一気に叩たたく！　部隊に伝えろ、陣形を変更するぞ！　僕も上がる！」

　強い口調と『黒い猛牛ミノタウロス』という単語に、ラウルは反射的に「は、はい!?」と直立不動で返事をした。

「それとラウル、『人造迷宮クノッソス』の配置は覚えているか？」

「えっ、地下の『人造迷宮クノッソス』っすか？　覚えてるっすけど……」

「教えてくれ。気になることがある」

　ラウルは戸惑いつつ、フィンの指示に従った。

「えっと、発見した北西と北東、南西に南東の四か所の『扉』で、ガレスさん達が見張ってる筈っすけど……」

「そうか……僕は先に行く。周辺一帯の者を集めて、ラウル達も南東へ行ってくれ」

「わ、わかりました！」

　南東に向かうフィンの指示を受け、ラウルは慌あわてて動き出した。

　近くにいる者に首領の命令を伝える。信号器の通達がないなど疑問も色々覚えたが、あのフィンが言うのだからそうなのだろう、と自分を納得させる。

　己の判断ではなく、偉大な先達の指示に身を委ゆだねる。

（あれ、でも団長、得物の槍はどうしたんすかね……？）

　手ぶらだったフィンの姿を思い出し、ラウルは不思議に思った。





「はぁ、はぁ……！」



　フィンは走っていた。全力で走っていた。

　路地裏先の階段を駆け下り、周囲に誰だれもいないことを認め、走りながら手を額に当てる。

「【響く十二時のお告げ】」

　詠唱が紡つむがれた瞬間、たちまちフィンの姿は虚空に溶ける。

「やりました！」

　リリである。言わずもがな変身魔法シンダー・エラであった。

「フィン様には申し訳ありませんが、以前の求婚騒ぎは十分に役に立ちました！」

　姿形を模倣できる変身魔法シンダー・エラといえど、中身まで複写コピーできなければ騙せる相手も騙せない。その点で言えば以前あった小人族パルゥムの求婚は、フィンの人柄を知る上で非常に役に立ってくれた。彼の話し方、雰囲気、人となりを元盗賊リリの観察眼はしっかり分析していたのである。

　彼の真摯しんしな気持ちを考えると心が痛まないでもないが、こちとら『異端児ゼノス』の命がかかっている、手段は選んでいられない。見事リリはフィンに成りすまし、【ロキ・ファミリア】を騙かたったのである。

『ダイダロス通り』を攻略する上でリリに与えられた役割とは、ベルと同じ陽動であり、彼の行動を隠れ蓑みのにした間諜スパイである。

【ロキ・ファミリア】の構成員はほとんどが上級冒険者。人物情報プロフィールは最低限のものがギルドから公開されている。リリは間諜スパイを成功させるためこれを全すべて暗記していた。超凡夫ハイ・ノービスを狙ったのも、最も彼が扱いやすいと元盗賊の鼻が反応した結果である。

「ベル様並みにちょろいです！」

　約二名の冒険者に対し失礼なことをのたまいながら、リリは懐ふところから眼晶オクルスを取り出す。

　頰ほおを上気させながら、盗み取った情報を叫んだ。

「『人造迷宮クノッソス』の守備配置は読み通り、北西、北東、南西、南東、その四つです！」




「でかした、サポーター君！」

「すごいです、リリ様！」

　水晶から響くリリの報告を受け、ヘスティアは春姫ハルヒメとともに喝采かっさいした。

「これで突破口が……！」

　ヘスティア達の切り札は『ダイダロスの手記』である。

　フェルズも言っていたように、こちらが『人造迷宮クノッソス』の設計図によって網羅している出入り口を【ロキ・ファミリア】が発見できていない可能性は高い。リリの間諜スパイの目的は、阻まれることなく素通りするための経路を摑つかむことである。

　ヘスティアは床に広げている迷宮街の地図とは別、『ダイダロスの手記』を摑んで頁ページをめくる。『人造迷宮クノッソス』の最上階部分、すなわち『ダイダロス通り』の地下部分において、北西、北東、南西、南東以外の出入り口、かつ『異端児ゼノス』達に最も近いのは──。

「──西だ！　フェルズ君、西の『扉』が空いている！」

『ありがとう、神ヘスティア』

　複数並べた眼晶オクルスの一番端、フェルズと繫がる青水晶が輝きを放った。
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『ダイダロス通り』西区。

　九十八番街、という壁の看板が垂れ下がった裏通り。

「おい、南側でモンスターが出たって騒いでんぞ。早く俺おれ達も行った方が良くないか？」

「だな……ちくしょう、ヤマが外れたぜ」

　人気ひとけのない隧道状ずいどうじょうの道を二人組の冒険者が進んでいる。ヒューマンとドワーフだ。この付近に網を張っていた同業者達は、既に南部の騒ぎを聞きつけ大急ぎで移動した後だった。

　出遅れちまった──そんな二人の会話を、頭上の天井てんじょうから聞くモノがいた。

「──っ!?」

　する、とドワーフの男の背後に垂れた赤緋せきひの尾が、音もなく彼の首に巻きつく。

　悲鳴も上げられず、男は一瞬で上へ引っ張り上げられた。

「ん？　おい、どうし──ひっ!?」

　衝撃のあまり手から零こぼれ落ちた手斧が、仲間の男の視線を背後に、そして頭上に導く。

　男が見上げた先、四肢を天井に張り付けていたのは、鎧よろいを身に纏まとう蜥蜴人リザードマンであった。仲間ドワーフの巨体を軽々と持ち上げ、ぎらついた雄黄ゆうおうの両眼で男を見下ろしている。

　動転したヒューマンが悲鳴を上げようとした、その直前。

「失礼しまス」

　場に相応ふさわしくない美しい女の声が、男のすぐ後ろにかけられた。


『──ァァア!!』




「かっっ────」



　間を置かず、超至近距離──耳もとで放たれた怪音波が、ヒューマンの体を波打たせた。

　平衡感覚もろとも意識を打ち砕かれ、男は鼓膜から出血しながら倒れ伏す。泡を吹いて気絶したドワーフも天井から落ち、石床には二人の冒険者が転がった。

「ベルっち達のおかげで冒険者は大分いなくなったが……やっぱりまだ残ってるな」

「そう上手うまくハいかないでしょウ」

　どっ、と音を立てて張り付いていた天井から着地するリドに、歌人鳥セイレーンのレイが言う。

　隧道の外で、ひょこ、と顔を出す半人半蛇ラミア、大型級トロールが小走りで近付き、気絶した冒険者の身を物陰に隠し始めた。見習いの竜娘ウィーネが必死にそれを手伝う。

「手並みが鮮やかだな、オイ……」

「ええ、本当に。自分の生まれ故郷の忍しのびのようです……」

「迷宮ダンジョンデ致シ方ナク、トイウ状況ハ数エ切レナイホドアッタ」

　既に似たような光景を何度も見せられているヴェルフと命ミコトが思わず言うと、側に立つ石竜ガーゴイルのグロスが淡々と説明する。彼も先程まで迷宮街に置かれている石像の群れに紛れ、冒険者達の背中をエグイほど奇襲していた。

「春姫ハルヒメ殿、この辺りで間違いありませんか？」

『はい、命ミコト様。そこから一番近いのは……ウィーネ様です』

「わたし？」

　取り出した眼晶オクルスに命ミコトが話しかける。春姫ハルヒメの声にウィーネが小首を傾げ、青白い手で隧道の壁を、ぺたぺた、と触っていると、がこんっ、と石板の一つが凹んだ。「わぁ!?」と竜の少女が驚いているうちに、壁面がずれて入り口があらわになる。隠し通路である。

「早く進もう、【ロキ・ファミリア】が来ないうちに。神ヘスティアの話を聞く限り、【勇者ブレイバー】はやはり我々より一枚上手のようだ」

　フェルズ達は隠し通路、隠し扉を駆使し、『ダイダロス通り』を進んでいた。他の冒険者や【ロキ・ファミリア】の斥候の目から逃れるためだ。抜け道の類は全て網羅していないとはいえ、フェルズが『名工の遺産ダイダロス・レガシー』をウラノスから受け取るようヘスティアに指示した理由もここにある。

　何度目とも知れない隠し通路はやはり埃ほこりまみれだった。

　リドが炎を吐いて即席の松明たいまつを作成し、魔石灯も設置されていない石造の道を進む。白銀の鬣たてがみを揺らす一角獣ユニコーンはあたかも咳せき込むかのように嘶いなないた。

『リド君、だったかな。分かれ道があるんだけど、右の下り坂を選んでくれ。次の出口で、【ロキ・ファミリア】の前までぐっと近付く』

「わかったぜ、神様」

　道案内ヘスティアが背後にいるのは大きい。冒険者達が何度も迷っている迷宮街の通りをさまよわず進行できることはもとより、こうして秘密の抜け道を活用することができる。曲芸団サーカスさながら隊列を組んで移動する『異端児ゼノス』達が未いまだ発見されていないのは彼女と春姫ハルヒメの力が大きかった。

「迷宮街を測量したのはお前なんだろう？　隠し通路がどこにあるか覚えていないのか？」

「何分、六百年前に地図作成マッピングしたものだからね。曖昧あいまいな部分がある」

　ヴェルフの問いにフェルズは嘆息するように黒衣を揺らした。「老神ウラノスに頼まれて地図作成マッピングしたが、表の道を測量するのにも五年はかかったよ……」と当時の苦労を語る。

「『人造迷宮クノッソス』に続く道は、見つけられなかったのですか？」

「ああ。私が地図作成マッピングできたのは表層部のみ、ということだったんだろう。もしくは、六百年前の当時はまだ、拡張に着手できていなかったのかもしれない」

「ただの負け惜しみだがね」とフェルズは言うが、尋ねた命ミコトは当たっている気がした。都市の『悪』と繫がっていた名工ダイダロスの系譜は、まだ資産も人手も十分ではなかったのではないかと。

「ベル……大丈夫かな」

「今ハアノ小僧ヲ信ジロ、ウィーネ。『恩返シ』ヲスルノダロウ？」

「……うんっ」

　怪物達の影が伸びる隠し通路に、ウィーネの呟きが反響する。側にいるグロスが声をかけると、竜の少女はしっかりと頷いた。

「止まろう」

　抜け道の終端が見えたところで、フェルズは『異端児ゼノス』達を制止させた。

　外に繫がる隠し扉の前で、最後の打ち合わせを行う。

「ここを出れば、【ロキ・ファミリア】の陣の目の前だ。そして利用できる隠し通路は、この先にはない」

「目的地まデ、一気ニ駆け抜けるということですね」

「ああ。『人造迷宮クノッソス』に繫がる地下通路があるのは、敵の懐である中央地帯だ。このうち、西の『扉』に繫がるこの経路を目指す」

　レイの声を肯定しながら、フェルズは模写した『人造迷宮クノッソスの設計図』を広げ、指で示した。

「ベル・クラネルとリリルカ・アーデのおかげで、【ロキ・ファミリア】及び冒険者達の動きは乱れている。突破するには今しかない。ヴェルフ・クロッゾ、ヤマト・命ミコト……迎撃を頼む」

「任せろ。やってやる」

「身命を擲なげうって、お守りします」

　ベルと同じ黒の外套マント──『リバース・ヴェール』を揺らすヴェルフと命ミコトはともに頷く。

　外套マントの陰、命ミコトの腰には刀の他に蒼あおの短剣、ヴェルフの腰には同種の短剣と長剣が佩はかれていた。暗い隠し通路の中で、蒼剣の柄が光沢を放つ。

「……数を数える。準備してくれ」

　張り詰めた空気を纏いながら、一行は立ち上がった。

　隊列を組み直し、突撃に相応しい『槍』の形を取る。

「五、四……」

　長直剣ロングソードと曲刀シミターを構えるリドと一角獣ユニコーンは前衛に、顔を醜く血化粧するレイと半人半蛇ラミア、有翼モンスター、フェルズは中衛に。大型級トロール以下、足の遅い者やウィーネのように戦闘能力が低い者は後衛に配し、石の翼を鳴らすグロスは殿しんがりに待機する。

「三、二……」

　先頭に立つ命ミコトとヴェルフが『リバース・ヴェール』を被り、扉に手をかける。

　通路の闇が皮膚をひりつかせる中、眼晶オクルスの先でヘスティアと春姫ハルヒメが息を呑のんだ。

　竜の少女のか細い手が、ローブの上から薄い胸をぎゅっと握り締める。

「一──行こう！」

　号令が放たれた瞬間、扉は開け放たれた。

「──っ!!」

　絞られた弦つるから解き放たれた矢のごとく、『異端児ゼノス』は闇夜に躍り出た。

　場所は峡谷と言うべき細く深い一本道。黒煉瓦れんがの建物に見下ろされながら、一団は全速力で駆け抜ける。

　蜥蜴人リザードマンの強靭きょうじんな二脚が石畳を蹴立て、歌人鳥セイレーンの金の翼と石竜ガーゴイルの灰の翼が宙を羽ばたいた。


「て──敵襲ぅぅぅぅぅぅぅぅ!!」



　すぐさま上がるのは冒険者の絶叫だった。【ロキ・ファミリア】である。

　暗闇の奥から生まれた怪物の一団を察知した上級冒険者は、建物の屋上から信号器を捨て鐘を鳴らそうとする。だが『透明状態インビジビリティ』となった命ミコトがまさに忍のように壁を蹴り上がり、男の足首を摑んで引きずり下ろした。

　驚愕の声を上げる暇もないまま、振り上げられた一角獣ユニコーンの角が冒険者を跳ね上げ、錐揉きりもみした体が地面に激突する。──が、それも一人目までだった。

　別の見張りが迷宮街に響く鐘を打ち鳴らす。

「気付かれた！」

「構わない、前進だ！」

　カァン、カァン、カァン!!　と甲高かんだかい鐘の音、そして怒号に包まれる迷宮街を『異端児ゼノス』達は加速する。

　怪物の行列パレードが今、始まった。
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　時は前後する。

「──ラウル？」

　西の部隊の動きにいち早く気付いたのは、フィンであった。

　団員達が持ち場を離れ南へと移動している。信号器の燐光りんこうが動揺するように点滅する光景を、中央地帯の高所からフィンは捉えた。

「に、西の部隊が南へ展開中！　モンスターの大群が出現し、これを包囲するためにと！」

「そんな連絡、こっちに届いていないわ！　それに団長は指示を出していないでしょう、何で勝手に動いているの！」

「そ、それが……ラウルさんのもとに団長が直接来て、指示を出したと……」

「はぁ!?」

　伝令役の団員がフィンのことを何度も見やりながら説明すると、本陣はにわかにざわめく。

　その中でフィンはただ一人既視感を覚えた。

（そうだ、これは──【ヘスティア・ファミリア】と【アポロン・ファミリア】の戦争遊戯ウォーゲーム）

　城内にベル達を招き入れた小人族パルゥム──調略の類ではなかったとしたら──そして戦争終盤まで姿を現さなかった同族の少女──。

　断片ピースを高速に繫ぎ合わせたフィンは思わず呟いていた。

「そういうことだったか……」

「団長？」

　不思議そうな顔をする団員を脇目に、胸中である人物の顔を思い浮かべる。

　──あの娘こかな。

　自分もその勇気を認めた同族、【ヘスティア・ファミリア】の中で最も切れるであろう少女。魔道具マジックアイテム、いや『魔法』かと推測するフィンは彼女に一杯食わされてしまったことを悟った。

　ベル・クラネルに気を取られ過ぎていたことも。

「部隊を引き戻せ。陣形の穴を北のナルヴィ達に……いや駄目か、遅いな」

　移動した部隊の代わりを補塡ほてんしようと口を開きかけたフィンだったが、首を横に振る。

　遅きに失したと断ずる彼をあたかも肯定するように、直後──カァン、カァン、カァン!!　という甲高い鐘の音が響いた。音源は西から、モンスター発見の警報である。

　瞬く間にフィンの周囲は叫声に包まれた。

「だ、団長!?　モンスターの大群が西から突如出現、ラウルさん達がいなくなった穴を突いて『ダイダロス通り』の中央帯に！」

「わかっている、落ち着け。気付いているとは思うがティオネ達を呼び戻せ。残っている守備隊と前後から挟撃する」

　首領の姿勢は揺らがなかった。彼のその様子を見て落ち着きを取り戻す少女の団員達は、自らも武器を持って各々の行動に走る。

　フィンは冷静に指示を下す一方で、しかしやはり西か、と呟いて報告を促す。

「敵の進路は？　『人造迷宮クノッソス』のどこを目指している？」

「えっと……直進！　現れた西の地点から真まっ直すぐ東進しています！」

「──直進？　進路も『人造迷宮クノッソス』の西？」

　ここで初めてフィンは表情を崩した。

　戸惑いながら頷く団員を見つめ、視点を迷宮街の夜景に戻す。

（西に現れた以上、北西かあるいは南西に進路を転ずると思っていたが……）

【ロキ・ファミリア】が発見した『人造迷宮クノッソス』の出入り口は四つ。暴走状態の竜女ヴィーヴルが出現した北東の『扉』と、北西、南西、南東だ。地下通路内でこれらの最硬金属オリハルコン製の扉を発見したフィン達は死守すべく門番を今も配置している。

（まさか、僕達の知らない経路を知っている？）

　この数日間、『人造迷宮クノッソス』に繫がる地下通路の探索は徹底させた。だがもし自分達の見落とした『扉』があり、敵がその所在を知っていたとしたなら？

　そんなことが、と考えるフィンの脳裏に、とある記憶が蘇よみがえった。

（神イケロスは『ダイダロスの手記』の存在にも触れていた。『人造迷宮クノッソス』の設計図があると……敵はそれを持っている？）

　連行する際、自分は持っていない、と男神イケロスは言っていた。フィンもそれを信じた。

　しかし自分の目が欺かれていたとしたなら──。

「不味まずいな」

　呟くフィンは、自分の右手を、親指を見下ろした。

　フィンの鋭い『勘』は親指に直結している。危険を知らせるように、指が疼くのだ。

　虫の知らせを告げる親指は今も疼かない──。

（──知れず勘に頼り過ぎていたか）

　忸怩じくじたる思いを抱き、内省しつつ、フィンは素早く切り替えた。

　当初地下通路内に誘い込むことまで想定していた計画を覆し、今もモンスター達が進行しているであろう迷宮街の街並みを見据える。フィンは外界と時間が隔たるほど思考を加速させた。

「おーい、フィンー」

　そこへ、間延びした主神の声が響く。

「どこへ行っていたんだい、ロキ？」

「色々やー」

　慌ただしい本陣に現れたロキに、一瞥も送らず背中で尋ねた。

　朱髪の主神は後方からフィンに歩み寄る。

「んー、考え中か、フィン？」

「ああ、少し慢心していたみたいだ。今は放っておいてもらえると助かるんだけど」

　目を合わせず告げるフィンの横顔を、ロキはじっと見つめてくる。

　そして小さく、口の端を吊り上げた。

　小人族パルゥムの小さな両肩に左右の手を乗せ、その耳もとに唇を近付ける。

「フィン──見極めろ」

「──」

　自分の耳のみに届く神の囁ささやきに、フィンは思考を止める。

　それは少年ベル？　──それとも怪物モンスター？

　視線だけずらして横を見ると、ロキは眼をうっすらと開き、笑っていた。

「誰のもんでもない、自分の目でな」

「……」

「その後の判断は、自分に任せるわ。うちはもう口出しせーん」

　ロキはぱっとフィンから離れた。いつもの調子に戻り、へらへらと笑う。

　見つめる小人族パルゥムの碧眼へきがんに手を振り、気紛れな黄昏たそがれのように去っていった。

「……」

　喧騒が絶えることのない高所で、フィンは息を吐く。

　だがすぐに顔付きを首領のものに変え、闇に満ちる『ダイダロス通り』を見据え直す。

　今すべきことを為すように、団員の一人を呼び止めた。

「ラウルをここに呼び出せ。至急だ」

















　ヒタチ・千草チグサは戸惑っていた。

「お願いだから助けてくれよ！　ルゥが、ルゥが教会に行っちゃったんだ！」

　それはカシマ・桜花オウカも同様だった。

『ダイダロス通り』北西の外縁部付近。都市の大通り、東のメインストリートがすぐ先にあるこの場所には多くの迷宮街の住民が集まっていた。先日から始まっているギルドの避難指示によるものである。そんな中、【タケミカヅチ・ファミリア】の面々は子供達に囲まれていた。

「あいつ、みんなに内緒で猫を飼ってたらしくて、迎えに行くって言ってここ出ていっちゃって、それで、それで……！」

「今はモンスターがいるのに……！」

「大丈夫だから、落ち着いて……ね？」

　もともと千草チグサ達【タケミカヅチ・ファミリア】は主神の願いでベル達に力を貸すために『ダイダロス通り』に赴いていたのだが、避難民が多過ぎるというギルド職員に救援を求められ、断ることができなかったのである。

　周囲では【ガネーシャ・ファミリア】や他ほかの冒険者が警戒し、ギルドの職員が必死に東のメインストリートへ誘導している。モンスターの遠吠とおぼえを契機にここより南は戦場と化しており、東の大通りに向けて北上するしか避難の道はない。複数ある北側の出口は多くの人々でごった返し、今や大渋滞の様相を呈していた。住民達はみなモンスターを恐れている。

　千草チグサの前にいるライというヒューマンの少年、フィナという犬人シアンスロープの少女も同じだった。

「私からもお願いします、どうか、どうかあの子を……！」

「頼む……顔を上げてくれ。大人のあんたにまで泣かれても、困るだけだ」

　黒髪で瘦せ気味の年配女性マリア・マーテルに懇願され、弱り果てる桜花オウカは不器用な言葉しか返せない。【ガネーシャ・ファミリア】はもとより他の冒険者も多くが避難民の護衛で動けない状況だ、藁わらにも縋すがる思いなのだろう。ましてや、子供一人の捜索など。

「わかった、俺おれ達が探しに行ってくる。道を教えて……いや聞いても無理か。土地勘がない迷宮街ここじゃあ」

「私に同伴させてください！　教会まで案内します！」

「俺も行く！」「私も！」

　マリアに続いて名乗り出るライとフィナに、千草チグサも桜花オウカも驚いた。「ライ！」と叫ぶマリアの制止を振り切り、少年達は危険だと言おうとしていた桜花オウカに縋り付く。

「俺達、血の繫つながりなんてないけどっ……みんな家族なんだよ！」

　その言葉を聞いて、桜花オウカは全すべてを察し、皺しわを寄せた眉間みけんに葛藤を滲にじませた。

「孤児、か。……くそ、弱いな」

　桜花オウカも千草チグサも孤児だ。【ヘスティア・ファミリア】に移籍した命ミコトも。様々な理由で身寄りをなくした彼女達は、タケミカヅチを含め、善良な神々が営む社で育ててもらったのだ。

　ライ達と自分達の境遇を重ね合わせているのだろう、桜花オウカは太い首筋に片手を当てた後、千草チグサに詫びた。

「千草チグサ……すまん。同行を許してやってくれ」

　それを聞いて、千草チグサは顔を綻ばせ、顔を横に振った。

　千草チグサは不器用で優しい桜花オウカが好きだった。

　いつもは前髪に隠れている右眼を見せ、微笑ほほえむと、桜花オウカは苦笑を返す。

「よし、案内してくれ」

「こっち！」

　仲間の団員達をこの場に残し、千草チグサと桜花オウカはマリアと子供達とともに出発した。




　カサンドラ・イリオンは運んでいた。


「う～～～っ、重いぃぃ……！」



　静寂に包まれる迷宮街の中で、両手にあまるほどの木箱を抱え、ふらふらと歩いていた。

　場所は迷宮街北東。彼女にとって幸いというべきか、周囲一帯はモンスターも冒険者もおらず、不気味な薄闇うすやみだけが存在する。人の体を模した【ミアハ・ファミリア】の徽章エンブレムが、腰に無理矢理差し込んだ杖ロッドの上で光沢を帯びていた。

　長い髪を揺らし、気弱そうな垂れ目を一層びくびくさせながらカサンドラがたった一人、迷路然としている路地裏を進んでいると──ガタガタッ、と抱えている木箱が震えた。

「う、動いちゃダメッ」

　カサンドラは慌あわてて木箱へ囁ささやいた。

　すぐさま周囲を見回す彼女は人影がないことを確認して、ほっと胸を撫なで下ろす。

「──いた、カサンドラ！　あんたコソコソ一人で何やってんのよ！」

「ひゃあ!?」

　が、背後より仲間のダフネ・ラウロスが彼女を追って現れた。

　仰天したカサンドラは箱を石畳に落としてしまう。

　直後、箱の中より『キュ!?』という高い鳴き声が漏もれた。

「……」

「……」

　ダフネは固まっていた。

　カサンドラは青ざめていた。

　今もガタゴトと揺れている木箱を穴が開くほど見つめていたダフネは、震える唇を開く。

「カサンドラ……あんた、まさか」

「ダ、ダフネちゃんっ、違うの！　待ってっ、お願いだから待って！」

　両腕を広げるカサンドラを押しのけ、ダフネが木箱を開けると、中にいたのは。

『キュウ……』


『グゥゥ……』



　涙目になってぶつけた額を前肢で押さえる一角兎アルミラージと、黒犬ヘルハウンドであった。

「は──はぁああああああああああああああああああああああああああ!?」

「ダ、ダフネちゃん！　声っ、声こえ大きい!?」

　ダフネの絶叫に二匹のモンスターは飛び上がり、カサンドラは慌てふためく。

　短髪の少女はその吊り目を見開いた怒りと混乱の形相で、仲間の少女に詰め寄る。

「カサンドラッ、あんたっ、バカッ、何やってるのよ!?　賞金首モンスターを匿ってたの!?」

「違うの～!?　これは、そのっ……『予知夢ゆめ』を見ちゃったから～!!」

　数日前、カサンドラは漆黒の波に呑のみ込まれる夢を見た。それは非常に怖い夢で、死にかける彼女は以前入手していた兎うさぎのお守りを咄嗟とっさに取り出し、漆黒の波から難を逃れる、といういつも通り奇想天外な内容だった。

　この手の『予知夢』が非常によろしくないことを、生を受けて十八年の経験則から少女は知っていた。おっかなびっくり夢のお告げを信じ、寂れた路地に行ったのが五日前──そうあの日だった、あんなことがあったのだから行かなければ良かったのに──お守りが落ちているという場所まで赴くと……白いモコモコがいた。黒いフサフサもあった。

　それは血に濡ぬれて力つきていた。二匹揃そろって両腕を投げ出した格好で伏臥ふくがし、気絶していた。『予知夢』に出た兎のお守りとは、『アルミラージ』＋『ヘルハウンド』であった。

　くらぁ、と天を仰ぎ卒倒しかけたカサンドラだったが──破滅の予言が彼女を強迫観念に駆り立てた。青ざめる顔と震える手足で二匹のモンスターを適当な箱の中に隠し、何と彼女はその日のうちに本拠ホームの自室へと連れ帰ったのである。ミアハやナァーザ、ダフネ、他の冒険者に見つからなかったのは奇跡であった。

　カサンドラは『異端児ゼノス』もとい怪物モンスターを匿っていたわけではない。むしろ逆で、今も怯おびえているほどである。しかし彼女は約束のその日まで『兎のお守り』を確保し続ける必要があった。ので、飢え死にさせないために適当にジャガ丸くんを差し上げるのも仕方のないことだった。決して白い兎モンスターにキュウキュウ泣かれたり黒い犬モンスターにもクゥンクゥン泣かれたせいではない。ちなみに好評であった。以後彼女達（？）の餌えさは芋となった。「私、調教師テイマーの素質あるのかな……」とカサンドラは震えながら思った。

　詰まるところ、『異端児ゼノス』の事情を話せなかった主神ミアハと申告することを恐れた眷族カサンドラ、見事にすれ違いを起こしていたのである。

「また夢とか馬鹿ばかなこと言って!!　もういい加減にしなさいよ！　どいて!!」

　が、そんなこと知ったこっちゃないのはダフネである。

　こんなことが明るみになれば少年ベルの二の舞である。【ファミリア】のためにも、何よりこの少女自身のためにも、ダフネは腰から指揮棒タクトに似た短剣を引き抜いた。

『キュ!?』

「だ、駄目っ、ダフネちゃん!?」

「離しなさい、カサンドラ！」

　悲鳴を上げる一角兎アルミラージ、背後から抱き着くカサンドラ、彼女を振り解こうとするダフネ。

　モンスターは即刻始末するべきであると、短剣の輝きが声高に主張していると──。

　ドンッッ、と。


「────」



『何か』が石畳を踏み砕く音と同時、巨大な影がダフネとカサンドラを覆った。

　凍こおりつく少女達が振り向くと、そこには夜の闇を背負う漆黒の巨軀が立っていた。

　体皮に滴る返り血とも知れない夥おびただしい紅血。

　隻腕が提げる巨大な両刃斧ラビュリス。

　恐ろしい対の眼まなこに射竦すくめられる二人に、両刃斧ラビュリスが断頭台のごとく振り上げられる。

　ダフネの顔が色という色を失い、カサンドラの顔が恐怖に罅ひび割れる。上級冒険者である少女達は彼我の力の差をはっきりと認知し、一瞬後には自分達が肉塊になることを確信した。

　彼女達が死を覚悟した、次の瞬間。

『キュー！』

　箱から飛び出した一角兎アルミラージと黒犬ヘルハウンドが、双方の間に割って入った。

　何度も鳴いてぴょんぴょん跳ねる同胞モンスターに、沈黙していた漆黒の怪物は……ゆっくりと両刃斧ラビュリスを下ろす。ソレは彫像と化している少女達の真横を通り過ぎ、闇の奥へと消えていった。

　一角兎アルミラージはカサンドラを見上げ『キュ！』と一鳴きすると、黒犬ヘルハウンドに跨またがってその後を追う。

「……」

「……」

　嵐あらしが過ぎ去ったかのような静けさが少女達に訪れる。

　へなへなと崩れ落ちるカサンドラは、ダフネの腰にしがみ付く格好となった。

　ダフネはかろうじて踏みとどまっていたが、その膝ひざは笑っている。

　ぎこちなく目を合わせるダフネに、カサンドラは引きつった笑みを向けた。


「ほ、ほらねっ？　たたたたたた助かったっ……！」




「っっ──もとはと言えば、あんたがあんなの拾ってくるからでしょーがッ!!」



「いたぁーい!?」

　振り下ろされたダフネの拳こぶしに、カサンドラは頭を押さえ泣き叫ぶのだった。




　獣人の少女は青ざめていた。

「おい、治療師ヒーラー呼んでこい！　回復薬ポーションでもいい、ありったけだ！」

「ひ、ひでえ………」

「何人やられてんだオイ!?」

　正確には、獣人に変身したリリは顔面蒼白となっていた。

　冒険者達の阿鼻叫喚あびきょうかんの悲鳴に、迷路然とした通路が赤一色に染まったその光景に。

　獣の耳を震わせる彼女の視線の先では、大量の冒険者がまさに死屍しし累々るいるいと言った風に倒れていた。

（はぐれている『異端児ゼノス』の誰だれかがやった？　それとも全員で？　それにしても、これは……）

　リリとベルは離れ離れとなった『異端児ゼノス』と合流し、可能ならばフェルズ達と落ち合う予定になっていた。それがかなわない場合、最後の手段として『異端児ゼノス』の一匹が持っているという二つ目の『鍵かぎ』をもって別ルートを独自に目指す手筈てはずであった。

　現在地は迷宮街東区、壁にかけられた看板には『二七七番街』という共通語コイネー。

　開戦直前の『呼びかけ』で、はぐれた『異端児ゼノス』達にはこの『二七七番街』で待ち合わせることを伝えてある。間諜スパイを終えたリリは、こっそりとここまで足を運んだのだが……。

（恐らく、この場所を冒険者に見つかってしまい……全て返り討ちにした。見受けられるだけでも相当の数の徒党を組んでいたようですし、仕方なく、ということなのでしょうが……）

　上へ下へ階段が伸び、左右の横道がいくつも伸びた迷宮のごとき路地裏。その路上が、壁が、大量の鮮血に塗りたくられた赤き道へと変貌している。割れた壁際で腰を落とし血をぶちまけたアマゾネスはぐったりと首を折っており、自慢の鎚ハンマーと鎧よろいを破砕されたドワーフは無様に空を仰いでいた。上級下級問わず、血の厄災が冒険者達に降りかかっている。

「うっ……!?」

　深い裂傷に、折れ曲がった手足、肉から突き出している骨、その惨むごい絵は長いサポーター経験のあるリリが見てきた中でも、血の気が引くほど惨憺さんたんたる光景であった。果たして彼等は本当に生きているのだろうか？　咄嗟に口もとを押さえたリリには、今も喚わめき叫んでいる冒険者達の輪に交ざって確かめる勇気がない。

（【ロキ・ファミリア】も倒れている……フィン様が潜伏箇所に当たりをつけて斥候を出したんでしょうか？　こんな騒ぎじゃあ、『異端児ゼノス』達はもう戻ってこないでしょうね……）

　気を失っている冒険者達の中から道化師のエンブレムを少数見つけ、息を呑む。

　石畳や建物の壁を粉砕してのけている戦いの傷跡は、これをやってのけた怪物を喚起かんきさせるほどのものだ。リリの脳裏に浮かぶのは……強烈な咆哮ハウルを浴びせられたあの漆黒の猛牛。

　こんなことができる怪物に、果たして助けはいるのだろうか。

『異端児ゼノス』の足跡を辿たどれるものはないか路地裏を調べ始めるリリは、冒険者達に息があることがわかる度に酷ひどく安堵あんどしながら、猛烈に不安になっていった。
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　殴るか、蹴って、叩たたきつける。

　それで終わりだった。

「う、うわぁああああああああああ!?」

　武器を放り出して逃げ出す狩人かりゅうども、すぐに追いついて蹴りつければ、仲間と思おぼしき狩人達と同じように血を吐いて倒れた。

　これは闘争と呼べるものではない。狩りとすらも呼べない。

　余計に募る『餓うえ』に苛さいなまれながら、彼は同胞達のもとに戻った。狩人達に襲われていたところを彼が助け出した、はぐれもの達だった。

　兎の同胞は跳ねて喜ぶ。頼もしいと。

　翼を持つ同胞は痛ましそうに呟つぶやく。やり過ぎかもしれないと。

　彼の『餓え』を見た反応は同胞の中でも二つに分かれた。一方は称たたえて、一方は恐れて。

　彼は自分が同胞達の中でも『異端』であることを自覚していた。

　彼の『夢』と同胞達の『夢』は根本的に異なる。同胞達は地上ここや地上ここの住人にそれぞれの思いを寄せている。だが彼にはない。彼は闘争にしか意味を見出せない。

　ここで別れるべきだ。彼は思った。

　地上ここでは自分の『夢』が同胞達の『夢』を壊しかねないと、そう理解してしまった。

　彼は同胞達に『鍵』を渡す。眼球が埋め込まれている『鍵』。彼が今日まで預かっていた代物。自分に必要ない旨を告げると、赤帽を被かぶった同胞が尋ねてきた。

「貴方あなたは、これからどうするんですか？」

　彼は意志を告げる。

　戦うと。道を切り開くと。

　そして。

　地上ここに、求めている『夢』があるような気がしているのだと。

「……わかりました。ご武運を」

　彼は別れを惜しむ同胞達に背を向けた。

　これが永別になるやもしれない。

　そんな予感もあったが、構わなかった。地上ここで『夢』に巡り合えるのなら。

　大き過ぎる図体と気配を闇に紛れさせながら、彼は求めの旅を続ける。




　再会を──再戦を。

















「……」

　ティオナは、廃墟の中に隠されていた冒険者の体を見つけ出した。

　落命、してはいない。気を失っているだけだ。

　耳から血を流すヒューマンを見て腰をまさぐっていた彼女は、「あ、回復薬ポーション持ってきてないや」と道具アイテムを忘れていたことに気付く。

「ティオナ、早く来なさい！」

　姉の呼びかけに、ティオナは仕方なしにその場を後にする。隧道状ずいどうじょうの通路が貫通している構造物を手を用いずに上ると、天辺には彼女とともに斥候兼遊撃を命じられているティオネがいた。血を分けたアマゾネスは苛立いらだたしそうに、何も履いていない素足を踏み鳴らしている。

「あ～っ、もう！　団長の指示通り動いてるのにモンスターが見つからないわ！　『ダイダロス通り』って本当に面倒臭くさいんだから！　曲がりくねってたり行き止まりだったりっ！」

　更に言えば、上に上がったり、下に下がったり。

　ティオナ達がいる迷宮街西区は、『ダイダロス通り』の中でもだまし絵のごとき錯視感をもたらすほど複雑な造りとなっている。思うように進めず、苛立つのも無理はない。

「フィンの命令より相手の動きの方が早いのかもね」

「団長が後手に回ってるって言うの!?　ブッ飛ばすわよ！」

「ティオネも面倒くさいなー、もう」

　愛しの団長のために吠ほえかかってくる姉に、げんなりした表情を作るティオナ。

　彼女は、おもむろに呟つぶやく。

「でも、うん、フィンの指示やっぱり当たってるよ。この近くに怪物モンスター、いたと思う」

「……あんた、何か見つけたの？」

　ティオネの問いに対し、視線を遠方に飛ばしていたティオナは黙った後、唇を動かす。

「ねぇ、ティオネ。あたし達の追ってるモンスターってさ……」

　彼女の言葉が最後まで続くことはなかった。

　静寂を破るように、カァン、カァン、カァン!!　という鐘の音が鳴り響いたのである。

「モンスター発見の合図……！　行くわよ、ティオナ！」

「……うん！」

　先に駆け出す姉の背を見て、ティオナは意識を切り替えるように得物である大双刃を担ぎ、その後を追った。
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　一本の通りを列となって『異端児ゼノス』は怒涛どとうの勢いで進んでいた。

　場所は迷宮街西、中央寄り。抜け道を経由して【ロキ・ファミリア】の陣形の目の前に現れる格好となったモンスター達は、『人造迷宮クノッソス』に通じる地下通路に向けて疾駆する。

「リリっちのおかげで全然冒険者がいねえ！」

「油断するな、来るぞ！」

　集団の先頭を行くリドに中衛位置のフェルズから警告が飛ぶ。その言葉違たがわず、陣形の穴を埋めようと【ロキ・ファミリア】の団員が中央、北西、南西、三方向より急行した。

「矢、構え！」

　進撃をしてくるモンスターの群れに向かって、【ロキ・ファミリア】の団員達は小隊長達の号令とともに弦つるを引き絞る。『異端児ゼノス』が走る直線通路正面、左右頭上、三箇所から矢の雨を降らせようとした。

　しかし。

「!?」

「冷たっ──ああああああ!?」

　矢を番つがえた獣人、エルフ達の半身が凍結する。

　少女の団員達を襲ったのは予期せぬ角度──虚空より放たれた猛烈な吹雪であった。弓の装備ごと腕、肩、顔半分を氷の鎧よろいに覆われた亜人デミ・ヒューマン達はあまりの冷寒に悲鳴を上げる。

「悪いな……！」

「不意打ち御免！」

　魔道具ヴェールの下で呟くのは、彼女達を攻撃したヴェルフと命ミコトである。透明化している彼等の手が握るのは鞘さやから抜き放たれた蒼あお色の短剣、『魔剣』だ。

『魔剣』と『リバース・ヴェール』の複合コンボ。『異端児ゼノス』と一定の距離を置いて並走するヴェルフ達は、大きな音を立てて進撃する怪物モンスターに注意を集中させた上で完璧かんぺきな奇襲を行ったのだ。『透明状態インビジビリティ』を活かした死角からの砲撃に【ロキ・ファミリア】の上級冒険者といえどなす術すべはない。近距離から放たれた時点で広範囲に及ぶ吹雪は回避できず、防御に走ったとしても蒼の寒波は冒険者達を氷の中に閉じ込める。

　魔剣『氷燕ひえん』。

　この日のために不眠不休でヴェルフが鍛え上げた二振りの氷剣ひょうけん。削り出された氷の結晶を連想させる剣身は、その美しい姿に反してあらゆるものを凍いてつかせる残酷な氷結波を放つ。ヴェルフと命ミコトは互いに一振りずつこの『氷燕ひえん』を装備していた。

　炎や雷では冒険者達を傷付ける。だが氷ならば苦痛を強いるも、撃破することなく無効化できる。

「氷これなら街も破壊せずに済むだろう！」

『魔剣』に対する思いから得意気になり切れない中途半端はんぱな笑みをヴェルフは浮かべる。

　彼かの『クロッゾの魔剣』と元賢者の魔道具マジックアイテムの連携は極悪であった。モンスターに与くみする彼等ヘスティア・ファミリアの参戦を教えることなく、不意の一撃が対象を行動不能に陥おとしいれる。

　弓を引くことはもとより地と足まで氷漬けにされた屋上の冒険者達は身動きが取れない。遥はるか先の頭上で出現した氷物オブジェに、通路正面に陣取っていた団員が啞然あぜんとする中、建物から飛び降りたヴェルフと命ミコトは再び砲撃を放った。

「ぐああああああああああ!?」

　空中より放出された吹雪を浴びて絶叫する進路上の冒険者達に、『異端児ゼノス』達は正面から突撃した。

『グオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　先頭を走る蜥蜴人リザードマン、一角獣ユニコーンの体当たりに続いて、怪物の行列パレードが凍えて動きが鈍っている冒険者達を豪快に蹴け散らす。宙を飛ぶ獣人、横手の壁に突き飛ばされるヒューマン、舞い散る武器や防具の欠片かけら。突破に成功した『異端児ゼノス』達はモンスターの喊声かんせいを上げる。

「春姫ハルヒメ殿！　進路の指示を！」

『もうしばらく進んだ先、右手から伸びる道がございます！』

　己の『眼晶オクルス』に叫ぶ命ミコトに、春姫ハルヒメが指示する。

　ヴェルフに建物の上からくる追手の警戒を任せ、命ミコトは他ほかの通路からやって来る冒険者達の迎撃に向かった。ヘスティアと春姫ハルヒメの支援サポートを頼りに迷うことなく道を先回りし、予想通り駆けつけてくる【ロキ・ファミリア】に冷波を見舞った。先を急いでいた冒険者達は、頭上の壁に張り付き待ち伏せしていた彼女の『魔剣』の餌食えじきとなる。強制凍結される彼等は悲鳴を上げ、停止を余儀なくされた。

　散発的にやって来る敵集団ロキ・ファミリアを、不可視のヴェルフと命ミコトがことごとく食い止める。


「うおおおおっ、ヴェルフ君っ、命ミコト君っ、頑張ってくれぇ……！」



　拳こぶしを作るヘスティアの視線の下、『魔法の地図』の上では、迷宮街中央帯に真まっ直すぐ東進する『異端児ゼノス』達の周りをヴェルフと命ミコトの表記が盛んに動き回っている。敵勢力を近付けさせまいと奮戦する眷族達に、女神は応援エールを送った。

「──見っけ」

　だが、女神の祈りはあえなく潰ついえる。

「──!!　グッ!?」

「グロス！」

　後方より飛来した一閃──高速の投げナイフを感知し、殿しんがりを務める石竜ガーゴイルのグロスが身を翻ひるがえす。後衛の同胞を庇かばった彼の石の翼は、まるで大槌ハンマーに殴られたかのような衝撃に襲われ罅ひび割れた。

　飛行しながら声を上げる歌人鳥セイレーンのレイが振り返れば──彼女の瞳ひとみに映るのは、黒髪をなびかせる二人のアマゾネスだった。

「いたわね！」

「追いついたー！」

　グロスとレイの双眸そうぼうが同時に揺れる。

　忘れるわけがない。

　他ならぬこの迷宮街で『異端児ゼノス』を蹂躙じゅうりんした、最強の第一級冒険者達。

『──オオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　直ただちにグロスは叫喚きょうかんを上げた。その警告に前衛のリドや中衛のフェルズは脅威が迫っていることを知り、ヴェルフと命ミコトもまた瞬時に背後を振り向く。

「ヒリュテ姉妹！」

「来やがったな……！　やるぞ！」

「はい！」

　凄すさまじい速度で後方より追い上げてくるティオナとティオネを捉とらえ、ヴェルフと命ミコトは彼女達の迎撃を優先させた。前衛から中衛、後衛位置まで下がり『氷燕ひえん』を構える。

　通路の左右、構造物の上方で『異端児ゼノス』と並走しながら、ほぼ同時に短剣を相手目がけて振り抜いた。

　これまで通り意識の死角を突いたと確信するヴェルフと命ミコトだったが──躱される。

「!?」

　虚空から吹雪が出現した瞬間、驚異的な反射速度で難なく回避したアマゾネス姉妹に、ヴェルフ達は声も上げられず驚倒した。

「何よ、氷鳥アイスバードでもいるわけ？」

「にしてはちょっと、威力強過ぎじゃなーい？」

　長い黒髪をかき上げるティオネに対し、走りながら振り返るティオナが背後に出来上がった巨大な氷物オブジェを一瞥いちべつする。視線を前に戻すアマゾネスの少女は、姉に向けて声を投げた。

「ねぇティオネ。これ、いるよね？」

「ええ。擬態してるのか姿を消しているのか知らないけど……二匹、いるわ」

　姉妹は顔を上げ、前方上方、その眼差まなざしで二点を射抜いた。

　ぞっとするのは、『透明状態インビジビリティ』にもかかわらず正確に見据えられたヴェルフと命ミコトである。

　それとともに接近されたが最後、透明でいようが吹雪を放とうが、一撃のもとに粉砕されると彼等は確信する。

　褐色の悪魔、双子の女戦士。

　Ｌｖ．６の第一級冒険者が迫りくるその光景はまさに恐怖であった。

　姉妹の眼光にかつてない戦慄せんりつを覚えながら、それでもヴェルフ達は身を奮わせる。

「ヘスティア様、この先に利用できそうな地形は!?」

『え、ええっとっ──駄目だヴェルフ君、何もない！　分かれ道も障害物も！　通りはどんどん広がっていく一方だし、あるのは下り坂くらいしか……』

　被かぶっている透明衣ヴェールも飛ばされかねない風圧に声をかき消されながら問うと、眼晶オクルスから返ってくるのは悲鳴のような返答だった。姿の見えない命ミコトからも焦燥が伝わってくる中、ヴェルフははっとして顔を上げる。

「下り坂……！」

　ヴェルフが見渡すのは直線通路の遥か先に存在する、窪地くぼちに続くかのような勾配だった。

　鍛冶師スミスの青年は、もう一度手が握る青水晶に話しかける。

「ヘスティア様、俺おれの声を二人に届けてください」

　二人が誰だれを指しているのかヘスティアはすぐに悟った。慌あわてふためく春姫ハルヒメと協力し、命ミコトの水晶とフェルズの水晶、そしてヴェルフの水晶を寄せ集め、声を行き届かせる。

　ヴェルフの『賭かけ』を聞いた二人は、間もなくそれに乗った。

『やるしかない。君の魔剣に賭ける、ヴェルフ・クロッゾ。──リド、全力で走れ！』

『自分もやってみせます、ヴェルフ殿！』

「頼んだぞ！」

　これを機に、『異端児ゼノス』達は力を振り絞って一斉に速度を上げた。

　追ってくる姉妹をヴェルフと命ミコトはもはや直接狙ねらわず、通路を凍こおらせることで足止めを図った。行く手を阻む氷の障壁と氷柱の剣山を量産する。しかし、ティオナとティオネは呼吸一つの間にそれらを粉砕した。見舞われる大双刃、振るわれる湾短刀ククリナイフ、あるいは素足の蹴打。砕けた細氷を纏まといながら獰猛どうもうに追ってくる尋常ならざる女戦士に、命ミコトは顔を引きつらせる。

『走れ、走れ！』

　ヴェルフ達が時間を稼いでいるうちに、モンスターにしか意味がわからない蜥蜴人リザードマンの度重なる雄叫おたけびが同胞を急き立てる。ウィーネは息を切らしながら走り、鈍足の大型級トロールもいっそ滑稽なまでに両腕を振った。もはやヴェルフと命ミコトが対処し切れない【ロキ・ファミリア】の他団員はリドとフェルズが相手取る。前進を阻もうとしてくる彼等を長直剣ロングソードと曲刀シミターが薙なぎ払い、漆黒の手袋グローブから発射される無色の衝撃波が寄せ付けない。

　宙を飛ぶレイは最後尾のグロスの位置まで下がり、ウィーネ達はもとよりヴェルフや命ミコトを庇った。彼女達を狙うティオネの投げナイフを、羽根の弾丸バレットを乱れ撃ちして何とか撃ち落としていく。こぼれた白刃は何度も彼女の身を傷付けた。

　怪物の行列パレードが暴走するかのように激しさを増す中、やがてヘスティアの予告通り、細かった通りは徐々に広がっていき、幅八Ｍメドルを超えようかという大通りと化す。

「じれったいわね……！　ティオナ、あんたもなんか投げなさい！」

「んー、大双刃ウルガしかないんだけ、どッ！」

　距離が詰めきれず舌打ちするティオネの横で、ティオナが大双刃を投擲とうてきする。

　防御不可能の大質量の金属塊。ヴェルフ、命ミコト、グロスがあらん限りに目を開き、レイが金切り声を上げて『避けて!!』と同胞に緊急回避を呼びかけた。

　振り向く暇も惜しんだウィーネ達が地を蹴った直後、大双刃は着弾する。


『～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?』



　石板をめくり上げるほどの威力に『異端児ゼノス』達は吹き飛んだ。間一髪直撃を避けた彼等が転がり落ちるのは、黒煉瓦れんがの勾配。

　ヘスティアが言っていた下り坂である。

「ティオナ、ここで仕留め──」

　地から大双刃を引き抜いた妹とともに下り坂に足を踏み入れたその時、ティオネの言葉は途切れた。先程から砲撃を敢行していた見えざる者の気配が、坂の終点、通りの中央で動きを止めたからである。

　──止まった！

　──迎え撃つ気！

　ティオナとティオネは敵が自分達と正対し、構えていることがわかった。

　本日一番の砲撃が来る。瞬時に悟ったティオネ達は、視界の奥で体勢を立て直すモンスターが逃走を続けるのを捉えつつ、逡巡しゅんじゅんすることなく即断した。

「私が盾になる。ティオナ、仕留めなさい」

「わかったー！」

　大通りからの退避を選ばず、姉妹は突撃を選択した。

　縦に並んだティオネの影にティオナが隠れる。姉が砲撃を凌しのぎ、妹が敵を潰つぶす。狙いは明白だ。捨て身も厭いとわない女戦士の突貫に──待ち構える命ミコトは魔道具ヴェールの下で一筋の汗を流す。

　しかし、彼女の心は波紋一つ立たない水面のように澄み、静かであった。

　ここを抜かれればもう後はない。

　追いつかれた『異端児ゼノス』達は瞬く間に駆逐される──そんなことはさせない。

　姿を消しながらも、迫りくる第一級冒険者達と確かに視線を重ねた極東の少女は、『魔剣』の柄つかに手を添える。

「っっ！」

　斜め前方からヴェルフが放つ最後の援護射撃も意に介さず、ティオネとティオナは下り坂の途中で勢いよく踏み切った。

　──凍らされようが燃やされようが、あの威力ならば耐えられる。

　ティオナもティオネも確信していた。体がいくら傷付こうが必ず敵に食らいつくと。

　そして、宙を貫いて見えざる存在に急迫し、接敵する間際まぎわ。

　姉妹の耳に──キンッ、という金属の音が届いた。


「────」



　ティオナとティオネが聞いたのは、氷の結晶が生まれる音でもなければ、荒ぶる火炎の燃焼音でもない。

　それは輝く刀身が鞘を走る音──そして鯉口こいぐちを切る音。

　低く身構えられた命ミコトの腰に差さっている刀は二振り。一振りは第三等級武装《虎鉄こてつ》、そしてもう一振りは──刀型の魔剣。

　瞠目どうもくする第一級冒険者達を見据えながら、命ミコトは眦まなじりを決し、満を持して抜刀する。

　それを見守るヴェルフは、笑みを浮かべ、言った。




「いけ、『風武ふうぶ』」





「────ッッ!!」



　無言の気魄きはくから放たれた居合斬りが翡翠ひすい色に輝く刀を解き放つ。

　ティオネ達の目前で振るわれた刀身より生み出されたのは、凄まじい颶風ぐふうであった。

「んなっ──」

「うっそー!?」

　眼前より放たれた甚だしい突風に、ティオネとティオナは文字通り飛んだ。

　端はなから防御など関係ない『風の砲撃』。宙に浮いていた双子に耐えることなど許さず、その身を遥か後方、そして遥か上空にまで吹き飛ばす。

　髪を盛大に巻き上げられながらティオナとティオネは戦域外に姿を消した。

「やった……っとと!?」

「急げ、倒しちゃいない！　またすぐ追いかけてくるぞ！」

　凄まじい風の反動で飛びかける《リバース・ヴェール》を命ミコトは慌てて押さえ、ヴェルフは歓声を上げる『異端児ゼノス』に声を張る。

『氷燕ひえん』と同じく『風武ふうぶ』は殺傷能力を抑えられた『魔剣』だ、斬撃カマイタチも発生しない純粋な強風の砲撃は使い方さえ間違えなければ敵を傷付けもしないし殺あやめもしない。無傷のティオネ達は地面に着地した瞬間、怒り狂って再び追ってくるだろう。

「第一級冒険者を……！」

　ヴェルフに促されながらも、『異端児ゼノス』達の中でフェルズもまた歓呼してしまう。

『魔剣』と魔道具マジックアイテムを駆使したとはいえ、第一級冒険者を退けたその手腕を素直に称賛した。

（しかし、これで……！）

　進行を再開させながらフェルズは手応てごたえを得る。

【大切断アマゾン】と【怒蛇ヨルムガンド】の追撃を躱かわされたことは相手にとって誤算の筈はずだ。迷宮街全域、更に『人造迷宮クノッソス』の『扉』に守備隊を配置している【ロキ・ファミリア】にすぐ動かせる手札はないだろう。ベルに付く【剣姫けんき】、指揮に徹するフィンは言わずもがなである。

　もはや『人造迷宮クノッソス』に通ずる地下通路は近い。

　このまま行けば、とフェルズが勝利を信じようとした──その時。

「──」

　黒衣の魔術師メイジは、上空に一つの影を見た。
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　時は遡さかのぼる。

「すいません、団長！」

【ロキ・ファミリア】本陣で、ラウル・ノールドは勢いよく頭を下げた。

　彼に背を向けたフィンは、戦場となっている西域を眺めていた。

「じ、自分のせいで陣形が……！　団長の偽物はすごいそっくりで、というか双子みたいに瓜二うりふたつで、それで自分まったく見抜けなくて……！　あぁもう、本当にすいません！」

「過ぎたことはしょうがない。今は責める時間も惜しい。僕の質問に答えてくれ、ラウル」

　震えながら青ざめているラウルに、フィンは淡々と尋ねた。

「僕の偽物は君に何か聞いてきたか？」

「えっ？」

　質問の内容にうろたえながら、ラウルは記憶を掘り返す。

「えっと……南にモンスターが出現したから、部隊を動かすようにって言って……確かその後、『人造迷宮クノッソス』の守備配置を聞いてきたっす」

「そうか……よくやったラウル、これで確信が持てた」

「へっ？」と固まるラウルを他所よそに、フィンは独白のように言葉を連ねた。

「相手は僕に変装してまでこちらの『人造迷宮クノッソス』の守備配置を探ってきた……信じたくはないが、決まりだ。敵は『ダイダロスの手記』を持っている」

　守られている箇所さえわかれば、あとは『人造迷宮クノッソスの設計図』に従って【ロキ・ファミリア】と鉢合わせせずに済む出入り口を目指せばいい。

「地下で『扉』を守っていても、無意味だ。ラウル、守備隊の半分は既に引き払って地上に待機させている。伝令を持っていけ」

「は、はい！」

　戦場を真っ直ぐ見つめながら、フィンは告げた。

「ガレスを出撃させろ」
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　そして、時は現在に戻る。


「──────」



　フェルズが視認した上空の影は、手に持った得物を天に掲げていた。

　高々と振り上げられた大戦斧だいせんぷ。

　雨上がりの冷え冷えとした夜気に外套マントをはためかせる、ドワーフの大戦士。

　眦を裂いて急降下してくる老兵の姿に──フェルズはなり振り構わず叫んだ。

「避けろぉ!!」

　次の瞬間。




「ぬぅうんッ!!」




　振り下ろされた大戦斧が、黒煉瓦の大通りを割った。

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!?」

「うあぁッ!?」

　大跳躍を経て隕石のごとく降下したガレスの一撃は隊列の中央に炸裂さくれつした。

　フェルズが咄嗟とっさに放った衝撃波によって殴り飛ばされた『異端児ゼノス』は攻撃こそ浴びなかったものの、地をも砕く衝撃に例外なく吹き飛ばされた。ヴェルフも、命ミコトも、ウィーネも。怪物の絶叫と凄まじい地響きが絡からみ合い、多くのモンスターが壁に衝突する。

　石畳は勿論もちろんのこと、構造物に亀裂が走り、音を立てて壁面が崩れ落ちた。

「やり過ぎたわ。こりゃ弁償するようじゃのう」

　被っている兜ヘルムの位置を直すガレスは、通りを割った大戦斧を担ぎ直し、駆けた。

　肉薄する先は、壁に叩たたきつけられたフェルズである。

「っ!?」

　その黒衣がモンスターの『統率者』であると当たりをつけているガレスは、正しく群れの頭を狙った。容赦なく振り下ろされる斧おのにフェルズが硬直したその時、間一髪介入したのは長直剣ロングソードと曲刀シミターだ。

『グルオァ！』

「ほう？」

　刃の側面に剣撃を叩きこまれ軌道の逸それた斧がフェルズの真隣の壁を粉砕する。

　傷を押して飛びかかったリドはすかさず二振りの得物を薙ごうとした。が、瞳を細めるガレスがそれよりも早く斧を引き戻し、石突きを蜥蜴人リザードマンの胸甲ブレストプレートに叩き込む。

『グガァ!?』

　モンスターの巨体が簡単に飛ばされ、罅割れた石畳の上に転がる。フェルズが両手を突き出し衝撃波を至近距離から放つが、ドワーフの戦士は素早く飛び退き、それをも回避した。

『オオオオオオオオオオオオオオオオ!!』

　石竜ガーゴイルの号令が響いた瞬間、『異端児ゼノス』は一斉にガレスに飛びかかった。この亜人デミ・ヒューマンをどうにかしなければ自分達は決して逃げられないと悟ったのだ。咳せき込みながら何とか『透明状態インビジビリティ』が解除されていないことを確認するヴェルフと命ミコトは、その交戦の光景に息を呑のんだ。

　ドワーフの冒険者は十を超える『異端児ゼノス』に囲まれながら、むしろ彼等を寄せ付けず圧倒した。突き込まれる一角獣ユニコーンの角や薙ぎ払われる半人半蛇ラミアの尾を斧でまとめて切り払い、切断し、手甲に包まれる拳で大型級トロールを勢いよく殴り飛ばす。群れの中でも最も強い蜥蜴人リザードマンと石竜ガーゴイルをも刹那のうちにあしらった。

　五日前の迷宮街の光景と全く同じであった。圧倒的な力を持つＬｖ．６がモンスター達を蹂躙する。恐ろしいことは、あの女戦士アマゾネス姉妹より、狼人ウェアウルフより、視線の先のドワーフの方が強烈な存在感を放っているということだ。


『──────────────────アァッ!!』



「ぬっ！」

　歌人鳥セイレーンの渾身の怪音波がガレスを捉える。

　ドワーフに似つかわしくない俊敏さが初めて一瞬鈍にぶり、立ち止まっていたヴェルフと命ミコトもここしかないと動いた。

「！」

　虚空より生じた吹雪、ヴェルフの『氷燕ひえん』をガレスは回避するが、時間差で放たれた命ミコトの寒波を片足に被る。動きが止まったところをヴェルフ達は逃さず、二射目の砲撃を見舞った。

　凍てつく冷気と氷と霜の世界に閉じ込められる第一級冒険者だったが──。

（なっ!?）

　命ミコトは絶句した。

（ふざけろ……!?）

　魔剣鍛冶師ヴェルフは信じられないものを見た。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおッ──!!」

　ドワーフの大戦士は、委細構わず戦った。

　体が凍りついてもなお、ガレスは纏わりつく氷を全身の『力』で無理矢理砕くだきながら拳を、斧を振り回し、暴れ回ったのだ。驚愕きょうがくも半ば襲いかかる『異端児ゼノス』達を再び返り討ちにする。

　ヴェルフと命ミコトも死角に回り込みながら何度も砲撃を見舞った。だが、止まらない。半身を氷漬けにしようが、いくら凍傷を負わせようが、たった一人の冒険者を止められない。

　間もなく──バキッ、と。

「……っ!?」

　まるでドワーフとの我慢比べに敗北したように、魔剣が木こっ端微塵ぱみじんに砕ける。使用限界による崩壊だ。手の中からこぼれ落ちていく蒼剣の破片に、ヴェルフと命ミコトは声を失う。

「ガレスさん！」


「かかれ、かかれぇ──！」



　不運をたたみかけるかのように、【ロキ・ファミリア】の援軍が到着した。

　大通りに繫つながる小径から、通りに沿った建物の屋上から、四方から男女の上級冒険者達が殺到する。

「くッ──!?」

　フェルズは黒衣の袖そでの中から複数の黒玉を飛び出し、ばらまいた。

　割れた玉から黒煙が一斉に噴出し、大通りを埋めつくす。五日前にも逃走のため使用された煙幕──魔道具マジックアイテム『黒霧ブラックミスト』。冒険者達の連携を防ぐための苦肉の策だ。黒き霧は一気に人間と怪物の叫喚が入り乱れる混戦を場にもたらした。

（やばい、不味まずい、どうする!?）

　透明化していてもなお、霧の奥から現れる槍やりと爪つめに脅かされるヴェルフは、暴走する鼓動の音に翻弄ほんろうされる。

　脳裏を乱すのは『全滅』の二文字であった。ここまでの乱戦模様、態勢を立て直し逃げ出すのは不可能に近い。せめてガレスをどうにかしなくては。

　ヴェルフは『氷燕ひえん』を失った。命ミコトには『風武ふうぶ』があるが、敵味方関係なく吹き飛ばした挙句この黒霧を打ち消しては、再びガレスの蹂躙劇が始まる。他の団員がそこに加わればもはや『異端児ゼノス』達の命運もつきるだろう。はぐれてしまった彼女も動けない。

（これを使うのか……!?　けど使っちまったら……！）

　ヴェルフは己おのれの腰を見た。

　佩はいているのは大刀ではなく、長剣型の『魔剣』である。『氷燕ひえん』より更に深い蒼に染まる抜き身の剣身を見下ろし、激しい葛藤が胸を苛さいなんだ。

　そしてヴェルフが貴重な数瞬を無駄遣いした、その直後。




「ふはははっ、祭りだな」




　上空より、氷塊の雨が大通りに降りそそいだ。

「むう!?」

　通りが凍てつく音、ドワーフと冒険者達の叫声、そして霧の奥で確かに見えた強烈な雪風。

　ヴェルフが何事かと立ちつくしていると、目の前にダンッ！　とある人物が着地した。

「な……椿ツバキ!?」

「ん？　その声、ヴェル吉か？」

　褐色の肌に結わえられた黒髪、主神のものに似た左眼を覆う眼帯。真まっ赤かな袴はかまと戦闘衣バトル・クロスを纏う姿は極東の剣客を彷彿ほうふつさせる。整った一風変かわった顔立ちはヒューマンとドワーフの混血ハーフであることを示すものだ。

　まさかの闖入者ちんにゅうしゃ──【ヘファイストス・ファミリア】団長、椿ツバキ・コルブランドの登場に、ヴェルフは透明衣ヴェールを脱いで姿を見せた。

「何でここにいる!?」

「主神様からお主を助けてやってくれと懇願されたのよ。『ぜのす』とやらの話も聞いた。中々面白おもしろいことに巻き込まれておるの、ヴェル吉？」

　ハーフドワーフの女性はしたり顔で簡潔明瞭に説明した。ミアハの犬人ナァーザ達と同じように、彼女も『異端児ゼノス』を救わんとするヴェルフ達を助けにきたのだと。

　ヴェルフは状況を察しながらも、鍛冶神ヘファイストスが椿ツバキに『異端児ゼノス』について話したことに複雑な思いを覚えた。尊崇する女神からすれば椿ツバキは『問題ない』という判断なのだろうが、この愉快人に事情を知られるのはヴェルフ個人としてはとても嫌だった。

　そんなヴェルフの胸中も露知らず、椿ツバキは手にしている『魔剣』を構える。

「考えることは一緒のようだな、ヴェル吉。まぁ任せろ、こちらの正体を悟られず安全地帯えんきょりからバカスカ『魔剣』を打ち込んでやるわ。ふふっ、なに、武器なら腐るほど持ってきた」

「お前、『魔剣』の試し撃ちがしたいだけだろう!?」

　背中に何振りもの『魔剣』を背負ったとても気持ち悪い椿ツバキの姿に、魂胆を見抜いたヴェルフは状況を忘れて叫んでしまった。

『最上級鍛冶師マスター・スミス』である彼女は自分の作品がどこまで通用するのか迷宮の『深層』まで赴いて試し切りをするほどの、酔狂かつ生粋きっすいの職人である。【単眼の巨師キュクロプス】の二つ名を賜たまわるほどの鍛冶の技術と純粋な戦闘能力の高さはそこにも起因していた。

「馬鹿ばかを言うな、お主のために【ロキ・ファミリア】から恨まれるのも覚悟の上で馳せ参じたのではないか！　フフフ、いくぞ！　それっ、それ!!」

「やっぱり楽しんでるじゃねえか！　って、おいっ、そんな撃ちまくったら【ロキ・ファミリア】が……」

「ふはははは!!　あのドワーフがこれしきのことでくたばるものか！　【ロキ・ファミリア】の幹部どもはみな化物よ！」

　的確にガレスのみを狙っているようで、煙幕で自分の姿が見えないのをいいことに椿ツバキは『魔剣』を乱射した。戦場を引っかき回されていることに途轍とてつもない頭痛と不快感をヴェルフが味わっていると、椿ツバキは間もなく砕け散った『魔剣』に「むっ、ここが限界か。やはり改良の余地があるな」と言って残った柄を放り捨てる。

　転瞬、椿ツバキは空気を一変させ、細めた右眼で流し目を送った。

「それで？　お主は何を呆ほうけて突っ立っているのだ？　腰に差している長剣それは飾りか？」


「っ……！」



「何のために用意したのだ、間抜けめ。さっさと使え」

　心底嘲あざけるように、あるいは戒めるように、鍛冶師スミスの先達はヴェルフに言葉を突き刺す。

「『ぜのす』とやらを助けるのではなかったのか？　貴様がうじうじ悩んでいる間に怪物どもは汚い灰になってしまうぞ」

「……これを使えば、第一級冒険者でも……」

「馬鹿め」

　ヴェルフの杞憂を、椿ツバキは一笑に付した。

「言ったであろう、あやつらは化物だ。ひよっこの『魔剣』なんぞで早々くたばるものか」

　相手の心配などしている暇はないだろう──単眼でそのように突き付ける椿ツバキに、ヴェルフは何も言い返せなかった。

　代わりに、眉間みけんに皺しわを刻みながら、覚悟とともに長剣の柄を握り締める。

「……この黒霧きりで敵がどこにいるかわからねえ」

「手前が『目』になってやる。構えろ」

　椿ツバキは『最上級鍛冶師マスター・スミス』であり、Ｌｖ．５。第一級冒険者に比肩する実力の持ち主。

　この混戦でなお気配を読み抜く超人に顔をしかめながら、ヴェルフは長剣を抜き、構えた。

「二時の方角だ。そう、そこにいる。警戒されているが、問題ない。お主の馬鹿げた『魔剣』ならな」

「射線に『異端児ゼノス』は？」

「おらん、安心しろ。今が好機よ──やれ」

　背後に回られ背骨に指を当てられるヴェルフは、くそったれ、と呟きながら。

　その深蒼の長剣を大上段から振り下ろした。




「『氷鷹ひよう』！」




　巻き起こる風と氷波が高らかに啼ないた。

　あたかも翼を広げた巨鳥のように蒼き流氷群が黒霧の内部を疾走する。進路上の石畳を一瞬で凍結させながら、獲物を食い破らんと鋭い嘴あぎとを開いた。

　放たれた暴れ狂う猛吹雪は『氷燕ひえん』のそれを遥かに凌駕りょうがしていた。ガレスが目を見開き、外套マントの下に背負った盾を取り出さなくてはならないほど、初めて彼が防御態勢に移らなければいけないほどに。

　側にいた団員達を庇う格好で、凄まじい氷結音を奏でる暴雪の砲撃、その直撃を浴びた。

「ガ、ガレスさん!?」

「……リヴェリアの『魔法』と同等といったところか。こいつはちと、効くのう」

　左手で突き出した盾ごと、ガレスの半身は完全に凍てついていた。髭ひげを凍らせ、顔を霜焼けさせながら、しかしドワーフの大戦士は不敵に笑う。「お主等は下がっておれ」と側の団員達を背後に隠し、前衛壁役ウォールとして二発目の砲撃も受け止める。

「ほれ見ろ、生きておる」

「うるせぇっ。──ヘスティア様、聞こえますか！」

　そら見たことかと笑う椿ツバキに文句を返しながら、ヴェルフは眼晶オクルスを取り出した。

『あ、あぁ。何だい、ヴェルフ君？』

「俺達がここを何とか押さえます！　『異端児ゼノス』の連中を先に行かせてください！」

　黒霧ブラックミストはいくら砲撃を撃ち込んでもそう易々とは晴れはしなかった。この霧を上手うまく利用すればこちらの正体を気取られずに戦闘できるとそう判断したヴェルフは、眼晶オクルス伝いにフェルズへ先を向かうよう伝令を頼み込む。命ミコトにも伝わったのだろう、眼晶オクルス越しに『わかりました！』と声が聞こえてくる。

　ほどなくして打ち上がる蜥蜴人リザードマンの吠声。前進の合図を受けて周囲のモンスターがばらばらに動く気配が伝わってくる。それに続いて追撃に出る冒険者達の気配も。

　後者を押し止められないことに歯を嚙みながら、ヴェルフは椿ツバキが示す方向に『魔剣』を放射し続けた。

（あのドワーフだけはここに縫い付ける！）

　ガレスが立つ通り一帯を氷河の世界に変えながら、第一級冒険者を足止めした。




『ダイダロス通り』南西、外縁部。

「不味い、不味いぞ……！」

「あ、あぁ……!?」

　ヘスティアが汗を流す横で、春姫ハルヒメは蒼白となっていた。

【ロキ・ファミリア】の強襲を受け、『魔法の地図』の上で『異端児ゼノス』達の名前はばらばらに散らばっている。何とか迷宮街の中央帯を目指す様はもはや潰走かいそうと言っていい。

　その中でも、地図は悪報をたたみ込むかのように、群れから遠ざかる一つの表記をヘスティア達に伝えていた。

「だめだ、ウィーネ君!?　そっちに行っちゃいけない！」

　竜の少女が、孤立しようとしていた。
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　鱗うろこが剝はがれ落ち、紅い血が滲にじんでいる。

　ウィーネは走っていた。

　傷を負った左腕を押さえながら、黒い霧の中を。

　フェルズの黒霧ブラックミストは大通りを越えて蜘蛛くもの巣のように錯綜さくそうする小径にも充満していた。星空をも隔てる濃霧は『ダイダロス通り』中から確認できることだろう。

　霧の中にとどまっていれば冒険者達が集まってくる。ウィーネにはそれがわかった。そしてはぐれた自分が同胞達ゼノスから今も遠ざかっていることも。

（きて、る……！）

　しかし、足を止めることはできなかった。間髪入れず後方より飛んできた矢がウィーネの尖とがった耳とローブのフードを掠かすめる。【ロキ・ファミリア】だ。己を殺そうとした矢に恐怖しながら道を折れる。竜の少女に追手の魔の手が迫っていた。


「はぁ、はぁっ……！」



　迷宮街はウィーネを苦しめた。眼晶オクルスを持っていない彼女は女神の導きを得られない。構造物が見上げるほど高い黒煉瓦の周囲一帯はまさに大峡谷キャニオンのごとき様相を呈しており、割れ目のようにいくつも枝分かれする道が少女を霧の深淵しんえんに手招いていく。

　立ち込める迷霧によってまともに視界が得られない中、とうとうウィーネは霧を抜けた。

「！」

　黒霧を抜けた先は廃墟の色が濃くなっていた。黒煉瓦から転じた古びた石畳の道、あちこちが崩れかけている奇怪な形をした奇人ダイダロスの建物群。戦場から伝わってくる砲撃の震動と地響きによって、ぱらぱらと頻しきりに砂と石の欠片が降ってくる。

　その景色は少女が逃げ惑った末に迷宮街西区の境界を越え、北西の区画へ入ったことを暗に告げていた。通りが広くなり、道の複雑さも若干和らいだ北西区に一瞬立たち止まったウィーネだったが、

「いたぞ！　見つけた！」

「！」

　冒険者の声に再び駆け出した。瞬く間に飛んでくる矢の雨を避け、通りの角を曲がる。

　青白い肌と鱗に汗を溜ため、ローブの中で青銀の髪を暴れさせながら、ウィーネは見えない希望に縋すがるように必死に走った。

　しかし。

「──」

　怪物の願いなど打ち砕くかのように、地上の星明かりがその人物を照らし出す。

　ウィーネは、遥か視界の奥にいる彼女の姿を捉え、呼吸を止めてしまった。

「うーん、何となく来ちゃったけど……」

　褐色の素足が踏みしめる建物の屋上、目を疑う大双刃を肩に担いでいるのは、【大切断アマゾン】。

　ティオナ・ヒリュテその人であった。

（なんで──）

　彼女の姿はウィーネの瞳にも脅威として記録されていた。命ミコトに吹き飛ばされた筈の第一級冒険者の片割れが、何故なぜ目視できる位置にいるのか理解できなかった。

「まぁ、見つけちゃったもんはしょうがないよね」

　ティオナがこの場に現れたのは言葉通り、何となく、としか言いようがない。

　あえて言うならば、黒霧ブラックミストが北西方向に広がるのを見て、というのが理由だ。

　風に吹き飛ばされようやく地上に着地した後、やはり怒り狂ったティオネとともに戦場へ戻ろうとしたティオナは、漆黒の霧が北西に広がるのを見て進路を変えてしまった。

　南側はまだいい。冒険者しかいないのだから。だが迷宮街の北側にはまだ避難できていない住民がいると聞いている。あの霧の中を移動して外縁部に向かわれたら不味い、という本能の囁ささやきがティオナを北西に流れる霧の先へ導いたのだ。

「倒しちゃうよ」

　大双刃を片手に跳躍したティオナを見た瞬間、ウィーネは逆方向に疾走した。

　まだ生後間もない彼女にも今の状況が『絶体絶命』であることは悟ることができた。追ってきた【ロキ・ファミリア】の団員達も合流し、ウィーネの顔が絶望に染まる。

　通りの十字路に飛び出した竜の少女が、【ロキ・ファミリア】の団員とティオナに、あわや追い詰められた──と思われたその時。

（えっ？）

　ウィーネの横手から、一人の子供が現れた。

（ひとの、子供……？）

　子猫を抱き締め蒼ざめる、幼いハーフエルフ。

　ウィーネは子供の瞳に映る自分の姿を見た。フードの暗がりから覗のぞく琥珀こはく色の両眼、額の位置で血のように輝く第三の紅石め。闇やみを纏った人ならざる怪物の貌かおは、幼い子供を竦すくませるには十分であった。

　怯おびえる子供と正対し、ウィーネが一瞬の逡巡を覚えていると──ドォンッ、と。

　戦場の方角より再び激しい砲撃音と衝撃が届いた。

　次の瞬間。


「────」



　まるで轟とどろいた砲哮ほうこうに屈したかのように。

　ぐらり、と子供の頭上にある建物が傾き、崩れた。




「ルゥ!?」

　張り裂けるかのような悲鳴が、子供ライ達とマリアの口から迸ほとばしった。

「桜花オウカ!?」

「くッ──!?」

　十字路の西側からその光景を視認した千草チグサと桜花オウカは武器を片手に走り出す。

　孤児院に一人で行ってしまったという子供を探してこの場に来たのがほんの一寸前。東側の通りから現れたハーフエルフに安堵あんどした、矢先の出来事であった。

「ティオナさん!?」

「やっば!?」

　恐ろしい勢いで十字路に突入する襤褸布ローブを被った怪物モンスター、凍りつくハーフエルフの子供、驚倒する【ロキ・ファミリア】。更に桜花オウカは十字路に崩れ落ちてくる老朽化した建物にも気が付いた。

　──間に合わん!!

　待ち構える凄惨せいさんな結末に、桜花オウカは心の中で絶叫を上げた。




（──ぁ）

　ウィーネはその光景を知っていた。

　子供の真上に落下してくる瓦礫がれきの山。あの時は、荷馬車から崩れ落ちた積荷だった。

　──見捨てたほうがいいよ。

　ウィーネの臆病な心は囁いている。また悲鳴を上げられ、石を投げられてしまうと。

　敵意と悪意を浴び、悲しみに暮れ、心が擦り切れて、惨みじめに涙を流すだけだと。

（でも──）

　しかしウィーネは、己の心に問い返した。

（それでもベルは、たすけてくれたよ──？）

　少年の置かれている状況は同胞達から聞いていた。自分のせいで今は少年が人々の敵意と悪意に囲まれている。ウィーネはそれを聞いて泣き出してしまった。同時に、胸が締め付けられてしまった。

　石を投げられるとわかっていても、少年はウィーネを助けたのだ。

　ウィーネの臆病な心はもう何も言わなかった。代わりに、背中をそっと押す。

　押された背に宿った熱は、たちまち皮膚とローブを突き破り、新たな片翼を生み出した。

「──!!」

　緩慢な時の流れを打ち破る。

　竜の潜在能力ポテンシャルがウィーネの体を青銀の矢に変え、子供のもとへ導いた。

　落下してくる瓦礫の山に片翼を広げ、自分の体ごとハーフエルフの子を押し倒す。

「ルゥ!!」

　子供達の悲鳴は建物の倒壊によって一瞬でかき消された。

　十字路を包み込む雪崩なだれのごとき崩壊音。石の流れの瀑布ばくふ。

　音が止んだ頃ころには膨大な砂塵が発生し、辺り一面には凶悪な石材の塊が転がっていた。

「……ぁ」

　瓦礫が崩れ落ちた中心地に、ウィーネ達はいた。

　仰向あおむけに倒れた子供の顔の横に両手を突き、ウィーネは見開かれている瞳を見下ろす。

　広げられた片翼は全すべての瓦礫を防ぎ切れず、怪物の頭から流れ落ちる一滴の血を、ルゥの頰ほおにぽたりと滴らせた。

「──撃て！」

「っ!?」

　放たれた矢がウィーネの片翼に命中し、弾はじかれる。

　一連の光景は居合わせた者達の目にどう映っただろうか。少なくとも子供達やマリア、【ロキ・ファミリア】の目には、凶悪な翼を広げ子供に襲いかかろうとした怪物モンスターの頭上に偶然瓦礫の山が落ちてきた、そのように映った。

　晴れた砂塵の奥から怒りの形相で迫って来る冒険者達に、ウィーネは目を伏せて子供の上から退いて駆け出す。マリア達と【ロキ・ファミリア】がルゥのもとに辿たどり着いたのは、そのすぐ後だった。

「あたし一人で行く！　みんなはその子達を守って！」

「わかりました！」

　大双刃を携えるティオナは団員達に言いつけてウィーネを追った。

　マリア、ライ、フィナは、子猫を抱き締めながら呆然ぼうぜんとしているルゥをかき抱く。

「あぁ、ルゥ、ルゥ！」

「ばかやろうっ、お前なにやってんだよぉ！」

「ルゥ、大丈夫!?」

　マリアも、ライも、フィナも涙を流していた。

　無事を喜ぶ三人の胸の中で、ルゥは唇を動かす。


「違うよ…………お母さん、ライ、フィナ」



　怪物の血が涙滴のように頰を伝う中、消え入りそうな声で呟いた。

「お兄ちゃんは……間違ってなかったんだ」

　義母に抱きしめられる幼子ハーフエルフの瞳が蒼い夜空を仰ぐ。

　砂塵が晴れていく空の奥に、今もうっすらと輝く白い月を見つけ、唇を震わせた。

　瓦礫の中で子供達の嗚咽おえつが響いていく。

　その光景から一歩離れた場所で、桜花オウカと千草チグサは立ちつくしていた。

「桜花オウカ……今の」

「守った、のか？　怪物モンスターが、子供を……？」

　冒険者ではないマリア達、竜女ヴィーヴルの後方から見ていた【ロキ・ファミリア】ならいざ知らず、真横から全ての瞬間を細部まで目にしていた桜花オウカ達は、子供を庇ったように行動したモンスターに当惑の声を落とす。

　竜女ヴィーヴルが去った方向を、桜花オウカと千草チグサは言葉を忘れながら眺めた。




　十字路から離れた路地裏。古ぼけた魔石灯が照らす小径に二つの足音が反響する。

　逃げ出したウィーネは、すぐにティオナに追いつかれてしまった。

「よいしょ、っと！」

「っ!?」

　鋭く振るわれた大双刃がいともたやすくウィーネの退路を断つ。

　当たりこそしなかったものの、発生した衝撃と風圧に耐えきれず細い脚は転倒した。

　ティオナはその隙すきを見逃さず、得物を突きの体勢で背に溜める。

（ぁ──）

　片翼で身を守る暇もない。間に合ったとしても翼の皮膜ごと串刺しにされる。

　ウィーネは迫りくる最後の瞬間に、ぎゅっと目を瞑つむった。


「…………？」



　肉を貫く衝撃は、いつまで経たっても来なかった。

　ウィーネが恐る恐る目を開ければ、突き込まれた大双刃が胸の前で止まっている。

　視線を上げると、ティオナは非常に難しそうな顔で黙り込んでいた。


「ん～、あぁ～、んぅ～……………………うん！」



　一頻ひとしきり呻うめいたかと思うと、大きく頷うなずき、すっと刃を引く。

「やっぱり、なんか倒すの、無理!!」

　そして、ぽいっ、と。

　片手で大双刃を背後に放り投げた。


「ぇ……？」



　ずぅううん、と大重量の武器が大きな音を立てて地面に転がる中、青白い唇から掠れた呟きが落ちる。

　ウィーネの今の表情は、放心と言うより他になかった。

「多分……助けたんだよね？　あの子を」

　そして、顔を驚きに染める。

「言葉、通じるかわかんないけど……早く行った方がいいよ」

「ぁ……」

「みんな、あたしみたいに馬鹿じゃないから」

　ティオナはじっとこちらを見下ろすだけだった。

　戸惑うばかりだったウィーネはおずおずと立ち上がり、口唇を薄く開きかけたものの、鳴り響いてくる戦闘音に促され足早にその場を離れた。

　ティオナに背を向けた後、一度だけ小さく振り返り、今度こそ姿を消す。

　ちかちかと路地裏の魔石灯が点滅する。一人残ったティオナは放り投げた大双刃を回収すると、おもむろに頭上を仰いだ。

「……アルゴノゥト君も、こんな気持ちになったのかな～」

　雲が残る夜空に、漏もれた呟きが吸い込まれていった。

「ティオナ！」

「あ、ティオネ」

　路地裏から出ると、ばったりと双子の姉に出くわした。

　ティオネは眦を吊り上げて詰め寄ってくる。

「勝手にどっか行くんじゃないわよ！　探したでしょ！」

「来てくれたんだ？　大通りの方でばんばん戦ってるかと思った」

「私はあんたと行動しろって団長に言われてるのよ！　団長の言いつけを破れるわけないでしょう！　で……怪物モンスターは？　こっちに追いかけていったって団員アークス達から聞いたわよ」

　一瞬噓うそをつこうか迷ったティオナだったが、ティオネには正直に言うことにした。

「んー、逃がしちゃった」

「はぁ!?　逃げられたじゃなくて、逃がしたぁ!?　馬ッ鹿じゃないの！」

「だってさー」

「だっても糞くそもないわよ！　今は非常時なのよ、団長も言ってたじゃない、わかってんの!?」

「でもティオネだって、あのモンスター達が頭いいだけじゃないって、わかってるでしょ？」

「っ……」

「普通のモンスターとは、多分違うよ。嫌な感じがしない」

　落命せず昏倒こんとうしていた冒険者達を思い出しながら、ティオナは感じていることをありのまま伝えた。図星を指されたように口ごもるティオネは、すぐに怒気を纏い直して言い返す。

「うるさい！　とにかくあの黒い猛牛ミノタウロスだけはブッ潰す！　行くわよ！」

「それってただ仕返ししたいだけじゃーん」

「うるせえ!!」

　姉妹はギャーギャー喚わめきながら、二人並んで走っていくのだった。
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『神ヘスティア、ウィーネの位置は!?』

「北西だっ、どんどん離れていっている！」

　眼晶オクルスを通じて聞こえてくるフェルズの声に叫び返す。

『ダイダロス通り』南西外縁部。『魔法の地図』を見下ろしながら、どんどんと北へ上がっていく竜の少女の名に、ヘスティアは加速度的に己の鼓動が早まっていくのがわかった。

「誰か助けにいけないのかい!?」

『駄目だ、冒険者の追撃が激しい……！　リド達が離れればここも瓦解する！』

　青水晶からはモンスターの吠声と剣戟音けんげきおんが絶えず鳴り響いており、その凄まじさが伝わってくる。ヘスティアは顔を歪ゆがめながら必死に頭を回転させた。

（フェルズ君達が駄目だとしたら、ウィーネ君に一番近いのはヴェルフ君と命ミコト君……駄目だ、あの子達も冒険者を押さえてる！　サポーター君とベル君は距離が離れ過ぎている！）

　西区の中央地帯目前で戦闘を行うフェルズと『異端児ゼノス』、そこから僅わずかに離れてヴェルフと命ミコト。リリは真東、ベルは南東に移動し今も冒険者達の攪乱かくらんを行っている。北西で逃げ続けているウィーネを助けにいくにはあまりにも遠い。

　迷宮街の北に移動しているウィーネが冒険者に追われているのは明白だった。刻一刻と時を刻む懐中時計の針が少女の命を削っている錯覚に捕らわれながら、ヘスティアが決断に窮していると、

「ッ！」

「なっ、春姫ハルヒメ君!?」

　ヘスティアとともにいた春姫ハルヒメが、塔の屋上から飛び降りた。

　金の長髪と鮮やかな紅の着物が迷宮街の闇に消えたかと思うと、何かを破るようなけたたましい音が鳴り響く。ヘスティアが慌てて塔の屋上から顔を出すと、遥か眼下には廃屋バラックの屋根に空いた穴、そしてよろけながらも転がるように走っていく狐人ルナールの姿があった。


「っっ──!!」



　ウィーネの危機に理屈も計算も放り投げ飛び出していった春姫ハルヒメに、ヘスティアも葛藤を投げ捨てて一つの眼晶オクルスに飛びつく。

　女神はありったけの声で叫んだ。

「ベル君、頼むっ、助けてくれ！」
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『ウィーネ君が『異端児ゼノス』君達からはぐれた！　春姫ハルヒメ君も飛び出していってしまった!!』

　合図もなしに声を放った眼晶オクルスに、透明衣ヴェールを被っていた僕は当初こそ慌てふためいたけれど、神様の必死の声を聞くにつれ血の気が引いていった。

「ウィーネが一人に!?」

　喧騒けんそうを放つ冒険者達から離れた路地裏で、焦熱に焼かれる。

　ウィーネが孤立？　誰も助けにいけない？　たった一人で泣いているあの子の幻が僕の胸をかき乱す。頭の中に広げた地図を見下ろしても今の状況が最悪であることがわかった。

　僕は南東、ウィーネは北西、お互いの位置は対極だ。もし僕がここから最短距離で向かおうとすれば迷宮街中央部に居座る【ロキ・ファミリア】本陣に突っ込むことになる。いくら透明化しているとはいえ素通りできるわけがない。そして迂回の経路は大きく時間を浪費する。どう考えても僕の足じゃあ間に合わない！

　そう、今の僕の『敏捷あし』じゃあ──。

　その言葉が脳裏に弾けた瞬間、僕は眼晶オクルスに叫んでいた。

「春姫ハルヒメさんを！」

『えっ？』

「春姫ハルヒメさんの居場所を教えてください!!」

　答えが返ってくるより早く僕は走り出した。

　神様も僕が今からやろうとしていることに気付き、息を止めた後、決意したように『魔法の地図』の情報を伝達した。

　隠密行動も忘れて回転する両足、透明衣ヴェールの中に溜まっていく熱気。汗を拭ぬぐう時間さえ惜しかった。陽動の役目を放棄した僕は高低が出鱈目でたらめな建物の屋上に飛び出して駆け続ける。

　早く、早く！　急げ!!

　僕は神様の声に導かれ、南東から南西、迷宮街の南側を大きく横断した。

「春姫ハルヒメさん！」

「きゃっ!?　えっ──ベル様!?」

　神様の正確な指示で路地裏を懸命に走る春姫ハルヒメさんを発見した僕は、透明衣ヴェールを脱ぐのも忘れその手を摑つかみ取る。

　古びた無人の一軒家に連れ込まれた春姫ハルヒメさんは、僕が透明化を解除すると、驚いた表情から一転して目尻めじりに涙を溜めた。

「ベル様！　ウィーネ様が、ウィーネ様が……！」

　震える春姫ハルヒメさんの手が僕の服を摑む。崩れ落ちる体を支えながら一緒に膝ひざをついた。

　翠みどりの瞳からこぼれ落ちる涙が着物を濡ぬらす中、僕は春姫ハルヒメさんの手を取って、握る。

「春姫ハルヒメさん──」

　顔を上げる彼女に、自分だけじゃどうにもならない願いを望んだ。

「──力を貸してください」

　ウィーネを、二人で助けに行く。

　想おもいを乗せた僕の眼差しに驚愕する春姫ハルヒメさんは──ぐっと瞳から涙を枯らし、頷いた。

　お互いの右手と左手、左手と右手を繫ぎ合ったまま。

　美しい狐人ルナールは、幻想の歌を紡つむぎ始める。

「【──大きくなれ】」

　始まる詠唱、玉音の声音。

　目を瞑る春姫ハルヒメさんは朗々と歌う。

「【其その力に其その器。数多あまたの財に数多あまたの願い。鐘の音ねが告げるその時まで、どうか栄華えいがと幻想げんそうを】」

　呪文じゅもんが重なっていくにつれ金色の光が生まれた。

　薄暗い屋内を照らす輝きが僕の緊迫した表情を照らし出す。

「【──大きくなれ】」

　僕は、いや僕達はこれから間違いなく危険を冒す。

　春姫ハルヒメさんもそれを理解しているのか、淀よどみない歌声に反してその手は震えていた。

「【神饌かみを食らいしこの体。神かみに賜たまいしこの金光こんこう。槌つちへと至り土つちへと還かえり、どうか貴方あなたへ祝福を】」

　ウィーネを案ずる不安とともに、膝のすぐ上にある彼女の手が縋り付くように僕の手を握る。

　僕はそれに応えるように、ぎゅっと握り返した。

「【──大きくなぁれ】」

　着物に包まれた体が震え、次には力強く、最後の呪文が唱えられた。

　瞳を開いた春姫ハルヒメさんは僕と視線を絡め、『魔法』の名を宣言する。

「【ウチデノコヅチ】」

　眩まばゆい光輝が部屋の中を満たした。同時に、僕の体を夥おびただしい光粒が包み込む。

『階位昇華レベル・ブースト』。Ｌｖ．を一段階上昇させる最強の妖術。能力ステイタスがＬｖ．４に至ったことを全身が理解し、歓喜の声を上げる。

　僕は透明衣ヴェールを纏い直すと、そこからすぐに立ち上がり──春姫ハルヒメさんを抱き上げた。

「はえっ!?」

　一度の『階位昇華レベル・ブースト』じゃきっと足りない。春姫ハルヒメさんの力はまだ必要になる。僕はこの人を置いていくつもりはなかった。それを自覚していた筈の春姫ハルヒメさんも、けれどまさかこんな横抱きの体勢になるとは思っていなかったのか、頰を瞬く間に薄紅色に染める。

　悪いけれど我慢してもらうしかない。僕は春姫ハルヒメさんと光り輝く自分の体が完璧に透明衣ヴェールで隠れていることを確認すると、胸もとにある狐きつねの耳に口を寄せた。

「透明衣ヴェールを押さえておいてください」

　両手が塞ふさがっているこちらの代わりに、こくこくと頷く春姫ハルヒメさんは両腕を僕の首に回す格好で『リバース・ヴェール』をしっかりと摑む。

　内側から外の情報が透けて見える透明衣ヴェール越しに前方を見据え、覚悟を装塡そうてんする。

「──行きます」

　頰から一筋の汗を滴り落とした瞬間、僕は発走した。

「っっ!?」

　Ｌｖ．４の超加速に春姫ハルヒメさんが悲鳴を喉のどの奥に押し込む。

　開け放たれた民家の扉から路地裏に飛び出した僕達は、石畳を蹴り砕く大跳躍を経て、夜の空に躍り出た。

　眼下に広がる迷宮街の景色。魔石灯の光が点滅する【ロキ・ファミリア】の中央本陣、黒い霧に包まれた西区、そしてウィーネが一人取り残されている北西区。

　最後の一点を見据え、重力に引かれるまま建物の屋上に着地した僕は──疾駆した。

「!?」

「なんだっ!?」

　猛烈な加速、凄まじい風切り音、屋根や壁を蹴立てる激しい靴音。

　魔道具マジックアイテムで姿を消しているとはいえ気付かれないわけがない。頭上を高速で移動する僕の存在に、付近の冒険者は『何かがいる』と感付き顔を振り上げる。

　だが、もはやそれは些事さじだ。切り捨てるしかない。構っている余裕なんてない。

　ウィーネのもとに、一刻も早く！


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!!」



　上昇する速度に春姫ハルヒメさんが首に回す腕に力を込め、風に打たれる透明衣ヴェールを必死に押さえる。

　高さがばらばらの建物の上をまさに兎うさぎのように跳んでは駆け抜け、時には見上げるほど巨大な塔を一息で飛び越えた。風切り音の中にかき消えそうになる『そ、そのまま直進だベル君！』という神様の指示をかろうじて聞き取りながら、最短距離をブチ抜く。

　──【ロキ・ファミリア】に察知される危険性リスク。それは限りなく高い。第一級冒険者なら、あの人達なら必ずこの僕達の動きを捕捉するだろう。

　それでも、行くしかない。

　春姫ハルヒメさんの『階位昇華レベル・ブースト』を経て本来の自分の『敏捷あし』では出せない速度を纏う僕は、美しい光粒がもたらす全能感に酔う暇もなく、加速の限りをつくした。

「──申し訳ありません、ベル様！　春姫ハルヒメはこんな状況なのにっ、心から幸せを感じてしまっています!!」

「なんか同じ台詞せりふ聞きいたことがある気がするー!?」

　ぷるぷる震えていた春姫ハルヒメさんが堪たまらずと言った風に唇を開き、僕も思わず叫んでいた。

『ぬあー!?　春姫ハルヒメ君それはボクの台詞っ、もとい今すぐボクとそこを変わるんだー!!』という神様の謎なぞの発言も加わり一瞬だけ騒がしくなる。

　三人で悲鳴を上げながら、それでも夜気を切り裂き続ける。

　ただひたすら一陣の風となって、僕は南西から北西へ、迷宮街を縦断した。
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　ウィーネは路地裏を進んでいた。

「はぁ、はぁ……」

　乱れた呼吸は体力の消耗を語っている。もうここがどこかも定かではない。路地裏の暗闇に紛れ、生えた片翼を隠しながら、壁に手をつきながら頼りない足取りで歩いていく。

　追手の気配は途絶えていた。だが、不安が生み出す冒険者の幻に絶えず怯えてしまう。何より圧倒的な孤独が全身を苛む重苦となっていた。

「……、……っ」

　ある名前を呟こうとする唇を、ウィーネは必死に制した。

　彼を心配させたくなかった。自分が泣いていたらまたあの人を不安にさせてしまう。ウィーネは彼を安心させたかった。だから必死に我慢していた。

　だが、ほの暗い迷宮街は少女の心を蝕むしばんでいた。細い体を震わせる切ない恐怖が、とうとう過去の残影を、かけがえのない温もりを求めてしまう。

「ベル……」

　儚く闇に溶ける声で、ウィーネはその名を囁いた。

　そして。




「──ウィーネ!!」




　少年はその願いに応えた。

「！」

「ウィーネ様!!」

　目を見開いたウィーネが顔を振り上げると、透明衣ヴェールを脱ぎ捨てたベルと春姫ハルヒメが虚空より姿を現し、蒼い空から降ってくる。

　琥珀色の瞳から涙が浮かび、こぼれ落ちた瞬間、ウィーネの足は走り出していた。

　目の前に着地した少年と少女の胸の中に、勢いよく飛び込んだ。

「ベル！　春姫ハルヒメ！」

　伸ばされた手が竜の少女を受け止め、再会の抱擁を交わす。

「あぁ、ウィーネ様っ、ウィーネ様！」

「よかった、ウィーネ……！」

「ごめんね、ごめんねっ、ベル、春姫ハルヒメ……！　ありがとう、大好き……！」

　溢あふれる涙によってベル達はまともに言葉を発せなかった。ただお互いの体をかき抱き、温もりを分かち合う。春姫ハルヒメの胸に顔を埋めるウィーネの背中を片翼ごと、ベルは力一杯抱き寄せた。

「わたしを、見つけてくれたの……？」

「神様が、教えてくれたんだよ？」

『大丈夫かいウィーネ君！　無事でよかったよ！』

「……ありがとう、神様！」

　涙を流しながら顔を上げるウィーネにベルが微笑ほほえむと、手甲に取り付けられた眼晶オクルスから鼻水をすする音が鳴る。輝く青水晶に、ウィーネは花のように笑った。

　一頻り抱き合った後、ベルはウィーネと春姫ハルヒメから体を離す。

「時間がない、早く行こう。何とかリドさん達と合流しなきゃ」

「うん！」

　ウィーネとともに頷く春姫ハルヒメと並んで、その場から移動を開始する。

　春姫ハルヒメと合流してウィーネのもとに辿り着くまで五分以上経過している。どこかで『階位昇華レベル・ブースト』をかけ直したいとベルは考えていた。

　現在地は迷宮街北寄りの北北西。ここから南下して──【ロキ・ファミリア】を躱して──『異端児ゼノス』と合流するのは至難であることは重々承知している。最悪自分が囮になることを視野に入れながら「神様、また道を──」と眼晶オクルスを口もとに寄せた、その時だった。


「────」



　ベルの第六感というべきものが、最大級の警鐘を打ち鳴らす。

「っ!!」

「えっ？」

　ウィーネと春姫ハルヒメを抱き寄せ、咄嗟に『リバース・ヴェール』を被ったのは奇跡に近かった。

　後退して路地裏の暗闇に身を押し込んだ瞬間──だんっ！　と白銀のメタルブーツが激しい着地を決める。

　風にあおられた余韻を残す灰色の毛並み、見る者を威圧する顔半分に刻まれた蒼い刺青いれずみ。

　空中より現れた狼人ウェアウルフの青年に、ベルはウィーネ達ともども息を呑んだ。

（ベートさん……！）

　やはり、捕捉されていた。

　ベルと春姫ハルヒメの無謀な縦断を察知し、第一級冒険者ベート・ローガは団長フィンの指示を無視し本陣から飛び出したのだ。

　そんな、速過ぎる、『階位昇華レベル・ブースト』をかけ直す暇も与えてくれない、と己の予想をあっさり喰くい千切る狼人ウェアウルフの速度にベルは慄然りつぜんとした。

「……」

　ベートはベル達がひそむ路地裏の先、開けた空間の中央にたたずんでいた。

　黙って周囲をゆっくりと見回す狼人ウェアウルフの瞳に、ベルとウィーネ、春姫ハルヒメは密着したまま呼吸を止めていた。三人の激しい鼓動の音が重なり、溶け合い、今や外に漏れるのではないかと危惧きぐを催すほどの音を奏でている。水晶の奥で青ざめる女神ヘスティアも声を押し殺していた。

　そして、ベルの汗がウィーネの髪に滴り落ちた時。

「──出てこい」

　ベートは数あるうちの路地裏の一本、ベル達がひそむ暗がりを的確かつ無慈悲に見据えた。

『透明状態インビジビリティ』にもかかわらず視線の矛ほこに穿うがたれ、ベル達の身が凍結する。ベートが登場してから永遠にも感じられた時間は未いまだ一分、少年達の希望は脆もろくも崩れ去る。

　こちらにつま先を向けるベートにウィーネの肩が震えた。その肩をぎゅっと握り締めるベルは、出るしかない、と覚悟を決める。自分が囮になってウィーネ達を逃がす、と。

　しかし、ベルの決断を、春姫ハルヒメの行動が押しとどめた。

（春姫ハルヒメ……？）

　青銀の髪の一房を撫なでる指に、ウィーネが顔を上げると、春姫ハルヒメは微笑んでいた。

　啞然とするベルにも儚く微笑する狐人ルナールの少女は、そっと竜の少女から身を離す。

　ベルの伸ばされた手が空を切る中、透明衣ヴェールを払い、暗がりから歩み出た。

「あァん？」

「……」

　驚愕するベルとウィーネの視線の先、星空に照らされる空の下で春姫ハルヒメはベートと対峙たいじする。

　怪訝けげんな顔をする狼人ウェアウルフを前に、少女の狐の尾は震えていた。しかしそれを見せまいと背に隠し、気丈に青年を見つめる。

「一人じゃねえだろ。他の連中も出てこい」

「私わたくしは、一人です」

「ふざけたこと抜かしてんじゃ──」

「──私わたくしは一人です!!」

　次には、大音声を放つ。

　聞いたことのない少女の大声にウィーネが肩を跳ねさせる中、春姫ハルヒメはベートの声を遮さえぎる。

　吊り上げた柳眉は、意志を宿した翠の瞳は、男が放つ剣呑けんのんな眼差しにも屈しなかった。

　豊かな胸を両手で押さえ、再び声を放つ。

「だから、あっちに行ってください！」

　その言葉が、青年に向けられたものではないことを少年は理解してしまった。

　ベルが淫蕩いんとうの都みやこから救い出した弱い少女はもうどこにもいない。強者の前に立ち塞がりベル達を庇うその後ろ姿は、無力の身でなお厄災に立ち向かう巫女みこであり、竜の少女を守ろうとする姉であり、母親のものだ。

　吠えたのだ。助けられるだけだったあの少女が、大切な存在を守るために。

　ベルの瞳が揺れる。

「早く!!」

　春姫ハルヒメの叫びが、その背中がベルを突き飛ばす。

　彼女の覚悟を無駄にするわけにはいかない。

　ウィーネの肩に指を食い込ませていたベルは苦悩を振り払うように駆け出した。泣きそうな顔で後ろを振り返る竜の少女の手を引き、歯をあらん限りに食い縛りながら。

「……戦えもしねえやつが、粋いきがってんじゃねぇ」

　春姫ハルヒメの背後で二つの気配が遠ざかっていくのを知覚しながら、ベートはメタルブーツで足もとの石畳を撫でるように蹴りつけた。途端、砕けた石片が散弾となって飛ぶ。

　瞠目する春姫ハルヒメにいくつもの破片が襲いかかり、着物や頰が切り裂かれる。咄嗟に腕で顔を庇った春姫ハルヒメはよろけかけたものの、踏みとどまった。その場をどかなかった。

　ベートは舌打ちを放つ。

「どけ」

「嫌でございます」

「潰すぞ」

「どきません！」

　大股で近付くベートに春姫ハルヒメは両腕を広げる。

　一歩も動こうとしない狐人ルナールにベートは瞳を細め、地を蹴った。第一級冒険者のなんてことのない加速は春姫ハルヒメの目で追えるものではなく、狼人ウェアウルフの影が一瞬で眼前に現れる。

　硬直する少女に、ベートはくだらなそうに左手を振り上げ、振り下ろそうとした。

「──っ!!」

　だが。

　金の前髪から覗く、その揺らがない翠の瞳を見て、ベートの手はぴたりと止まった。

「……」

　ベートの双眸は見張られていた。攻撃が身に迫ろうと視線を逸らさなかった春姫ハルヒメの目を、無言で見据える。

　沈黙が二人の間に訪れた。遠方より響いてくるかすかな交戦の声が獣人達の耳に届く。

　その不可思議な光景は、ベートが口を開くまで続いた。

「──雑魚が」

　狼人ウェアウルフの口端が凶暴に吊り上がる。

「何もできねえくせに──覚悟はできてんだな？」

「っ!?」

　全開で吹き上がる殺気。弱肉強食の理ことわりをもって正しく己を喰い殺そうとする飢狼に、圧倒的な強者の存在に、獣人の本能が震え上がる。

　しかし、それでも春姫ハルヒメは退しりぞかなかった。

　とうとう無様に体を震わせ、両腕を広げたまま、ベートを見据え返す。

「調子に乗ってんじゃねーぞッ!!」

　下げられた拳の代わりに、左脚のメタルブーツが地に振り下ろされる。

　足もとで発生した破砕音と衝撃に春姫ハルヒメの体はいともたやすく吹き飛んだ。路地裏口横の壁に背中を強打し、体をくの字に折って激痛に呻く。

　一方で、口振りとは裏腹にベートの顔には笑みが浮かんでいた。それは彼が雑魚と蔑む存在への嘲笑であり、確かな喜々であった。

　ベートは春姫ハルヒメを『敵』と認めた。

　せせら笑うにも値しない有象無象ではなく、戦場で巡り会った対敵だと認識した。

　狼人ウェアウルフは狐人ルナールの少女の覚悟を認め、笑ったのだ。

「娼婦アバズレみてえによがってんじゃねえ！　威勢だけかてめえはァ!!」

「ッ!!」

　ベートの罵倒に、苦悶していた春姫ハルヒメは顔を振り上げた。

　凶笑を浮かべ見下してくる狼人ウェアウルフを精一杯に睨にらみつけ、供物くもつを捧げるように、震える両手を胸の前に突き出す。

「【──大きくなれ】」

　そして、詠唱を開始した。

「【其その力に其その器。数多あまたの財に数多あまたの願い。鐘の音ねが告げるその時まで、どうか栄華えいがと幻想げんそうを】」

　春姫ハルヒメに唯一許された『魔法』であり、武器にはなりえない妖術。

　この術が目の前の強者を傷付けることもできないと理解しながら、春姫ハルヒメは歌った。

「【──大きくなれ】」

　階位昇華レベル・ブーストの要間隔インターバルは十分前後。ベートとの奇妙なやり取りを経てぎりぎり時間が満たされ、行使に踏み切られた『魔法』が少女の『魔力』を喚起かんきしていく。

「【神饌かみを食らいしこの体。神かみに賜たまいしこの金光こんこう。槌つちへと至り土つちへと還かえり、どうか貴方へ祝福を】」

　距離を置いて対峙するベートは動かなかった。無言で詠唱の完了を待っている。

　それは驕おごりか。いや違う。弱者が強者に上げた咆哮ほうこう──少女の覚悟に対する礼節だ。

　春姫ハルヒメが『魔法』を解き放った瞬間、ベートは躊躇ちゅうちょなく、慈悲なく彼女を屠ほふる。

　迫るその時を前に、狼人ウェアウルフの冒険者はごきっと己の手を鳴らした。

「【──大きくなぁれ】」

　春姫ハルヒメの魔法、【ウチデノコヅチ】は。

　魔法円マジックサークルの有無にかかわらず、発動前より金の魔法光を放ち、その特異さを際立たせる。

　詠唱が進めば薄い霧状の『魔力』が光雲を生み、美神イシュタルをも唸うならせた最強の妖術の発動を告げるのだ。

　──金光の粒子と光雲は春姫ハルヒメとベートの頭上を超えて立ち昇った。迷宮街西区に広がる黒霧ブラックミストと同様、彼女達の現在地である北北西がうっすらとした輝きに包まれる。

　それは見る者が見れば、柄のない光の槌つちが召喚される前触れであるとわかっただろう。

　春姫ハルヒメが詠唱を完成させ、ベートが前傾姿勢を取った瞬間、少女の祈りを受け取った『彼女』はその場に駆け付けた。

「!!」

　ベートが振り向いた後方、着地を決めて現れたのは麗しい漆黒の長髪。

　大朴刀だいぼくとうを携えたアマゾネス──アイシャ・ベルカが援軍として到着した。

「【ウチデノコヅチ】」

　間髪入れず夥しい光粒がベートを越えてアイシャのもとに集まり、光の槌が落下した。

「てめえは……」

　双眼を細めるベートの視線の先で階位昇華レベル・ブーストが完了する。

　光の奔流に包み込まれた女傑は大朴刀だいぼくとうを払い、光の粒が立ち昇る切っ先を狼人ウェアウルフに向けた。

「おいお前、私の妹分に手を出そうとしてたよな？　そうだよな？　私の中ではそうなった」

「オイ」

「──可愛かわいい妹分にちょっかい出すやつは許しておけないよ。ここでブッ飛ばしてやらなきゃ気が済まない」

　アイシャは笑みをもって『喧嘩けんかを売った』。

『異端児ゼノス』など関係ない、そんなものは知らない強引なこじつけで、この戦いを『私闘』へと変える。半眼を作るベートと対峙するそんな彼女に、春姫ハルヒメは感極まったように胸を震わした。

「アイシャさん……！」

「ヘッポコ狐、無茶するんじゃないよ全く。あれだけ大っぴらに使うなって言い含めたっていうのに……だが、まぁ、ちょっとはマシになったその面構えに免じて許してあげるよ」

　自分の救援を信じた春姫ハルヒメの賭けに、アイシャはどこか嬉うれしそうに肩を竦める。

　ベートはそんな彼女達に対し、鼻を鳴らした。

「結局は人任せじゃねーか。くだらねえ」

　言いつつ、少女の『駆け引き』を認めるように顔に浮かんだ笑みは消え去らない。

　戦意を漲みなぎらせる狼人ウェアウルフは口端を裂いた。

「さっさと来い、バカ女。沸いた頭ごと蹴り潰してやる」

「上等だよ!!」

　春姫ハルヒメが見守る先で、ベートとアイシャは戦闘の火蓋を切った。
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「ベル、春姫ハルヒメが……！」


「っ……！」



　ウィーネの手を引くベルは苦渋の表情で裏通りを走っていた。

　ベートは春姫ハルヒメを傷付けるだろうか？　わからない。だが命を奪うことだけはしない筈だ。今は彼の追撃に備えできるだけ距離は離さなくてはならない──。

　不安と疑問、そして今やらなければならないことがベルの頭の中で渾然こんぜんとなる。春姫ハルヒメの覚悟を無碍むげにしないように後ろを振り向かず、同時に自分の至らなさを彼女に詫びながら、ウィーネのために進む。

『ベル君、時間がない……！　急がないとフェルズ君達と合流できなくなる！』

　焦あせるヘスティアの声を聞きながらベル達は先へと急いだ。

　階位昇華レベル・ブーストの光粒は既に消失していた。透明衣ヴェールを被ったまま冒険者や【ロキ・ファミリア】に見つからないよう注意を払うが、そんなものが必要ないほど周囲には人気ひとけがなく、静かだ。僥倖ぎょうこうと言うより不穏なものを感じてしまうベルは、頭を振って目的地に向かって南下する。

　そして、南下して、南下して、南下し続けたベルの足は──一歩も進めなくなっていた。

「……ベル？」

「……」

　止まってしまった進行に、ウィーネが戸惑った声を上げる。

　彼女のか細い手を握るベルは、これ以上ないほど発汗していた。

　震える呼吸を野放しにしながら、耳を聾ろうする心臓の音に耐える。

　上下に走る階段や隘路あいろが周囲に溢れた裏通りの中で、彼の深紅ルベライトの瞳は、闇に覆われた前方を見つめていた。




　迷宮街、南東。

　未だ治まらない冒険者達の混乱と喧騒が届かない路地裏の一角で、ぴくり、と影が揺れた。

　薄闇に包まれる人影は手を微動させ、罅割れた煉瓦の壁から背中を引き剝がし、小さく咳き込む。

「五年、ですか。差を開けられてしまった……」

　三分。

　その人影が戦闘を許された時間。

　意識を取り戻した彼女は緩慢な仕草しぐさで首を上げ、空を仰ぐ。

「申し訳ありません、クラネルさん……」

　血に濡れた唇を拭うことも忘れ、峰打ちされた腹に手を押し当てながら、リュー・リオンは呟いた。





「────」



　空を覆っていたうろこ雲が流れ、月の光が闇を拭い去る。

　照らし出されるのは砂金のごとく輝く金の長髪だった。銀と蒼の装備、鞘に納められた剣の柄がうっすらと光沢を放ち、ベルの瞳を焼く。

　ウィーネもまた時を止める中、彼女は、ベル達を見つめていた。

「アイズ、さん……」

　金髪金眼。

　裏通りの中心にたたずむ女剣士に、ベルは喘あえぐように呟きを落とす。

「……竜女ヴィーヴル、生きていたんだね」

　アイズが確かに発した『竜女ヴィーヴル』という言葉が、衝撃となってベルを撃ち抜く。

　同時に気が付いてしまった。恐らくアイズは、早い段階でリューの足止めを躱し、ベルの尾行を再開させていたのだと。

　それに気付けなかったのは彼女がベルを『視みなかった』からだ。視線に敏感な少年の感覚を見抜き、直視を避け、気配のみを追跡した。ベルが気付けないほど巧妙に。

　リューの横槍によって一度見失ったベルを再捕捉したのは、南東から南西へ横断した時機タイミングか。春姫ハルヒメと合流したのも、ウィーネと再会した姿も、アイズはずっと捉えていたのである。

　ベルはアイズの追跡を振り切れていなかったのだ。

「出てきて……」

　ベートが先にやって来たのは、彼女が迷っていたからか。

　どこか悲しそうにアイズは『リバース・ヴェール』を脱ぐよう告げた。

　ベルは、黙って透明衣ヴェールを取り払う。

「……」

「……」

　姿を現したベル、そして片翼を生やすウィーネに、アイズは目を伏せた。

「君が何であんなことを聞いてきたのか……ずっと考えてた」

　五日前、都市全体に強制任務ミッションが発令される直前、ベルはアイズに問うていた。

『怪物モンスターに、何か生きる理由があったとしたら……僕達と変わらない感情を持っているとしたら、どうしますか？』

　人と同じように笑顔を浮かべ、人と同じように悩みを抱え、人と同じように涙を流す『怪物』と出会ったら、それでも剣を振るうことができるのか、と。

「そういうことだったんだね……」

　視線を地面に落としていたアイズは、おもむろに怪物ウィーネを見つめる。

　ベルはその視線に──危ういものを覚えた。

　普段から感情の乏しい表情でいるアイズの視線、けれどベルの知る彼女のものとは明らかに一線を画する眼差しに、ぞっっ、と心臓がわななく。

　なんで、どうして、今、そんな目を──やめてくれ。

　胸がこぼす悲痛を必死に抑え込みながら、ベルはその眼差しからウィーネを守り、訴えていた。

「アイズさん!!　この娘こはっ」

「私の答えは」

　ベルの言葉をみなまで言わせない強い語気で、アイズは言葉を打つ。

「変わらない」

　そして──剣の柄に手をかけた。




「怪物モンスターのせいで誰かが泣くのなら──私は怪物モンスターを、殺す」




　告げられた【剣姫】の回答に──引き抜かれた銀の剣に、ベルは凍りついた。

　ざっ、と音を立てて、アイズのブーツが一歩を踏み出す。

「まって……待ってくださいっ、アイズさん!?　この娘こは何も、誰にも危害を加えません！　絶対にそんなことはしない!!　この娘こは、ウィーネは違う!!」

　泣き叫ぶようにベルは叫んでいた。

　放たれる戦意に怯えるウィーネを背で庇いながら、声を荒げる。

「その竜女ヴィーヴルがまた暴走した時、君は同じことが言える？」


「────」



　ウィーネの額に埋め込まれた紅石が、震えるようにきらめきをこぼす。

「私には、そんなことはできない」

　自他ともに馬鹿と称する天真爛漫てんしんらんまんなアマゾネスの少女とは、彼女は決定的に違った。

　冷然とした表情、有無を言わせない言葉の剣つるぎ。何が彼女をそこまで冷酷にさせるのか、ベルはわからない。わかりたくない。

　ただ一つ、はっきりしていることは──交渉が決裂したということ。

　憧憬しょうけいと完全に対立したことをベルは今、理解した。

「ぅ、ぁ……」

　やがて、逆巻く絶望と諦念がその手を導く先は──ナイフの柄。

　相対する剣の少女と同様に、少年も既に翻すことのできない答えを出してしまっている。

　守ると誓った、怪物の少女のために。

　悲し気に目を細めるアイズに対し、ベルは漆黒のナイフと紅刀を抜いた。

「ベルッ……」

　ウィーネが泣きそうな声で囁く。

『っ……』

　水晶の奥で女神が声を失う。

「……なんで」

　ベルの唇が独りでに震える。

「……何でっ」

　アイズが体を前に倒し、駆け出してくる。

「──ちくしょう!!」

　ベルもまた駆け出し、迫りくる銀の剣に漆黒のナイフを振り抜いた。
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　互いの初撃は無数の火花を生んだ。

　無論、ベルの圧倒的なまでの力負け。華奢きゃしゃな細腕と全く釣り合わないアイズの凄まじい斬撃に著しく体勢を崩されるベルは、しかしそれをあらかじめ見越して、攻撃の衝撃を回転の遠心力に転換する。

　右逆手に持つ《ヘスティア・ナイフ》を再びアイズに見舞いながら、ベルは叫んだ。

「ウィーネ、逃げて!!」

　かつてない少年の鬼気迫る表情と声音に、透明衣ヴェールを胸に抱くウィーネは体を揺らし、今にも泣き出しそうな顔をして従った。

　来た道を走って後戻りする少女の姿を顧みる余裕もないまま、女神のナイフを防がれたベルは左手の紅刀で次撃を繰り出す。

　金髪金眼の剣士は一振りの剣であっさりとナイフの連携を弾いた。

「くッッ!?」

　たやすく往いなされる己の攻撃に歯嚙がみしながら、ベルはアイズを何としてでもこの場に縫い付けようとナイフの双撃を叩き込む。が──。

「──」

　漆黒のナイフを弾かれたと思った直後、金の長髪カーテンが視界を覆う。

　思考に空白が生まれたベルが状況を理解したのは一瞬後。

　アイズは防御行動から蝶ちょうのように空中に身を躍らせ、少年の頭を飛び越えていた。

　紅刀の攻撃が空振りに終わるベルと位置を入れ替え、アイズは背後に着地する。

「っ!?」

　全神経をつぎ込んで瞬時に反転したベルは、ウィーネの後を既に追走しているアイズを──少女の視線の行く先を見てしまった。

　──僕を見ていない！

　胸の奥を満たしていた悲愴感ひそうかんが腹の底をかっと熱くさせる何かに変わる。

　それは怒りか。いや違う。憧憬しょうけいの人物に相手にすらされない悔しさだ。

　ベルは全身を発火させながらウィーネとアイズを追った。

『ベ、ベル君!?』

　眼晶オクルスからヘスティアの悲鳴が散る。『魔法の地図』の動きを見て今の状況がどんなものなのか悟ったのだろう。彼女が危惧するように、ベルはアイズに追いつけない。いやベルが追いつくより早く、アイズの剣がウィーネの背中に届く。

　駄目だ、間に合わない、ウィーネが──！

　竜の少女の後ろ姿を射抜く【剣姫】の眼差しに、ベルは手をあらん限りに握り締め苦悩の感情を絞り出す。

　そしてはっと振り向くウィーネにアイズが接敵する間際、ベルは断腸の思いで砲声した。

「【ファイアボルト】!!」

　緋色の炎雷が驀進ばくしんする。

　雷のごとく駆け抜ける『速攻魔法』が絶望的だった距離を一瞬で埋め、アイズの疾走を阻んだ。弾着した裏通りの壁が爆発する中、驚くウィーネの姿が砂塵の奥に消える。

　撃った。また撃ってしまった。

　前は冒険者を。

　今度は憧憬しょうけいを。

　自分は何をやっているのか、もう泣きそうになるくらい何もわからない。ただ確かなことは──もう後戻りはできないことだ。

　顔を歪めながら走り続けるベルは、咄嗟に回避して啞然とするアイズに斬りかかった。

「アイズさん、話を聞いてください！」

　剣で受け止められたナイフ越しに、ベルは声を放つ。

　言葉とは裏腹に武器を振り下ろさなければならない現実に途方もない虚むなしさを覚えながら、ぎぎぎぎっ、と鍔迫つばぜり合いを演じる。

「……君と話すことは、ないよ」

　また視線を合わせてくれないまま告げられ、今度は頰が真っ赤に燃えた。

「僕にはある!!」

　まるで駄々っ子のように、まさに高嶺たかねの花に相手にされない幼い少年のように、喉を震わせる。ナイフを押し込んで一歩詰め寄るベルに、目もとを歪める少女は拒むように斬り払った。

　造作もなくベルに踏鞴たたらを踏ませるアイズは、ウィーネの追跡を再開する。

「っ……神様！」

『あ、ああ！』

　手甲に取り付けられた眼晶オクルスが光を放ち、ヘスティアの声がベルを誘導する。

　アイズをまともに追っても手遅れになるのは間違いない。『魔法の地図』に表示されるウィーネの居場所を目指し先回りする。

　ウィーネは裏通りを折れて蜘蛛の巣のように絡み合う小径に足を踏み入れていた。炎雷による砂煙が立ち込める中、民家の屋上に上がり疾走するベルは最短距離で竜の少女、そしてアイズのもとを目指した。

　屋根の上から見る『ダイダロス通り』に連なる建物群は、凪なぎの海辺に浮かぶいくつもの筏いかだのようだった。波に揺れることのない足場を飛び移っては高速で駆け抜けることしばらく、小径を走る金の長髪を捉える。

　屋根を踏み切ったベルはアイズの目の前に着地した。

「！」

「アイズさん！」

　立ち止まるアイズは瞠目した。

　場所は細い一本道、付近に横道はない。金の瞳が素早く周囲を見回し、ほっそりとした顎あごが上空を仰ごうとしたその瞬間、ベルは肉薄する。

　──させない！

　屋根の上へ逃れようとするアイズより一歩早く、攻めかかった。


「っ……！」



　頭上への退避を阻止されたアイズは止むなく応戦した。

　二振りのナイフと一振りの剣が再び剣戟を交わす。

「君と、戦いたくない……」

「僕もですよ！」

　絞り出すように呟かれたアイズの言葉に、ベルも叫び返した。

　数か月前、朝日が昇るまで市壁の上で行っていた鍛錬とは全く違う。訓練なんかじゃない。

　痛みを強いられる攻防に胸を焼き焦こがしながら、ベルは再三訴える。

「アイズさん、お願いですから聞いてください！　あの娘こはっ、『異端児ゼノス』達は──！」

「私の答えは……変わらないよ」

「っっ」

　──どうして!!

　耳すら貸してもらえないことに痛哭つうこくを心中で上げながら、ベルは眦を吊り上げる。

　双刀ナイフの柄を握り締める。

　もはや言葉では届かない自身の想いを刀身に委ゆだね──全力の斬撃を解放した。

「ふッッ!!」

「!?」

　漆黒と紅の斬閃がアイズの視界に閃ひらめく。

　白兎の猛攻ラビット・ラッシュ。超連続斬撃。際限のない怒涛の連撃が火蓋を切った。

　黒と赤の軌跡が防御に回る剣を乱打する。アイズの驚愕を物語るように尋常ではない火花と金属音が舞い散った。己の思考を置き去りにするほどベルの肉体が加速する。

　速く、これまでより何ものよりも速く。

　巨女フリュネや狩猟者ディックス、過去の第一級冒険者達の戦いを上回る速度で、ベルは憧憬に己の全てをぶつけた。


「っ……！」



　更に小径という地形は銀の剣に趨勢すうせいの不利を言い渡す。長い剣身は狭い道幅において取り回しづらく、その射程リーチを有効に活かせない。逆に少年の短刀ナイフは効果を最大限に発揮する。

　終始押されるアイズは息を呑み、まじまじとベルの顔を見つめながら、最後の斬撃を防いで後方へ飛び退く。


「はぁ、はっ……！」



「……」

　薄暗い路地裏にベルの呼吸の音が響く。

　開いた間合いと、確かに痺しびれている己の手を見つめたアイズは、口を開いた。

「……強く、なったね」

「！」

　自分を認める言葉に、ベルははっとする。

　だが、それは。

「私ももう、手加減できないよ」

　今より始まる凄烈せいれつな剣撃を告げる宣告でもあった。


「────」



　アイズの姿が霞かすむ。

　ベルが知覚できたのは金の長髪の残影のみ。

　懐ふところを奪われた彼が迫りくる斬撃に反応できたのは、直感と危機本能、そして鍛錬の中で嫌というほど味わった少女の剣筋を四肢が覚えていたから。

《ヘスティア・ナイフ》が剣身に触れた瞬間、途方もない衝撃がベルを襲った。

「っっ!?」

　千切れ飛ぼうかという勢いで右腕が頭上に跳ね上げられる。ナイフを手放さなかったのは、奇跡だった。

　金と銀の疾走は止まらない。旋風のように回転し、剣が小径の壁をバターのように切り裂きながら神がかった一閃を奏でる。

　今度こそベルに反応も防御も許さない、神速の回転斬り。

　──終わった。

　二度の斬撃。それで終わり。

　冒険者としてのベルの感覚が、己の死を確信させた。

「っ」

　しかし、ベルの胴が二つに分かれることはなかった。

　アイズはその柳眉を僅かに歪め、剣が接触する寸前、手首を返す。

「──がっっ!?」

　脇腹に叩き込まれた衝撃──剣の腹によって、ベルは真横の壁に衝突する。

　肩からブチ当たったベルの視界が振動した。次いで起こるのは目眩めまいと吐き気。

　堪たまらず膝をつくベルの横を……アイズのブーツが悠然と通り過ぎようとする。


「く、ッッ……！」



　ベルは行かせまいと、震える膝に鞭むちを入れた。

　総身に力を込めて立ち上がる。

　足を止め振り向いたアイズは、深紅ルベライトの瞳から闘志が失われないベルを前に、感情を隠した冷たい表情で、剣を振り鳴らした。

「いくよ」

　次の瞬間、ベルの視界に斬撃の渦が生まれる。


「──ッッ!?」



【剣姫】が放つ、本物の連続斬撃。

　あたかも先程のベルの連撃を返すように、アイズの剣舞が始まった。反射的に構えたナイフの迎撃など間に合わない。一つ防御に成功したと思えば五つの斬撃が身を打ちすえる。ヴェルフの防具が、加工超硬金属ディル・アダマンタイトの鎧が、耳をつんざくかのような悲鳴を重ねた。

　剣の腹ではなく刃で斬られていたら既に絶命していた圧倒的な剣劇。銀の斜線に埋めつくされる視界、痛みと衝撃にぶれる意識の中で、ベルははっきりと悟る。

　巨女フリュネよりも力強く、狩猟者ディックスよりも速い。話にならない。

　自分を散々苦しめたあの第一級冒険者達が霞んで見える。

　知ってた。知っていた。

　知っていた、けれど──。

（この人は──誰よりも強い!!）

　風を引き連れる斬閃が胸甲ブレストプレートを切り上げ、ベルは宙に舞い上がる。

　間もなく石畳に激突し、仰向けに倒れ込んだ。


「ぁ……っ……」



　朦朧もうろうとする意識の中で、目を伏せるアイズが背を向ける。

　遠ざかっていく手を伸ばそうとするも、灼熱しゃくねつの痛みに全身を抱き竦められ、動かすことさえできなかった。

　何度も立ち上がろうと試みるものの、小刻みに体が震えるだけ。

　ぼやけた視界に映る夜空が遠い。

（……ここ、見たような気がする……）

　憧憬の洗礼を刻み込まれた体が地に沈む中、虚うつろな意識はどうでもいいことを思い出す。

　先程からずっと見覚えのある裏通りに疑問を覚える。あれは、いつ、どこだったっけ、と碌ろくに思考が回っていない頭の中で独りごちた。

『ベル君っ、ベル君!?』

　そこへ、闇に沈みかける意識にヘスティアの声が残響する。

　アイズの悲しげな顔が、ウィーネの涙が脳裏に蘇よみがえる。

　目を一度閉じたベルは、眉まゆを吊り上げ、がりっと石畳を指で引っかいた。
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　南下したベル達から距離を開けた、迷宮街北北西。

　地面に突き立った大朴刀だいぼくとうの側で、一人の悍婦かんぷが横になって倒れている。

「あンの狼人ウェアウルフ……本当に容赦しなかったね」

　全身に傷を負ったアイシャは既にいないベートに向かって、憎たらしそうに言った。

　口には打撲の跡があり、血が流れている。刃が欠けた大朴刀だいぼくとうを一瞥するアイシャは、あー痛い、と顔を歪めながら、それでいてどこか嬉しそうだった。

「アイシャさん、アイシャさん……！」

　アイシャの褐色の肌を濡らす涙は春姫ハルヒメのものだ。

　ベートに敗北した彼女の片手を握って嗚咽交じりに「ごめんなさい……！」と何度も謝っている。彼女自身は石片を浴びて負った掠り傷を除けば無傷であった。

　路地裏の開けた空間に少女のすすり泣きが響く中、アイシャは煩わずらわしいとばかりに顔をしかめる。

「泣くんじゃないよ。これくらいじゃあ、死にゃあしないさ」

「でもっ、でも……！」

「泣いている暇があったら、やることがあるんじゃないのかい？」

　長い金の髪を指で梳すくアイシャは、目もとを拭う少女に言ってやった。

「行く当ては、あるんだね？」

「……はいっ」

　着物の袖から青水晶が取り出される。

　支援役サポーターとして手渡されていた自分用の眼晶オクルスを持ち、春姫ハルヒメはアイシャを見下ろした。

「じゃあ、行きな。ちょっと休んだら、私も適当に動くよ」

「ありがとうございます……アイシャさん」

　目を赤くした春姫ハルヒメは礼を告げ、立ち上がる。

　駆け出していく狐の尾を見送ったアイシャは、一気に脱力する。

「この頃負けっ放しだよ、まったく……【リトル・ルーキー】には、修行代わりの『遠征』にでも付き合ってもらおうかねえ」

　艶つやのある唇に笑みを浮かべて、瞼まぶたを閉じ、少し長い眠りについた。
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「……ベル？」

　ウィーネは足を止め、背後を振り返った。

　耳に届いていた激しい戦闘の音は途絶えていた。ずっと募っていた心配の念が、今は猛烈な不安となって膨れ上がる。透明衣ヴェールを持って立ちつくしていたウィーネは逡巡の後、逃げてきた道をゆっくりと引き返し始める。

「ベル……神様？」

　迷路のように錯綜する道を恐る恐る進んでいく。竜の片翼を体に押し付け、薄い胸を押さえながら壁伝いに歩むその姿は、怪物ではなく迷い子のそれであった。

　角を曲がった途端、自分を冷たく見るあの金色の瞳と出くわすのではないか。先の辻に足を踏み入れた瞬間、あの恐ろしい剣の銀光に首を断たれるのではないか。薄闇が耳もとで囁いてくる想像に呼吸を震わせていた、その時だった。

　ウィーネの背後に影が現れたのは。

「──!?」

　ウィーネがはっと振り返った時には、伸ばされた手が彼女の口を塞いでいた。

　そして細い腰を抱き寄せられたかと思うと、片翼ごと温もりに包まれる。

（ウィーネ、静かにして）

（あ……ベル！）

　耳もとで呟く白髪の少年に、ウィーネは全身から力が抜けるとともに安堵を得た。

　だがすぐにベルの様子に気付く。服と鎧は傷だらけになっており、血糊ちのりが張り付いていた。少年の顔も痛みと疲弊を隠せていない。

　ウィーネが言葉を失っていると、ベルは「行こう」と告げて手を引く。

「ベ、ベル……」

「ごめん、もうちょっと我慢して、ウィーネ」

　涙に滲もうとする声に謝り、ベルはアイズの影を警戒しながら移動した。

　ウィーネの手をぎゅっと握りながら、手甲の眼晶オクルスに口を近付けた時、ふと顔を上げる。

　黒く煤すすけた石畳、広い十字路、壁に真っ赤な線で引かれている道標アリアドネ。ずっと抱いていた既視感がはっきりとした形となって記憶の扉をノックする。

（ああ、そうか……）

　やっとわかった。

　見覚えがあると思ったら、当然だ。

　ここはベルが一度通ったことがある道。

　ヘスティアと一緒に、あの怪物祭モンスターフィリアの日、『シルバーバック』に追われながら。

　思い出したベルは、これからすることに自嘲の笑みをこぼしながら、ヘスティアに尋ねた。

「神様……この近くに、隠し通路はありますか？」

『え？　あ、ああ……あるけど、どれもフェルズ君達のところには行けない。むしろ遠回りになって……』

「教えてください」

　戸惑うヘスティアに行き方を求める。

　彼女の声の通り進むとやがて広い袋小路ふくろこうじに辿り着いた。指示を仰いで石板の一つを押し込むと、壁面が開いて抜け道が現れる。ベルは、ウィーネを先に進ませ、あるものを手渡した。

「ベル……？　これって……」

「うん、神様と話ができるんだ。ずっと見守っててくれる……」

　手甲から引き剝がしたたった一つの眼晶オクルスを、ウィーネの手に握らせる。

『ベル君、君は……』

　水晶の奥でヘスティアは愕然がくぜんとし、押し黙る。

「この道を先に行って。僕は、ちょっとここに残るから」


「えっ……？」



　ウィーネもまた、瞳を驚きに染め、不安に揺らした。

「ベ、ベルはどうするの？」

「アイズさんと、話をしたいんだ……きっと、ここに来るから」

「……」

「神様の言うことを聞いていれば平気だよ。大丈夫、すぐに追いかけるから……」

　追えるわけがない。

　眼晶オクルスを手放せば女神の導きは得られない。ウィーネがどこにいるか摑めなくなる。

　噓で塗り固めた優しい笑みを浮かべながら、ベルはウィーネの髪を撫でた。

　会話を聞いているヘスティアは何も言わない。ありがたかった。こちらの意志を汲くみ取ってくれて。

　呆然と見上げてくるウィーネの体を、ベルはそっと押した。

「行って」

　抜け穴に入ったウィーネが、閉まる隠し扉の奥に消える。

　最後までずっとこちらを見つめていた琥珀色の瞳。ベルは重い音を立てて閉じた扉に、額をくっつけた。

（二回目だ……）

　自分は卑怯ひきょう者だ。アイズに敵わないと、ウィーネを守れないと悟った瞬間、ヘスティアと同じように自分から遠ざけた。

　情けなくて、力のない、弱い冒険者のままだ。

（確か、あの時は……）

『シルバーバック』に追い詰められた時、アイズの顔がもう一度見たかった、なんて未練がましく思った。今の状況と照らし合わせれば、とんだ皮肉である。

　ベルは笑っていた。おかしかった。いや、おかしくなったのは頭の方かもしれない。

　間もなく、ざっ、と音を立てる背後の気配に、ゆっくりと振り返る。

「ベル……」

　アイズはベルを真っ直ぐ見つめていた。きっとウィーネを逃がした光景を見たのだろう、その瞳は咎とがめるような光を帯びている。ベルは苦笑しようとして失敗した、そんな笑みを浮かべた。

　ウィーネが逃げ込んだ道への入り口は今ベルの背中が守る一つのみ。

　隠し通路の出口がどこに繫がっているのかわからないアイズは、ベルをどかすより道はない。

　これでウィーネが逃げるまで時間を稼ぐことができる。

　そして、これでアイズはベルを相手取るしかない。

　そう、無視なんかさせない。

「どいて」

「どきません」

「どうしたら、どいてくれる？」

「アイズさんが、僕の話を聞いてくれるまで」

「……」

　アイズはもう一度、目を伏せて、瞼を閉じた。

　次には、決然と剣を振り鳴らす。

　笑みを浮かべていたベルも口を引き結び、歩み寄って来るアイズに武器を構えた。
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　暗い暗い、道の中。

「……」

『……そこを右だ、ウィーネ君』

「……」

『……あとは、真っ直ぐ』

「……」

『……』


「…………神様」



『……なんだい？』

「わたし、いや……」

『……』

「こんなお別れ、いや……！　ベル、噓ついてる……！」

『……』

「ベルはわたしをたすけてくれる。うれしい、でも違うのっ。ベルに痛くなってほしくないの、泣いてほしくないのっ」

『……』

「わたしっ、ベルになにも返していないの！」

『……ボクは止めないよ』

「えっ？」

『わかるからね。ボクも、ウィーネ君と同じだった』

「わたしと、神様が……？」

『ああ。ベル君って、ほら、ズルイだろ？　自分が弱っちいってわかっているくせに、いつも無理をして、格好を付けようとするんだ。逃げ出したくて堪らない筈なのに、相手に敵わないってわかっている筈なのに……」

「……」

『今も憧あこがれの女の子と、こんな風に戦いたくないって、苦しんでいるのに……』

「ベルは、どうして……」

『あの子は困っている女の子を……ううん、家族を見捨てられないから』

「かぞく……？」

『そう。人間とか、怪物とか関係ない。ウィーネ君のことも、あの子は大切な家族だって、そう思っているんだよ』

「……神様、わたし、やっぱりこんなのいや」

『うん』

「ベルのところに行きたい」

『うん』

「ベルに『恩返し』をしたい」

『覚悟はあるかい？　ベル君と永遠のお別れをするかもしれない……死への覚悟だ』

「うん。こんどはね──わたしが、ベルをたすける番」

『……わかった。行っておいで』

「ありがとう、神様」

『ウィーネ君』

「なぁに？」

『──強くなったね』
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　したたかな斬撃が体を打つ。

　足もとには中身のなくなった試験管がいくつも転がっている。既に回復薬ポーションはない。何度再起不能になりかけているかわからない。数えるのも億劫おっくうになるほどの攻撃を浴び、えずきながら、それでもベルは踏みとどまり、ナイフを振るった。

「……！」

　膝を屈しかけ、倒れかけても、ベルは立ち上がる。決して扉の前から退かない。どころか、果敢に攻めかかってくる。アイズは小さく息を呑みながら、しかし彼女もまた攻撃の手を緩めようとしなかった。風切り音を従える剣の軌跡がベルを滅多打ちにする。

　高速の袈裟けさ斬り。防げない。

　切り上げ。横から叩いて逸らす。

　薙ぎ払い。躱せない。

　鞘の刺突。それは知ってる。

　回し蹴り。直撃した。

　嚙み合わない。嚙み合う。重なり合わない。重なり合う。彼女に教えてもらった『技』が、盗んだ『駆け引き』が、よりにもよってこんなところで最大の効果を発揮する。

　剣の腹を見舞われる度に何度も視界に閃光が散る中、朦朧とするベルは思った。

　何をやっているんだ。

　憧れの人と対立して、ぶつかって。

　思いっ切りやられまくって。

　──やられまくるのは、鍛錬と変わらないか。

　笑えない事実に笑いながら、ベルは容赦のないアイズの剣技を見据える。

　攻撃は届かない。反撃も掠りもしない。こちらの叫びを、想いを受け取ってくれやしない。

　冷たい彼女を嫌うか？　いいや違う。

　ちっとも聞く耳を持ってくれない彼女に怒るか？　全くのお門違いだ。

　彼女の剣は遥かな高みを突き付ける。現実と理想の壁をベルに教え込んでくる。

　ベルの抱える想いはそういうものだ。少女ウィーネを助けた決断はそれほど過酷なものだ。

　追い付かなくてはいけない。

　届かなくてはいけない。

　超えなくてはいけない。

　無力を叩きつけられた分、走れ。駆け上がれ。もっと速く。もっと強く。

「──ッ!!」

　背中が熱い。背中が燃えている。背中が狂おしい願いを叫んでいる。

　遠い。何て遠い。知っていた。果てしない高みなんか。

　だから、追わなくちゃ。

　あの娘こを助けたい、この想いと一緒に。

「──ァああああああああああああああああああああああッ!!」

　ベルは吠えた。

　裂帛れっぱくの咆哮がアイズの腕を揺らす。度し難い想いの丈が【剣姫】の剣つるぎの勢いを確かに削ぐ。

　なけなしの力を込めて加速した二振りのナイフが、初めて少女を脅かした。

「っ!?」

　驚愕を振り払い放たれたアイズの斬り払い。紅のナイフを弾き飛ばされるベル目がけ、すかさず繰り出される第二の斬撃。ベルはそれに──左腕の手甲を突き出した。

【剣姫】の斬撃を加工超硬金属ディル・アダマンタイトの防具の上で滑らせる。

　両者の間に散る凄まじい火花と擦過音。無理矢理アイズの懐を奪い取る渾身の肉薄。

　顔がくっつこうかという至近距離──己の得物の間合いで。

　ベルは神の刃を振り上げた。

「ああああああああ!!」

　空に向かって弧を描く、紫紺しこんの斬閃。

　金の長髪が翻る。

　凄まじい速さで後退し緊急回避したアイズは──はっと胸に手を当てる。

「……！」

　装備している銀の胸当てには何かが掠った跡があった。

　鋭い何かに切り付けられた跡だ。

　ベルの叫びが届いた、証左だ。

　一瞬、アイズは言葉をなくす。

　息を切らすベルを見つめながら、眉を苦渋に歪ませるアイズは、再び斬りかかった。

「うっ!?」

　ベルは咄嗟にナイフを引き戻した。

　袈裟に振り下ろされた銀の剣に対し、防御。あまりの重さに《ヘスティア・ナイフ》を両手で支え、ぎぎぎぎっ、と刃が嚙み合う音を鳴らす。

　今度はアイズから鍔迫り合いを仕掛ける中、彼女は口を開いた。

「どうして、そこまでするの？」

　初めて行われるアイズの問い。

　話を聞こうとしなかった【剣姫】が、ベルの瞳を見据えてくる。

　驚きをあらわにするベルは、アイズの目を見返して叫んだ。

「あの娘こを助けたいんです！」

「本当に、本気で言っているの？　人じゃない、『怪物モンスター』なんだよ？」

　ベルは剣の重みに負けぬよう、反論した。

「普通のモンスターとは違う！　話せるんです、笑い合えるんです！　手を取り合える──僕達と同じ感情を持っています！」

「違う、同じなんかじゃない。みんなは、そんなことできない」

　少なくとも人類みんなは『怪物』と手など取り合えない、と。

　片手のみで持つアイズの剣つるぎが、ベルのナイフを反論ごと押し込んだ。

「ぐ、っ!?」

「怪物モンスターは、人を殺す。沢山たくさんの人を殺せる。……沢山の人が泣く」

　眼前にあるアイズの瞳に、ベルは自らの体を斬りつけるように、言葉を吐き出した。

「でもっ、それは……それは僕達冒険者だって、同じじゃないですか？」


「……っ！」



「アイズさんの剣けんだって、僕のナイフだって！」

　ベル達が、冒険者がその気になれば大勢の人々を虐殺できる。

　それを止めているのは、ひとえに理性だ。『異端児ゼノス』達も持っている、友愛の心だ。

　人より優しい怪物かいぶつがいた。

　怪物かいぶつよりおぞましい狩猟者がいた。

　人類と怪物を隔ててしまう境界は何なのだと、ベルはアイズの剣を切り払い、訴える。

「僕は……」

　間合いが開く少女に、口を開き、逡巡する。

　アイズの言ったことを少しでも思っていないと言ったら噓になる。彼女の言っていることは正しい。本来、選ばなくてはならない選択がどちらかということもわかっている。

　だが、ベルの脳裏に浮かぶのは、ウィーネやリド達が浮かべる笑みだった。

　彼女達が流す涙だった。

　耳の奥で再び蘇る男ディックスの哄笑こうしょう。そして愚者フェルズの言葉。

　蝙蝠こうもり──『偽善者』。

　ベルは全てを呑み込み、決めた。

　くすぶっていた本心を、口にできなかった最後の言葉を、アイズに告げた。

「……あの娘こ達と暮らせる居場所が欲しい」

　時を止める憧憬の存在に、告げてしまった。




「ウィーネ達が笑える世界が欲しい！」




　愚かな望みが少女の耳朶じだを震わせる。

　愕然としていたアイズは、呟いた。

「なにを、言っているの……？」

　理解できないと、理解したくないと、金の双眸は告げていた。

　少女を照らす月の光と、少年を覆う暗い影が二人の立ち位置を区別する。

　アイズはベルから目を背けるように、頭かぶりを振った。

「もう、いい……どいて」

　話は終わりだと告げる【剣姫】に、もはやぼろぼろのベルの体が限界を告げるようにがくりと膝を沈める。一段低くなった目線で、少年は苦悩を滲ませながら少女を見上げた。

　けれど、退かなかった。

「嫌です……」

「やめて」

「嫌だ……」

「お願いだから」

「──できない！」

「──どいて！」

　今までだって交わしたことのない大声をぶつけ合う。

　髪を揺らすアイズは距離を埋め、剣をベルの眼前に突き付けた。

「斬る、よ？」

「……！」

「すごく、痛いんだよ？　だから……」

　拙つたない言葉。少女の最終通告。

　剣の切っ先から放たれる冷気に喉を震わせながら、それでもベルは動かなかった。

　アイズの瞳に悲しみが満ちる。ベルの胸にどうにもならない痛みが溢れる。

　次の瞬間、意志の力で眦を吊り上げた【剣姫】は剣の切っ先に力を込める。

　月の光を反射する眩い銀の輝きに、ベルは目を眇すがめた。




「──だめっ！」




　その直後であった。

　背後の扉が開け放たれ、ベルの視界に影が走ったのは。

　揺れるローブ、落ちるフード。

　アイズとベルの目の前に、一人の少女が両手を広げ飛び出した。

「ベルをいじめないで!!」

　人と変わらぬ少女の高い声が響き渡る。

　ベルは片翼が生えたその後ろ姿に、アイズはあらわになる青銀の髪と青白い異形の貌かおに、時を止めた。

「ウィー、ネ……？」

　ベルの唇から声の欠片が落ちる。

　時間の停止から脱した少年は、少女が持つ眼晶オクルスに向かって叫んだ。

「神様、どうして!?」

『……』

　水晶は答えない。

　咄嗟のことで焦燥と混乱から立ち直れないベルを他所に、ウィーネは少年を庇いながらアイズと見つめ合う。

「お願い……ベルを傷つけないで」


「……っ！」



　ウィーネの琥珀色の瞳を前に、アイズの表情が崩れる。

　まるで少年を庇う怪物の懇願に心をかき乱されるかのように。

　竜の少女の言動は、ベルが訴えていた内容を肯定するものだった。

「やめて……喋しゃべらないで」

　動揺を押し殺せないアイズは前髪で双眸を隠し、うつむいた。


「…………どうして、貴方みたいな存在がいるの？」



　そして。

　静かに、昏くらく呟かれたアイズのその言葉に、ぞっっ、とベルはおののいた。

　ゆっくりと持ち上げられ、無表情となるアイズの──【剣姫】の相貌に、得体の知れない何かを感じ取ってしまう。

　少女の細身から発散される多大な威圧に、ウィーネともども凍りつく。

「貴方達の、貴方の目的は、何？」

「わ、わたしは……ベルと一緒に、いたい」

「──そんなこと、させない」

　アイズの双眼が、剣つるぎのように鋭く細まった。

「あの怪物モンスター達と同じように地上にのさばるなんて、絶対に許さない」

　アイズは剣と声を竜の少女に向け、断言した。

「貴方の爪は誰かを傷つける」

「貴方の翼は多くの人を恐れさせる」

「貴方のその紅石いしは、沢山の人を殺してしまう」

　並べられる言葉は糾弾であり、嫌悪であり、拒絶であった。

　普段のアイズとは違う。淀みない言葉の羅列は彼女の強い意志を物語ってくる。彼女はベルの知っているアイズではない。

　これは、なんだ？

　アイズの怒り？　憎しみ？　悲しみ？　願い？

　アイズの闇に──いやアイズの根源に触れようとしている。

「私は、貴方を見逃すことなんてできない」

　怪物ウィーネの存在を根底から否定し、抹殺の意志を新たにするアイズに、ベルは呼吸することを忘れていた。

　剣のような信念、剣のごとき覚悟に、斬り刻まれそうになる。

　ベルが声を失っていると、剣を突き付けられているウィーネは、自分の両手を見下ろした。

「……」

　青白い手の平と、アイズの言う通り少年をも傷付けた鋭い爪。

　ウィーネはそっと、左手の爪を全て摑んだ。

「えっ？」

　ベルがそれに気付くのは遅れた。

　驚くアイズの目の前で、息を震わせる少女は、一思いにそれを折る。

「ウィーネ!?」

　次は右手。

　力ずくで折られ罅割れた爪がばらばらと石畳に落ちる。ベルの制止の声を聞かず、血に濡れた少女の両手はそのまま片翼を摑んだ。

　そして、


「う、あぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ……!!」



　代償を捧げるように、竜の翼を背中から引き千切った。


「────」



　絶句するアイズの足もとに、青銀の骨格と灰色の皮膜を有する片翼が落ちる。

　竜の力を宿す少女の細腕がだらりと垂れ下がり、崩れ落ちる体をベルが抱きとめる。青白い肌から流れる命の滴はアイズ達のものと何も変わらないもので、少年の鎧を真っ赤に染めた。

　取り乱すベルが皮と翼を失った背中の一部を押さえ必死に止血する中、彼の胸にもたれかかるウィーネは、アイズを見上げた。

「また、わたしが……わたしじゃあ、無くなったら」

　荒い息遣いで、片手を額の紅石いしに添える。

「今度はちゃんと、消えるから……」

　そう言って、額から胸へ手を移した。

　怪物の核、『魔石』があるその位置へと。

　ベルが悲痛に顔を歪め、アイズの仮面が罅割れる。

「……ずっと、ひとりぼっちだったの」

　ウィーネはおもむろに、唇を動かした。

「暗くて、さむい場所で……わたしが、わたしになる前から……ずっとひとり。だれもわたしをたすけてくれない。だれも、抱きしめてくれなかった……」

　深く暗い記憶の海に溺れながら、掠れた声で言葉を紡ぐ。

「斬られて、痛くて……こわかった。さみしかった」

　アイズに向かって、ウィーネは息を吐くのも苦しそうに囁いた。

　己の琥珀の目と色が似た、金の双眸を見上げながら。

「でも、ひとりぼっちのわたしを、ベルがたすけてくれたの」

「！」

「真っ暗なわたしを……誰もたすけてくれないわたしを、ベルはたすけてくれたの！」

　変化は劇的だった。

　竜の少女の叫びを聞いて、アイズの仮面は完璧に剝落はくらくした。

　冬の荒涼とした景色の中に何かを見つけ出してしまったかのように、声を失っている。

　アイズは想像しているのだろう。その断片的な言葉から怪物の少女が見てきたものを、感じてきたものを。あるいは、その金の瞳には見えているのだろうか。

　全てを忘れ、少女の涙に釘付くぎづけとなっている。

「ベルと、一緒にいたいの……！」

　無垢むくな怪物が語ったのは、弁明でもなく証明でもなく、願うことだった。

　己を殺す剣を前にして、己の心の内を全てさらけ出すことだった。

　涙の滲む声に、アイズの瞳が揺らいでいる。動揺するように、剣の切っ先が一瞬震えた。

　突き出すことも引くこともできない銀の輝きから痛苦が滲み出ている。剣を突き付けている筈のアイズこそ、その刃によって身を傷付けられているかのようだった。

　理性と感情が相克し、己の中の矛盾と戦っている。

　少女の瞳に迷いとは異なった、月の滴のような光が生じている。

　──それは、悲哀？

　──いや、羨望？

　──アイズはウィーネに何を見ている？


　傍はたから見守るベルが言葉を発せないでいると…………アイズの金の髪は項垂うなだれた。



　まるで糸の切れた人形のように。

　ウィーネに突き付けられていた剣が、下げられる。

「……私はもう、その竜女ヴィーヴルを殺せない」

　そして、疲弊し切った声で呟いた。

「アイズ、さん……」

「君は……君達は、間違っていないと……そう思ってしまったから」

「……」

「私はもう、君達とは戦えない……」

　顔を上げず、月の光に濡れるその姿は、ベルの目にはとても小さなものに映った。

　ともすれば、冒険者でも、【剣姫】でもなく、ただの少女に見えた。

　胸が締め付けられてしまうベルは、それを誤魔化ごまかすようにウィーネの肩を強く抱く。

　やがて、アイズは腰の小鞄ポーチから取り出した道具アイテム──万能薬エリクサーを石畳の上に落とすように置き、背を向けた。

「助けることは、できない……私は、ここにいる」

「アイズさん……」

「行って」

「……ありがとうございます」

　万能薬エリクサーを手に取り、ウィーネと肩を貸し合いながら、ベルはその場を離れた。

　去り際、遠く離れたその背中をもう一度見る。

　金の長髪を風に揺らす後ろ姿は、今にも消え入りそうなほど儚かった。




「……」

　アイズは剣を鞘に納めるのも忘れ、たたずんでいた。

　移ろう雲と白い月明りが、彼女のことを見下ろしている。

「アイズ」

「……」

　声を投げ、現れるのはベートである。

　頭上から着地した狼人ウェアウルフの青年は、前髪で隠れた少女の横顔をじっと見つめる。

「いいのか？」

「……はい」

　主語が抜けた言葉に、アイズは力なく頷く。

　それ以上の言及はなかった。

「俺は先に戻るぞ」


「…………ありがとう、ございます」



　なんで感謝されんだよ、と悪態交じりに唾を吐きながら、ベートは言葉通り場を去った。

　再び静寂が訪れる。

　一人取り残された少女は、唇で何かを呟き、蒼然とした闇夜を見上げるのだった。





[image: ]






「ベル、痛い？」

「ウィーネこそ、大丈夫？」

　体をぺたぺたと触ってくるウィーネに、鎧を脱装した僕もその身を案じる。

　場所はアイズさんから離れた広い廃墟内。雑草が生え、屋根が半分だけ残っている石造りの建物の中で互いの怪我けがの応急措置を行っている。と言っても、アイズさんからもらった道具アイテムを使わせてもらっているだけなんだけど。

　ローブを脱いで生まれたままの姿になっている──一応、胸は隠してもらっている──ウィーネの傷は、全て塞がっていた。ただ万能薬エリクサーといえど、流石さすがに失った爪や翼がにょきにょき生えてくるってことはなかったけれど。まぁ、そんな奇跡が起こるならナァーザさんも今頃義手ぎしゅにはなっていなかったっていう話だし……。

　僕の方は、あれだけ痛めつけられていたにもかかわらず、致命傷は一切いっさいなかった。

　結局、終始手加減されていたということなのだろう。

（やっぱり、まだまだ……）

　敵わないな、と呟きながら僕は武装を再装備し、ウィーネにも背中部分に穴が開いてしまったローブを着させた。

　悠長にしている時間はない。早くフェルズさん達と合流しないと。

「ベル様、ウィーネ様！」

「春姫ハルヒメ！」

　僕がそう思っていた時、眼晶オクルスを持った春姫ハルヒメさんが廃墟に現れる。

　彼女の顔を見た途端、瞳を潤ませたウィーネが抱き着いた。春姫ハルヒメさんも同様に涙ぐみ、青白い華奢な体を胸の中に閉じ込める。

「春姫ハルヒメさん、大丈夫でしたか？」

「はい、アイシャさんが助けに来てくれて……ベル様達は？」

「……僕達も、平気です」

　神様からアイズさんのことは聞いているのだろう。おずおず尋ねてくる春姫ハルヒメさんにぎこちない笑みを返す。話を少し強引ごういんに切り上げた僕は、今度こそ、と出発しようとすると、

「あと、ベル様……それと、あの」

「えっ、まだ何か──ぶっっ!?」

『キュー!!』

　中途半端に春姫ハルヒメさんに振り向いた僕の顔面に、何か柔らかいモフモフした物体が強襲する。

　慌てながら引き剝がすと、それは小柄なモンスター──服を来た兎の『異端児ゼノス』だった。

　春姫ハルヒメさんに抱き着いていたウィーネが、がばっ、と顔を上げる。

「えっと、『アルミラージ』の……アルル、さん？」

『キュウ！』

「ここに来る途中、はぐれている方々と合流することができて……」

　方々、と春姫ハルヒメさんが口にした瞬間、廃墟に複数の『異端児ゼノス』が入ってきた。

「ミスター・ベル！」

「また会えました、地上のお方！」

「レットさん、フィアさん！」

　赤帽子レットキャップのレットさんに、半人半鳥ハーピィのフィアさん。後は黒犬ヘルハウンドのヘルガ……さん、だっけ？　今も僕に抱き着いてくるアルルさんも入れて、計四匹のはぐれていた『異端児ゼノス』が集まる。何でも、迷宮街の東に集った冒険者達から逃れる格好で北上を続けていたところ、アイシャさんと同じように春姫さんの『魔法』の光を捉え、一か八か接近を試みたらしい。

　当初の計画とは異なるけれど、僕達は再会を喜んだ。

「一気に増えちゃいましたね……本当に急がないと」

『……ベル君。そのことなんだけど』


　僕の側で「アルル、だめー！」『キューッ！』と竜の女の子と引き剝がされた一角兎アルミラージが小喧嘩げんかしている中、さっきからずっと黙っていた神様が眼晶オクルスから声を響かせる。



『もう、フェルズ君達と合流するのは、できないと考えた方がいい』

「えっ？」

　その場にいる全員の視線が、ウィーネに返してもらった僕の眼晶オクルスに集まった。

「フェ、フェルズさん達に何かあったんですか!?」

『いや、フェルズ君達は無事さ。【ロキ・ファミリア】を切り抜けて、今はもう『人造迷宮クノッソス』に繫がる地下通路に入ってる』

「それじゃあ……」

『君達と落ち合う道がないんだ。西の騒ぎを聞きつけて、今は【ロキ・ファミリア】だけじゃなく他の冒険者達も『ダイダロス通り』の中央に集まってきてて……』

　フェルズさん達と合流するのは絶望的。神様は沈んだ声でそう言い渡した。

　大勢の冒険者の目を躱すのは確かに至難だ。透明衣ヴェールを使おうにもこの数の『異端児ゼノス』は当然覆い切れない。往復しようものなら時間がかかり過ぎるし、そもそもフィンさん達の前では気配を察知されてしまうだろう。

　時間切れ……アイズさん達との交戦に時間をかけ過ぎた。

　不安そうに見上げてくるウィーネに、何も言えなくなる。春姫ハルヒメさんも、他の『異端児ゼノス』達も黙り込んだ。

　勝負終了ゲームオーバー。神様達の言葉が脳裏を過ぎる。

「……！　ミスター・ベル、これを」

「えっ、これって……『人造迷宮クノッソス』の『鍵かぎ』!?」

　レットさんに差し出された魔道具マジックアイテムに、僕は驚いてしまった。

　どうしてこれを？　と見返すと、レットさんは説明してくれる。

「最後の同胞に、渡されました。自分が持っていても、意味はないと……」

「意味がない……？　その『異端児ゼノス』は？」

「地上ここに残るそうです。『夢』が近くにある気がしていると」

「……よかったんですか？」

「止められませんでした……『彼』はずっと、何かを求めていたようでしたから」

　視線を落とすレットさんに、僕も口を閉ざす。

　これで一応、『鍵』は手に入ったけれど……でも『扉』の前に辿り着けなければ意味はない。

　そう、冒険者達に見つからず、【ロキ・ファミリア】の守備もくぐり抜けることのできる地下への道なんて──。

「──あ」

「ベル様？」

　その時、頭の中で明滅した光に僕は顔を上げた。

　こちらを窺うかがってくる春姫ハルヒメさんを脇に、必死に記憶の糸を手繰たぐり寄せる。

　地下への道……『人造迷宮クノッソス』に繫がる経路。

　実物を拝んだわけじゃない。確証もない。でも──。

「ある……あります！　もう一つの入り口が！」

　驚く皆に向かって、僕は希望の声を上げた。




『ダイダロス通り』の住民達はギルドの指示に従って避難している。そのおかげか、今僕達がいる北西区は人気ひとけがなかった。時折通りかかる冒険者達に注意しながら、神様が教えてくれる抜け道も駆使し、迷宮街の真北に位置する目的地に辿り着いた。

　子供ライ達が暮らす『マリア孤児院』。

　誰にも見つかることなくその裏庭へと入ることに成功する。

「こんな場所をご存じだったのですか、ベル様……？」

「すごいね、ベル！」

「いや、たまたまっていうか……」

　驚く春姫ハルヒメさんと興奮するウィーネに空々しく笑う僕は、下方へと伸びる階段を進みながら、壁に埋め込まれた装置──魔石灯を作動させていく。

　孤児院である教会の裏庭から行くことのできる廃墟の海、そしてその中に隠れている『石板』の扉。約一ヵ月前にシルさんや子供ライ達と調査した地下通路に、僕達は侵入していた。

　……あの『バーバリアン』がいた地下広間だ。

「広い……」

「こんな場所が……」

　フィアさんとレットさんが周囲を見渡す。黒犬ヘルハウンドの炎で作った松明たいまつで僕も周囲を窺うと、記憶のものと何も変わらない石造りの風景が広がっていた。

　あの事件の後、僕はエイナさん伝いにギルドへ通報したんだけど……調査の手が碌に入ってないところを見ると、ウラノス様に伝わる前に上層部に揉もみ消されてしまったのだろうか？　モンスターが脱走した怪物祭モンスターフィリアの件から、すごい神経質になっているとは聞いたけど……。

「……」

　広間の一角には、うずたかく積もった灰粉とすっかり焼け落ちた『バーバリアンの体毛』が残っていた。それを黙って見下ろした後、僕はみんなを引き連れて広間の最奥に向かう。

　現れるのは、崩れて完璧に塞がっている通路口。

「ミスター・ベル、まさか……」

　あの人は、眼装ゴーグルの狩猟者は言っていた。

　──そうだぜ、あの大型級デカブツは俺達が捕まえたもんだ。

　──出荷する前に、手下アホどもを振り払って逃げ出しやがった。

　──追おうにも崩れた地下通路の先に消えてな。

　大型級デカブツとはここで遭遇した『バーバリアン』、崩れた地下通路とは今いま目の前にある通路口。

　レットさんが僕の右手に視線を落とす。その目に映るのは鐘チャイムの音を奏で、集束を繰り返す白い光。

『異端児ゼノス』を捕まえていた狩猟者ハンター達は『人造迷宮クノッソス』を出入りして密輸に関わっていた。なら、捕われていた大型級バーバリアンが逃げ出したというこの先に──『扉』があるのは道理だ。

　二分間の蓄力チャージ。

【英雄願望スキル】を行使する僕は、ウィーネ達を下がらせ、右腕を突き出した。

「【ファイアボルト】」

　蓄力チャージした大砲撃が通路口の瓦礫をまとめて吹き飛ばす。


「～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」



　発生する震動と轟音に春姫ハルヒメさん達が耳を塞ぐ。

　みんなが顔を上げた先には、消え去った瓦礫と半壊する通路口、更に先へと続く地下通路が現れていた。

「やった……」

　遥か視界の奥、壊れた石壁の中に超硬金属アダマンタイトの輝きを見つけた僕は呟いた。

　間違いない。『人造迷宮クノッソス』に繫がってる。

「ここを進めば、『人造迷宮クノッソス』の『扉いりぐち』まで辿り着ける筈です。その、道順はわからないんですけど……」

「いえ、大丈夫です。通路の奥に同胞の香りが残っています。恐らく……」

　フィアさんの横で、クンクン、と鼻を鳴らしていた黒犬ヘルハウンドのヘルガさんが『ウォウ！』と肯定するように吠える。恐らく、密輸された『異端児ゼノス』のものなのだろうけど……。

　切り開かれた道に歓呼する『異端児ゼノス』達。

　ややあって、彼等は僕と春姫ハルヒメさんに向き直った。

「本当に、本当にありがとうございます、ミスター・ベル。この恩は決して忘れません。貴方達が困っていたら、今度は我々が馳せ参じます」

「地上のお方、どうかまた里に来てください。もう一度、歌を歌って踊りましょう」

「はい……その時は、命ミコトちゃんも一緒に」

　紳士気取りの赤帽子レットキャップが、好奇心旺盛な半人半鳥ハーピィが、僕と春姫ハルヒメさん、それぞれと握手を交わす。おかしな一角兎アルミラージと黒犬ヘルハウンドが別れを惜しむように鼻をすり寄せてくる中、僕は春姫ハルヒメさんが、この人が『異端児ゼノス』達の手を握ってくれたことが……堪らなく嬉しかった。

「ベル」

　最後に、ウィーネ。

　僕達の前に立って、竜の女の子は顔を見上げてくる。

「わたしも、みんなといっしょに帰るね。地上ここにいると、ベルも、春姫ハルヒメも傷つけちゃうから」

「ウィーネ様……」

　春姫ハルヒメさんの切なそうな声に対し、ウィーネは悲愴を感じさせない笑みを浮かべた。

「わたしね？　ベルたちとおわかれして、ずっと泣いていたの。ずっと寂さびしがっていたの」

「……」

「でも、それじゃあベルたちも心配だよね？　だからもう、わたし、泣かないよ。もうベルたちが心配しないように」

「ウィーネ……」

　守られているだけだった自分から脱却するように、ウィーネはそう言った。

　この短い日々の間で、一体何がこの娘こを変えたのだろう。

　沢山の出会いだろうか。人の悪意だろうか。一度は迎えてしまった死だろうか。何にせよ、笑ってくれているこのウィーネの今は、かけがえのないものだと、心から思える。

　僕を守ってくれたこの娘この背中は、人とか怪物とか、そんな違いなんて関係ないほど、とても尊いものだったと。

「リドたちが言ってたよ。今はまだ無理かもしれないけど……でも、ベルたちみたいな人がいてくれるなら、夢はかなうかもしれないって！」

　花のように笑うウィーネに、僕も笑い返した。

「また、会えるよね？」

「うん、会える」

「また、暮らせるよね？」

「……うん、必ず！」

　僕は頷いた。

　気休めなんかじゃない。自分が決めた選択と一緒に。

「約束するよ。どれくらいかかるかわからないけど……いつか、ウィーネ達と暮らせる居場所を作るって」

　僕の答えにウィーネは頰を染め、相好を崩した。

　その様子を優しく見守っていた春姫ハルヒメさんが、ぽんと両手を合わせる。

「それでは、『指きり』をしましょう」

「ゆびきり？」

　ウィーネと一緒に首を傾かしげていると、春姫ハルヒメさんは極東のおまじない──誓いの儀式を教えてくれた。

　ウィーネの小指と僕の小指を絡め、約束の言葉を口にする。

「な、なんだか恥ずかしいですね……」

「そんなことないよ！」

「ふふっ……」

　照れる僕に笑いかけたウィーネは、春姫ハルヒメさんとも指きりを交わした。

　春姫ハルヒメさんが眼晶オクルスをお守りのように手渡すと、最後に二人で抱きしめ合う。

　僕達と絡めた小指を大切そうに胸に抱きしめながら、ウィーネは同胞とともに出発した。

「またね、ベル、春姫ハルヒメ！　……またね！」

　異形の少女達が遠ざかっていく。

　湿っていた琥珀色の瞳が、涙を隠していることがわかった。きっと、僕もそうだ。

　春姫ハルヒメさんと一緒に声を返しながら、手を振って闇の奥に消えていく『異端児ゼノス』達を見送る。

　その姿が見えなくなるまで、僕達はずっと動かなかった。

「約束……」

　まだ温もりが残る小指を見る。

　──叶かなえよう。苦し紛れの噓なんかじゃなくて。

　子供の絵空事でも、荒唐無稽な夢物語でも、手の届かない理想であったとしても。

　もう一度、この地上で笑い合えるように。

　そのためには、今より、もっと──。

「……」

　僕は手の平を見下ろし、ぐっと拳を作った。

　ややあって、隣で涙を拭いながら微笑む春姫ハルヒメさんに、笑い返す。

　僕は今日、この日、新たな誓いを指に刻んだ。
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「ウィーネ達が『人造迷宮クノッソス』に入ったって、本当かフェルズ!?」

　リドが叫んだ。その体は【ロキ・ファミリア】との激しい戦闘を物語るかのように傷ついている。

　だがその姿に反して、彼の声は驚きと喜びに満ちていた。

「ああ。ベル・クラネル達がやってくれたようだ」

　眼晶オクルスを持っているフェルズが告げると、石板で覆われた通路にモンスター達の歓声が轟く。今、フェルズを加えた『異端児ゼノス』の一団は『人造迷宮クノッソス』に繫がる地下通路を進行していた。

　ヴェルフ達の足止め、そして黒霧ブラックミストを利用して迷宮街中央帯から地下への隠し階段に侵入したのが先刻のこと。【ロキ・ファミリア】の執拗しつような攻撃に苦しめられ、挙句仲間が散り散りとなる瓦解の危機もあったが、リドやグロス、レイの奮闘により何とかここまで辿り着けていた。唯一の懸念事項であったウィーネやはぐれた同胞達の件も解消し、もはや憂慮はなくなる。

『人造迷宮クノッソス』の入り口を目指す一行の速度は上昇した。

「レット達は『扉』を素通りできたらしい。敵の地下の守備隊は目まぐるしく移動しているようだ。恐らく、【勇者ブレイバー】は『ダイダロスの手記』の存在に気付いたのだろう」

「おかげでオレっち達もここに来るまでギリギリだったけどな」

「ダガ、コノ道ニ敵ハ一人モイナイ。敵ノ盲点トイウコトダロウ」

「グロスの言う通りだ。【ロキ・ファミリア】はこの地下通路を把握できていない。やはりこの『設計図』が切り札になったようだ」

　リドとグロスと話す傍かたわら、フェルズは用紙に模写した『ダイダロスの手記』──『人造迷宮クノッソスの設計図』を見下ろしながら進路を選択する。

　西に位置する最硬金属オリハルコンの『扉』はすぐそこだ。

「フェルズ、それでハ」

「ああ。勝利、と言っていいかはわからないが、我々の目的地はすぐそこだ」

　歌人鳥セイレーンのレイにフェルズは頷き、薄暗い地下通路を急いだ。




「あぁ～、一時はどうなることかと思ったけど……良かったぁ」

　足を崩したヘスティアは、大きく息を吐き出しながら脱力した。

　迷宮街南西、外縁部に位置する寂れた高塔である。『異端児ゼノス』を無事『人造迷宮クノッソス』への経路に送り届けた今、ヘスティアが肩の力を抜くのも無理からぬことだった。眼晶オクルスを通じてベル達に指示を発信し続けていた女神の働きは功労賞に値するものだ。

　屋根のない指揮所で夜空に見下ろされながら、ヘスティアは床に広げている『魔法の地図』に目線を戻した。

「ベル君と春姫ハルヒメ君は北、サポーター君はまだ東の辺りをちょろちょろしてて、ヴェルフ君と命ミコト君は南下して……この様子だと引き上げたみたいだな。みんなも大丈夫そうだ」

『魔法の地図』には既に『異端児ゼノス』達の名前は表示されていない。フェルズが地図作成マッピングした『名工の遺産ダイダロス・レガシー』には『人造迷宮クノッソス』に繫がる地下通路は記されていないからだ。『人造迷宮クノッソスの設計図』も『探索者の粉シーカー・パウダー』の使用条件によって『魔法の地図』にはなりえないので、ヘスティアには『異端児ゼノス』達の動向を知る術はもうない。

　春姫ハルヒメがいなくなったせいで、一人でぽつねんとしているヘスティアは「誰かのところに行こうかなぁ、寂しいなぁ」と呟きながら、地図の横に置いてある手記を手繰り寄せた。

「しかし、ベル君にも驚いたな。あんな道があったなんて気付かなかった……っていうか、『設計図』にも載ってなかったし」

　ベルの機転によってウィーネ達を送り届けた地下通路の存在に、ヘスティアは首を傾げる。

（一応、途中で行き止まりになっているそれらしき道はあるんだけど……名工ダイダロスの子孫達が新しく増設したってことなのかな？）

　決してありえない話ではない。可能性は十分にある。

　ふむ、と頷くヘスティアは、そのまま『ダイダロスの手記』をぱらぱらとめくった。

「しかし、千年前の手記とはねぇ……本当に、今回はこれの存在に救われたな」

　長い年月を物語るように、手記はぼろぼろであった。何度もめくられた跡のある頁ページには何層分もの迷宮の設計図、そしてところどころ読み取れない箇所のある文章が綴つづられている。迷宮という名の最高傑作を求める文字の羅列は猟奇的であり、変色している血糊が付着した装丁も相まって、まさに執念の手記と呼ぶに相応ふさわしい。

【ロキ・ファミリア】の意表を突いた千年前の古書を、あらためて読み進めていたヘスティアは……そこで、つるっ、と。

「あ」

　手の中から落ち、跳ねて転がった手記は、よりにもよって屋上の隅にあった窪くぼみ──雨水をたっぷり張った水溜まりに落ちてしまった。

「あぁーっ!?　せ、せせせせせせ千年前の手記がぁー!?」

　超貴重品も同然である古書の扱いは当然、超繊細デリケートでなくてはならない。

　凄まじい勢いで青ざめるヘスティアは、最悪の結末を予期しながら慌てて拾い上げた。




「団長、申し訳ありません……モンスター達を見失いました」

『ダイダロス通り』中央地帯、【ロキ・ファミリア】本陣。

　迷宮街を一望できる場所で、フィンは団員の報告を聞きながら、思考に沈んでいた、

（ガレスが足止めされてしまった時、リヴェリアを向かわせるべきだったか？　あの黒い霧で情報伝達が困難になってしまった……いや、今更不毛ふもうだな）

　ガレスを向かわせた時点でモンスターの群れを仕留めたかったというのがフィンの本音だ。それを凌がれたということは敵の力──いやあえて言おう、モンスターの背後にいるであろう【ヘスティア・ファミリア】の力──を侮っていたフィンの失態であり、戦力を出し惜しみしてしまった結果だ。

（黒い猛牛ミノタウロスも発見できていない。誰かが仕留めた……いや、こっちは何か意図を感じるな）

　彼が最も気にしていた第一目標も捕捉できていない。『人造迷宮クノッソス』も含めた様々な要因が絡まって身動きが制限されているフィンは、冒険者達の喧騒で未だ静まることのない迷宮街を見渡す。

（何よりは、敵の動きが読めない……）

　全て計画通りというのなら敵の指揮官は大したものだ。フィンは素直にそう認める。

　だが、彼にはどうしても解せない点があった。

「モンスター達は、確かに二十番街の周辺で見失ったんだな？」

「は、はい」

　団員に確認を取る彼は、眉をひそめる。

（二十番街……僕達も調査したが、馬鹿な、あそこは……）

　フィンの読みがことごとく外れている。作戦の裏を突かれている。

　いや、これは──。

「……」

　フィンは右手を見下ろした。

　彼の親指は、ぴくりとも疼うずかない。

「……敵は一体、どこを目指している？」
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『下界は歪んでいる』

　世界の誰かは嘆いた。

　この下界で繰り広げられる数々の物語はあくまでも子供達の劇ドラマであるが、その背後には神々が厳然と存在する。

　頭上から垂らした糸で操あやつられるように、舞台裏で囁かれるように、戯曲を書き換えられるように、見えない神意しんいに導かれていく。

『我々は神に踊らされる傀儡くぐつなのだ』

　世界の誰かは、諦あきらめた。
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「フェルズ、次は！」

「次の角を右だ！　そこに『扉』がある！」

『異端児ゼノス』達は進む。地図に記された赤い印の希望を目指して。

　爪の生えた足が石畳を蹴る、翼の羽ばたく音が響く、蛇体が這はいずり、蹄ひづめが蹴立て、尾を引きずって、怪物達はひた走る。

　とうとう、最後の角を曲がった。




「あああっ、やっぱり水浸しだー!?」

　手記を拾い上げたヘスティアは悲鳴を上げた。

「──えっ？」

　直後、彼女は時を止める。


「なんで、いや、これは、そんな────まさか」



　水に濡れた装丁を持ち、言葉にならない声の欠片を落としていく。

　開いた古書を映す女神の瞳が見開かれ、冷静さを失っていく。

「どういうことだ……」

　わなわなと震えるヘスティアは、あらん限りに叫んた。

「どういうことなんだ、ウラノス!?」




「……」

　地下神殿の祭壇。

　眉間に皺を刻み、老神ろうじんは固く瞼を閉ざす。




「なっ──」

　そして。

　角を曲がった『異端児ゼノス』達は、それを見た。

　継ぎ目のない石板、視界の一面を覆う巨大な壁。

　立ち塞がる大壁。

　彼等を救う扉などどこにもありはしない。

「行き止まり……？」

「フェルズ……ドウナッテイル？　道ヲ誤アヤマッタノカ？」

「馬鹿な、ありえない。私は、確かに……」

　呆然とするリド、問いかけるグロスの横で、フェルズは『設計図』を見下ろす。

　フェルズはこの地図に従って進路を取った。【ロキ・ファミリア】が把握していない西の『扉』を目指してだ。しかし巨大な壁は依然としてそこに在る。

　隠し扉？　いやそんな記述は──。

　馬鹿な、これでは我々はまるで踊らされて──。

　動揺に揺れる黒衣の下で、呪のろわれた骸骨が汗の感触を鮮明に思い返していた、その時。




「やぁ、『異端児ゼノス』の諸君」




　背後から場違いな陽気な声が投げかけられた。

「！」

「初めまして、そしてどうか警戒しないでくれ。オレの名はヘルメス。ただの神さ」

　橙黄色とうこうしょくの髪に、羽根付きの旅行帽。

　頭髪と同じ色の瞳を弓なりにする男神は、驚愕する『異端児ゼノス』達に優男の笑みを向ける。

「神ヘルメス……!?　どうしてここに！」

「簡単さ、賢者の成れの果て。待ち伏せさせてもらったんだ」

「待ち伏せ……!?」

　神との問答にフェルズは狼狽ろうばいする。『異端児ゼノス』も同じだった。

　ヘルメスは何を言っている。待ち伏せとは何なのか。彼の目的は？　フェルズの思考が状況を理解することを拒んでいる。

　動けない『異端児ゼノス』達が目の前の神物じんぶつに薄ら寒いものを感じる中、黒衣の魔術師メイジは地図を握り締めながら、問いただした。

「神ヘルメス……どういうことだ、『扉』がない。『人造迷宮クノッソスの設計図』は貴方が手に入れたものではないのか!?　この設計図は、『ダイダロスの手記』は──」

　そのフェルズの問いに対し。

　ヘルメスは顔に笑みを湛たたえ、告げた。




「『ダイダロスの手記』なんて、あるわけないじゃないか」

















　水没した手記を持ったヘスティアは、顔を蒼白にしていた。

「筆記が消えていない……インクが溶けていない……！」

　文字が滲にじんですらいない。

　その事実に女神は筆舌し難い衝撃に打ち抜かれていた。

　いやそもそも、波打ってすらいない頁ページの質感そのものもおかしい。水を吸った千年前の古紙が原型をとどめている時点で、この手記は──。

「この手記そのものが、『魔道具マジックアイテム』……？　ありえなくはない、ありえないことじゃないが……！」

　この呪のろわれた『手記』を作成したのは彼かの名工ダイダロス。

　彼はウラノスの数少ない眷族であり、『神の恩恵ファルナ』を授さずかった最初期の人間だと聞いている。

　そして彼の晩年──神々が降臨した神時代しんじだいの初期に魔道具マジックアイテムが充実している筈がない。『神秘アビリティ』の発現を始め、魔道具マジックアイテムの情報ノウハウはこの千年間に蓄えられたものだ。開閉するのみの最硬金属オリハルコンの『扉』ならばともかく、このような書物をダイダロスが作れたと思えない。

　意図的に古代の手記が再現されていることを、ヘスティアは悟ってしまった。

　まるで謀たばかるために。

「しかも、この水に溶けないインクの属性……知ってるぞ」

　ヘスティアはこれと同じものを知っている。使い魔の梟ふくろうが送ってきたフェルズの手紙もそうだった。雨にも滲まない紅の筆跡。

　血液をインクの代替にできる魔道具マジックアイテム『血潮の筆ブラッド・フェザー』。

　オラリオにも普及し冒険者達が愛用している紅の羽根ペン。

　そう、あれを発明したのは──【万能者ペルセウス】。




「オレはイケロスから『手記』なんか受け取っちゃいない」

　言葉を失うフェルズと『異端児ゼノス』達に、ヘルメスは飄々ひょうひょうとのたまった。

「『手記』の本来の持ち主はディックス・ペルディクス。本人が死んでしまった今……本物オリジナルの手記は、『人造迷宮クノッソス』のどこかに落ちてるんじゃないかな？」

　先祖ダイダロスの遺産は子孫に継承される。それは『人造迷宮クノッソス』も『手記』も同様だ。

　主神といえど勝手には持ち出せないと語るヘルメスの顔には、未いまだ笑みがある。

　それがフェルズの戸惑いと混乱、そして怒りを助長させる。

「では、あの手記は！」

「偽物さ。ヘスティア達に渡ったのは俺おれの眷族こが作った模造品フェイク。よくできていただろう？　魔道具マジックアイテムを駆使して、千年前の妄執とやらを再現させてもらった」

　答えるヘルメスの背後から現れるのは、目の下に疲れを溜ためる水色アクアブルーの髪の美女。【万能者ペルセウス】は神の懇願を受け、僅わずか数日の間、不眠不休をもって名工ダイダロスの執念を偽造してみせたのだ。

　ヘルメスが『手記』を渡す際、ウラノスの前で言った真実は『人造迷宮クノッソス』を調べ上げたという一点のみ。【ロキ・ファミリア】が調査した範囲と同じ重複箇所だ。

　つまり地下一階から下の『設計図』の地図は、まったくの出鱈目でたらめ。

　そしてヘスティアとフェルズが従った地図にも『噓うそ』が交ぜられていた。

　つまり、この場所だ。

「ありもしない『扉』を記して、我々を誘い込んだのか……!?」

「そういうことになってしまうなぁ。あの【ロキ・ファミリア】が全すべての入り口を守っているのなら、活路があれば食いつかざるをえない、そうだろう？」

　実在しない『扉』を記した袋小路ふくろこうじ。

　フェルズ達は偽りの『手記』に導かれ、神の用意した陥穽かんせいに飛び込んでしまったのだ。

　フィンの読みが外れて当然だ。危機を察知する彼の『勘』が働かないのも無理もない。

『異端児ゼノス』達は、正しく見当違いな方向に向かっていたのだから。

「西か東か、君達の進路を見極めてしまえば……後は信じて待っているだけでよかった。つまり、この場所でね」

『待ち伏せ』の種明かしをする男神は、旅行帽の鍔つばを撫なでる。

「ウラノスを責めないでやってくれ。彼はオレに『協力』を取り付けられていてね。これまでの見返りさ」

　ヘルメスがベル達に『手記』を直接渡さなかったのは何故なぜか。

　簡単だ。疑念を抱かれないためだ。

　ウラノスを中継することで、ヘスティアやフェルズの疑心を緩和したのである。いわば隠れ蓑みのだ。厳正な老神ろうじんから渡されたものとしてヘスティア達は無条件に信用してしまったのだ。

「まさか自ら袋小路に行くと思っていない【ロキ・ファミリア】も、足取りを摑つかめばいずれここまでやって来るだろう」

「……！」

「だが安心してほしい。まだ利用できる『抜け道』がある。そこまで行けば君達は無事ダンジョンに戻れるだろう」

　袋小路に飛び込んだフェルズと『異端児ゼノス』を、まるで追い詰めたかのような格好で正対するヘルメスは、絶望と希望を同時に差し出した。

　それが何を意味するのかは明白であった。

　今や生殺与奪の権をヘルメスが握っている。

　自分以上に衝撃が抜け切らない『異端児ゼノス』達が神の笑みに気圧けおされる中、フェルズは漆黒の手袋グローブをぎりぎりと鳴らした。怒りの他ほかに込み上げてくるのは、かつてない焦燥だ。

　過去の業績から『賢者』と謳うたわれ、八百年という気の遠くなるような年月を生きた愚者も、もはや気付かざるをえなかった。

　自分達は、神意しんいに踊らされたのだと。

『──フェルズ君、何かがおかしい！　水没した手記が原型をとどめていて……これは偽物だ！　ウラノスがっ、いやヘルメスのやつが何か……！』

　慄然りつぜんとした空気が漂う袋小路に、ヘスティアの叫び声が響く。眼晶オクルスからの通信だ。

　ヘルメスの視線に促されるフェルズは、無言で青水晶を握り締め、粉々に砕いた。

　女神の声が途絶える。

「貴方あなたの目的はなんだ、神ヘルメス……」

「取り引き、いやお願いかな？」

『異端児ゼノス』達に拒否権はない。

　怨嗟えんささえ言葉の端々に滲ませながらフェルズが問うと、ヘルメスは目を細めた。

　背後に従者を従わせながら、眼前の怪物達を見回し、ゆっくりと唇を開く。

「死んでくれ、異端の怪物達」
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　ウィーネ達と別れを済ませた後。

　ベルと春姫ハルヒメは、孤児院の裏庭を後にし、『ダイダロス通り』北区の高所に出ていた。

「街の騒ぎも落ち着いてきましたね……」

「そうでございますね。『異端児ゼノス』の皆様は今頃いまごろ、ダンジョンに戻られたでしょうし……」

　手すりの先に広がる貧民街スラムの景色からは喧騒けんそうの波が引きつつある。西区に充満していた黒霧ブラックミストもすっかり消え去っており、騒ぎが収束しつつあるのがわかった。

　隣に並ぶベルと春姫ハルヒメは、達成感と呼ぶには少し寂さびしさの伴う情感を胸に抱きながら、複雑怪奇な迷宮街を眺める。

「……今もここに残っているっていう最後の『異端児ゼノス』……助けられないでしょうか？」

「ベル様……」

「自分の意思で残っているらしいですし、お節介なのかもしれませんけど……その」

　できるなら生きてほしい、とウィーネ達の姿を思い出すベルは言葉を濁にごした。

　そんな年下の少年の姿に、春姫ハルヒメが目を細め、微笑ほほえんでいると──。

『──ベル君、春姫ハルヒメ君！　聞こえるかい!?』

　女神の声が手甲に取り付けた水晶より発せられる。

「神様？　どうしたんですか？」

『色々話したいんだけど、今は合流したい！　ボクも向かうから、指示に従ってくれ！』

「え……あ、は、はい。わかりました」

　切羽詰まったヘスティアの声にベルは面食らう。そしてすぐに、顔を見合わせる春姫ハルヒメと不穏なものを分かち合った。

　事情の説明も放り出して道先を案内する主神の声に従うと、やがて迷宮街真西の広場で落ち合うことに成功する。

『魔法の地図』や他の道具アイテムを詰め込んだバックパックを揺らしながら現れたヘスティアは出会い頭、労いの言葉もすっ飛ばして現状についてまくし立てた。

「あの『ダイダロスの手記』は偽物だ！　フェルズ君達とも連絡が取れなくなってしまった！」

「に、偽物……？　『異端児ゼノス』の皆様とも連絡が取れなく……？」

「ど、どういうことなんですか、神様!?」

「わからない、わからないけど……何か嫌な予感がする……！」

　狼狽ろうばいする春姫ハルヒメとベルに、ヘスティアは結わえている黒髪をぐしゃぐしゃとかき回す。

　焦あせる主神の顔を目まの当あたりにして、ベルも春姫ハルヒメも状況の深刻さを悟った。

「ベル君、すまないが地下通路に行ってみてくれないか？　【ロキ・ファミリア】はまだいるし、危険なのはわかっているけど、様子を見てきてほしい！」

「わ、わかりました！」

　詳しい説明もそこそこに、ベルは『リバース・ヴェール』を持って飛び出そうとするが、

「あ、ちょっと待ってくれ、ベル君！」

「えっ？」

「念のため、【ステイタス】の更新をしておこう……何が起こるかわからない」

　ごそごそと神血イコル用の針を取り出すヘスティアに呼び止められた。

　人目につかない物陰へと引っ張り込まれる。

「え、でも……迷宮街ここに来る前にみんな一緒にやったばかりじゃあ……」

「【剣姫けんき】と戦ったんだからそれ相応のっ──ええいっ、いいからそこに直るんだ！」

【憧憬一途スキル】のことを話せないヘスティアに強引ごういんに命じられ、「は、はいっ!?」とベルは装備の脱装を始める。

「春姫ハルヒメ君、君はサポーター君やヴェルフ君達をここに呼んでくれ」

「か、かしこまりました！」

【ステイタス】強化のためベルとの合流を最優先させたヘスティアは、春姫ハルヒメにも指示を出しながら、突貫で更新作業を終わらせた。


「って、ちょっ……!?　君は一体どれだけヴァレン何某なにがし君にボコボコにされたんだ!?」



「えっ、何かおかしいんですかっ？」

　自分の背中を見て目をかっ開くヘスティアに汗を流すベル。

　気にはなったが、悠長にしている暇もない。装備を纏まとい直し、頂戴した複数の二属性回復薬デュアル・ポーションで回復を済ませ、ヴェルフ達より先行して地下通路へ向かおうとする。

　その時であった。





『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ────ッ!!』






　怪物の醜い雄叫おたけびが、轟然ごうぜんと闇夜やみよを震わせたのは。

「……えっ？」

　最初、ベルはそれが何なのか理解できなかった。

　ヘスティアも春姫ハルヒメも、呆然ぼうぜん自失となって雄叫びの方角、頭上を見上げる。

　雲がかかった月明かりを背に浮かぶのは──翼を羽ばたく異形の影であった。
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「どこだ、どこから聞こえやがった!?」

　モルド・ラトローは血相を変えて辺りに唾を飛ばす。

　仲間を引き連れる彼はギルド職員に呼び止められ、不承不承に依頼をこなしている最中であった。今日一番と言っていい怪物の咆哮ほうこうに、ならず者の上級冒険者は強面こわもてを振り回した。

　そんな彼の隣で、連れの二人ヒューマンは青ざめた顔で指を上空に指す。

「モルド……」「こっちに……」

「あん？」

　示された方角に浮かぶのは複数の影であった。全てが翼を持つ影だ。

　羽を打ち、飛翔する影はその輪郭を徐々に大きくしていく。

　真まっ直すぐ、モルド達のもとを目指している。

　ぼやけた影の輪郭がはっきりと石竜ガーゴイルの形を結んだ瞬間、呆ほうけていたモルドはその口をあらん限りに開いていた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!?」

『ガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　雄叫びを引き連れながら突っ込んでくる怪物に、モルド達は全速力で退避する。

　巻き上がる砂塵、次いで激突。石の足爪づめが石畳を割って激しい轟音を放った。

　それを見て、辺りから音の一切いっさいが失われる。

　モルド達がいる場所は北西区──避難する大勢の住人が集う外縁部であった。




「うっ──うわぁああああああああああああああああああああ!?」

「いやあああああああああああああああああああああああ！」

　時が動き出すとともに、外縁部が怒号に包まれた。

　空より襲来した複数のモンスター──凶悪な有翼種に悲鳴を飛散させる。無力な住民達が抑圧されていた恐怖をここに爆発させた。数多の亜人デミ・ヒューマンが波となって逃れようとする。

「ぼ、冒険者!?　討伐を！」

「ちいッ!?」

　悲鳴と変わらぬ指示を出すギルド職員に、駆り出されている冒険者達が武器を手に走った。

　石竜ガーゴイル、紅鷲クリムゾンイーグル、閃燕イグアス、そして甲冑かっちゅうを纏った巨大蜂デッドリー・ホーネット、計四匹のモンスター達は楕円形となっている大広場の中央に降り立っていた。冒険者は住民の安全を守るために踏みとどまる後衛、そして賞金首を狙う卑しくも勇ましい前衛とに分かれる。

　種族特有の俊敏さを発揮する獣人の第一陣。

　しかしそれを、石竜ガーゴイルは理性なき石眼で薙なぎ払った。

『グオオオオオッ！』

「うがあああ!?」

　鋭い爪の一振りが冒険者達を石畳の上に転がす。続くヒューマン、ドワーフも同じである。後衛から放たれた矢の一斉射も頑丈な石の広翼が障壁となって全てを弾はじき飛ばした。街の真ん中であることも忘れ『魔法』の準備を行う魔導士の詠唱は、他のモンスターの襲撃に遭うことであっという間に悲鳴へと成り変わる。

　蹴け散らされる冒険者達を見て、恐慌パニックには拍車がかかった。腰を抜かす大の大人、蒼白になり立ち竦すくむギルド職員、抱き締め合う女子供。東のメインストリートへ裸足はだしで逃げる者達によって通りが詰まり、避難は遅々として進まない。

「シャクティ団長!?」


「……っ！」



　この場所で住民の護衛を務めていた【ガネーシャ・ファミリア】団長シャクティは、周囲の者とは別の次元で平静さを失っていた。

（馬鹿ばかな、この時に、この場所で……!?）

『異端児ゼノス』の存在を知るシャクティは目を疑った。理知がある筈はずのモンスターの奇行に動揺を隠せない。無作為に暴れるその様子はただの怪物と何も変わらなかった。

　団員達に指示を仰がれる彼女は歯を嚙かみ締め、声を飛ばす。

「市民の安全が最優先だ！　避難の誘導と護衛、ガネーシャの神意しんいに従え!!」

「はっ！」

　彼女が下せる指示は、それしかなかった。

「千草チグサァ！　飛鳥アスカ達と一緒にそいつらを逃がせぇ!!」

「う、うん！」

　終始押される冒険者達の中には【タケミカヅチ・ファミリア】の姿もあった。

　飛行モンスターの攻撃を大斧おのの腹で防ぐ桜花オウカの余裕のない叫びに、千草チグサは一緒にこの広場まで戻ってきた子供達を庇かばいながら避難させる。

「ぅ、ぁあ……」

「ライ、早く逃げなきゃあ!?」

「……！」

　ライ、フィナ、ルゥ、更に他の幼い孤児達は千草チグサや義母マリアの声にも咄嗟とっさに動けず、凶悪なモンスターの姿に立ち竦むことしかできない。

　悲鳴が悲鳴を呼ぶ大広場は、恐怖と混乱の坩堝るつぼと化した。




「そんなっ、なんで!?」

　建物の屋上まで駆け上がったベルは、その光景を見て叫び声を上げていた。

「ぜ、『異端児ゼノス』の方々が広場で暴れて……」

「……っ!?」

　口を押さえる春姫ハルヒメと瞠目どうもくするヘスティアも甚だしい驚倒に見舞われる。

　通常のモンスターと変わらぬ振舞いで暴れ回るのは確かにグロス達、『異端児ゼノス』であった。視界に広がる悪夢のような光景に、誰だれ一人としてまともな思考が働かない。

　その中で少年はただ一人、頭より先に体が動いていた。

「ま、待つんだベル君!?」

　持っていた透明衣ヴェールを投げ出し、ベルはヘスティアの制止を置き去りにして飛び出した。

　耳朶じだに届いてくる住民の悲鳴に引き寄せられるように、大広場へと直行する。

「ヘスティア様！」

　ベルが飛び出した直後、ヴェルフと命ミコト、リリが到着した。

　騒ぎを聞きつけた彼等はベルと同じ光景を見て、驚愕きょうがくをあらわにする。

「おい、ふざけろ……どうなってんだ!?」

「わかりません！　わかるわけないじゃないですか!?」

「お二人とも、落ち着いてください!!」

　ヴェルフとリリが叫び合い、そんな二人を見て逆に僅かな冷静さを取り戻す命ミコトが割って入る。

　眷族達が喚わめき合う横で、『異端児ゼノス』が暴れ回る光景を外から凝視するヘスティアは一柱ひとり、ふと思ってしまった。

（これじゃあ、まるで舞台じゃないか……）

　広場は劇場、住民は観衆、怪物と冒険者は与えられた配役。血が飛び散る残酷な殺陣たてに悲鳴が上がり、恐怖は助長され、観衆は転機が訪れることを今か今かと待ちわびる。

　そして今、主役は、英雄は舞台へと走り出し──。

「──ッ!!」

　ヘスティアは顔を振り上げた。

　虚空を睨にらみつけ、どこからかこの光景を見ているであろう『神の目』に、あらん限りの糾弾をする。




「だ、団長!?」

「わかっている」

　転がり込んでくるラウルに一瞥いちべつもくれず、フィンはモンスターが降下した北西区外縁を見据える。

「これじゃあダンジョンと何も変わらないな……」

　異常事態イレギュラーの連続であるとフィンは嘆息交じりにこぼした。

　敵の目的からして避難所の襲撃はないと踏んでいたのだが……もはや理解の埒外らちがいにあるモンスター達の行動は介在する第三者の意志を臭わせている。フィンはそれを気に食わないと感じながらも、事態がああまで発展してしまった以上【ロキ・ファミリア】も部隊を派遣しなければならないことを理解していた。

　フィンはそこで、自分の右手に視線を落とした。

　ぴくりと、親指が僅かに疼うずきを放っている。

（何かがあるのか……起こるのか）

　親指の腹を舌で舐なめると同時に、フィンは主神の言葉を思い出していた。

「自分の目で見極めろ、か……やれやれ」

「えっ？　何すか、団長？」

　落ちた呟つぶやきをラウルが拾うのを尻目しりめに、フィンは決めた。

「ラウル、あそこには僕が部隊を率いて向かう」

「ええっ!?　団長自らっすか!?　こ、本陣ここの指揮は!?」

「リヴェリアと、あとはラウル、君に任せる。しっかり汚名返上をしてくれ」

　うえええええええ!?　と冴さえない団員の悲鳴が上がるのを無視し、フィンは迅速に動いた。

　警戒対象はまだ健在だ。アイズを含めた第一級冒険者には待機を言い渡し、小人族パルゥムの首領は団員達を引き連れ北西へと向かうのだった。
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「メインストリートには向かわないで！　【ガネーシャ・ファミリア】の指示に従ってください！」

　エイナは叫んでいた。まるで瀑布ばくふのような足音と悲鳴の中にかき消されようと、必死に我を失う住民達を呼び止めていた。

　私情が大いに絡からんでいたとはいえ『ダイダロス通り』に赴いていた彼女もまた、ギルド職員としてこの北西外縁部で住民の安全確保に励んでいた。つい先程までは。

　今は収拾が付かない大広場の中で、役に立っているのかもわからない誘導を行っている。

（追い詰められたモンスターがここまで来てしまったの？　でも広い『ダイダロス通り』の中で、よりにもよって避難所に来るなんて、そんなこと……！）

　今も冒険者達が広場の中央で相手取っているモンスター達を見る。

　多くの知識があるとはいえ、本部の受付で冒険者の帰還を待つだけのエイナも他の職員や住民同様、体は怯おびえに染まっていた。今にも震え出しそうな手足を制し、戦況を分析する。

（あの石竜ガーゴイル、一匹ずば抜けて強い！）

　下級は勿論もちろんのこと、昇格ランクアップした第三級、数少ない第二級の冒険者達が軒並み吹き飛ばされ、再起不能に陥おとしいれられている。石の体はたとえ遠距離武器を見舞われても効果が薄く、『魔法』でも使わなければ撃破できないのではと思わせるほどだ。

【ガネーシャ・ファミリア】が住民の護衛に専念する今、信じられないことに少数のモンスター達の方が優勢であった。

（【ロキ・ファミリア】が来てくれれば……！）

　血を吐いて倒れる冒険者がまた一人同業者に引きずられていくのを横目に、エイナが救援を祈っていると──あの凶悪な石竜ガーゴイルと目が合った。


「──ぇ？」



　こちらを確かに『視みている』という被視感が、エイナの時を止めた。

　無機質な石眼に、思わず呟きがこぼれた彼女は、胸の中から心臓を鷲摑わしづかみにされる音を聞く。

　自身の手首、紫の宝石が据えられた腕輪ブレスレットが輝いたのに気付けぬまま。

　そして同種の宝石が、石竜ガーゴイルの手の中にひそんでいることを見抜けぬまま。

　エイナは、自分に向かって飛び立つ灰石の影に立ちつくした。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　突然の転身に冒険者達が一斉に驚愕し、住民達から絹きぬを裂くような声が上がる。

　他の者を守っていた後衛の盾も間に合わない。奮戦していた桜花オウカも声を失う。人々が千々に逃げ惑い、石竜ガーゴイルと隔てるものが消え失せる最中、エイナの緑玉色エメラルドの瞳ひとみは己おのれを貫くであろう石の爪を映した。

「──あああッ!!」

　しかし、現れた影がそれを阻む。

「っ!?」

『！』

　エイナが触れた死の気配を断ち切ったのは、紫紺しこんの斬閃。

　疾走を経て石竜ガーゴイルの前に立ちはだかった白髪の少年、ベルは女神のナイフを構える。

「ベ、ベル君……」

「エイナさん、下がってください!!」

　呆然とするエイナだけでなく住民や同業者の視線を浴びる少年は焦りを含んだ大音声を放つ。事実、ベルに余裕は存在しなかった。何故、という疑念だけが体の中で飽和している。

　相対するモンスターにこれは一体と視線で訴える中、醜悪な石竜ガーゴイルは眼を細めたかと思うと、再びエイナに飛びかかる。

『グオオオ！』

「なッ──!?」

　ベルはそれも阻止する。

　激しい衝撃によってナイフを持つ手がぶれ、爪から石の小片が飛んだ。

　石竜ガーゴイルは翼を広げ、執拗しつようにエイナを狙ねらった。

（グロスさん!?）

　立ち竦むエイナの前で斬撃と爪撃が何度もぶつかった。

　石竜ガーゴイルの方が潜在能力ポテンシャルは上か、劣勢を強いられるいけ好かない冒険者リトル・ルーキーを他の冒険者達は今ばかりは遺恨を捨てて援護しようとする。だが、他の有翼のモンスターがそれを邪魔した。

　激しい攻撃を行う石竜ガーゴイルに止むをえず応戦するベルは、放たれる威嚇いかくの声にはっとする。

　──まさか我を失ってる!?

　思い起こされるのは18階層の光景だった。同胞を殺され、攫さらわれた当時の様子と今の石竜ガーゴイルは酷似しているように見える。彼の同胞達に何かあったというのだろうか。

「なんでっ……どうして!?」

『……』

　呼びかけに答える言葉はない。応こたえるのは爪牙のみだ。

　戸惑いの声しか上げられないベルに、石竜ガーゴイル──グロスは感情を押し殺しながら爪を振るう。

　彼には変わらぬ理性があった。

　纏っている怪物の形相の内に、交わされた『契約』を隠している。

　少年を襲う『異端児ゼノス』は、腕輪ブレスレットと共鳴し合うように輝く宝石を、ぎりっ、と石皮の間で鳴らした。




　──死んでくれ、異端の怪物達。

　グロス達の前に現れた不吉な男神はそう言った。

「なっ──」

「神ヘルメス、何を!?」

　何を言われたのかわからないリドと硬直から抜け出すフェルズに対し、ヘルメスは何てことのないように言った。

「ああ、全員死ぬ必要はないさ。そうだな、三、四匹ほど見繕ってくれれば十分だ」

　ちっとも様子を変えず笑いかけてくるその存在にグロス達が感じたものは、恐怖だった。

　人とも怪物かいぶつとも異なる超越存在デウスデアに、彼等は例外なくおぞましいものを覚えてしまった。

「オレはヘルメスだ。結ばれた契約、ウラノスとの約束を守ろう──半分はね」

　切れ長の橙黄色とうこうしょくの瞳が細まり、言葉を紡つむぐ口が弧を描く。

「もう半分は、見返りとしてもらい受ける」

　神の双眸そうぼうは『異端児ゼノス』達を見回した。

「君達を救うために、一人の男の子が窮地に立たされている。オレはそれがどうしても我慢ならない」

「……！」

「彼に散々救われた君達は、このまま何もせずに帰るつもりかい？　ごめんなさい、ありがとう、助かった、そんな上辺だけの言葉でまた地底に引きこもると？　おいおい、気紛れな神だってそんな不誠実な真似はしやしないぜ」

　その神の言葉は取り引きの手段であり、恋人達を優しく騙だます話術のようですらあり、何より傷口を広げ膿うみを暴き出す『毒』であった。

　顔色を変える『異端児ゼノス』達はこの時、確かに罪悪感に呻うめいた。

「神ヘルメス!!」

　フェルズは両手を握り締め激怒する。

　ヘルメスの裏切りに対してではない。『異端児ゼノス』達の心を、ひいては自分で決断した少年の意志と行いを無碍むげにする彼の神意しんいに対してだ。

「ベル君は自分で決めた、そう言いたいのかい、愚者フェルズ？　違うな、彼は君達の事情に、そしてウラノスの神意しんいに巻き込まれただけだ。そうせざるをえなくなってしまっただけだ」

　だがヘルメスは聞く耳を持たない。真実と真理を使い分け、たった八百年しか生きていない子供の戯言たわごとを退しりぞける。

「世界は『英雄』を欲している。そしてこのオレは、あの白い輝きに全てを賭かけたんだ。モンスターと通じている……そんなことは、そう、あってはならない」

　語られる男神の神意しんいに、フェルズは愕然がくぜんと動きを止めた。

「このヘルメスが願おう。異端の怪物達よ──今度は君達が彼を救ってやってくれ」

　ヘルメスは懇願するように、騙かたるように、『異端児ゼノス』達に囁ささやいた。

「……今度コソ小僧ニ討タレロ、ソウイウ事コトダナ？」

「理解が早くて助かるよ」

　口を開いたグロスに、『異端児ゼノス』達ははっとする。

「私ガ行コウ」

「グロス!?」

「リド、レイ、他ノモノデハ小僧ハ戦エンダロウ。人間ヲ忌いミ嫌ッテイタ私ガ適任ダ」

「しかしグロス、それでは貴方ガ……！」

「ドノ道、選択肢ハナイノダロウ」

　詰め寄ってくるリドとレイ、『異端児ゼノス』が発足した最初期から共にしていた友メンバーに、グロスは首を振った。流し目を送られるヘルメスは、何も言わず笑みのみで石竜ガーゴイルの言を肯定する。

　他の『異端児ゼノス』達は牙きばを食い縛りながら、項垂うなだれた。

「勇気ある石竜ガーゴイル、君の口から名を聞いておきたい」

「……グロス」

「ありがとう、グロス。怪物モンスターといえど、俺は君を称そう」

　帽子を脱いだヘルメスは言葉違わず石竜ガーゴイルを尊んだ。

　そのまま、グロスに紫の宝石を渡す。

「コレハ……？」

「保険さ。お人好ひとよしのベル君は自分が襲われてもナイフを振り上げることはできないかもしれない。この宝玉アイテムは彼の大切な人物に反応する。まずは、『彼女』を狙ってくれ」

　神の背後で眷族たる魔道具作製者アイテムメイカーが、まるで唾棄するかのように溜息ためいきをつく。

　宝石を無言で眺めていたグロスは、「ワカッタ……」と言って手の平の石肌の間にはめ込んだ。

「『彼女』は迷宮街ここの北西にいるだろう。まずはそこで暴れてほしい。君が嫌いな人間達が沢山たくさんいるだろうが……どうか殺さないでくれると助かる」

「注文ノ多イ奴ヤツダ……」

　吐き捨てるグロスは、リド達を最後に見やった後、告げた。

「約束ダ。必ズ同胞ヲ助ケロ」

「おいおい、オレはヘルメスだぜ？　履行された契約は必ず守るさ」

　ドノ口ガ言ウ、と背を向けて、グロスは翼を広げた。

　彼の決死に供をすると名乗り出た有翼のモンスター達とともに、一団は地下通路を抜け、迷宮街の上空に躍り出たのだ。




（──コレガ私ノ『恩返シ』カ）

　ベルとエイナに襲いかかりながら、グロスは心の中で笑った。

　こちらの反目にもめげず、同胞を救った人間のために、己の命をもって代償を支払う。とんだ皮肉だ。だが人間を蛇蝎だかつのごとく嫌っていた自分には、ちょうどいいのかもしれない。

　そう、少しは気に入った人間に斃たおされる末路ならば。

（迷ウナ、小僧）

　リド達には言ってある。決してベルを恨むなと。

　苦痛を堪こらえる稚児のように顔を歪ゆがめる少年に、グロスは怪物の形相で翼を打った。

　怒り狂った擬態を纏い、暴走した怪物を演じながら、そのナイフをこの『魔石むね』に突き立てろと吠ほえかかる。

（デナケレバ、ソノ女ヲ殺スゾ──!!）

　ベルの四肢に攻防を促す凶悪な咆哮を上げ、グロスは爪を振り下ろした。
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「ベル君……！」

　ヘスティア達は戦場と化した大広場に到着した。

　まともに戦っている冒険者は数を減らしている。未だ広場から脱出することのできない住民達は数多く取り残されていた。そして広場の隅では、エイナを背で庇いながらグロスとの防戦を続けるベルの姿がある。

　傷付いていく少年の姿に今にも涙をこぼしそうなエイナは、足手纏いになるまいと必死に離脱しようとするが、石の翼がそれを許さない。宙空より襲いかかってくる石竜ガーゴイルによって戦況は予断を許さないものになっていた。

「ベル……！」

「ベル様！」

　ヴェルフ、リリ、そして命ミコトと春姫ハルヒメは行動しあぐねていた。

　ベルの援護をしていいのかわからない。『異端児ゼノス』達を撃っていいのか、わからない。

　迷う眷族達の隣で、ヘスティアも事態の解決に踏み切れないでいた。

（ベル君にヘルメスの企たくらみを伝えるか？　でも、それをしたって……！）

『異端児ゼノス』はヘルメスに何かを強要されている。それを伝えて何になる。

　恐らく、このままではグロスは本当にエイナを殺す。

　ヘスティアには男神ヘルメスが持ちかけた取り引きの実態はわからない。もし単純に同胞の命が質に取られているとするならば、こちらの一方的な伝言は少年の心を乱すだけだ。

「援軍がすぐに来る！　持ちこたえろォ！」

　冒険者が上げる報しらせもまた、ベルの焦燥を駆り立てる一因にしかならない。

　ヘスティアは取り出した眼晶オクルスをぎゅっと握り締めた。

「──状況は？」

　他方、ヘスティア達が急行したのとほぼ同刻。

　フィンが率いる【ロキ・ファミリア】の一部隊は、広場を一望できる建物の屋上に到着していた。

「住民の避難はまだ終わっていません！　モンスター達と交戦しているのは他派閥の冒険者、あとは【リトル・ルーキー】が……」

　団員の報告に、フィンを薄く瞳を細め、視線を少年と石竜ガーゴイルに固定する。

「……配置につけ。地上の部隊で牽制けんせいしつつ、空に逃れないよう頭上ここから狙撃する」

「はい！」

　派閥団長としての指示が、多くの弓を構えさせた。

　そして。

　広場の周囲、逃げることもできない住民達の中から、かすかなさざめきが生まれようとしていた。

「【リトル・ルーキー】……」

「……【リトル・ルーキー】？　あの、ベル・クラネル？」

　襲われるハーフエルフを守るため、身を挺ていす冒険者。

　窮地に颯爽さっそうと現れた勇敢な少年。

　危機に晒さらされた今だからこそ、人々の瞳からは悪意と失望が払拭され、ありのままの現実だけが映り込む。

「に、兄ちゃん……」

　彼を裏切り者と罵ってしまった幼い少年も、その名を呟いた。

　恐慌パニックに陥おちいるだけだった住民の間にも、変化が生じようとしていた。




「いい時機タイミングだ、ベル君。ああ、すごぶるいい塩梅あんばいだ」

　夜の風が吹く、広場付近の高層の塔。

　石竜ガーゴイルと交戦する白髪の少年を、ヘルメスは満足げに見下ろしていた。

　その背後にはアスフィ。

　銀の眼鏡めがねで目もとの疲れを隠す眷族は、何度目とも知れない溜息を吐き出す。

「我が主神ながら、本当に反吐へどが出かけています……」

「はははっ、きついなぁアスフィ」

　振り向きもせず笑うヘルメスを、アスフィはじろりと睨んだ。

「ベル・クラネルのために『異端児ゼノス』を利用する……百歩譲ってそれはいいとします。ですが、一般人を巻き込むこのやり方はどうかと思いますが？」

「彼を取り巻く今の状況は、その一般人から端を発しているものでもある。多少のお膳立ては必要だろ？」

　劇場と観衆、演出を盛り上げるための配役、そして主役の英雄。女神ヘスティアが予想した通り大がかりな舞台を作り上げたヘルメスは、肩を竦めながら背後を一瞥する。

「それに、アスフィだって『異端児ゼノス』を切り捨てること自体は賛成だろう？」

　あれはもう少年にも、迷宮都市オラリオにとっても『害』にしかならない。

　視線で同意を求める主神の瞳に、アスフィは黙りこくった。

「……配置につきます」

「ああ。念のための後詰め、頼んだぞ」

　漆黒兜ハデス・ヘッドを被かぶり、『透明状態インビジビリティ』となった眷族に手を振る。

　音もなく塔上からアスフィが去った後、ヘルメスは眼下の光景に唇を吊り上げた。

「さて……悪いなぁ、ウラノス。こうなった」

　争う少年と石竜ガーゴイルを見下ろしながら、ここにはいない老神ろうじんに声を送る。

「モンスターとの共存？　馬鹿を言うんじゃないぜ。『怪物かいぶつ』との融和なんて──絵空事だ」

　それまで粛々と淡々と依頼主の命をこなしていた男神は、心の内をこの塔の上で暴露した。

「何十世紀にも及ぶ憎しみと因縁を覆して何になる？　大神ゼウスも言うだろう、無茶を言うなと」

　少年を見つめながら、そっと呟く。

「『異端の英雄』なんて、誰も望んじゃいない」

　ヘルメスは両腕を広げた。

　舞台の上で繰り広げられる人間と怪物の歌劇に笑みを落とす。

　そして、宣言した。




「英雄の原点回帰だ、ベル君」




　神は告げる。

「怪物モンスターを倒そうぜ？　倒して、人々を救って、英雄に返り咲こう」

　天から光を差し伸べるように、救済の道を示すように、暴虐な神意しんいを押し付ける。

「『異端児ゼノス』を、見捨てよう」

　ヘルメスは騒動の鎮圧をウラノスから請け負った。混乱する都市を鎮め、迷い子たる『異端児ゼノス』達をダンジョンに送り届けるための使者。

　だが、彼はそんなものには興味がない。

　利用できるが故に上手うまくこの騒動を操あやつった。それだけだ。

「なぁに、一匹殺せば割り切れる」

「君は苦しむかもしれないが、いつか立ち上がれる」

「オレやフレイヤ様が、君を退屈なんかさせないさ」

　ヘルメスのその真意は、破滅と直結する『異端児ゼノス』との絆きずなを絶つこと。

　神には英雄を戦場に駆り立てる自信があった。

　神々が望む終末フィナーレのために、英雄を導く揺るがぬ自負が。

　人の宿命を左右するのは神の十八番おはこだ。

『怪物』との縁を絶ち切り、神々が愛する人々の英雄として歩ませる。

　ヘルメスの神意しんいとは、それに集約するのだ。

「じゃないと、君の大切なエイナちゃんが死んじゃうぜ？」

　橙黄色とうこうしょくの瞳を細め、ヘルメスは笑う。

　激する戦場が選択を少年に迫る。神によって用意されたたった一つしかない選択を。

　神が見守る先で、壮大にして滑稽な舞台は終幕を目の前にしていた。
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（なんで、なんで──どうして！）

　自身を脅かす牙が、エイナを襲う爪が、ベルにまた傷をもたらす。

　攻撃を弾いては往いなすベルのナイフにグロスもまた傷を負っていた。自分ともどもエイナを殺そうとする攻撃に加減などできよう筈もない。

　他の冒険者は何度も援護をしようとして、薙ぎ飛ばされる。グロスの石の翼が矢はもとより迂闊うかつに近付いた者達を根こそぎ蹴散らすのだ。石竜ガーゴイルの第三第四の腕、鈍器であり盾、攻守一帯の武装である。

「ベル君……！」

　エイナの苦しそうな掠かすれ声に、ベルの顔が苦渋に歪む。

　冒険者達も、ギルド職員も、住民達も、ベルの動向を見ていた。その一撃が振り下ろされ、モンスターの脅威が消えるのを祈っていた。

　──グロスさん。

　爪を打ち払う斬撃の中で石の双眼と視線を交わす。

　やはり黙して語らない石竜ガーゴイルの瞳に、ベルは叫び出したい衝動に駆られた。

　声は届かない。虚むなしく空転する想おもい。女神の刃が震えている。

　選択を強いられている。決しなければ、大切な人が失われる呪いのような選択だ。岐路ですらない。

　状況を精査しようにも激しい攻撃の前に思考が早々に行き詰る。

　どうして、と呟き続けるベルの脳裏に──少女ウィーネの言葉が蘇よみがえった。

『リドたちが言ってたよ。今はまだ無理かもしれないけど……でも、ベルたちみたいな人がいてくれるなら、夢はかなうかもしれないって！』

　──夢。

『異端児ゼノス』の──グロス達の夢。

『……アリガトウ。感謝、シテイル』

　グロスから受け取った言葉。

　今、目の前で本物の殺意を放つ怪物の相貌と、あの時のグロスが重なって見えるのは、気のせいだろうか。

　今も襲ってくる爪と牙に意志が込められているのは、勘違いだろうか。

　ベルが戦いたくないと訴えているように、グロスも迷うなと吠えかかるように──。

「【ロキ・ファミリア】が来たぞ!!」

　そこへ援軍を告げる冒険者の声が響き渡る。

　装備に道化師のエンブレムを刻んだ上級冒険者達が広場に突入し、有翼のモンスター等らに飛びかかろうとする。

『ッ!!』

　それを受け、石竜ガーゴイルの胸に焦りが生まれた。

　人々を襲う怪物を討つのはベル・クラネルでなければならない。これを少年への清算にしなければいけない。神との契約を成就させぬまま、崩れた灰の上に遺志を残すことは許されない。

　猶予がないことを悟ったグロスは、翼を大きく広げ、羽ばたいた。

　地面と平行になって敢行される特攻。驚愕するエイナとベルに回避も防御も許さない──少年に反撃を迫る捨て身の一撃。

「ベル君!?」

「チュール！」

　ヘスティア達とギルド職員が一斉に叫ぶ。

「構えろ」

　フィンが団員達の矢で有翼のモンスター達を、己の槍やりで石竜ガーゴイルを貫こうとする。

「さぁ、ベル君」

　固唾かたずを呑のむ人々の真上で、ヘルメスが神意しんいという名の糸を引く。

　急迫するグロスの必殺を前に。

　ベルは、ナイフを持つ手を動かした。
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「このままでいいのかよ、フェルズ！」

　リドは喚いた。

『人造迷宮クノッソス』内部。『異端児ゼノス』とフェルズは名工ダイダロスが夢想した迷宮の中にいた。

　ヘルメスは確かに約束を守った。グロス達が飛び立った後、【ロキ・ファミリア】に見つからないよう陽動と隠密を駆使し、『異端児ゼノス』を『扉』の内側に送り届けたのだ。

「確かにベルっち達のことを考えれば、こうした方がいいのかもしれねえ！　でもグロス達を見捨てるのは違うだろ!?　オレっち達だけで帰るのは……おかしいだろう!?」

　母なるダンジョンを悄然しょうぜんと目指す群れの中で、リドは立ち止まっていた。

　口を噤つぐむレイ達の前で、思い切り叫ぶ。

「違うぞ、リド。私は信じているんだ」

　黒衣の魔術師メイジはリドに振り向かない。

　怒りをひた隠した声をフードの奥からこぼしながら、フェルズは言った。

「あの愚かな少年が、神意しんいなんてものを超えることを──」
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『────────ッッ!!』



　石竜ガーゴイルが突貫する。

　人を萎縮させる強烈な雄叫び。寝かされた翼が扇のように広げられ、風を切り裂きながら一直線に滑空する。

　正対するベルは石の巨槍と見紛う歪いびつな爪を、迫りくる石竜ガーゴイルを見た。

　視界に映る全てのものが静止と加速を繰り返す。

　外の世界より響く人々の悲鳴が遠い。

　怪物の突撃に反応することもできないエイナの、恐怖の吐息を背中で聞く。

　石竜ガーゴイルの殺意は本物だ。

　このままではあの石爪はベルとエイナを血の海に沈めるだろう。

　ナイフを放てと本能ががなり立てている。突撃体勢の中でまるでお誂あつらえ向きに隙すきを晒すあの胸部に、『魔石』に刃を打ち込んで、怪物の一撃も殺意も灰に変えて消し去ってしまえと。

　冒険者達の叫びが、群衆の絶叫が怪物を討つよう望む。

　糸を操る神意しんいが、本能の声を肯定する。

　急迫するグロスの必殺を前に。

　ベルは、ナイフを持つ手を動かした。


（────）



　だが。

　少年の意識は、怪物を映す視界を離れ、心の奥で別の光景を目にしていた。

　走り抜けた閃光に導かれるように、奥底に存在する雷霆らいていを己の手で摑み上げるように。

　古ぼけた幼き日の記憶の扉を、開け放っていた。

『他人に意志を委ゆだねるな』

　祖父かこの声が言っている。

『精霊だろうが神々であろうが同じだ。ましてや儂わしは何も言わん』

　祖父かこの言葉が告げている。

『誰の指図でもない。自分で決めろ』

　祖父かこの眼差まなざしは、訴えている。

『これは、お前の物語みちだ』

　祖父かこの笑みは、ずっと前からそう教えてくれていた。

「ッッッ!!」

　ベルは理不尽な現実に抗う反逆の声を上げた。

　少年は知れず己の体に巻き付いていた神意しんいの糸を、無意識のうちに引き千切った。

　少女ウィーネの語る夢と、石竜グロスの感謝を思い起こす心は、強要された選択肢をはねのけた。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　極限まで引き伸ばされていた時間を抜け、世界が色を取り戻す。

　ベルごとエイナを串刺しにする怪物の爪。

　それを眼前にしたベルが取った行動は、




　信じることだった。





「────」



　ナイフを鞘さやに納め、両腕を広げて待ち構える。

　見開かれる男神ヘルメスの瞳、次いで驚愕に染まる怪物グロスの石眼。

　構えを解いた無防備な姿を前に、石竜ガーゴイルは次の瞬間──突撃を中断し、飛び退いた。

「──待て！」

　広場頭上、誰よりも早く反応し、攻撃の中止を叫ぶフィンに団員達が驚く。

　瞠目する彼の碧眼へきがんは、攻撃を止めた石竜ガーゴイルに縫い付けられていた。彼の一驚が伝わったかのように大広場にいる者達まで同じ感情を共有する。

　ヘスティアも、リリも、ヴェルフも、命ミコトも、春姫ハルヒメも、桜花オウカと千草チグサも、シャクティも、そしてエイナも。

　モンスターを殺さず、エイナも死なせない、愚行極まる第三の行動。

　汗を滴り落とす少年と、自失する石竜ガーゴイルが眼差しを絡め合う。

　一時、世界が時を止めた。

「……」

　そして、その光景を塔より見下ろすヘルメスは。

　開かれた橙黄色とうこうしょくの瞳を隠すように、旅行帽の鍔に指を添え、引き下げた。

「嗚呼ああ、そうなってしまうか……本当に、君は愚かだ」

　奇妙な、そして不可解な沈黙が広場に落ちていた。

　少年を見る数多の目が、やはり『怪物』と浅からぬ因縁があるのでは、という疑念に転じようとしている。『人類の敵』という悪評レッテルに直結する火の種だ。

　時が動き出し人々が夢から覚めた瞬間、喧々囂々けんけんごうごうたる混乱と怒号が生まれるだろう。

「じゃあ、やれ、アスフィ」

　ヘルメスはそんなものを許容しない。

　彼の呟きが落ちるところ、広場の一角に存在する物陰。『透明状態インビジビリティ』となっているアスフィが、螺旋らせんの刻まれた飛針を取り出す。色は血を混ぜ込んだかのような真紅だ。

　モンスターを興奮状態、凶暴化させる『紅針クリゼア』。迷宮探索においては強化する危険性リスクを孕はらみつつも怪物の同士討ちを誘発させる【万能者ペルセウス】謹製の魔道具マジックアイテムだが、この場で見舞えばどうなるか想像に難くない。

　ヘルメスは『こうなること』も見越していた。少年が五日前と同じ愚行を犯すことを。

　主神の神意しんいに沿って、アスフィの碧眼が石竜ガーゴイルを照準する。

「……許せとは言いません」

　僅か一瞬、彼女の眼差しが石竜ガーゴイルと対峙たいじする少年に投げられる。

　その視線を察知したかのように、ベルははっと『透明状態インビジビリティ』になっているアスフィのもとを振り向いた。

　真紅の飛針が瞬投シュートされようとする。

　少年の足が直感に突き動かされ駆け出そうとする。

　この時、止まった時間の中で動いたのは、アスフィ、ベル──そしてフィンだけだった。


「──────」



　小人族パルゥムの親指が、これ以上ないほどの疼きを上げる。

　何かの接近を知らせる最大級の警鐘。

　たった一人、フィンが顔を振り上げた次の瞬間。




『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』




　停止した時を破壊する、『怪物』の雄叫びが上がった。
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　その存在は前触れなく、彼の前に現れた。





『────』



　薄暗い路地裏の中、彼は動きを止めた。止めざるをえなかった。

　大剣を携えた偉丈夫。鍛え上げられた体を持つ、武人。

　彼は瞬時に悟った。

　隻腕のこの身では敗まける。いや、両腕が健在であっても勝てぬやもしれない。

　それほど目の前の存在は強大であった。彼の血を滾たぎらせたあの戦士達より、そして恐らくは己の腕を断ったあの金髪金眼の剣士より──。

　同時に、彼は目の前の存在をどこか懐なつかしくも思った。錆さび色の髪に同色の瞳、猛猪という言葉を彷彿ほうふつさせる眼光。記憶ではなく『心』が疼きを上げるが、どうしても思い出せない。ただ確かなことは一つ。この武人は間違いなく自分を殺すものだ。

　その規格外の存在を前にして、彼は笑った。

　必敗を悟っていようとこの巡り会いに感謝した。体が昂たかぶる。闘争は餓うえを凌しのぐ唯一の手段。絶対強者であるならば尚更。たとえ散ったとしてもそれは本望の一つだ、怯ひるむ理由も臆する意味もありはしない。

　彼は一振りの斧を握り締め、強靭きょうじんな足を一歩、踏み出した。

「……」

　対して、武人は。

　ゆっくりと片腕を上げ、ある方角を示す。

　そして言った。

「この先に、お前の求めるモノがいるぞ」

　彼は止まった。

　目を見開いた。

　背後を振り返る。武人が示した先には地上の空が広がり、遠くより響く声々が木霊こだましている。戦いくさの気配だ。そこから、己を駆り立てる『何か』の声が聞こえた気がした。

　視線を戻すと、武人は忽然こつぜんと姿を消していた。しかしそれも今や些事さじとなった。

　導きを得たように彼は走り出す。驀進ばくしんする。

　大き過ぎる己の気配など既に隠すことも忘れ、悲鳴を上げる狩人かりゅうど達を弾き飛ばし、逸はやる鼓動と餓えの言いなりとなった。

　石板を粉砕し跳躍、構造物の屋上に躍り出る。

　そして。


『──────────』



　楕円の大広場、数々の異種族、その中で戦う──白き少年。

　眼が映したその光景に、彼の心に光が走る。全ての情景を取り戻す白い閃光が。

　喚起かんきする。蘇る。打ち震える。

　あぁ──嗚呼!!

　あれだ、あれなのだ！　自分の夢は、願望は、憧憬しょうけいは!!

　追い求めていた答えは!!

　彼はとうとうソレを見つけ出し、ソレを取り巻く全てを見据えた。

　周囲には多くの狩人、対峙するのは一匹の同胞。

　駄目だ、許さない、それだけは認めない。

　誰にも渡してなるものか。誰にも譲ってなるものか。あれこそが絶対無二の好敵手。

　再戦を。再戦を。再戦を。

　この身は──その為だけに生まれてきた。

　唸うなる血潮、猛たける肉体。かつてない『餓え』が甚だしい力を呼び起こす。

　迸ほとばしる歓喜、そしてそれ以上の戦意に満ち溢あふれ、彼は雄叫びを放った。




『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』




　迷いも悲しみも、姦計かんけいをも打ち砕く大咆哮が、打ち上がった。

















　その雄叫おたけびが轟とどろいた時、全すべての第一級冒険者が反応した。

「！」

　金髪金眼の剣士は北西の空を見上げ、駆け出した。

「出た！」

「行くわよ！」

　双子の女戦士アマゾネスは武器を携え、脇目も振らず飛び出した。

「フィンのところか！」

　俊足の狼人ウェアウルフは全てを置き去りにして、疾走した。




　そしてベルは。


「──────」



　見開かれる深紅ルベライトの瞳ひとみにその存在を映した。

　破壊、破砕、粉砕。

　運悪く進路にいた冒険者達を一瞬で突破する、漆黒の進撃。

　男神を愕然がくぜんとさせ、万能者の介入の時を奪い、女神達の驚倒をさらいながら、神が用意した舞台に土足で上がり込み撃砕する。

　住民が悲鳴を上げる暇さえない瞬間の狭間。勇者の号令によって放たれる矢など委細構わず、繰り出された投槍も肩の皮膚を抉えぐるにとどめるほどの猛進をもって、前へ──こちらへ。

　ベルを、ベルだけを狙ねらって。


「──ッッ!?」



『ヴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　血まみれの威容、漆黒の体皮。

　瞳が映す戦慄せんりつの塊を前にベルは本能に従った。

　側にいるエイナを全力で突き飛ばし、急迫する隻腕の身から振り下ろされる両刃斧ラビュリス──死の一撃から逃れんと、腕を交差させ後方へ飛ぶ。

　石畳を爆砕する斧刃、そこから生じる衝撃波とありえない爆風。

　ベルの体は風を切る矢と化し、決河の勢いで背後の建物を貫通、それを何度も繰り返しながら大広場から追い出される。

「ベル君!?」

　ヘスティアとエイナの叫びが同時に散る中、紅あかき双角を有す猛牛の怪物に、ベルは吹き飛ばされた。
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「なんだ……何が起こったぁ!?」

　膨大な砂煙が発生する広場の一角、石の破片が雨のごとく降りしきる。

　形成された破壊の光景を前に、呆然ぼうぜんとしていた冒険者から堪たまらず放たれた叫び声が、静寂を破る契機となった。

　怒号と絶叫が大広場を包み込む。

　刹那のうちに重傷を負った多くの冒険者、そして吹き飛ばされた【リトル・ルーキー】。敵の姿形をまともに把握できないほどの、一瞬の強襲劇に騒然となった。

「おい、平気か!?」

「怪我けがはありませんか！」

「ベルくん……ベル君!?」

　大きく突き飛ばされ厄災の難を逃れたエイナは、背中を支える桜花オウカと千草チグサの声も聞こえておらず、取り乱したように少年の名を何度も叫んだ。埃ほこりまみれになったギルドの制服を揺らす彼女の視線の先には、大穴が空いた何枚もの壁が広がっている。

「おい、今のは……」

「……黒い、猛牛ミノタウロス」

　ベルを追って姿を消した漆黒の怪物に、ヴェルフと命ミコトは慄然りつぜんと呟つぶやいた。

　リリと春姫ハルヒメは恐怖の記憶を思い起こしたように青ざめ動けない。女神も声を失っていた。

「アステリオス……!?」

　予想外の展開に『異端児ゼノス』達も動けずにいた。

　巻き上げられた砂塵によってその身が隠れる中、グロスはエイナと同じ方角、少年と最後の同胞が消えた穴を見る。

「斥候は標的を追跡しろ！　僕が行くまで絶対に手を出すな！　包囲網を形成した後もナルヴィ達は後方支援のみ、アイズ達をここに呼べ！」

「は、はい!?」

　そして、建物の屋上。

　フィンのこれ以上なく矢継ぎ早で鋭い指示に、他団員が一斉に動き出す。

　何があろうとあれだけはここで仕留める。小人族パルゥムの首領はそれを決めていた。

　あれは計算できない存在の一つだ。フィンの勘が言っている。彼の頭脳をもってしても行動を予測できず、真性の『異常存在イレギュラー』と言ってもいい。

　将来必ずや脅威になるであろう怪物を討たんと、フィンは駆け出そうとした。

　だが、ザッ、と。

　踏みしめる音を立てて、彼の前に現れる者がいた。

「君は……」

　フィンは足を止め、その人物を見上げた。
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「がっ、ぐぅ……!?」

　瓦礫がれきの中から身を起こすベルは、全身を焼く痛みに呻うめく。

　目の前には何枚も穴の空いた石壁。どうやら広場から大分離はなれてしまったようだった。加工超硬金属ディル・アダマンタイトの兎鎧よろいがなければ背骨をやられていたかもしれない。

　月の光が差し込む廃墟で、ベルはふらつく体を押して立ち上がる。

　そこへ、ドンッ！　と。

「！」

　瓦礫を踏み砕く音に、はっとして顔を振り上げた。

　ぼろぼろの壁をくぐって現れるのは、ベルを吹き飛ばしたあの漆黒の怪物であった。見上げるほどの身の丈に筋骨隆々の体軀たいく。全身型鎧フルプレートを軽装のように装備する姿に、息を呑のむ。

　間違いない、話に聞いていた最後の『異端児ゼノス』。黒い猛牛ミノタウロス。

　果たして視線の先の存在は敵なのか、味方なのか。対話は可能なのか。

　汗を流しながら、反射的に身構えてしまうベルの頭に思考が目まぐるしく往来する。

「……？」

　だが、ベルはそこで気が付いた。

　あれほど凄烈せいれつな咆哮ほうこうを放ったとは思えないほどの静けさ。ずんと鳴る足音はそのまま、漆黒の怪物は僅わずかな間合いを残して立ち止まった。

　先程までの荒々しさが噓うそのように、じっとこちらを凝視する。

　ベルもまた、声を発することも忘れ立ちつくしてしまった。

「……」

「……」

　月明かりが一人と一匹を照らす。

　瓦礫に囲まれた廃墟の中、雲が消え失せた月夜を背負う怪物は、二Ｍメドルを優に超える視点から今も見下ろしてくる。ベルも身じろぎせず見上げ続けた。

　静謐せいひつな時間が流れていた。

　戦場とは思えないほどの、邂逅かいこうの時が。

　ベルが引き寄せられるように、その眼まなこを見つめていると──。

「──名前を」

　漆黒の怪物は、ゆっくり口を開いた。

「名前を、聞かせてほしい」

　発した人語も、外見に似合わぬその口振りも、ベルを驚きに染めるものだった。

　低い声音。

　どこか『武人』というものを彷彿ほうふつさせる、静かな語調。

　呆然とする少年が何も言い返せずにいると、怪物は言葉を続ける。

「夢を」

「えっ？」

「ずっと、夢を見ている」

　呟き返すベルを前に、独白するように言葉が紡つむがれる。

「たった一人の人間と戦う、夢」

「！」

「血と肉が飛ぶ殺し合いの中で、確かに意志を交わした、最強の好敵手」

　ベルは目を見開いた。

『夢』というその単語を聞いて真っ先に蘇よみがえるのはリド達との会話。

　怪物モンスターの『前世』。

　そして己おのれの『前世』を語る怪物の姿が、猛牛ミノタウロスという形が──とある記憶を喚起かんきさせる。

　今も忘れることのない、あの情景を。

　初めての『冒険』、命を賭した攻防、互いの全てをぶつけ合った怪物との激戦。

「再戦を──自分をこうも駆り立てる存在が、いる」

　──まさか。

　ベルが一つの答えに辿たどり着く中、黒い猛牛ミノタウロスはなおも言葉を続ける。

「あの夢の住人と会うために、今、自分はここに立っている」

　怪物は己の存在理由を語った。

　胸に秘める想おもいを、生まれ変わるに至った強烈な『願望』を。

　人類への羨望でもなく、地上への憧あこがれでもない、たった一人の宿敵を求めてやって来たと。

「自分の名は、アステリオス」

　それは『雷光』を意味する名。

　夢の終焉しゅうえんで見る、紅き雷の光をもとに彼が願ったという呼び名。

　頭はそんなまさかとうろたえる反面、心の奥底で全てを理解してしまう少年に、漆黒の怪物──アステリオスは再度さいど尋ねた。

「名前を、聞かせてほしい」

「……ベル。ベル、クラネル」

　呟かれる名前を、怪物は身に刻むように深く受け止めた。

　そして、隻腕が下げていた両刃斧ラビュリスが、厚い胸板の位置で構えられる。

「ベル、どうか」

　蘇った宿敵は──好敵手は願った。




「再戦を」




　月の光に照らされる廃墟に意志の声が響き渡る。

　待ってください──今はまだ──グロスさん達が──唇はそんな言葉を紡がなくてはいけないのをわかっている。しかしベルの心は、それを拒んだ。

　彼の足もとを見る。その巨軀を見上げる。

　今も地面に滴り落ちる血、失った片腕と無数に刻み込まれた傷跡。間違いなく瀕死の身でここまでやって来た再戦者。

　ベルは応じなければいけない気がした。いや、逃げてはならない気がした。

　そう、あの時と同じ。

　初めての『冒険』に臨んだように、目の前の『冒険』からも──。

「……」

　ベルは全てのものに謝った。その上で、武器を執とる。

　逆手に持った神の刃を構え、黒き怪物を見据える。

　闘争に臨むその少年の姿に──にぃっ、と。

　アステリオスの口端が限界まで引き裂かれる。

　歓喜の凶笑を浮かべる怪物は、自分達を見下ろす月夜を仰いだ。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』

　天を震わせる咆哮が打ち上がる。

　戦いの始まりを告げる号砲が今、解き放たれた。
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「近いぞ！」

　轟く号砲に【ロキ・ファミリア】の斥候は息を呑む。

　複数の男女の団員は張り詰めた空気を纏まといながら索敵に当たっていた。建物が重層的な作りの周囲一帯では屋根の上から捕捉できない。建物の上から路上に降り立った団員達は、雄叫びの出どころまで距離を詰めていく。

　貫通した穴の先を追った仲間はもう敵の姿を捉とらえただろうか。未いまだ響かない鐘の音に違和感と不穏なものを覚えながら、一団パーティの中のエルフの少女が足を進めていた──その時。

　彼女の後方の壁が、爆はぜた。

「!?」

　発生する爆発音、舞い散る石の破片。

　勢いよく吐き出される砂煙を破って現れるのは、白髪の少年と漆黒の猛牛。

『フゥウウウウウウウウウッ!!』

「っっ!!」

　驚愕きょうがくする【ロキ・ファミリア】の前で、ベルとアステリオスは接近戦を演じた。

　繰り出される両刃斧ラビュリスをベルは大きく回避する。風圧に巻き込まれただけでも傷を負いかねない。その証拠に数回斬り結んだヒューマンの皮膚は既に血を滲にじませており、言うまでもない圧倒的な能力ステイタスの差を物語っている。ベルは安い矜持きょうじなど捨て、両刃斧ラビュリスを装備する左腕とは逆──【剣姫けんき】に腕を断たれた怪物の右側を果敢に突いた。素早い兎うさぎの敏捷フットワークと鋭く突き込まれるナイフにアステリオスは笑みを返し、それをいともたやすく迎撃する。

「黒い猛牛ミノタウロスに……！」

「ベル・クラネル!?」

　斧おのが薙ながれ悲鳴を上げる大気、ブーツに激しく蹴けり立てられ石畳から舞い散る砂利じゃりと破片。力と速度の戦いを繰り広げる少年と怪物を前に、蚊帳かやの外の団員達は手を握り締める。

　団長フィンには決して仕掛けるなと言われていた。しかし、このまま青ざめて突っ立っているだけなど【ロキ・ファミリア】の名折れだ。自分達も非難した少年を戦わせておいて高みの見物など、どうしてできようか。

　決起した冒険者達は隊長格の団員の指示でベルとアステリオスを取り囲んだ。弓と矢、そして槍やりと長剣をもって遠近距離から同時攻撃しようとする。

　が、

『ヴゥオオオオオオオオオオオオオ!!』

「──ひっっ!?」

　その恐ろしい雄叫びたった一つに捻ねじ伏せられる。

　強烈な『咆哮ハウル』。原始的恐怖を喚起し強制停止リストレイトに追い込む威嚇いかくの声に、Ｌｖ．２の後衛は膝ひざを折り、至近距離からそれを浴びたＬｖ．３の前衛は致命的なまでに硬直する。

　邪魔だと言わんばかりの怪物の宣告。闘う資格のない者にアステリオスは容赦しない。斧の柄を握り締めた鉄拳を薙ぎ払い、口から血をブチまける槍使いと剣使いを民家に叩たたきつける。

　吹き飛ばされた隊長格以下Ｌｖ．３の団員達に、後衛のエルフの弓手アーチャー等らが蒼白になる一方、漆黒の影は続けて彼女達にも迫った。

　指も動かせず涙を溜ためる団員達だったが、

「ふッッ!!」

　お前の相手は自分だと叫ぶかのごとくベルが横から斬りかかる。

　笑みを作るアステリオスは【ロキ・ファミリア】を放置し、両刃斧ラビュリスで応こたえた。見逃されたエルフ達は恐怖に縛られていない【リトル・ルーキー】の姿に瞠目どうもくする。

　──その咆哮ハウルの『味あじ』は知っている。

　ベルには嫌と言うほど覚えがある。

　あの『冒険』をもって既に乗り越えた壁だ。臆することなど二度とありはしない。

　昂たかぶる猛牛ミノタウロスにベルは漆黒のナイフと紅刀をもって、連撃ラッシュを叩き込んだ。




「──おいっ、あの石竜ガーゴイルどもはどこにいった!?」

　猛牛の猛たけり声が届いてくる大広場。

　ようやく砂煙が晴れる頃ころ、混乱に乗じて忽然こつぜんと姿を消した有翼のモンスターの群れに冒険者達が叫び合う。

　そんな彼等を他所よそに──人のいない広場の片隅でヴェルフ達は怒鳴っていた。

「何やってんだ、お前らは!!」

「ニ、人間ニンゲン……」

「リリ達が死ぬ思いをした苦労をパーにするおつもりですか!!」

「ヴェルフ殿、リリ殿、落ち着いてください!?」


「皆様、今はそんなことしている場合ではっ……はぅっ～！」



　ヴェルフ達の複数の透明衣ヴェールで咄嗟とっさに姿を隠されたグロス達『異端児ゼノス』は、彼等の手で救出されていた。怒髪天を衝つくヴェルフとリリが叫び合い、そんな二人を見て冷静じゃなきゃいられない命ミコトが慌あわてて割って入る。春姫ハルヒメは右往左往することしかできない。

　眷族達が喚わめき合う横で、ヘスティアは状況を素早く分析していた。

（【ロキ・ファミリア】が広場にやって来ない？　あの黒い猛牛ミノタウロスの方に向かっているのか？）

　ベルとの戦闘と思おぼしき激しい交戦音が風に乗ってくる中、女神は思考を回転させる。

「春姫ハルヒメ君！　ウィーネ君達に眼晶オクルスは渡したんだよね？」

「は、はい！　別れ際、私わたくしのものを！」

　よし、とヘスティアは拳こぶしを作る。

『鍵かぎ』を持っている『異端児ゼノス』達とも合流できる。グロス達を人造迷宮クノッソスに送り届けるには今しかないと判断した。

　ヘスティアは取り出した眼晶オクルスに向かって、叫んだ。

「ベル君、そのまま戦ってくれ！」




『その、何ていうか──暴れまくってくれ！　【ロキ・ファミリア】が、いや街にいるみんなの注意が君達に引き付けられつつある！　危険かもしれないけど、その、ゴメンッ！』

　手甲の青水晶から聞こえてくる声を聞いても、ベルは憂いを感じることはなかった。

　これで目の前の戦闘に存分に集中──などとっくにやっている。

　他ほかのことなど考えていれば殺される。あの両刃斧ラビュリスの餌食えじきとなっている。

　情報として記録された女神の指示は一瞬で漂白され、ベルの頭の片隅に追いやられた。

（強い……！）

　迫る両刃斧ラビュリスに度々命いのちを脅かされながらも敵の視界右に何とか回り込み、失った右腕の上から攻撃を見舞う。だが見切られる。過去の情景の中にはない相手の鋭い『技と駆け引き』に、ベルは焦燥にも似た感情に襲われた。

　自分が迷っている間にも、この猛牛ミノタウロスはひたすら『強さ』に餓うえていたのだ。

　葛藤を振り払って敵の右死角に肉薄したベルは、二刀のナイフで再び斬撃を放つ。

『ヴウゥンッ！』

「っ!?」

　巨大な斧を盾のように用いていた怪物の、片足の振り下ろし。

　粉砕する地面、それだけでベルの体勢は崩れた。間髪入れず放たれる両刃斧ラビュリスに対し、敵の体を咄嗟に蹴りつけることで緊急回避する。

　切り裂かれる何本もの白い頭髪、血の斑点はんてんに交じって飛び散る無数の汗。

　敵の肉体、余さず全てが凶器だ。全てがベルを殺すに足る武器になる。

　戦慄を覚える少年に、猛牛ミノタウロスはそんな暇はないぞと笑いながら、頭部の紅き双角を振るった。


「ぐぅううううっ──ぅあああああああっ!?」



　咄嗟に振り上げた鎧よろいの手甲でも、受け流し切れない。

　つんざかんばかりの金属音と火花とともに宙を舞い、錐揉きりもみして建物の屋上に躍り出たかと思えば、すかさず追撃してきたアステリオスの前蹴りに捉えられる。

「づっっ!?」

　腕を交差する加工超硬金属ディル・アダマンタイトの防御ガード、発生する途轍とてつもない視界の震動。

　前腕骨から罅ひびが生じる音に双眸そうぼうを血走らせながら、ベルは後方へ──再び大広場の方角へ蹴り飛ばされた。




「えっ──うおおおああああああああああああああああああああ!?」

　緩やかな放物線を描きながら猛烈な速度で突っ込んでくる人間砲弾──ベルの存在に、大広場にいた冒険者達は慌てて飛び退いた。

　頭から突っ込み砂塵を舞い上げる少年の体が広場の隅まで転がっていく。

「ベ、ベルくっ──!?」

　早過ぎる少年の帰還に双眸をかっ開くヘスティアの悲鳴は、途中でかき消された。

　石畳を砕く、空から降ってきたアステリオスの激しい着地音によって。

「きゃ、きゃあああああああああああああああああああああああ!?」

　これまでの中で最大の悲鳴が大広場から解き放たれた。

　再び出現した黒き怪物に混乱と恐怖が加速する。勢いを取り戻しメインストリートへ逃げ込もうとする住民達から、子供の泣き叫ぶ声が上がった。

「う、うおおおおおおおおおおおお！」

　代わって、冒険者達は声を上げて走った。自暴自棄ヤケクソになったと言ってもいい。泣き叫ぶ人々の姿は荒々しいならず者達でさえ胸に迫るものがあったのか、女子供を守らんと恐怖を打ち捨ててアステリオスに四方八方から攻めかかる。

　しかし、

『ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「ぎゃあああああああああああああああああああああああっ!?」

　怪物アステリオスの力は冒険者達に平等だった。等しく破壊と蹂躙じゅうりんを与え、数の多寡など一蹴する。

　粉々に砕け散る無数の得物、吹き荒れる血潮の霧、屈強な上級冒険者が次々と地面に沈みその数を激減させた。僅か数瞬の出来事だった。

　住民を守るため出遅れた桜花オウカと千草チグサ、グロス達を逃がそうとしていた【ヘスティア・ファミリア】の面々は血の気が引いて棒立ちとなる。エイナも、ギルド職員達も。


「────」



　そして、子供達も。

　逃げ遅れている孤児の中で、ライ、フィナ、ルゥは、人垣の隙間すきまからそれを見てしまった。

　漆黒の怪物。血にまみれた隻腕の巨軀は子供達にはこれ以上なく禍々まがまがしく、凶悪に見え、木の葉のように冒険者達が吹き飛ぶ光景は悪夢に相当した。宙を飛ぶあの黒い影は武器か、それとも人の片腕か。

　先程までの石竜ガーゴイルなどとはわけが違う、圧倒的な『怪物』。

（ぅ、ぁ──）

　少年ライの目にはそれが死の暴風に見えた。

　触れれば死ぬ。あれはそういうものだ。

　知識でしか知らない『階層主』とは、あのような存在のことを言うのだろう。

　数いるモンスターの中でも埒外らちがいの極致にあるその怪物に、子供達が心の底から恐怖するのは無理からぬことだった。

『ウウッ──』

　故に、視線の切っ先のみで身動みうごきが封じられるのも避けられないことであった。

　刹那の間に冒険者達を蹂躙しつくし、振り向いた猛牛ミノタウロスと目が合う。

　ライは絶望を覚えた。フィナとルゥは恐怖に際限がないことを知った。地獄のように緩慢になる時の中で、心臓を鷲摑わしづかみにされ呼吸ができなくなる。

「みんな、逃げなさい!!」

　人込みの奥からはぐれた義母マリアが泣き叫ぶ。だが体が動かない。射竦すくめられ指の一本だって震えることができない。彼等と同じように心の折れた冒険者が立ち上がれず、怪物を遮さえぎる防波堤が存在しない中、何かを探す猛牛ミノタウロスが一歩、ライ達に向かって踏み出す。

　子供達の心が恐怖に耐え切れず砕け散ろうとした、その瞬間。


「────ッッ!!」



　砂塵を破って、白髪の冒険者が漆黒の怪物に突貫した。

「!!」

　ライ達の金縛りを解く一条の疾走。なびく頭髪で純白の軌跡を引きながら、ベルは漆黒と紅のナイフを両手に斬りかかる。

　姿を現した好敵手に猛牛ミノタウロスは再び歓喜した。

「あああああああああああああああああああああッ!!」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　少年ライはそれを見た。

　その光景が瞳に焼き付いた。

　頭部から血を流し、顔を赤く汚しながら吠ほえる、たった一人の冒険者。

　恐怖に青ざめる冒険者達の中で、ベルだけは違った。

　誰だれもが立ち向かえない中、ベルだけは異なった。

　ただ一人、死の暴風に真正面から斬り結ぶ。

「あ──」

　その横顔は、ライの知っている少年のどの表情とも違った。

　情けない顔、苦笑する顔、怯おびえる顔、泣き叫ぶ顔。裏切られてしまった、けれど楽しかった思い出の中にあるベルの表情、そのどれにもあてはまらない。

（あれが──）

　それは雄々しい咆哮を上げる男の形相。

　それが、『冒険』に挑む者の顔。

（あれが──『冒険者』）

　目を見開く。手足が打ち震える。胸が熱い。

　涙が出そうになるこの感情が何なのかライにはわからない。

　ライにわかったことは、たった一つ。

　ベル・クラネルは裏切り者でもなければ臆病者でもない──『冒険者』なのだと。

「……、……！」

　ライの唇が何度も開いて声を吐き出そうとする。

　ずっと言いたかった言葉があった。

　失意に沈んでいた彼に謝って、伝えたい言葉があった。

　だが喉のどが動かない。まるで糸で縛られたように引きつって踏み出せない。最初の一声が。

　隣で涙をはらはらと流しているフィナとルゥも同じだった。

　動け、動いてっ、お願い──とライの視界にも涙が滲もうとした時。




「いけぇええええええええええっ、リトル・ルーキーィイイイイイイイイイイイイイ!!」




　野太い大音声が放たれた。

「！」

「やれぇえええええええええええ!!　ブッ殺せええええええええええええええええええ!!」

　ならず者のモルドである。

　戦闘に加わらず安全地帯にいながら、仲間と一緒に顔を真まっ赤かに染め両手を握り締めている。大粒の唾を吐き散らし、今も戦う少年に向かって雄叫びをぶつけた。

　その姿にはっと振り向いたライの喉から、糸が切れたかのように束縛が消え去る。

　ぐっと両手を握る幼い少年は、瞼まぶたを閉じてあらん限りに叫んだ。

「がんばれっ、兄ちゃああああああああああああああああああああああああんっ!!」
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「これは……」

　ヘスティアが呆然と見回す大広場に、変化が生まれつつあった。

「ベルお兄ちゃぁん！」

「がん、ばって……！」

「ブチかませぇえええええええええええええええええええええええええええ!!」

　フィナとルゥの懸命な応援に、ひたすらうるさいモルドの喚声。【ガネーシャ・ファミリア】が全力で避難を進める傍かたわら、子供達とモルドの応援を皮切りに、逃げ惑っていた住民達の足が止まっていく。

　誰もがそれを正視し、息を呑んだ。

　巨大な怪物と恐ろしい両刃斧ラビュリスに向かって、あまりにも頼りない二振りのナイフを持って斬りかかる一人の冒険者。大地を割る剛閃を間一髪回避し高速の斬閃をたたみかける。

　その姿は人々の目にどう映っただろうか。

　住民達は青ざめ、ギルドの職員は言葉を失い、そして同じ冒険者達は手を握り締める。

　戦いがあった。

　人と怪物が互いの命を削り合う、激闘が。

「ベル君……！」

　止めることもできないエイナの呟きがこぼれ落ちる中で、誰もが気付いた。

　そこに打算などない。欲望もない。

　意志だ、意志だけがある。勝利を求める渇望だけが。

　冒険者達には、住民達にもそれがわかった。あの少年は今、己を賭としているのだと。

　もう、ベルのことを『人類の敵』と中傷する者は誰もいなかった。

　いくら悪意をこめた非難も、失意を添えた嘲弄も、その闘争の前では無意味である。

　本物の『死闘』。

　恐ろしい怪物に敢然かんぜんと立ち向かう『冒険』の光景は、千の弁明に勝る証明となる。

　漆黒の怪物に吠えかかるその横顔に、偽りなど何一つとしてない。

「いけ……」

　やがて、一人のヒューマンが呟いた。

「頑張れっ」

「負けるなァ！」

　獣人の冒険者が、エルフの少女が叫んだ。

　広場の中心、恐ろしくも猛々しい怪物と戦う少年に声を放つ。

　一つの言葉が、いくつもの叫びが、やがて巨大な鯨波げいはに変貌した。


『────────────────────────────────────ッッ!!』



　雄叫びと咆哮が絡からみ合う死闘に住民は青ざめながら声を枯らし、ギルド職員は失った言葉を声援に変え、冒険者達は握った拳を振り上げる。

　誰もが少年に激しい声を投げかけた。

　誰もが、その英姿に『英雄』の面影を幻視した。




（──冒険を）

　その叫びを耳にしながら両刃斧ラビュリスを回避するベルは、己の体が加速していくことがわかった。

　自身の心が原点に回帰していくことが。

（──冒険を、しよう）

　人々の声が遠い。視界から全てが消えていく。目の前の敵だけを除いて。

　ベルの顔からは──迷いが消えていた。

『異端児ゼノス』のこと、憧憬アイズのこと、未来これからのこと。ずっと思い煩わずらっていたばかりだった少年はこの時だけ全てを忘れ、目の前の闘争に没頭した。眼前の敵に、笑う好敵手に、全霊を捧げた。

　目の前の彼と同じように『餓える』。

　勝利に餓えるその先が、己を取り巻く全てに繫つながっていることをベルは本能で悟った。

『異端児ゼノス』を救うための、憧憬しょうけいに追いつくための、少女ウィーネと願った未来を手に入れるための──すなわち『強さ』だ。

（──もう一度、冒険を!!）

　両刃斧ラビュリスの剛撃にとうとう屈する紅刀。砕け散る《牛若丸うしわかまる》。人々の悲鳴。

　ごめん、ありがとう、先に行く。すかさず空いた手から速射される炎雷。踏鞴たたらを踏む猛牛ミノタウロスに向かって、緋色の火の粉を纏って突撃する。

　ベルは、咆哮を上げた。


「ああああああああああぁぁ────ッ!!」






　少年の雄叫びと人々の轟きが迷宮街に鳴り響いていく。

　その最中。

「ちょっと、なんでー!?」

「そこにいろ、【大切断アマゾン】」

「動くのならば容赦はしない」

　大双刃を携えるティオナの前には、四つ子の小人族パルゥムがそれぞれの武器を構えていた。

　猛り続ける大広場を目前にして、進路を遮られている。

「邪魔すんじゃねえッ!!」

　怒るティオネの前にも一人の猫人キャットピープルが立ちはだかっていた。

　第一級冒険者、アレン・フローメルは長槍で湾短刀ククリナイフの双撃を全て打ち落とす。

「何でこんなことをしやがる!?」

「見てわからねえのか」

　獲物である黒い猛牛ミノタウロスを前に邪魔され怒り狂う女戦士アマゾネスに、アレンは冷ややかな視線を送った。彼女から視線を外し、後方、怪物と正面から戦う少年を一瞥いちべつする。

「ガキが雄おとこを賭かけてんだろ」

　そう告げ、彼は足もとに唾を吐いた。

「てめえ等こそ邪魔をするんじゃねえ」

　──他方、広場南端付近にいるティオナ達から離れた、広場の東端。

「ちッ……」

　狼人ウェアウルフのベートは盛大な舌打ちを放ちながら、屋根の縁にたたずんでいた。

　稲妻を彷彿させる刺青いれずみごと顔を歪ゆがめ、白髪の少年の戦う様を眺めている。

「……」

　更に、その近くにはアイズ。

　黙って闘争を見守るアイズとベートに、白剣と黒剣を持つエルフとダークエルフの青年達は構えを解いた。アイズ達に倣ならって、その闘争を見下ろす。

「……やってくれたな、オッタル」

　そして、フィンは。

　己の前にたたずむ猪人ボアズの武人を前にして、溜息ためいきをついた。

「……」

　彼の言葉にオッタルは何も答えない。

【ロキ・ファミリア】の幹部、その全てに【フレイヤ・ファミリア】の第一級冒険者達が立ち塞ふさがっていた。それだけではない。【ロキ・ファミリア】の団員もオッタル達の手勢が押さえ込んでいる。黒い猛牛ミノタウロスが現れてもなお、大広場に他の冒険者達が突入してこないのは全て彼等の仕業だった。

「全ては、主が望むままに」

　夜気に己の声を溶かすオッタルは体の向きを変え、携えていた大剣を投擲とうてきする。

　回転しながら風を切り裂く大銀塊が、大広場中央、ベルとアステリオスの正面に突き立つ。

　人と怪物の双眼が見張られた瞬間、少年は疾走とともに握りグリップを手に取り、抜剣。

　猛牛はあたかも『夢』の決戦を彷彿させる光景に、身を再度さいど歓喜に震わせた。

「ふッッッ!!」

『ヴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　大剣と両刃斧ラビュリスが膨大な火花を散らし合う。

　更なる熱戦を繰り広げる少年と猛牛に、人々はより一層の叫喚きょうかんを打ち上げた。




「ふふふっ……ヘルメスは今、どんな気持ちかしら？」

　都市中央、白塔バベル最上階。

　都市の最も高い場所でその激戦を目にしているフレイヤは、ほぅ、と恍惚こうこつの息をつく。

「これは誰かが定めた運命？　それとも単なる奇跡？　どちらにせよ……感謝するわ」

　──この巡り合わせに。

　──あの少年と怪物の出会いに。

　この景色を見られるよう眷族達に全て委ゆだねていた美の女神は、頰ほおを上気させながら曲げた人差し指を甘く嚙む。

　熱のこもった眼差まなざしで、猛牛と剣を交わし、強く光り輝いていく透明の魂に見惚みほれた。

「また、この闘いを目にすることができるなんて」




「おいおい……何なんだ、これは」

　その光景に、ヘルメスは呟いた。

　塔の上で立ちつくす彼の背後に、『透明状態インビジビリティ』を解除したアスフィが現れる。

「ヘルメス様……もう事態の収拾はつきません。この騒ぎで『異端児ゼノス』も取り逃がしました」

　眷族の報告に声も返せず、呆然自失としながらヘルメスは大広場を見つめる。

　彼が用意した舞台は完膚なきまでに破壊され、その企たくらみは脆もろくも崩れ去っていた。

　計画が打ち砕かれた男神の放心する様をアスフィは黙って見守る。

　不意に、走った風に攫さらわれていく羽根付きの旅行帽。

　橙黄色とうこうしょくの髪を搔かき毟むしるように片手で押さえ、ヘルメスは唸うなった。

「全て台無しじゃないか……！」

　手回ししていた計画がたった一匹の『怪物』により砕け散った。

　これまで味わったことのない失意に浸っていたヘルメスは歯を嚙かみ締め、心底憎たらしそうな顔で漆黒の猛牛ミノタウロスを見据える。

　──それと同時に、歓喜が入り交じる表情で眼下を見下ろす。

「ああっくそ、いいだろう、認めよう！　オレの負けだ！　こんな光景がどうして想像できたか!!」

　雄叫びと咆哮、声援と祈り。激しく戦う少年と怪物に人々は逃げることも忘れて、その本物の闘争に引き込まれていた。敵意と失意は完全に翻ひるがえり、熱狂だけが渦を巻く。

　たとえヘルメスの思惑が計画通り運んだとしても、こうはならなかっただろう。神の掌てのひらの上ではこうまで人々の心を勝ち得なかっただろう。当然だ、石竜ガーゴイル達の戦いの中でも少年は苦しみ続け、常に抗っていたのだから。

　この『冒険』に勝る光景など、全知全能の神に生み出せる筈はずがないのだから。

「そういうことか？　そういうことだったのか、大神ゼウス!?　貴方あなたはこれを悟って、オラリオを去ったのか!?」

　背後で息を呑む眷族ともども、ヘルメスは闇やみを払う稲光と見紛うその光景に見入った。

「神意しんいに抗った者こそが、こうまで光り輝くと！」

　──世界は『英雄』を欲している。

　古いにしえの暗黒を切り裂く刃を、悲願を超克する光を、醜くも気高い命の咆哮を。

　神々に踊らされる傀儡くぐつではなく、何千年もの停滞を打ち破る下界の『可能性』を。

　純然たる意志で紡がれる、【眷族の物語ファミリア・ミィス】を。

「差し詰め……あの黒い獣は紡ぎ手を焦こがし、道を示す『極星ほし』というわけか」

　まったく、オレが道化ピエロだ、と。

　自身の神意しんいを超える『未知』の光景に、悔しくも打ち震える。

「賢者の知恵も、勇者の策も、そして神の思惑も打ち砕いたのは……純粋な『力ちから』だったか」

　屈辱を飲み干しながら。

　ヘルメスは、その瞳を細めた。

「あぁ、なんて美しい『殺し愛あい』……」

　人々の心を摑んで離さない少年と怪物の闘争に──英雄譚の一幕に、神は敬意を表した。





「っ……！」



　人々の叫喚と震動の中で、ヘスティアもその光景に身を震わせる。

　胸を押さえ、腕を振るう人垣の間あいだから、背中だけが見える。

　漆黒の怪物に立ち向かっていく、少年の背中だけが。

「ヘスティア様！」

「……行こう！　ベル君に任せるんだ！　絶対に邪魔をしちゃいけない!!」

　リリの呼びかけに応え、ヘスティアは隠している『異端児ゼノス』達の護送を促す。

　眷族の一人が生み出す闘争のうねりに乗じ、【ヘスティア・ファミリア】は今やるべきことに身を挺ていした。

　ヘスティアは広場が見えなくなる間際まぎわ、もう一度その光景を顧みる。

　少年の背中に新たに書き綴つづられる物語を、女神の瞳は焼き付けた。
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『下界は捨てたもんじゃあない』

　世界のどこかで、誰かは言った。

　この下界で繰り広げられる数々の物語はあくまでも子供達の劇ドラマであるが、その背後には神々が厳然と存在する。それは確かだ。

　しかし。

　頭上から糸を垂らされようと、舞台裏で囁ささやかれようと、戯曲を書き換えられようと、言うことを聞かない『利きかん坊』達がいる。

　彼等は往々にして舞台の上で暴れ回り、多くが目も当てられない失敗と失笑を買うものの、時には予定調和を覆す。

　ありふれた歌劇を、誰も見たことのない景色へと変える。

『儂等わしらと世界を驚かすのは、いつだって子供おまえ達だ』

　世界のどこかで、誰かは笑った。





[image: ]






　ベルとアステリオスの闘争は続く。

　その中で、オラリオ中にいる全ての者が、迷宮街から発せられる声の高まりに気が付いた。

　恐怖や悲鳴ではない、天井てんじょう知らずの熱気に。

　怯えて引き込もっていた住民も高階から恐る恐る窓を開け、あるいは高層物の屋上に出る。都市の東部に視線を向け、啞然あぜんとしながら迷宮街の大広場に向かって指を向けた。

　熱気は伝播でんぱする。

　都市に影を伸ばしながら歓喜の舞を踊る神々を中心に。

　そして、

「場所を変えるぞ!?」

　広場で叫ぶ住民達のもとまで吹き飛ばされたベルが巻き込むまいと、竦み上がる彼等の前で無理矢理足あしを石畳に叩きつける。Ｌｖ．３の能力ステイタスにかまけて無理矢理むりやり上空へ跳躍した少年を、アステリオスは当然のように追った。

　屋上に響く二つの着地音、続く両刃斧ラビュリスの叩きつけられる轟音、次いで激しい走行音。

　迷宮街から出たベルはアステリオスから視線を逸そらさず屋根の上を並走する。

（戦える場所は──！）

　街路、路地裏、東のメインストリート。道に出ていたギルド職員や避難民が呆然とこちらを仰ぐ光景を見て選択肢を潰つぶされていくベルは、最後に前方に広がる巨大な空間を見やり──。

「──来なさい」

　巨塔の最上階で笑う美神の声に導かれるように、都市中央、中央広場セントラルパークへと降り立った。

「なっ──」

「【リトル・ルーキー】!?　それに、あれは……!?」

　摩天楼施設バベルを包囲し守っていた無数の冒険者達から驚愕を奪いながら、ベルとアステリオスは再び戦闘に突入する。

　冒険者達は圧倒的な存在感を放つ漆黒の猛牛ミノタウロスに目の色を変え、怯えながらも遠近問わず攻撃を加えようとするが、邪魔をするなとばかりに放たれた『咆哮ハウル』がＬｖ．２以下の者達を完全に無効化した。

「お前等、手ぇ出すなぁ！」

「さっさと逃げろ、逃げろォ！」

　立っている者が激減する中央広場セントラルパークで数少ない第二級冒険者が青ざめる中、撤退を促す声が次々に響いた。笑みを浮かべる神々である。

　娯楽好きの主神の神意しんいに従い、仲間を引きずりながら冒険者達が逃げ出していく。

「ガネーシャ!?」

「……我々も気を失った冒険者達を救助だ！　手を出すなよイルタ、周囲にいる住民達の避難を最優先させろ！」

　摩天楼施設バベルを守護していた【ガネーシャ・ファミリア】も主神の指示で人命救助を最優先に動く。舌打ちする赤髪の女戦士イルタを中心に上級冒険者達が救助活動に尽力した。

『野暮やぼ』と断ずる介入を神々が取り除く。

　中央広場セントラルパーク東部を最後の戦場に変え、ベルとアステリオスは激突した。

「はああああッッ!!」

『ヴオオオオオオオオオオオオオオ!!』

　大剣と両刃斧ラビュリスが何度もかち合った。何度も斬撃の音色を奏でた。

　戦場の奏楽はまるで聴衆を招くように冒険者達を、都市の住民達の視線を中央広場セントラルパークへと引き寄せた。広場を一望できる派閥ファミリアの本拠ホームに、歓楽街でそそり立つ大劇場シアターの屋上に、都市中央部に位置する建物に躍り出て、その一戦を見下ろす。

　怪物の血ち飛沫しぶきが上がる度に、住民達はおののいた。

　少年が吹き飛ばされる度に、冒険者達が手すりを摑み前のめりになった。

「ブッ殺せぇえええええええええええええええ!!　そこだぁあああああああああああ!!」

「モルドうるせぇ!?」

　迷宮街から急いで追ってきた冒険者達がここに合流し、再び叫び声が上がり始める。

「ここでいいか！」

「はい、ありがとうございます！」

　無理を押して冒険者の手を借りてやって来たギルドの職員の中には、エイナの姿もあった。

　桜花オウカと千草チグサの協力を得て駆け付けた彼女は、中央広場セントラルパーク眼前の商店の上で少年の姿を追う。


「…………いけ、やれっ」



　神々の命めいを聞かず矢を放とうとする獣人も、杖つえを構え詠唱していたエルフも、モンスターを都市から殲滅せんめつせんとする冒険者達も……やがては迷宮街の者達と同じように、それぞれの武装を下げ、見入ってしまう。

　時を繰り返すように、彼等は怒声を飛ばし始めた。

　冒険者の意地を見せてみろ、と。

「クラネルさん……」

　駆け付けたリューは、その闘争を見つめ静かに呟き。

「おいおい……本当かい？」

　彼女の隣にやって来たアイシャは、笑みを浮かべ。

「うわっ、何やってんのあの子……！」


「あわわわっ……！」



　ダフネとカサンドラは、恐怖の存在に一人で立ち向かう少年に震え上がり。

「ヴェル吉の仲間ファミリアは愉快なヤツばかりじゃなぁ」

　椿ツバキは、眼帯をしていない片目を細め。

「ベル……死んじゃやだよ？」

　ナァーザは、銀の義手を左手で摑んだ。

　声援が轟く中で、人々の目が、神々の目が、都市中の目が、一人の冒険者と一匹の怪物に集束する。


「─────────────────────ッッ!!」



『ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウッ!!』

　力を振り絞るようにベルとアステリオスの体が猛った。

　大剣を装備するベルの両腕が悲鳴を上げている。だがそれだけだ。罅の入った腕などいくらでも振り回せる。激痛の熱さえも攻撃の原動力に変えてベルは斬りかかった。

　打ち払われる大剣、弾はじかれた勢いを転化した回転斬り、これも防ぐ両刃斧ラビュリス、苦し紛れに放った炎雷をブチ破り、間一髪離れた空間に叩き込まれる袈裟けさ切り。

　斧の刃先が掠かすめ、手甲に埋め込まれた眼晶オクルスが粉々に砕け散る。

「……っ!?」

　ベルの武装が次々に剝落はくらくしていく。留め具を壊された擦り傷だらけの手甲が、咄嗟に防御に用いた肩当てが、アステリオスの猛攻によって失われていく。漆黒の濁流が脅威となってベルをすり潰さんとする。

　ベルの体は赤く染まっていた。

　自分の血ではない。

　アステリオスが猛る度に舞い散る彼の鮮血だ。

　そう、敵は隻腕であることはもとより、瀕死の身なのだ。

　いつ倒れてもおかしくない傷を体に刻み込まれている。

　──瞬殺だった。

　両腕が存在したら、瀕死の状態でなかったら──。

　アイズや、多くの冒険者の軌跡とともに戦ってようやくの接戦。ようやくの拮抗きっこう。

　彼が万全ならば今の自分など一溜ひとたまりもない。

　強い。

　アステリオスは途方もなく、壮絶なまでに強い。

『フッ、フッ、オオオオオオオオオオオオオ!!』

　漆黒の拳が、両刃斧ラビュリスが、防ぎ切れないベルの無力を責めてくる。

　ベルはアステリオスの先に狩猟者ディックスを見た。足元にも及ばなかった憧憬アイズを見た。守れず一度は灰となって消えた少女ウィーネを見た。己の、無力の象徴を見た。

　両刃斧ラビュリスの先に見える狩猟者ディックスの槍が、憧憬アイズの剣つるぎが、少女ウィーネの涙が、ベルの心を突き破る狂おしいほどの願望を目覚めさせる。

　──強くなりたい。

　この好敵手を超えるために──無力な自分を超えるために。

　──強くなりたい。

　この好敵手に勝つために──もう何も失わないように。

　──強くなって。

　英雄のように。

　大切な何かを、大切な誰かを守り抜ける、英雄のように。

　偽善者と罵られても、現実に押し潰されても、あがき抜く英雄のように。

　──僕は。

　英雄に、なりたい。




「──うあああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!」




　ベルは咆哮した。

　限界の先へ己の体をねじ込み、白き世界へと加速した。

　白の平原を駆け抜け、視界に映るありとあらゆるものを白熱させ、視線の先で待ち構える漆黒の猛牛へと疾走する。

『ッ!?』

　霞かすむほどの勢いで踏み込まれた左足とともに大剣を振り抜いた。

　限界を食い千切った加速、遅れる敵の反応。鎧の上から斬撃を叩き込み、なおも止まらない。強固な全身型鎧フルプレートに阻まれようが乱打の嵐あらしを見舞う。


『ッッ──ヴォオォ!!』



　それ以上など許すものかと、振り上げられた両刃斧ラビュリスが大剣を上空に弾き飛ばす。

　群衆から悲鳴が上がる中──ベルはそれらを全て無視し、疾走の動きから跳躍へ。

　虚を突かれるアステリオスの頰骨に、左上段蹴りを炸裂さくれつさせる。

　敵に負けじと己の肉体を武器に変えた兎の爪つめ。しかし、第一級冒険者の蹴りさえも顔面に受け耐え凌しのいでみせたアステリオスは──次には瞠目していた。

　宙に浮いたまま、左足を見舞った体勢で、砲身のごとく突き出される右手。

「【ファイアボルト】!!」

　六連射。


『～～～～～～～～～～～～～ォオッ!?』



　冒険者達が息を呑むほどの至近砲撃。猛牛の片目を潰す決定打。

　自らもまた爆風で吹き飛んだベルは、着地と同時に、疾駆した。

　頭上から回転しながら降ってくる大剣を右手で摑み取り、後方によろめく猛牛の体目めがけ、渾身の斬撃を見舞う。

『ゴオッ!?』

　袈裟斬り。

『グッッ!?』

　大薙ぎ。

『オオオオオッ──!?』

　斬り上げ。

　都合三閃、今度こそ全身型鎧フルプレートごと斬り裂かれた巨軀が、夥おびただしい紅血を吐き出した。

『うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!?』

　覚醒かくせいしたベルの猛攻に冒険者達と神々が、喉が張り裂けんばかりに絶叫する。

　一方で左眼を潰され、間違いない深手を肉体に叩き込まれたアステリオスは──笑った。

　人々の歓声を一時消失させるほどの不気味さで、猛々しさで、静かに。

　少年の戦意は途切れない。慢心など意志の炎で焼きつくし、大剣とともに体を前へ。

　アステリオスの脚が地面を粉砕する。

　ベルの脚が正面へ疾走する。

　互いの瞳に互いの姿のみ映したまま、眦まなじりを決し、最後の攻防に臨んだ。





「『────────────────────────────────ッッッッ!!』」






　決戦する。

　少年と怪物の咆哮。洗練さなど欠片かけらもない二重奏。勝利を求める雄おすの雄叫び。

　連撃と剛撃がしのぎを削り合う。唸る大銀塊が血濡ぬれの両刃を弾き飛ばし、振り下ろされた剛脚が攻撃の芽を摘む。引き戻される大剣と両刃斧ラビュリスが瞬く間に邂逅し、交差する二つの大閃が獰猛どうもうな火花を生んだ。

　刃が掠めた少年の肩から血が噴き上がり、剣撃を防いだ鎧の内側から肉の潰れる音が鳴る。

　炎雷を纏う少年の右手が怪物の体を焼き、絶大な怪力を誇る猛牛の巨軀が慮外の方法で冒険者の装備を壊す。

　神の刃と紅の双角までもが駆使され、剣と斧の隙間を縫って紫紺しこんと紅の残光が走り抜けた。

　誇りや矜持などとは無縁な意志と意地の衝突。

　互いの妥協さえ許さず、鏡のように相手へ更なる加速を促す。

　冒険者達は身を仰のけ反ぞらせ、人々は肌を震わせ、神々は笑みを浮かべ、哮たけった。

　言葉の形をなくした叫びの塊がその一戦へと解き放たれる。中央広場セントラルパークの周囲で総立ちとなる彼等は息を吸うのも忘れ、全身から叫び続けた。

　熱を孕はらんで輝く美神の銀瞳。

　紛れもない死闘に蒼あおく震える半妖精ハーフエルフ。

　息を止めて闘いの行く末を見守る少年と出会った多くの者達。

　彼女達の視線の先で、少年と怪物は死力をつくして闘争の幕引きを拒んだ。

『ヴオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

「ぐうぅっ!?」

　振り上げられた両刃斧ラビュリスが咄嗟に構えられた大剣を強打する。

　ベルの足は地面を離れ、羽根のように軽々と後方へ吹き飛ばされた。

　石畳に背中から落ちた瞬間ベルは後転こうてんし、瞬時に視界の中央へアステリオスを収める。


『────オオオォ』



　離れた彼我の間合い、約十Ｍメドル。

　アステリオスはこの瞬間を待ちわびたように、両刃斧ラビュリスを握る左手を地に叩きつけた。

　隻腕がたった一本で石畳を踏み締め、頭部は低く構えられる。

　それを見た冒険者達が、ざわりと喧騒けんそうを膨らませた。

『ミノタウロス』が己の最大の角ぶきを用いて放つ必殺、それに酷似した構え。

　進路上のあらゆるものを粉砕してのける強力無比な突撃ラッシュ。

　白亜の巨塔を背負う猛牛の姿に目を見開いたベルは、次には敵の真意を察し、大剣を正面に構えた。

　発動するのは『英雄の一撃』。

　鐘チャイムの音とともに、白光を収斂しゅうれんさせる。

「ッッッ!!」

【英雄願望スキル】の引鉄トリガー、思い浮かべる憧憬しょうけいの存在は、『アルゴノゥト』。

　英雄になりたいと望み、数奇な運命を乗り越え、真の英雄になってのけた男。

　始まりの英雄譚に想いを重ね合わせながら、ベルは大剣を後方に溜める。

「──」

『──』

　紅の双角が少年の瞳を焼き、集束される白の光粒が怪物の双眼を貫く。

　交じり合う互いの眼差し。境界を無くす戦意と戦意。永遠に凝縮される一瞬。

　四肢が吠え、心が餓え、意志が燃え盛った。

　ベルの深紅ルベライトの瞳と、アステリオスの怪物の瞳がぶつかり合う。

　そして、




「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッ!!」

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ!!』




　突貫した。

（──敗まけないで）

　発走した少年に、戦いを止めるよう願っていたエイナは、初めて彼の勝利を祈った。

　両者互いに石畳を爆砕し、冒険者と猛牛は己の身を最強の弾丸に変える。

　轟き渡る咆哮に息を呑む人々、神々、冒険者。

　疾駆と驀進ばくしんが互いの間合いを一瞬で零ぜろへと変え、決着の一撃を解放させた。

　二十秒分の蓄力チャージ。

　振り下ろしと、すくい上げ。

　敵の紅角目めがけ、ベルは白光の大斬撃を繰り出した。





「──────」






　瞬間。

　少年は己の純白の輝きが、敵の紅の破光に打ち砕かれるのを捉えた。

　直後。





「──────がっっっ」






　敗やぶれた。

　ベルの『英雄の一撃』が。

　致命的な衝撃を被かぶると同時、少年の体は天高く舞い上がる。


『────』



　その一瞬、オラリオから一切いっさいの音が消えた。

　口から鮮血を撒まき散らし、衝突点の直上を昇る少年の体。

　誰もがその姿を仰ぎ、蒼ざめ、粉々に砕け散った銀塊の破片から白光が四散するのを見た。

「ベル、く──」

　口もとを両手で覆うエイナの時が凍結する。

『──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　対して、少年の必殺を打ち砕いた怪物は勝利の雄叫びとともに凱旋を行う。

　石畳を削る急制動を敢行した後、瞬時に反転しベルの落下点へ。

　まさに荒ぶる猛牛のように直進し、ベルが地に叩きつけられた瞬間、その体を再襲した。

「があぁっ!?」

　横に広げられた漆黒の左剛腕に打撃され、再び吐血するベル。少年の体をそのまま絡め取ったアステリオスは進路方向に猛進を続け、視界正面、天を衝く白亜の摩天楼まてんろうへと突撃する。

「た、退避ぃー!?　逃げろおおおおっ!?」

　少ないながらも摩天楼施設バベルの門を防衛していた【ガネーシャ・ファミリア】の上級冒険者達は、その止めることのできない無敵の突進から全力で逃れた。

　次の瞬間、巨塔の門と壁を猛牛の突撃ラッシュが撃砕する。


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　ベルを巻き込んで塔バベル内部に侵入したアステリオスの勢いは止まらない。

　一階の大広間、巨大な花のステンドグラスを連想させる床に、左腕に絡め取ったベルごと両刃斧ラビュリスを叩きつける。凄すさまじい怪力の一撃は少年と床に深刻な損害ダメージを与え──次の瞬間、大広間の中央部は崩れ落ちた。

　床と天井を破られ、地下一階の階フロアに落下してしまえば、下で口を開けて待っているのは『大穴』。ダンジョンの出入り口。

　落ちる。落ちる。落ちる。

　血を吐きながら浮遊感に包まれ、大量の瓦礫とともに地の底に吸い込まれていく。

　霞むベルの視界から地上の夜の光が遠のいていく中、間もなくその瞬間はやって来た。

「ぎっっっ!?」

　ドンッッ!!　と。

　轟然ごうぜんと音を立ててダンジョン１階層に激突する。

　背骨を起点に電撃のような衝撃が走り抜け、ベルは僅かの間気きを失った。

　喉に詰まる血液の塊を咳せき込みながら吐き出し、昇華ランクアップしていなければ即刻死亡しているほどの苦痛に苛さいなまれながら、うっすらと瞼を開ける。

　仰向あおむけとなった視界の最奥では、ぼんやりとした夜の薄闇が見える。塔の門から差し込んでいる月光だろう。崩落と言ってもいいこの落下劇によって魔石灯は全壊したのか、塔内部は闇に包まれていた。円筒形の『大穴』に設けられた螺旋らせん階段も、一部が壊れている。

　ベルは大量の瓦礫を寝台ベッドにしながら、仰向けに倒れていた。

　落下直下のこの１階層にも当然のように被害が出ているのか、亀裂が入ったダンジョンの壁面に灯る燐光りんこうは弱々しかった。それこそ、洞窟に差し込む月明かりのように。

　鈍い思考で頭上を仰ぐそんなベルのもとに……漆黒の影が覆い被さる。

「ベル……」

「……！」

　怪物の咆哮ではなく人語の声音に、なけなしの力を振り絞って顔を上げた。

　そこに勝者のごとく立っているのは漆黒の猛牛。

　静かにたたずむアステリオスは、ぼろぼろのベルを見下ろしながら言う。

「これで、一勝一敗……」

　その言葉に、ベルは目を剝むいた。

「次だ」

　片腕を失い、片目を潰され、全身に傷を刻み込まれた猛牛の戦士は。

　隻腕が持つ両刃斧ラビュリスを胸もとまで掲げ、告げた。

「次こそ──決着を」

　口端を裂いて笑うアステリオスは、頭上を振り仰ぐ。

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!』

　そして凱歌のように怪物の大音声を打ち上げ……去っていった。

　ベルの前から。

　闇の奥、ダンジョンの先へ姿を消して。

「……」

　糸の切れた人形のように、ベルは後頭部を再び瓦礫の山に預ける。

　それまでの戦いがまるで幻だったかのように、静寂が辺りを包んだ。

　きっと、恐らく、この有様ではダンジョンは壊れた組成の修復を優先させる。モンスターは産まれ落ちず、『ゴブリン』や『コボルト』など低級の怪物も音と衝撃に怯えて階層の奥に引っ込んでいるだろう。しばらく横になっていてもきっと大丈夫だ、とベルはまともに働かない頭の中でそんなことを考える。

　ここにいる今が、ふわふわとした夢のようにも感じられる。

　ともすれば、彼とのやり取りもどこか現実感がないように思えた。

　全身を苛む激痛は本物で、現実から逃避することは許されなかったが。


「…………敗まけたん、だ」



　唇からこぼれた呟きが、地上に続く縦穴に吸い込まれ、月夜へと昇っていく。

　ベルは地下一階の蒼穹そうきゅうの天井画に空いた穴を見上げた。

「『異端児ゼノス』の、みんなは……グロスさん達は、助かった、のかな……」

　手甲の眼晶オクルスは砕け散っている。女神の連絡は届かない。

　でも、きっとヘスティア達のことだ。自分とアステリオスが囮になっている間に、上手うまくやってくれたに違いない。

　そう、自分達の闘いには意味があったのだ。

「……これで、良かったんだ」

　都市を巻き込んで闘い続けたことで、ウィーネやリド達もダンジョンに戻れた。

　もし自分が勝ってしまえば、アステリオスは死んでいた。

　自分が敗けていなければ、彼はダンジョンにも同胞のもとにも戻れなかった。

　そう、だから、良かったのだ。

「敗けて、良かったんだ……」

　勝敗なんて二の次だ。

　そう、これで良かったのだ──。




「……噓だ」




　ぽつり、と。

　ベルは呟いた。

「……そんなの、噓だ」

　呟く声が、湿っていく。

　鼻の先が熱くなり、頭上を仰いでいる視界がぼんやりと滲んでいく。

　次には、涙がこぼれ落ちた。


「敗けて良かったなんて、噓だっ……！」



　悔しい。

　死ぬほど悔しい。

『異端児ゼノス』とか、使命とか、全てを抜きにして、めちゃくちゃ悔しい。

　ベルは、アステリオスに勝ちたかった。

　再戦のために自分の前に現れたあの宿敵に。

　冒険者として、男として、あの好敵手に勝ちたかった。


「ふっ、ぁ、うぁぁっ……！」



　情けない嗚咽おえつを必死に堪こらえる。

　意識を離れて喉が何度もしゃくり上げた。

　アステリオスは言っていた。

　次こそが自分達の決着だと。

　まだ、勝負は終わっていないのだと。

　彼は戦う理由をくれたのだ。『異端児ゼノス』と出会ってずっと何かを迷っていたベルに。

　次は殺しにいくぞ、と。

　だから迷うな、と。

　強くなれ、と。

　強くならなければならない理由をくれた。


「～～～～～～～～～～っ……!!」



　──約束するよ。

　──いつか、ウィーネ達と暮らせる居場所を作るって。

　──そのためには、今より、もっと──。

　全部、自分が言った言葉。誓った約束。


　そう、今よりもっと────強くならなくちゃ。



　ベルはもっと、もっと。

　少女との約束を守るなら、彼との決着を付けるというのなら、もっと強く。

　また一つ、目標ができた。

　憧憬しょうけいとは別に、新たな目指す場所ができた。

　今いま必要なものは、全部、全部、繫がっている。




　また、憧憬を追いかけるために。

　もう、大切な誰かを死なせないために。

　次は、勝つために。

　強くなろう。

　もっと強くなろう。

　二度と無力を嘆かないためにも。




　だから。

　今はみっともなく、泣こう。

　無様に、ただ泣こう。

　また、明日から走り出せるように。

「う、あ、ぁあああああああああああっ……!!」

　目を腕で覆いながら、ベルはみっともなく、声を上げて泣き始めた。
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「ベル君！」

　エイナは走っていた。

　モンスターがベルを連れて摩天楼施設バベルへ消えてしまった後、誰よりも早く動いて中央広場セントラルパークに降り立った。

　息を切らし、慣れない動作で腕を必死に振りながら、白亜の巨塔を目指した。

「待ってください、危険です!?」

【ガネーシャ・ファミリア】の制止も聞かず、破壊された『バベル』の門をくぐり抜ける。

　エイナを待っていたのは、床に空いた巨大な穴が地下まで続く階フロアの光景だった。

　破壊されたのだと悟り顔から血の気が引く。

　──まさか、これに巻き込まれたの？

　穴の底、ダンジョンの下でうっすらと見える白い影を見つけ、エイナは突き動かされるように地下の階段に飛び込んだ。音を立てて何段もの段差を下る。『神の恩恵ファルナ』を授さずかっていないこの身が今だけは恨めしい。それさえあれば穴を飛び降りて少年のもとにすぐに駆け付けられたのに。

　魔石灯が壊れ、碌ろくに明かりがない中でエイナは何度も転びそうになった。何度も躓つまずきながら、けれどそれでも足を止めなかった。

　瓦礫に埋めつくされた地下一階、そしてダンジョンに続く『大穴』の螺旋階段。

　一部壊れた箇所も何とか通過し、エイナはとうとう１階層に辿り着いた。


「ベル君!!　…………ベル、くん？」



　エイナが見たものは、瓦礫の上で血まみれになっていて、けれどちゃんと息があって、そして泣いている少年の姿だった。

　腕で隠した目もとからいくつもの大粒の涙を流し、身を震わせながら、泣いている。

　みっともなく、情けなく、思いっ切り。

「ベル君……」

　泣いている。

　少年が、彼が。

　いつも見てきた子供の泣きべそではなく、『男性』が流す悔し涙。

　心から涙を溢あふれさせる、本当の涙。

　自分が知らないベルの姿に、エイナは切ないほど胸が締め付けられた。

　何も言えず、しかし何かをしてあげたくて、そっと近付いて膝を折る。

　彼の右手を両手で包み込むと、ぎゅううっ、と痛いほど握り締めてくる。

　エイナは、自分の胸に何かが芽生えてしまうのがわかった。

　もう後戻りできない、甘く切ない高鳴りが。




　月明かりを彷彿させる儚い燐光に照らされながら。

　エイナは助けが来るその時まで、ずっとベルに寄り添うのだった。

















　燐光りんこうが照らし出す茫漠ぼうばくたる薄闇うすやみ。

　魔石灯の光も交ざる広大な広間ルームの中で、フェルズはモンスター達と向かい合っていた。

「本当に悪かったな、フェルズ。すげえ迷惑をかけちまって……」

「もう言うな、リド。それに言ってしまうと、君達と縁を結ぶと決まった時、私は多大なる労力を割くだろうことを覚悟していたよ。まぁ当時は、嫌々だったがね」

「……ちくしょうめ。ありがとうな」

　蜥蜴人リザードマンのリドから差し出されたたくましい怪物の手を、フェルズは手袋グローブの上から握った。周囲の『異端児ゼノス』からも感謝の言葉、そして感謝と思おぼしき鳴き声が寄せられる。

　ダンジョンに存在する『異端児ゼノスの隠れ里』の一つ。

　あの長かった迷宮街を巡る攻防の日から数日が経たち、リド達は残っていた同胞が待つこの里に無事ぶじ帰還していた。

「にしても、グロスもしっかり帰ってきて……本当に悪運が強いよなぁ、お前？」

「……死ニ損ナッタ」

「もう、そんなことヲ言うものでハありませんよ？」

「よかったね、グロス！」

　リド、グロス、レイ、ウィーネが談笑する光景をフェルズは尊いものを見るように眺めた。

　あの事件の後、リドやウィーネ、グロス達は合流することができた。

　グロス達を『人造迷宮クノッソス』まで送り届けてくれたのはヘスティアやリリ達だ。彼女達には感謝してもし切れないが、曰いわく「【フレイヤ・ファミリア】が【ロキ・ファミリア】を睨にらみつけていてくれたおかげ」らしい。

　全すべては少年と……あの猛牛が繰り広げた一戦が起因していると。

　何か一つでも間違っていれば、目の前の光景は見ることがかなわなかったものだ。

　少年が、【ヘスティア・ファミリア】がいなければ。

「みんなの体も『魔法』で治してくれて、手間かけさせちまったな。すげえ古い冒険者の忘物マジック・ポーションならあるけど、飲むか？」

「いや、私は骨だから飲めないのだが……リド、彼は？」

　傷付いた『異端児ゼノス』達をフェルズは全癒魔法で回復させていた。

　瀕死の身であった猛牛の戦士の傷も癒いやし、氷漬けにして保存していた片腕も綺麗きれいにもとに戻した。

　彼はフェルズに言葉少なに礼を告げ、それきりだったのだが。

「もう『深層』に行っちまった……また修行にな」

「……そうか」

「もっと強くならないといけないんだとよ」

　決着をつけるために、と。

『夢』を見つけたという猛牛の戦士の話に、フェルズは身に纏まとっている黒衣を揺らした。

　本当に数奇なものだと、良くも悪くも出会いの運命に愛された一人の少年のことを思う。

「……それじゃあ、リド。今度こそ行くよ。仕事を抱えたウラノスが待っている」

「ああ。……フェルズ！」

「？」

「地上に帰ったら、ベルっちに……」

「……」

「……いや、何でもねえ。やっぱり会って自分の口で言う。約束、だしな」

「ああ、それがいい」

　蜥蜴とかげの顔にくしゃくしゃな笑みを浮かべるリドに、フェルズは頷うなずいた。

「フェルズ！」

「なんだい、ウィーネ？」

「またね！　今度はベルたちといっしょに、また会おうね！」

「……ああ、また」

　笑い返すことができない体が今とても残念だと、フェルズは思った。

　こちらを見送るリド達、そして笑みを湛たたえる竜の少女を前にして。

　少年達が守ってくれたこの世界に笑みをこぼせないことがとても歯がゆく、そして同時に、涙を流せないことにちょっぴり感謝してしまった。
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　ダンジョンから離れた地上の混乱は、やはりしばらくは続いた。

『ダイダロス通り』に関する後処理は最たるもので、貧民街スラムとはいえ避難した住民達のために急速に街の修繕が進められている。仮設の天幕の設置や住民を安心させるための冒険者や職員の配備など、やることは枚挙に暇いとまがない。【ロキ・ファミリア】が進んで作業に協力していることが住民の安心感という意味でも唯一の救いだった。復興途中の歓楽街に続いて問題は山積していく一方で、ギルド長のロイマンはとうとう泡を吹いて倒れたらしいが。

　地上に進出したモンスターに関しては、虚偽の報告がなされた。

　ベル・クラネルが暴走した黒い猛牛ミノタウロスを相手取っているうちに、【ロキ・ファミリア】が他ほかのモンスターを全滅させたと。事件の顚末てんまつを知るウラノスの指示であった。ロイマンでさえ把握していないその虚偽の密約は、矜持きょうじを逆撫なでされた【ロキ・ファミリア】に反発されるものかと思われたが、それはなかった。

　団員も、第一級冒険者達もそれぞれ思うところがあるように、ギルドの交渉と発表を受け入れたのである。用意された賞金首モンスターの偽の『ドロップアイテム』が本部前に飾られると、冒険者達は血の涙を流して悔しがり、神々は悲嘆──する振り──をし、都市の住民達は安堵あんどした。

　そして。

　事件の中心にいた少年は──。




「──全てが元通りとは言わないが、ベル君に対する子供達の評価は持ち返したといった感じかな。まぁ、最後は戦争遊戯ウォーゲームみたいになっていたしね」

「そうか」

　目の前で椅子いすに座りながら報告するヘルメスに、ウラノスはそれだけを言った。

　四炬よんきょの松明たいまつが照らす祭壇で、男神は再びナイフで木塊を削っている。

「黒い猛牛ミノタウロスには逃げられてしまったが、ベル君を称たたえる声は多い。よっぽど衝撃インパクトがあったんだろうなぁ、あの闘いは」

　自身も重々承知の少年の『冒険』について触れるヘルメスは、肩を竦すくめる。少なくともこれで少年を貶める声はなくなったと。

　年端もない子供達はまた、あの小さな英雄に憧あこがれてしまうことだろう。そして彼と最も近い場所にいる冒険者達は、今度こそあの【リトル・ルーキー】を認めただろう。『冒険』に命を賭した同業者に称賛と、畏怖をもって。

　黒い猛牛ミノタウロスとの戦いは、やはりそれほど凄烈せいれつだった。

　ベルと戦ったアステリオスに打算などはない。

　そもそもベルの名誉など知ったことではない。

　彼が求めたことはただただ一つ、『再戦』。

　だが結果的に、彼の紛うことなき殺意が、戦意が、冒険者や民衆の目にこれ以上なく『真実』として映ったのだ。いや、間違いなく本物だった。

　ヘルメスは完成した両刃斧ラビュリスを持つ猛牛の駒を、兎うさぎの駒が立つチェス盤の上に置いた。

「……今回はしてやられたよ。一杯食わされた。これがフレイヤ様の掌てのひらの上で踊らされていたと言うのなら、まぁ、まだ溜飲も下がったんだろうけど……」

　猛牛の駒を一瞥いちべつし、小憎らしそうな笑みを浮かべる。

　立ち上がったヘルメスはぱんぱんと手を払って、神座に座るウラノスへ体を向けた。

「報告は以上だ。他に聞きたいことは？」

「……今後、協力はできないか？」

「ベル君を『異端児ゼノス』の案件に巻き込まない、そう約束するなら、まだしばらく貴方あなたの手足として働こう。『人造迷宮クノッソス』の存在が判明した今、オレ達がいがみ合っていてもしょうがない。逆に聞くけど、貴方は平気なのかい、ウラノス？」

「男神ゼウスと女神ヘラがいなくなった今、私が動かせる戦力は限られている。是非もない」

　オラリオの安寧の柱として事務的に答える老神ろうじんに、ヘルメスは「わかったよ」と両手を上げる。

「オレはヘスティアやベル君にも今回の一件で嫌われてしまったかもしれないしなぁ。とりあえず、誠意をつくして頭を下げてくるよ」

「……」

「──けれど、これからもオレのやることは変わらない」

　英雄のために、と。

　貴方と対立する時はまたやってくるかもしれない、橙黄色とうこうしょくの瞳ひとみでそう告げるヘルメスは、手たばさんでいた旅行帽を被かぶる。

「じゃあ、お暇いとまさせてもらうよ。これ以上長居ながいするとまた反感を買ってしまいそうだからね」

　そう言って、ヘルメスは地上に繫つながる階段を上っていき、『祈禱きとうの間』を後にする。

　しばらくすると、階段とは別の『秘密の通路』の隠し扉が音を立てて開いた。影を払って現れるのはフェルズである。

「帰ったよ、ウラノス。……誰だれかいたのかい？」

「ヘルメスだ」

　祭壇前に置かれたチェス盤を見るフェルズに答えるウラノス。

　表情は伺えないものの、黒衣の魔術師メイジはむっつりと黙り込んだ後、溜息ためいきをつくように漆黒のフードを揺らした。

「『異端児ゼノス』達は無事に里まで送り届けた。地上の騒動で失われた命はない」

「そうか」

　報告を終えたフェルズは、ウラノスの蒼穹そうきゅうのように蒼あおい眼を見上げる。

「『異端児ゼノス』達の存在意義の証明は、無論できていない。彼等と人類の問題は何も解決していないまま。依然道のりは遠く、険しい」

「もしかしたら今回の一件で彼等の悲願は遠のいてしまったかもしれない」と黒衣の魔術師メイジははっきりと告げた。

「だが、確かな収穫もあった」

　老神ろうじんのその言葉に、フェルズは頷く。

「神ヘルメスは許せそうにないが……私も彼と同じ道を選ぶよ、ウラノス」

　響く声音に様々な感情が去来する。

　肉と皮を失った永遠の愚者は、弾はじける松明の火にその言葉をくべた。

「私も、あの少年に全てを賭かけよう」
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「『【リトル・ルーキー】奇跡の生還！』『怪物にたった一人敢然かんぜんと立ち向かった冒険者』……まったく、調子のいいもんだな」

　広げた巻物を眺めながら、ヴェルフはうんざりとした溜息をついた。

「いいではないですか、ヴェルフ殿。これであの方への誤解も解けたのですし」

「街の皆様も、私わたくし達を白い目で見てくることはなくなりました。まだどこか、負い目のようなものを感じていらっしゃるみたいですが……それもいずれは、消えることでしょう」

　街を出回っている情報紙の見出しを読み上げる仲間の青年に、命ミコトと春姫ハルヒメが声をかける。

　なすべきことをなした【ヘスティア・ファミリア】の構成員メンバーは、切迫した日々から解放された反動か肩の力を抜きながら、本拠ホームの居室リビングに集まっていた。

「ベル様やリリ達を見張っていた冒険者も、事件が終わったあの日からすっかりいなくなったようですしね」

「先立つものが全部取られる、なんて覚悟もしていたけど……泥棒もされなかったしなぁ」

　大部屋の窓辺から外の様子を窺うかがうリリの後に、長椅子ソファーに座るヘスティアが言う。

　最後の『異端児ゼノス』達を『人造迷宮クノッソス』まで送り届け、今度こそ全てを終わらせた後、リリ達が本拠ホームに戻ると、窓や扉を無残に破壊された館の光景──は広がっていなかった。

　流石さすがに内部に侵入され物色された形跡はあるものの、荒らされた痕跡は存在しない。主だった派閥の財産も無事だ。まるでどこかのすこぶる強い【ファミリア】が取り締まったかのようであった。

「これで全てもと通り……」

「……とは、いきませんね」

　途中まで口にしたリリの言葉を、命ミコトが引き継ぐ。

　少女達の瞳がおもむろに居室リビングの周囲に向けられ、竜の少女の面影を探す。

　消えてしまった少女の、家族の温もりに、リリでさえも寂寥感せきりょうかんを隠さない。

　ややあって居室リビングにいた者達の視線は、春姫ハルヒメに集まった。

「大丈夫かい、春姫ハルヒメ君？」

「……はい。また会えます」

　主神の言葉に、春姫ハルヒメは澄んだ笑みを浮かべた。

「約束、しましたから」

　小指をそっと胸に抱く狐人ルナールの少女に、命ミコト達は目を細める。

　全てを終えて、憂いは消え去り、希望も残った。

　小さな【ファミリア】に、本当にささやかな充足感が訪れる。

「あとは、ベルか……」

　ヴェルフの声が、少年のいない居室リビングに響き渡る。

　顔を見合わせる少女達の中で、リリがヘスティアに尋ねた。

「ヘスティア様。ベル様は……」

「……うん」

　リリから視線を外し、ヘスティアは天井を仰ぐ。

　蒼みがかかった瞳を細め、女神はそっと呟つぶやいた。

「あの子は、今日も──」
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　風が吹いている。

　蒼い東の空から流れる朝風だ。

　高い市壁の上で涼し気な風を感じるベルは、静かにたたずみ、それを見つめていた。

　都市の中央を、白亜の巨塔を。

　やがて朝焼けの光が澄んだ空を輝かせる頃ころ、金の長髪が揺れる。

　少年のもとに、一人の少女が訪れた。




「アイズさん……？」

「うん……おはよう」

「……どうして、ここに？」

「なんでだろう……ここに来れば、君に会える気がしたから」

「そう、ですか」

「うん」

「……」

「……」

「アイズさん」

「？」

「また、戦い方を教えてくれませんか？」

「……あんなことがあったのに？」

「はい」

「……」

「……」

「……君は、ずるいね」

「……ごめんなさい」

「……」

「……」

「……いいよ」

「……いいんですか？」

「うん……同じ目をしてる」

「？」

「私が、鏡の前でいつも見ている目」

「……」

「あ……でも、君はその、別に……私みたいにおかしくなくて、もっと目は綺麗で、その」

「……ぷっ」

「……なんで笑うの？」

「す、すいませんっ」

「……」

「……」

「私……やることがあるから、いつできるかわからないけど」

「はい、大丈夫です……ありがとうございます」

「ううん」

「……」

「……」

「アイズさん」

「なに？」

「僕……強くなりたいです」


「…………そっか」



「はい」

「行くね」

「はい」

「……またね」

「……はい」




　朝焼けの向こうに金の憧憬しょうけいが消えていく。

　隣から去っていく少女の後ろ姿を、今だけはベルは見なかった。

　眼差まなざしはずっと前に。

　天を衝つく雄大な白亜の巨塔に──そしてその下で眠る地下迷宮に。

　約束と決着が待っているダンジョンに。

「……」

　疼うずく小指を握り締め、まだ癒えない傷の痛みを嚙かみ締める。

　この朝焼けの光に再び誓いを捧げながら、ベルは約束の場所に背を向けて──。




　だから少年はまた──走り出す。



















あとがき







　アンドロメダが二晩でやってくれました。

　野生のアンドロナージさん。

　アンドロメダならしょうがない。

　本巻で一番頑張っていたのは、恐らく万能者ペルセウスさんだったと思います。




　以前、陸上競技に関わっていました。

　ある日ひ指導者の方に、とあるチームメイトと合わせて「貴方達はトムとジェリーのようだ」と言われたことがあります。というのも、自分とそのチームメイトの専門は長距離で、レース終盤になると集団から飛び出しては、二人で逃げたり追いかけたりを繰り返していたからだと思います（恐らく自分がトムでした）。

　トラックのラスト一〇〇メートル、ホームストレート。目の前で力強く振られる腕、大きなストライド、腿ももまで蹴り上げられる靴裏、遠ざかっていく背中。最後の力を出しつくしてあがき続けているにもかかわらず、自分を置き去りにしていくその光景は本当に悪夢そのもので、実際今いまでも時折夢ゆめに見てぐっしょり寝汗をかくことがあります。チームメイトことジェリーは多分、ライバルでした。

　ジェリーとは普段の生活では普通に仲良く、ご飯を食べたりもしていました。ですがいざレース当日になると、すぐにプログラムからジェリーの名を探し、同じレースに出場することがわかると、負けたくないと、強く意識していたと思います。

　ジェリーと競い合って、引っ張られて、追いかけて、悔しがって、そして結果が出て。ジェリーのおかげで強くなれた部分が確かにあったと感じています。

　ライバルって、多分いいものです。

　好敵手と呼べるほど格好いいものかはわかりませんが、そんな存在がいてくれるだけで新しい目標がどんどん生まれてくるのではないかと思います。九巻から始まったいわゆる異端児ゼノス編も、結局あの猛牛ヒロイン兼好敵手を出したかっただけ……とは言いませんが、とにかくライバルが出てほしかったのだと思います。本編三巻に当たる内容を書き終えた後、主人公のライバルはあの猛牛以外ありえないと心に決めていました。

　これからも主人公と一緒に追いかけっこをしてくれれば、とそんなことを願っております。

　それでは謝辞に移らせて頂きます。

　担当の小瀧様、今回から原稿チームに加わってくださった北村編集長、美麗なイラストを描いてくださったヤスダスズヒト先生、ご尽力いただき誠にありがとうございました。関係者の方々にもこの場を借りて御礼申し上げます。そして読者の皆様、重ね重ね本書を手に取って頂いてありがとうございます。

　11巻では限定版ドラマＣＤも出させて頂きました。スタッフ・キャストの皆様にも深く感謝いたします。

　作者の中では『異端児ゼノス編』が終わっても第三部は続く予定でしたが、本巻を最後まで書いてみて、やっぱりここで区切った方が綺麗かもしれないと思い直しました。あと『異端児ゼノス編』が当初の予定を越えて三冊かかってしまったので……。

　というわけで、次巻からは新章となります。再びダンジョンの攻略に話を戻す予定です。また読んで頂けたら幸いです。

　ここまで目を通して頂きありがとうございました。失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり ふじの）

　本巻を執筆するにあたって沢山マジックアイテムを出したい、と思い「ハリー・ポッター」シリーズを事前に読み返したのですが、やっぱり面白すぎて読み耽るという罠が発生してしまいました……。

　色々参考にさせて頂いてゴメンナサイと思いつつ、やっぱりバタービールを飲んでみたいという子供の頃の野望を取り戻しました。ＵＳＪ！　ＵＳＪ！




イラスト

ヤスダスズヒト

　三重県生まれ。主な作品に『夜桜四重奏〜ヨザクラカルテット〜（講談社刊）』、『デュラララ!!（電撃文庫刊）』挿画、など他多数。

公式サイト

http://www.suzuhito.com/








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜Webページはこちら＞

http://www.sbcr.jp/products/4797388121.html
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（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取れば紹介ページにアクセスできます。問合せのリンクよりお寄せ下さい。）
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ダンジョンに出会いを求めるのは間違っているだろうか１１
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